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相模湾・東京湾沿岸で記録された
ハクジラ亜目マイルカ科について

花上諒大・崎山直夫・加登岡大希・鈴木　聡
石川　創・山田　格・田島木綿子・樽　創

Ryota Hanaue, Tadao Sakiyama, Daiki Katooka, Satoshi Suzuki, Hajime Ishikawa, 
Tadasu K. Yamada, Yuko Tajima and Hajime Taru: Review of sighting, 

stranding, and bycatch reports of Delphinidae along 
the coast of Sagami Bay and Tokyo Bay

緒　言

　日本沿岸の鯨類の記録は，国立科学博物館の「海棲哺
乳類ストランディングデータベース（online）」や，日本
鯨類研究所の「鯨研通信」ならびに「鯨類のストランディ
ング（座礁・漂着・漂流・迷入）・定置網混獲―ストラ
ンディングした鯨について（online）」，下関海洋アカデ
ミー鯨類研究室（2020年 3月閉鎖）の下関鯨類研究室
報告（No. 1–7）により確認することができる。また，相
模湾における鯨類の出現記録は断片的な情報や目録があ
り（山田・磯貝 , 1992; 鴨川シーワールド , 1992; 中村ほか , 
1994; Terasawa et al., 1997; 樽 , 2006; 崎山ほか , 2011），近
年では国内で初めて漂着が記録されたシロナガスクジ
ラ（樽ほか , 2018; 田島 , 2019）や，ハナゴンドウ，ヒゲ
クジラ亜目の記録がまとめられている（崎山ほか , 2019; 
加登岡ほか , 2020）。
　本報告では，加登岡ほか（2020）に続き，相模湾とそ
の奥に位置する東京湾で記録された鯨類について，これ
までの報告を集計するとともに，新たな情報も加えて，
同湾に出現する鯨類を調査する上での基礎資料とするこ
ととした。今回はハクジラ亜目マイルカ科についてまと
めた。

材料と方法

　
　相模湾と東京湾沿岸の鯨類の記録について，各デー
タベースや既知報告（国立科学博物館 , online; 日本鯨
類研究所 , 1988a, b, 1989a, b, 1990, 1994, 1995, 1996, 1997, 
1999, 2000a, b, 2001, 2003a, b, c; 日本鯨類研究所 , online; 
鴨川シーワールド , 1992; 山田・磯貝 , 1992; 中村ほか , 
1994; Terasawa et al., 1997; 樽 , 2006; 石川ほか , 2013; 石川 , 
2014–2019; 崎山ほか , 2019）と，未発表記録（著者らが
漁業関係者から聞き取りによって収集した情報やメディ
ア情報，漂着・漂流・混獲・迷入の現場へ赴き得た情報
のうち，上記のデータベースに含まれないもの）を情報
源とした（表 1の出典を参照）。調査捕鯨や商業捕鯨など，
上記以外の情報は含めていない。
　本報告では，調査海域の区分を瀬能・松浦（2007），
佐藤（2017）を参考に，静岡県（伊豆半島石廊崎より東側），
神奈川県，東京都（東京 23区に面する海域又は河川と
伊豆大島より北側），千葉県（南房総市野島崎より西側）
沿岸で記録（漂着，漂流，混獲，迷入，目視：以下，記
録と表記）されたハクジラ亜目マイルカ科を対象とした。
この海域区分は，行政区画の区分よりも，地形などを考
慮した形で区切られている。

総　説

Abstract. Adjacent to Japan's Sagami Bay, Tokyo Bay has numerous records of whale sightings, stranding, and 
bycatch. However, these records are widely distributed across various databases, journals, reports, and articles. As 
part of the survey on the distribution of Delphinidae in adjacent waters of Japan, we reviewed reports of Delphinidae 
in the context of Sagami Bay and Tokyo Bay between 1934 and 2020. As a result of the survey, records of 202 
Delphinidae, including of 16 different species were obtained: Delphinus capensis, D. delphis, Feresa attenuata, 
Globicephala macrorhynchus, Grampus griseus, Lagenodelphis hosei, Lagenorhynchus obliquidens, Lissodelphis 
borealis, Orcinus orca, Peponocephala electra, Pseudorca crassidens, Stenella attenuata, Stene. coeruleoalba, Steno 
bredanensis, Tursiops aduncus, T. truncates. In this review, we summarize the abovementioned records, as a reference 
for further investigation.
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m
-

-
7,

 9
, 2

6
38

20
03

/4
/1

9
千
葉
県
　
館
山
市
塩
見
地
先
下
原
港

生
存
→
飼
育

漂
着

1
2.

27
 m

11
5

オ
ス

7,
 9

, 2
6

ユ
メ
ゴ
ン
ド
ウ

 F
er

es
a 

at
te

nu
at

a

コ
ビ
レ
ゴ
ン
ド
ウ

 G
lo

bi
ce

ph
al

a 
m

ac
ro

rh
yn

ch
us

ハ
ナ
ゴ
ン
ド
ウ

 G
ra

m
pu

s g
ris

eu
s
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湾
・

東
京

湾
に

お
け

る
マ

イ
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カ
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は
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相
模
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事
例
番
号

年
/月

/日
場
所

生
死

状
況

個
体
数

体
長

体
重

 ( 
kg

 )
性
別

出
典

ハ
ナ
ゴ
ン
ド
ウ

 G
ra

m
pu

s g
ris

eu
s 
続
き

39
20

03
/5

/3
0

千
葉
県
　
館
山
市
坂
田

死
亡

漂
着

1
2.

8 
m

-
-

7,
 9

, 2
6

40
20

04
/3

/7
千
葉
県
　
富
津
市
金
谷
明
鐘
岬
海
岸

死
亡

漂
着

1
約

3 
m

-
オ
ス

7,
 9

, 2
6

41
20

04
/4

/2
3

神
奈
川
県
　
逗
子
市
新
宿

2-
13
逗
子
海
岸

生
存
→
死
亡

漂
着

1
2.

6 
m

-
オ
ス

7,
 9

, 2
6

42
20

05
/4

/1
7

神
奈
川
県
　
茅
ケ
崎
市
浜
須
賀
海
岸

生
存
→
飼
育

漂
着

1
2.

71
 m

17
5

メ
ス

7,
 9

, 2
6,

 2
8

43
20

05
/5

/2
1

千
葉
県
　
安
房
郡
富
山
町
小
浦
港
西

50
0 

m
　

(現
南
房
総
市

)
死
亡

マ
ス
・
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

3
-

-
-

7,
 9

, 2
6

44
20

05
/6

/9
千
葉
県
　
富
津
市
八
幡
新
舞
子
海
岸

死
亡

漂
着

1
2.

9 
m

-
メ
ス

7,
 9

, 2
6

45
20

07
/4

/1
静
岡
県
　
伊
東
市
富
戸

生
存
→
飼
育

混
獲

(定
置
網

)
1

2.
0 

m
-

オ
ス

6,
 2

8
46

20
08

/3
/3

0
静
岡
県
　
下
田
市
吉
佐
美

生
存
→
放
流

マ
ス
・
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

3
-

-
-

7,
 9

, 2
6

47
20

09
/1

/2
0

千
葉
県
　
館
山
市
沖
ノ
島
手
前
の
砂
浜

死
亡

漂
着

1
-

-
-

7,
 9

, 2
6

48
20

10
/1

/1
9

静
岡
県
　
下
田
市
爪
木
崎

生
存
→
飼
育

湾
内
迷
入

1
2.

0 
m

-
メ
ス

28
49

20
11

/3
/8

千
葉
県
　
館
山
市
波
左
間
沖

生
存

混
獲

(定
置
網

)
2

3.
00

–4
.0

0 
m

-
-

7,
 9

50
20

11
/8

/1
0

神
奈
川
県
　
横
須
賀
市
秋
谷
、
関
根
川
河
口

死
亡

漂
着

1
約

 2
70

 c
m

-
オ
ス

7,
 9

, 2
6,

 2
8

51
20

13
/1

/3
0

神
奈
川
県
　
横
須
賀
市
佐
島
港

生
存

港
内
迷
入

3
-

-
-

1,
 9

52
20

13
/4

/1
3

静
岡
県
　
伊
東
市
川
奈

生
存
→
放
流

混
獲

(定
置
網

)
3

約
 3

 m
-

-
6,

 1
6

53
20

13
/6

/1
7

千
葉
県
　
館
山
市
那
古
北
条
海
岸

生
存

漂
着

1
2.

46
 m

-
メ
ス

6,
 1

6
54

20
14

/5
/1

3
千
葉
県
　
館
山
市
坂
田

生
存
→
放
流

4死
亡

1
混
獲

(定
置
網

)
5

2.
88

 m
-

メ
ス

1
2,

 9
55

20
15

/5
/2

8
千
葉
県
▲

生
存

湾
内
迷
入

40
-

-
-

3
56

20
16

/1
2/

26
千
葉
県
　
館
山
市
平
砂
浦
海
岸

生
存
→
死
亡

漂
着

1
1.

83
 m

-
オ
ス

4,
 9

57
20

17
/4

/1
6

千
葉
県
　
館
山
市
見
物

生
存
→
放
流

漂
着

1
-

-
-

5
58

20
17

/5
/5

千
葉
県
　
館
山
市
塩
見

22
8-

1番
地
先

死
亡

漂
着

1
2.

5 
m

-
-

6,
 2

8
59

20
18

/1
/2

8
神
奈
川
県
　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸

1
死
亡

漂
着

1
2.

55
 m

-
オ
ス

6,
 9

, 2
8

60
20

18
/2

/1
9

神
奈
川
県
　
三
浦
市
三
崎
町
城
ケ
島

生
存

目
視
情
報

10
-

-
-

9
61

20
18

/6
/2

神
奈
川
県
　
藤
沢
市
辻
堂
東
海
岸
付
近

生
存
→
死
亡

漂
着

1
18

4.
0 

cm
58

.2
オ
ス

6,
 2

8
62

20
20

/6
/2

8
神
奈
川
県
　
三
浦
市
南
下
浦
町
金
田
漁
港

生
存

港
内
迷
入

1
-

-
-

32

63
20

16
/1

/2
5

静
岡
県
　
伊
東
市
湯
川

3地
先

生
存

目
視
情
報

30
-

-
-

4

64
19

75
/2

/5
千
葉
県
　
富
津
市
砂
浜
▲

生
存
→
飼
育

漂
着

1
1.

46
 m

33
メ
ス

7,
 8

, 9
65

19
75

/3
/3

0
千
葉
県
　
安
房
郡
鋸
南
町

生
存
→
飼
育

混
獲

(定
置
網

)
1

1.
80

 m
64

オ
ス

7,
 8

, 9
66

19
75

/4
/1

7
神
奈
川
県
　
平
塚
▲

生
存
→
飼
育

-
1

17
3 

cm
-

オ
ス

32
67

19
76

/1
/2

3
神
奈
川
県
　
江
ノ
島

生
存
→
飼
育

混
獲

(定
置
網

)
1

15
8 

cm
-

メ
ス

32
68

19
76

/3
/2

4
神
奈
川
県
　
三
浦
市
砂
浜

生
存
→
飼
育

漂
着

1
1.

97
 m

76
オ
ス

7,
 8

, 9
, 2

7
69

19
77

/2
/1

7
静
岡
県
　
賀
茂
郡
河
津
町

-
混
獲

(定
置
網

)
1

1.
54

 m
約

34
メ
ス

7,
 9

70
19

81
/3

/2
9

静
岡
県
　
賀
茂
郡
河
津
町

-
混
獲

(定
置
網

)
1

1.
96

 m
約

64
メ
ス

7,
 9

71
19

83
/4

/3
千
葉
県
　
安
房
郡
富
山
町
　

(現
南
房
総
市

)
生
存
→
飼
育

混
獲

(定
置
網

)
1

1.
63

 m
71

オ
ス

7,
 8

, 9
72

19
83

/5
/4

神
奈
川
県
　
横
須
賀
市
久
里
浜
港
火
力
発
電
所
取
水
口
附
近

生
存
→
死
亡

港
内
迷
入

1
-

-
-

7,
 9

, 2
7,

 3
1

73
19

83
/5

/5
千
葉
県
　
安
房
郡
富
山
町
　

(現
南
房
総
市

)
生
存

4死
亡

1
　
→
飼
育

3死
亡

1
混
獲

(定
置
網

)
5

2.
09

 m
, 1

.7
5 

m
, 1

.8
0 

m
,

2.
03

 m
, 1

.8
2 

m
11

5 
, 8

5 
, ?

,
10

5 
, ?

オ
ス

3頭
, メ
ス

2頭
7,

 8
, 9

74
19

84
/1

/1
5

千
葉
県
　
安
房
郡
富
山
町
岩
井
　

(現
南
房
総
市

)
生
存
→
飼
育

混
獲

(定
置
網

)
2

1.
54

 m
, 1

.4
2 

m
40

, 3
4

オ
ス

1頭
, メ
ス

1頭
7,

 9
75

19
85

/5
/1

5
千
葉
県
　
安
房
郡
富
山
町
岩
井
　

(現
南
房
総
市

)
生
存
→
飼
育

混
獲

(定
置
網

)
1

1.
8 

m
68

オ
ス

9
76

19
88

/5
/1

2
神
奈
川
県
　
鎌
倉
市
七
里
ガ
浜

死
亡

漂
着

/迷
入
※

27
1

2.
12

 m
90

メ
ス

7,
 9

, 1
1,

 2
7

77
19

89
/5

/8
神
奈
川
県
　
小
田
原
市
早
川
石
橋
漁
場

生
存
→
放
流
→
飼
育

混
獲

(定
置
網

)
1

21
7 

cm
13

0※
32

オ
ス

7,
 9

, 1
3,

 2
7

サ
ラ
ワ
ク
イ
ル
カ

 L
ag

en
od

el
ph

is 
ho

se
i

カ
マ
イ
ル
カ

 L
ag

en
or

hy
nc

hu
s o

bl
iq

ui
de

ns
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年
/月

/日
場
所

生
死

状
況

個
体
数

体
長

体
重

 ( 
kg

 )
性
別

出
典

78
19

89
/5

/1
8

千
葉
県
　
安
房
郡
富
山
町
岩
井
　

(現
南
房
総
市

)
生
存
→
飼
育

2放
流

5
混
獲

(定
置
網

)
7

1.
98

 m
, 1

.9
0 

m
, 2

.1
1m

,
1.

91
 m

, 2
.0

0 
m

, 1
.9

4 
m

,
1.

78
 m

85
 , 

95
 

オ
ス

3頭
, メ
ス

4頭
7,

 8
, 9

79
19

89
/8

/3
1

神
奈
川
県
　
小
田
原
早
川
漁
港

生
存
→
飼
育

混
獲

(定
置
網

)
1

21
7 

cm
13

0
オ
ス

32
80

19
92

/3
/0

千
葉
県
　
安
房
郡
鋸
南
町
保
田

死
亡

漂
着

1
-

-
-

5
81

19
93

/3
/0

千
葉
県
　
館
山
市
見
物

死
亡

漂
着

1
-

-
-

5
82

19
93

/4
/2

7
東
京
都
　
大
島
町
風
早
崎
東

死
亡

漂
着

1
1.

8 
m

-
-

7,
 9

83
19

98
/1

/3
神
奈
川
県
　
横
須
賀
市
長
井
長
井
港
湾
内

死
亡

漂
着

1
2.

08
 m

 /推
定
体
長

3.
5–

3.
8 

m
※

26
-

オ
ス

7,
 9

, 2
6

84
19

98
/8

/1
6

神
奈
川
県
　
鎌
倉
市
材
木
座
海
岸

死
亡

漂
着

1
2.

22
 m

-
オ
ス

7,
 9

, 2
6

85
20

02
/1

/7
千
葉
県
　
館
山
市
波
左
間
沖

生
存
→
飼
育

混
獲

(大
型
定
置
網

)
1

1.
99

 m
72

オ
ス

7,
 9

86
20

02
/1

/3
0

神
奈
川
県
　
茅
ケ
崎
市
東
海
岸

4-
5-

13
地
先

死
亡

漂
着

1
2.

1 
m

-
オ
ス

7,
 9

, 1
9,

 3
2

87
20

02
/3

/2
2

神
奈
川
県
　
鎌
倉
市
滑
川
河
口
材
木
座
海
岸

死
亡

漂
着

1
2.

11
 m

-
オ
ス

7,
 9

, 2
6

88
20

02
/1

2/
22

神
奈
川
県
　
横
須
賀
市
久
里
浜
港
フ
ェ
リ
ー
発
着
場

生
存

2→
死
亡

1
港
内
迷
入

2
1.

48
 m

32
.5

メ
ス

1頭
7,

 9
, 2

6
89

20
02

/1
2/

30
東
京
都
　
大
島
町
砂
の
浜

死
亡

漂
着

1
2.

36
 m

-
オ
ス

7,
 9

, 2
6

90
*

20
03

/1
/6

神
奈
川
県
　
藤
沢
市
江
の
島
灯
台
沖

24
0°

3.
5マ
イ
ル

死
亡

混
獲

(ヒ
ラ
メ
一
枚
網

)
1

2.
11

 m
 / 

20
8.

8 
cm

※
32

11
4.

5
オ
ス

7,
 9

, 2
6,

 3
2

91
20

03
/1

/2
5

千
葉
県
　
館
山
市
浜
田
下
原
海
岸

死
亡

漂
着

1
2.

15
 m

-
メ
ス

7,
 9

, 2
6

92
20

03
/4

/2
1

千
葉
県
　
館
山
市
波
左
間

死
亡

漂
着

1
1.

67
 m

-
メ
ス

7,
 9

, 2
6

93
20

04
/1

/1
5

神
奈
川
県
　
横
須
賀
市
佐
島

3天
神
島

生
存
→
死
亡

漂
着

1
1.

57
 m

35
オ
ス

7,
 9

, 2
6

94
20

05
/1

/2
3

静
岡
県
　
伊
東
市
大
川
河
口

死
亡

漂
着

1
2.

5 
m

-
メ
ス

7,
 9

, 2
6

95
20

05
/2

/1
6

神
奈
川
県
　
足
柄
下
郡
湯
河
原
町
福
浦

死
亡

漂
着

1
1.

64
5 

m
 / 

1.
65

 m
※

7
-

オ
ス

7,
 9

, 2
6,

 2
9

96
20

05
/3

/2
0

千
葉
県
　
館
山
市
波
左
間
沖

生
存
→
死
亡

1飼
育

1
混
獲

(定
置
網

)
2

1.
9 

m
、

2.
20

 m
81

オ
ス

2頭
7,

 9
97

20
05

/4
/2

2
神
奈
川
県
　
平
塚
市
袖
ヶ
浜

死
亡

漂
着

1
2.

22
5 

m
 / 

2.
26

 m
※

7
-

オ
ス

7,
 9

, 2
6,

 2
9

98
20

05
/5

/3
0

神
奈
川
県
　
逗
子
市
小
坪

4地
先
大
崎
公
園

死
亡

漂
着

1
1.

94
 m

-
-

7,
 9

, 2
6

99
20

07
/4

/5
神
奈
川
県
　
茅
ケ
崎
沖
▲

生
存

目
視
情
報

12
0

-
-

-
7,

 9
10

0
20

07
/4

/8
千
葉
県
　
安
房
郡
鋸
南
町
勝
山
沖

30
0 

m
死
亡

漂
流

1
-

-
-

7,
 9

, 2
6

10
1

20
08

/2
/2

9
神
奈
川
県
　
鎌
倉
市
材
木
座
海
岸

死
亡

漂
着

1
残
部
長

17
0 

cm
-

メ
ス

7,
 9

, 2
6

10
2

20
08

/3
/1

6
神
奈
川
県
　
三
浦
郡
葉
山
町
一
色
三
ヶ
丘

死
亡

漂
着

1
-

-
メ
ス

7,
 9

, 2
6

10
3

20
08

/4
/2

2
神
奈
川
県
　
三
浦
郡
葉
山
町
一
色
小
磯

死
亡

漂
着

1
-

-
-

7,
 9

, 2
6

10
4

20
08

/5
/3

千
葉
県
　
安
房
郡
鋸
南
町
大
六
海
岸

死
亡

漂
着

1
-

-
オ
ス

7,
 9

, 2
6

10
5

20
08

/5
/9

神
奈
川
県
　
茅
ケ
崎
市
南
湖
砂
防
林

S5
4

死
亡

漂
着

1
-

-
-

7,
 9

, 2
6

10
6

20
10

/3
/2

神
奈
川
県
　
茅
ケ
崎
市
白
浜

死
亡

漂
着

1
18

4 
cm

-
メ
ス

32
10

7*
20

11
/3

/1
9

神
奈
川
県
　
鎌
倉
市
七
里
ガ
浜
地
先

死
亡

漂
着

1
22

1 
cm

※
32

-
-

7,
 9

, 2
6,

 3
2

10
8

20
11

/4
/3

千
葉
県
　
南
房
総
市
高
崎
岩
井
川
河
口

死
亡

漂
着

1
-

-
-

7,
 9

, 2
6

10
9

20
11

/4
/4

千
葉
県
　
南
房
総
市
富
浦
町
原
岡

死
亡

漂
着

1
2.

25
 m

-
メ
ス

7,
 9

, 2
6

11
0

20
11

/5
/1

神
奈
川
県
　
藤
沢
市
辻
堂
東
海
岸

死
亡

漂
着

1
1.

88
 m

-
-

7,
 9

, 2
6

11
1

20
11

/5
/7

千
葉
県
　
南
房
総
市
富
浦
町
南
無
谷
小
浜

死
亡

漂
着

1
-

-
-

7,
 9

, 2
6

11
2

20
13

/3
/3

1
神
奈
川
県
　
小
田
原
市
▲

-
混
獲

1
-

-
-

1,
 9

11
3

20
14

/1
1/

8
神
奈
川
県
　
横
須
賀
市
鴨
居
観
音
崎
沖

生
存

目
視
情
報

2
-

-
-

2,
 9

11
4

20
16

/5
/8

神
奈
川
県
　
横
須
賀
市
横
須
賀
港
沖

生
存

港
内
迷
入

2
-

-
-

4,
 9

11
5

20
17

/4
/1

9
神
奈
川
県
　
横
須
賀
市
長
井

6-
31
地
先
荒
崎
海
岸

死
亡

漂
着

1
2.

26
 m

-
オ
ス

5
11

6
20

17
/4

/2
2

神
奈
川
県
　
小
田
原
～
真
鶴
町
沖

生
存

目
視
情
報

10
0

-
-

-
5

11
7

20
17

/4
/2

9
神
奈
川
県
　
藤
沢
市
辻
堂
西
海
岸

3地
先

死
亡

漂
着

1
2.

4 
m

-
-

5

カ
マ
イ
ル
カ

 L
ag

en
or

hy
nc

hu
s o

bl
iq

ui
de

ns
 続
き
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表
1．

相
模

湾
・

東
京

湾
に

お
け

る
マ

イ
ル

カ
科

De
lp

hi
ni

da
e

の
全

記
録

（
続

き
）．

出
典

と
注

釈
は

表
の

末
尾

を
参

照

相
模
湾

事
例
番
号

年
/月

/日
場
所

生
死

状
況

個
体
数

体
長

体
重

 ( 
kg

 )
性
別

出
典

11
8

20
19

/2
/4

神
奈
川
県
　
三
浦
郡
葉
山
町
小
浜
海
岸

死
亡

漂
着

1
オ
ス

6
セ
ミ
イ
ル
カ

 L
iss

od
el

ph
is 

bo
re

al
is

11
9

19
76

/3
/2

4
神
奈
川
県
　
横
須
賀
市
長
井
海
岸

生
存
→
飼
育

漂
着

2
1.

91
 m

, 2
.2

7 
m

-
オ
ス

1頭
, メ
ス

1頭
7,

 9
, 1

9
シ
ャ
チ

 O
rc

in
us

 o
rc

a
12

0
20

15
/5

/2
5

千
葉
県
　
富
津
市
金
谷
沖
約

6 
km

生
存

目
視
情
報

5
-

-
オ
ス

1頭
, メ
ス

1頭
3,

 9
12

1
20

16
/8

/2
7

神
奈
川
県
　
足
柄
下
郡
真
鶴
町
沖
▲

生
存

目
視
情
報

1
-

-
-

4,
 9

12
2

19
63

/8
/1

2
神
奈
川
県
　
平
塚
市
海
岸

生
存
→
死
亡

(捕
獲

)
漂
着

1
2.

6 
m

-
オ
ス

7,
 9

, 2
7

カ
ズ
ハ
ゴ
ン
ド
ウ

 P
ep

on
oc

ep
ha

la
 e

le
ct

ra
 続
き

12
3

19
96

/9
/1

2
静
岡
県
　
下
田
市
白
浜
長
田
海
岸

生
存
→
死
亡

漂
着

1
2.

54
 m

-
オ
ス

27
12

4
20

10
/6

/2
8

千
葉
県
　
安
房
郡
鋸
南
町
沖

50
0 

m
生
存

目
視
情
報

1
約

 2
 m

-
-

7,
 9

12
5

20
13

/1
/2

7
千
葉
県
　
南
房
総
市
白
浜
町
白
浜
野
島
崎

死
亡

漂
着

1
-

-
-

1,
 9

12
6

19
77

/7
/2

7
静
岡
県
　
賀
茂
郡
河
津
町

生
存
→
飼
育

1
混
獲

(定
置
網

)
7

3.
3 

m
-

メ
ス

5頭
7,

 9
マ
ダ
ラ
イ
ル
カ

 S
te

ne
lla

 a
tte

nu
at

a
12

7
19

84
/1

2/
18

千
葉
県
　
館
山
市
砂
浜
▲

生
存
→
死
亡

漂
着

1
1.

91
 m

70
メ
ス

7,
 8

, 9
12

8
19

87
/1

/5
静
岡
県
　
下
田
市
田
牛

死
亡

漂
着

1
1.

91
 m

-
メ
ス

7,
 9

12
9

19
87

/4
/6

静
岡
県
　
下
田
市
下
田
港

生
存

港
内
迷
入

5
-

-
-

7,
 9

13
0

19
87

/1
0/

18
神
奈
川
県
　
三
浦
市
菊
名
三
浦
海
岸

生
存
→
死
亡

迷
入

/漂
着
※

31
1

1.
85

 m
※

7,
9 

/ 1
90

 c
m
※

27
,3

1
60

メ
ス

7,
 9

, 2
7,

 3
1

13
1

19
89

/4
/2

7
神
奈
川
県
　
三
浦
郡
葉
山
町
一
色
海
岸

生
存
→
放
流

漂
着

1
推
定

 1
.2

 m
-

メ
ス

7,
 9

, 1
3,

 2
7

13
2

19
94

/9
/3

0
千
葉
県
　
館
山
市
北
条
海
岸

生
存
→
飼
育

-
1

-
-

オ
ス

7,
 9

13
3

19
71

/2
/1

7
千
葉
県
　
館
山
市
砂
浜
▲

生
存
→
飼
育

漂
着

1
1.

47
 m

36
メ
ス

7,
 9

13
4

19
89

/5
/1

0
千
葉
県
　
館
山
市
砂
浜
▲

生
存
→
死
亡

漂
着

1
1.

49
 m

-
オ
ス

7,
 8

, 9
13

5
20

01
/2

/2
8

神
奈
川
県
　
三
浦
市
初
声
町
和
田
長
浜

生
存
→
死
亡

漂
着

1
2.

25
 m

-
メ
ス

7,
 9

, 2
6

13
6

20
02

/3
/2

0
千
葉
県
　
館
山
市
香
大
賀
海
岸

死
亡

漂
着

1
2.

23
 m

-
オ
ス

7,
 9

, 2
6

13
7

20
02

/3
/2

6
千
葉
県
　
館
山
市
香

99
番
地
地
先

死
亡

漂
着

1
2.

2 
m

-
オ
ス

7,
 9

, 2
6

13
8

20
04

/9
/9

神
奈
川
県
　
茅
ケ
崎
市
浜
須
賀
海
岸

死
亡

漂
着

1
2.

16
6 

m
 / 

2.
17

 m
※

7 
/

21
6.

1 
cm

※
32

10
1

オ
ス

7,
 9

, 2
6,

 3
2

13
9

20
05

/4
/1

5
神
奈
川
県
　
横
須
賀
市
長
坂
斉
田
浜

死
亡

漂
着

1
2.

17
 m

-
オ
ス

7,
 9

, 2
6

14
0

20
05

/1
0/

25
神
奈
川
県
　
横
須
賀
市
秋
谷
海
岸

死
亡

漂
着

2
2.

3 
m

, 1
.4

5 
m

-
-

7,
 9

, 2
6

14
1

20
06

/3
/2

7
千
葉
県
　
館
山
市
船
形

死
亡

漂
着

1
2.

2 
m

-
-

7,
 9

, 2
6

14
2

20
07

/6
/3

千
葉
県
　
館
山
市
洲
崎
海
岸

死
亡

漂
着

2
2.

35
 m

-
-

7,
 9

, 2
6

14
3

20
07

/6
/1

1
千
葉
県
　
館
山
市
那
古
海
岸

死
亡

漂
着

1
-

-
-

7,
 9

14
4

20
07

/6
/2

4
千
葉
県
　
南
房
総
市
富
浦
町
多
田
良

死
亡

漂
着

1
-

-
メ
ス

9,
 2

6
14

5
20

08
/1

2/
18

神
奈
川
県
　
横
須
賀
市
長
井
漁
港

死
亡

漂
着

1
-

-
-

7,
 9

, 2
6

14
6

20
09

/1
2/

31
千
葉
県
　
館
山
市
北
条
海
岸

生
存
→
飼
育

漂
着

1
1.

78
 m

62
.5

メ
ス

7,
 9

, 3
1

14
7

20
11

/4
/8

神
奈
川
県
　
逗
子
市
新
宿

2地
先

死
亡

漂
着

1
2.

27
 m

-
オ
ス

7,
 9

, 2
6

14
8

20
12

/3
/2

神
奈
川
県
　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸

1
死
亡

漂
着

1
2.

03
 m

-
オ
ス

7,
 9

14
9

20
17

/4
/9

神
奈
川
県
　
藤
沢
市
片
瀬
東
浜
海
水
浴
場
付
近

死
亡

漂
着

1
10

7 
cm

-
オ
ス

32

15
0*

20
17

/4
/1

8
神
奈
川
県
　
茅
ケ
崎
市
東
海
岸
南

6地
先
菱
沼
海
岸

死
亡

マ
ス
・
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

2
2.

44
3 

m
 / 

24
4 

cm
※

32
,

2.
18

0 
m

 / 
21

5 
cm

※
32

-
オ
ス

1頭
, メ
ス

1頭
5,

 3
2

カ
マ
イ
ル
カ

 L
ag

en
or

hy
nc

hu
s o

bl
iq

ui
de

ns
 続
き

カ
ズ
ハ
ゴ
ン
ド
ウ

 P
ep

on
oc

ep
ha

la
 e

le
ct

ra

オ
キ
ゴ
ン
ド
ウ

 P
se

ud
or

ca
 c

ra
ss

id
en

s

ス
ジ
イ
ル
カ

 S
te

ne
lla

 c
oe

ru
le

oa
lb

a
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表
1．

相
模

湾
・

東
京

湾
に

お
け

る
マ

イ
ル

カ
科

De
lp

hi
ni

da
e

の
全

記
録

（
続

き
）．

出
典

と
注

釈
は

表
の

末
尾

を
参

照

相
模
湾

事
例
番
号

年
/月

/日
場
所

生
死

状
況

個
体
数

体
長

体
重

 ( 
kg

 )
性
別

出
典

15
1*

20
18

/1
0/

27
神
奈
川
県
　
藤
沢
市
辻
堂
海
岸

3丁
目

4
死
亡

漂
着

1
22

3.
0 

cm
※

32
-

オ
ス

6,
 3

2
15

2
20

19
/2

/1
0

神
奈
川
県
　
三
浦
市
初
声
町
三
戸
エ
ビ
カ
浜

死
亡

漂
着

1
-

-
メ
ス

6
15

3
20

19
/2

/1
6

神
奈
川
県
　
足
柄
下
郡
真
鶴
町
真
鶴

16
4-

1
死
亡

漂
着

1
-

-
-

6
15

4
20

19
/3

/2
1

千
葉
県
　
館
山
市
北
条
海
岸

生
存
→
放
流

漂
着

1
-

-
-

6
15

5
20

19
/3

/2
2

神
奈
川
県
　
横
須
賀
市
野
比

5
生
存
→
飼
育
→
死
亡

漂
着

1
2.

2 
m

-
メ
ス

6
15

6
20

19
/4

/1
8

千
葉
県
　
館
山
市
洲
崎

死
亡

漂
着

1
2.

3 
m

-
-

6
15

7*
20

19
/4

/2
0

神
奈
川
県
　
鎌
倉
市
稲
村
ケ
崎

2丁
目
海
岸

死
亡

漂
着

1
25

3 
cm

※
32

-
オ
ス

6,
 3

2
15

8*
20

19
/4

/2
1

神
奈
川
県
　
茅
ケ
崎
市
柳
島

死
亡

漂
着

1
22

5 
cm

※
32

-
オ
ス

6,
 3

2
15

9*
20

19
/1

0/
20

神
奈
川
県
　
藤
沢
市
片
瀬
東
浜

生
存
→
死
亡

漂
着

1
21

2 
cm

※
32

6,
 3

2
16

0*
20

20
/4

/2
6

神
奈
川
県
　
中
郡
大
磯
町
東
町

3丁
目

18
付
近

生
存
→
放
流

漂
着

1
‐

‐
‐

32
16

1*
20

20
/5

/3
神
奈
川
県
　
茅
ヶ
崎
市
東
海
岸
南

4地
先

死
亡

漂
着

1
2.

32
 m

-
オ
ス

32
16

2*
20

20
/5

/6
静
岡
県
　
下
田
市
白
浜
大
浜
海
岸

生
存
→
飼
育

漂
着

1
-

13
8

32
16

3*
20

20
/5

/9
神
奈
川
県
　
藤
沢
市
江
ノ
島
海
岸

生
存
→
放
流
→
死
亡

漂
着

1
2.

2 
m

-
メ
ス

32
16

4*
20

20
/5

/1
3

神
奈
川
県
　
平
塚
市
龍
城
ケ
丘
１
９

死
亡

漂
着

1
2.

3 
m

-
オ
ス

32
16

5*
20

20
/5

/2
3

神
奈
川
県
　
平
塚
市

死
亡

漂
着

1
-

-
‐

32

16
6

19
90

/7
/2

0
静
岡
県
　
下
田
市
吉
佐
美
多
々
戸
浜

生
存
→
飼
育

漂
着

2
2.

34
 m

, 1
.4

95
 m

-
オ
ス

1頭
, メ
ス

1頭
7,

 9
, 1

4
16

7
20

03
/1

/6
東
京
都
　
大
島
町
野
増
字
間
伏
砂
の
浜
海
水
浴
場

死
亡

漂
着

1
2.

36
 m

-
-

7,
 9

, 2
6

16
8

20
18

/1
2/

10
千
葉
県
　
伊
東
市
富
戸
港
沖

生
存
→
放
流

混
獲
（
定
置
網
）

1
-

-
-

6

16
9

19
97

/1
2/

2
千
葉
県
　
館
山
市
平
砂
浦
海
岸

死
亡

漂
着

1
2.

1 
m

-
-

7,
 9

17
0

20
00

/3
/2

1
神
奈
川
県
　
藤
沢
市
江
ノ
島
岩
屋
沖

生
存

目
視
情
報

2
約

 2
 ｍ

-
-

7,
 9

, 2
1

17
1

20
01

/7
/1

9
千
葉
県
　
館
山
市
▲

死
亡

漂
着

1
1.

73
 m

-
-

7,
 9

17
2

20
03

/8
/1

神
奈
川
県
　
逗
子
市
逗
子
マ
リ
ー
ナ
沖
オ
オ
タ
カ
根

生
存
→
放
流

混
獲

(タ
コ
壺
漁
ロ
ー
プ

)
1

2.
4 

m
-

オ
ス

7,
 9

, 2
4

17
3

20
05

/7
/1

7
千
葉
県
　
安
房
郡
鋸
南
町
勝
山
漁
港
沖
▲

生
存

目
視
情
報

3
-

-
-

7,
 9

17
4

20
08

/8
/2

5
神
奈
川
県
　
横
須
賀
市
観
音
崎

死
亡

漂
着

1
2.

4 
m

-
-

7,
 2

6
17

5
20

12
/1

/2
0

神
奈
川
県
　
三
浦
市
南
下
浦
町
松
輪

死
亡

漂
着

1
約

 1
.9

 m
-

メ
ス

7,
 9

17
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各記録の定義，表記ルール
　本稿は加登岡ほか（2020）とともに相模湾・東京湾で
これまで記録された海生哺乳類のストランディングレ
コードについて集約している報告となるため，以下にあ
げる「各記録の定義」と「記録の表記ルール」について
は，加登岡ほか（2020）に従った。

　各記録の定義は以下の通りである。
・漂着：死体が海岸に流れ着いたもの。本報告では生体
が座礁した場合も含めた。

・漂流：死体が海上を漂っているもの。
・混獲：主に定置網などの漁具へ入り込んだもの。ただし，
漂流した死体が漁具に引っかかった場合は除く。

・迷入：生体が港湾に迷い込んだもの。
・目視：生体が海上を遊泳している姿を目視で確認した
もの。

　記録の表記ルールは，以下の通りである。
1．表 1の記録の分類は出典元に従った。
2．本報告が新知見となる記録には事例番号に「*」を記
載した。

3．日付と場所が近いものは同一個体を指している可能
性がある。検討の上，同一個体と考えられるものは，
同一記録として以下のように表 1に記載した。

・場所は詳細な地名が記されている記録を選択した。住
所の表記は出典元に従った。

・状況の表記は出典元に従った。出典元で状況の記録が
異なる際は，出典元で多数あった状況を始めに記載し，
異なる状況は「/」で区切り，「※」表記をし，その後
に出典元の番号を記載した。

・漂流から漂着など 2つの情報がある時は，最初に記録
された状況及び日付を記録として集計した。

・体長，体重の表記は出典元に従った。出典元で記載が
異なる際は，出典元で多数あったものを始めに記載し，
異なる値は「/」で区切り，「※」表記をし，その後に
出典元の番号を記載した。

4．1度に複数個体が記録され，なおかつ体長が複数で
記録がある場合は「，」で区切ってそれぞれ記載した。

　各記録に記載されていた備考などの情報は省略したた
め，詳細については出典元を参照していただきたい。

結　果

　1934年 5月から 2020年 6月までに，相模湾で 177例，
東京湾で 25例の計 202例のハクジラ亜目マイルカ科の
記録があった（表 1）。これらの内，記録された場所が
概ね特定できた 183ヶ所を図 1–9に示した（場所の特定
ができなかった記録は表 1の住所に▲を記した）。相模
湾で記録されたのは，ハセイルカ Delphinus capensis 4例，
マイルカ D. delphis 1例，ユメゴンドウ Feresa attenuata 

2例，コビレゴンドウ Globicephala macrorhynchus 5例，
ハナゴンドウ Grampus griseus 50例，サラワクイルカ 
Lagenodelphis hosei 1 例， カ マ イ ル カ Lagenorhynchus 
obliquidens 55例，セミイルカ Lissodelphis borealis 1例，
シャチ Orcinus orca  2例，カズハゴンドウ Peponocephala 
electra  4例，オキゴンドウ Pseudorca crassidens 1例，
マダライルカ Stenella attenuata 6例，スジイルカ Stene. 
coeruleoalba 33例，シワハイルカ Steno bredanensis 3例，
バンドウイルカ Tursiops truncatus 9例の計 15種（表 2）。
東京湾で記録されたのはハセイルカ 1例，マイルカ 6例，
ハナゴンドウ  6例，カマイルカ 5例，セミイルカ 1例，
シャチ 2例，マダライルカ 1例，ミナミバンドウイルカ 
Tursiops aduncus 1例，バンドウイルカ 2例の 9種（表 2）。
両湾を合わせると計 13属 16種のハクジラ亜目マイルカ
科が記録されていた（表 1，2）。

ハセイルカ
Delphinus capensis Gray, 1828

（図 1；表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは情報不足種（Data Deficient）に選定されてい
る（IUCN, online）。生息域は大西洋，インド洋，太平洋
の熱帯から温帯海域である。日本の太平洋沿岸では，伊
豆半島以南に分布するとされ，土佐湾では比較的よく見
られる。また，東シナ海にも分布し，沿岸域に生息する
（Ohdachi et al., 2015）。
　前述の通り，相模湾は本種の分布域の太平洋岸の北限
縁辺にあたるが，記録は相模湾 4例，東京湾 1例，計 5
例であった。記録時期は 1月，3月，6月，7月，11月
各 1例ずつであり，季節性は見られなかった。事例番号
4，178（表 1：以下，事例番号は全て表 1の左端の数字
に対応する）では複数の個体が確認されている。

マイルカ
Delphinus delphis Linnaeus, 1758

（図 1；表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは低危惧種（Least Concern）に選定されている
（IUCN, online）。大西洋・太平洋の熱帯から温帯の外洋
に分布する。日本近海での情報は限られているが ,主に
伊豆半島以北の太平洋沿岸に分布する。通常は外洋に生
息しており，沿岸海域ではあまり見られない（Ohdachi 
et al., 2015）。
　前述の通り，相模湾は本種の分布域の南限にあたるが，
本種の記録は相模湾 1例，東京湾 6例，計 7例であった。
東京湾の 6例はすべて迷入となっており，記録時期は 1
月 2例，4月，8月，9月，12月にそれぞれ 1例であった。
石川（1995b）ではマイルカの太平洋側での記録は 11–4
月のみだったのに対し，今回確認できた 7例に目立った
季節性は見られなかった。
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図 1．相模湾および東京湾におけるハセイルカ Delphinus capensis（●）とマ
イルカ Dephinus delphis（▲）の記録された場所（番号は表 1 の事例番号
に対応）．

ユメゴンドウ
Feresa attenuata Gray, 1874

（図 2；表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは低危惧種（Least concern）に選定されている
（IUCN, online）。世界の熱帯・亜熱帯海域に分布し，ハ
ワイ海域や太平洋東部の熱帯地域で比較的よく見られ
る。目撃例は少ないが，日本では比較的頻繁に座礁した

記録があり，その多くは沖縄県からのものである。茨城
県が最北端の記録となる（Ohdachi et al., 2015）。
　本調査においては，本種の記録は相模湾のみ 2例で
あった。記録時期は 6月と 10月であり，いずれも港内
への迷入である。事例番号 6のライブストランディング
個体は体長 213 cmで，歯の査定から 20歳のメスと考え
られた。血液性状，細菌，寄生虫について調査されてい
る（Terasawa et al., 1997）。
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図 2．相模湾および東京湾におけるユメゴンドウ Feresa attenuate（●）とコ
ビレゴンドウ Globicephala macrorhynchus（▲）の記録された場所（番
号は表 1 の事例番号に対応）．

図 3．相模湾および東京湾におけるハナゴンドウ Grampus griseus（●）とサ
ラワクイルカ Lagenodelphis hosei（▲）の記録された場所（番号は表 1
の事例番号に対応）．
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図 4．相模湾および東京湾におけるカマイルカ Lagenorhynchus obliquidens 
の記録された場所（番号は表 1 の事例番号に対応）．

図 5．相模湾および東京湾におけるセミイルカ Lissodelphis borealis（●）とシャ
チ Orcinus orca（▲）の記録された場所 （番号は表 1 の種別事例番号に対
応）．
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図 6．相模湾および東京湾におけるカズハゴンドウ Peponocephala electra（●）
とオキゴンドウ Pseudorca crassidens（▲）の記録された場所（番号は
表 1 の事例番号に対応）．

図 7．相模湾および東京湾におけるマダライルカ Stenella attenuate の記録さ
れた場所（番号は表 1 の事例番号に対応）．
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図 8．相模湾および東京湾におけるスジイルカ Stenella coeruleoalba（●）と
シワハイルカ Steno bredanensis（▲）の記録された場所（番号は表 1 の
事例番号に対応）．

図 9．相模湾および東京湾におけるミナミバンドウイルカ Tursiops aduncus
（●）とバンドウイルカ Tursiops truncatus（▲）の記録された場所（番号

は表 1 の事例番号に対応）．
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和名 学名 相模湾 記録 東京湾 記録
1 ハセイルカ Delphinus capensis 〇 4 ○ 1
2 マイルカ D. delphis 〇 1 ○ 6
3 ユメゴンドウ Feresa attenuata 〇 2 ‐ ‐
4 コビレゴンドウ Globicephala macrorhynchus 〇 5 ‐ ‐
5 ハナゴンドウ Grampus griseus 〇 50 〇 6
6 サラワクイルカ Lagenodelphis hosei 〇 1 ‐ ‐
7 カマイルカ Lagenorhynchus obliquidens 〇 55 〇 5
8 セミイルカ Lissodelphis borealis 〇 1 〇 1
9 シャチ Orcinus orca 〇 2 〇 2
10 カズハゴンドウ Peponocephala electra 〇 4 ‐ ‐
11 オキゴンドウ Pseudorca crassidens 〇 1 ‐ ‐
12 マダライルカ Stenella attenuata 〇 6 〇 1
13 スジイルカ Stene. coeruleoalba 〇 33 ‐ ‐
14 シワハイルカ Steno bredanensis 〇 3 ‐ ‐
15 ミナミバンドウイルカ Tursiops aduncus - - 〇 1
16 バンドウイルカ T. Truncatus 〇 9 〇 2
計 177 25

表 2．相模湾・東京湾におけるマイルカ科 Delphinidae の記録

コビレゴンドウ
Globicephala macrorhynchus Gray, 1846

（図 2；表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは低危惧種（Least Concern）に選定されてい
る（IUCN, online）。世界中の熱帯から温帯の遠洋域に分
布する。北太平洋西部では，北海道の太平洋沖が北限
とされる。日本の太平洋岸沖では，北緯 35–37度付近
の黒潮前線を境に南北で異なる 2型があり，北方系が
タッパナガ型，南方系がマゴンドウ型とされている（粕
谷 , 2011）。南方型の分布はフィリピン付近まで広がっ
ている。日本海で発見された本種の形態は不明である
（Ohdachi et al., 2015）。北太平洋西部の本種を含むゴンド
ウ類の分布と分類には，まだ未解決な部分が多い（ジェ
ファソンほか , 1993）。
　本種の記録は相模湾のみ 5例であった。記録時期は 1
月，5月，7月，8月，12月各 1例であった。2型の分
離は北緯 35–37度付近の銚子沖とされるが，事例番号
10はマゴンドウ型，事例番号 12はタッパナガ型（私信）
であった。

ハナゴンドウ
Grampus griseus (G. Cuvier, 1812)

（図 3；表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは低危惧種（Least Concern）に選定されている
（IUCN, online）。世界中の熱帯・温帯域に広く分布する。
北太平洋の西側では北海道が，東側ではアラスカ湾が北
限。日本では暖かい海で普通に見られる（Ohdachi et al., 

2015）。
　本種の記録は相模湾 50例，東京湾 6例，計 56例と，
カマイルカに次いで 2番目に多い記録数だった。崎山ほ
か（2019）以降，相模湾にて迷入が 1例あった。

サラワクイルカ
Lagenodelphis hosei Fraser, 1956

（図 3；表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは低危惧種（Least Concern）に選定されている
（IUCN, online）。世界中の熱帯の遠洋域に分布する。日
本近海ではあまり見られず（Ohdachi et al., 2015），国立
科学博物館のデータベースの記録も 11例と少ない（国
立科学博物館 , online）
　本種の記録は相模湾 1例のみで，2016年 1月に目視
情報により 30個体程度の群れが確認されている。

カマイルカ
Lagenorhynchus obliquidens Gill, 1865

（図 4；表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは低危惧種（Least Concern）に選定されている
（IUCN, online）。日本海，オホーツク海，ベーリング海
南部など北太平洋の冷温帯海域とその近海に分布する。
日本近海では北海道沖のオホーツク海南部から和歌山県
沖の熊野灘，日本海から台湾以北の東シナ海に分布する。
北海道南部の室蘭沖の内浦湾は分娩海域の一つである
（Ohdachi et al., 2015）。
　本種の記録は相模湾 55例，東京湾 5例，計 60例とマ
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イルカ科の中で最多の記録数だった。当館による目視調
査（未発表）や Yamada et al.（2006）の目視調査でも確
認されている。記録時期は 1月 10例，2月 8例，3月 11
例，4月 13例，5月 12例，8月 3例，11月 1例，12月
2例であった。特に 1–5月での記録が多く，54例（90%）
が確認された。石川（1995b）の本種の太平洋側でのス
トランディング状況と同様に春先を中心に集中した記録
状況となっている。太平洋岸の個体群は三重県・和歌山
県方面で越冬して，春先には神奈川・千葉両県の沿岸を
経て北上するとしているが（粕谷 , 2019），事例番号 79, 
84, 192の 3例（うち 2例が発見時生存）が 8月の記録
でイレギュラーな事例となっている。

セミイルカ
Lissodelphis borealis (Peale, 1848)

（図 5；表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは低危惧種（Least Concern）に選定されてい
る（IUCN, online）。北太平洋の温帯沖合域，東部は北緯
30–50度，西部では北緯 35–51度にかけて分布する。日
本の沖合では千葉県の銚子以北で見られる。日本海や
オホーツク海からの目撃や座礁はない（Ohdachi et al., 
2015）。
　本種の記録は相模湾 1例，東京湾 1例，計 2例であった。
記録時期は 3月と 5月であった。相模湾での記録が国内
で南限の記録と考えられる（国立科学博物館 , online）。
1993年以降，両湾ともに記録がない。

シャチ
Orcinus orca (Linnaeus, 1758)

（図 5；表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは情報不足種（Data Deficient）に選定されてい
る（IUCN, online）。世界の海生哺乳類の中で最も広く分
布し，熱帯域から極海域までの全海洋・全海域で見られ
る。日本周辺では，北太平洋西部、オホーツク海，日本
海，東シナ海の沿岸・沖合海域で見られる（Ohdachi et 
al., 2015）。
　本種の記録は相模湾 2例，東京湾 2例，計 4例であった。
記録時期は 4月，5月，8月，12月にそれぞれ 1例ずつで，
発見時はすべて生存状態での確認であった。

カズハゴンドウ
Peponocephala electra (Gray, 1846)

（図 6；表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは低危惧種（Least Concern）に選定されている
（IUCN, online）。世界中の熱帯・亜熱帯の外洋・深海域

に分布する。北太平洋西部では黒潮が流れる本州南方沖
が北限となっている。日本近海では珍しいと考えられて
いるが，紀伊半島沖では時折目撃されることもある。日
本沿岸でもっとも頻繁にマス・ストランディングが発生
する鯨類の一つである（Ohdachi et al., 2015）。
　本種の記録は相模湾のみ 4例であった。記録時期は 1
月，6月，8月，9月にそれぞれ 1例ずつであった。

オキゴンドウ
Pseudorca crassidens (Owen，1846)

（図 6；表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは準絶滅危惧種種（Near Threatened）に選定さ
れている（IUCN, online）。世界中の熱帯から温帯の外洋
域に分布する。日本近海では，本州中部以南，紀伊半島
沖，九州，特に沖縄に多く分布する。北限は太平洋・日
本海ともに北海道付近である（Ohdachi et al., 2015）。
　本種の記録は少なく相模湾 1例のみで，1977年 7月
の定置網による混獲であった。水揚げされた複数の個体
には胎児が確認された。1977年以降，両湾ともに記録
がない。本種は東シナ海，日本海の沿岸域には極めて普
通の種であるが，太平洋岸での出現は比較的少ないとさ
れている（粕谷 , 2019）。

マダライルカ
Stenella attenuata (Gray, 1846)

（図 7；表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは低危惧種（Least Concern）に選定されている
（IUCN, online）。世界中の北緯 40度から南緯 40度の熱
帯および一部の亜熱帯海域に分布する。日本近海では太
平洋側では宮城県以南から，日本海側では秋田県以南か
ら東シナ海にかけて分布する。最も生息数が豊富な鯨類
の一つである（Ohdachi et al., 2015）。
　本種の記録は相模湾 6例，東京湾 1例，計 7例であっ
た。記録時期は 9–1月に各 1例ずつ，4月 2例であった。
石川（1995b）では外洋性の本種は沖縄県の記録を除く
と 10–4月のみに記録されていて，春と冬に太平洋沿岸
に最も接近するとしており，おおむね同様の傾向にあっ
た。1994年以降，両湾ともに記録がない。

スジイルカ
Stenella coeruleoalba (Meyen, 1833)

（図 8；表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは低危惧種（Least Concern）に選定されている
（IUCN, online）。東西太平洋，大西洋，インド洋および
地中海を含む温帯から熱帯域に広く分布する。日本近海
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和名 学名 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

1 ハセイルカ Delphinus capensis 1 0 1 0 0 1 1 0 0 0 1 0 5

2 マイルカ D. delphis 2 0 0 1 0 0 0 1 2 0 0 1 7

3 ユメゴンドウ Feresa attenuata 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 2

4 コビレゴンドウ Globicephala macrorhynchus 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 1 5

5 ハナゴンドウ Grampus griseus 5 4 5 10 10 4 2 2 2 2 8 2 56

6 サラワクイルカ Lagenodelphis hosei 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

7 カマイルカ Lagenorhynchus obliquidens 10 8 11 13 12 0 0 3 0 0 1 2 60

8 セミイルカ Lissodelphis borealis 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2

9 シャチ Orcinus orca 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 4

10 カズハゴンドウ Peponocephala electra 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 4

11 オキゴンドウ Pseudorca crassidens 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

12 マダライルカ Stenella attenuata 1 0 0 2 0 0 0 0 1 1 1 1 7

13 スジイルカ Stene. coeruleoalba 0 4 6 8 6 3 0 0 1 3 0 2 33

14 シワハイルカ Steno bredanensis 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 3

15 ミナミバンドウイルカ Tursiops aduncus 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

16 バンドウイルカ T. truncatus 2 0 2 1 0 0 2 3 0 0 0 1 11

計 23 16 24 35 31 10 6 9 7 7 11 11 202

表 3．相模湾・東京湾のマイルカ科 Delphinidae の月別の記録数

和名 学名 漂着 混獲 漂流 迷入 目視情報 不明 計

1 ハセイルカ Delphinus capensis 1 1 0 2 1 0 5

2 マイルカ D. delphis 1 0 0 6 0 0 7

3 ユメゴンドウ Feresa attenuata 0 0 0 2 0 0 2

4 コビレゴンドウ Globicephala macrorhynchus 2 2 0 1 0 0 5

5 ハナゴンドウ Grampus griseus 32 12 0 11 1 0 56

6 サラワクイルカ Lagenodelphis hosei 0 0 0 0 1 0 1

7 カマイルカ Lagenorhynchus obliquidens 32 15 1 8 3 1 60

8 セミイルカ Lissodelphis borealis 1 0 0 1 0 0 2

9 シャチ Orcinus orca 0 0 0 2 2 0 4

10 カズハゴンドウ Peponocephala electra 3 0 0 0 1 0 4

11 オキゴンドウ Pseudorca crassidens 0 1 0 0 0 0 1

12 マダライルカ Stenella attenuata 3 0 0 3 0 1 7

13 スジイルカ Stene. coeruleoalba 33 0 0 0 0 0 33

14 シワハイルカ Steno bredanensis 2 1 0 0 0 0 3

15 ミナミバンドウイルカ Tursiops aduncus 1 0 0 0 0 0 1

16 バンドウイルカ T. truncatus 5 1 0 3 2 0 11

計 116 33 1 39 11 2 202

表 4．相模湾・東京湾のマイルカ科 Delphinidae の発見時の状況
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では，太平洋岸では三陸沿岸が北限である。日本海側や
東シナ海では稀である（Ohdachi et al., 2015）。
　本種の記録は相模湾のみ 33例で，ハナゴンドウに次
いで 3番目に多い記録数だった。記録の多い時期は 2月
4例，3月 6例，4月 8例，5月 6例，6月 3例と，10月
3例であった。伊豆沖の本種は数を減らしているとある
が（粕谷 , 2019），2000年以降，相模湾では数年に一度
は記録があり，特に 2019–2020年は，年に 6例以上で春
先に（全 14例中 13例）集中している。

シワハイルカ
Steno bredanensis (G. Cuvier in Lesson, 1828)

（図 8；表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは低危惧種（Least Concern）に選定されている
（IUCN, online）。世界中の熱帯・亜熱帯・温帯海域に分
布する。日本周辺では太平洋側では本州北部以南，東シ
ナ海に分布し，夏季には日本海にも出現することがある
（Ohdachi et al., 2015）。
　本種の記録は相模湾のみ 3例であった。記録時期は 1
月，7月，12月にそれぞれ 1例ずつだった。

ミナミバンドウイルカ
Tursiops aduncus (Ehrenberg, 1833)

（図 9；表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは準絶滅危惧種（Near Threatened）に選定され
ている（IUCN, online）。本種は古い文献などではバンド
ウイルカと区別されていなかったが，国際捕鯨委員会
（IWC）の出版物では 2000年以降から区別されている。
インド洋，太平洋西部の温帯から熱帯海域に分布する。
日本周辺では，御蔵島，小笠原諸島，豊後水道，天草，
鹿児島湾，奄美大島諸島などの温帯海域に限定的に分布
している（Ohdachi et al., 2015）。
　本種の記録は東京湾 1例のみであった。記録時期は 8
月で死亡漂着による記録であった。今回の情報源は漂着
記録が主のため反映されていないが，御蔵島の個体群が
房総半島や伊豆半島東岸ほかに移住しているという報告
があり（Tsuji et al., 2017），その動向は注目される。

バンドウイルカ
Tursiops truncatus (Montagu, 1821)

（図 9；表 1–4）

　本種は国際自然保護連合（IUCN）レッドリストカテ
ゴリーでは低危惧種（Least Concern）に選定されている
（IUCN, online）。世界中の温帯から熱帯域の沿岸から沖
合に分布する。日本周辺では，北海道南部までの太平洋，
日本海，東シナ海で見られる（Ohdachi et al., 2015）。

　本種の記録は相模湾 9例，東京湾 2例，計 11例であっ
た。記録時期は 8月 3例，1月，3月，7月に各 2例，4
月，12月に各 1例であった。石川（1995b）では本種の
ストランディングについて季節的な特徴はないとしてい
る。2000年頃，江の島沖に本種 2頭がしばらく定住し
ていた（事例番号 170）。

考　察

　1934年 5月から 2020年 6月の間に相模湾，東京湾沿
岸で記録されたハクジラ亜目マイルカ科は，相模湾 13
属 15種，東京湾 7属 9種，両湾を合わせると 13属 16
種が記録されていた（表 1, 2）。日本近海におけるハク
ジラ亜目マイルカ科は，ハセイルカ，マイルカ，ユメ
ゴンドウ，ヒレナガゴンドウ Globicephala melas ，コビ
レゴンドウ，ハナゴンドウ，サラワクイルカ，カマイ
ルカ，セミイルカ，シャチ，カズハゴンドウ，オキゴ
ンドウ，マダライルカ，スジイルカ，ハシナガイルカ 
Stenella longirostris ，シワハイルカ，ミナミバンドウイ
ルカ，バンドウイルカの 13属 18種が記録されている（粕
谷 , 2011）。これを踏まえると，日本近海で記録されてい
るハクジラ亜目マイルカ科の 18種のうち 16種（約 88.9 
%）が相模湾と東京湾で記録されていることが明らかと
なった。記録の多い順にカマイルカ（60例），ハナゴン
ドウ（56例），スジイルカ（33例），バンドウイルカ（11例），
マイルカ（7例），マダライルカ（7例）で，それ以外の
種は 5例以下であり，上位 3種が特に多かった。本報告
では調査捕鯨や商業捕鯨などの記録は除外しているが，
伊豆半島のイルカ漁で捕獲されていた，あるいは近海に
分布していた種としてあげられているものとして，コビ
レゴンドウ，ハナゴンドウ，カマイルカ，シャチ，スジ
イルカ，バンドウイルカ，の 6種があげられている（竹
中 , 1890；川島 , 1894；粕谷 , 2011）。また，伊豆地方で
行われてきた追い込み漁における水揚げ統計には，マイ
ルカ，ユメゴンドウ，コビレゴンドウ，ハナゴンドウ，
カマイルカ，オキゴンドウ，マダライルカ，スジイルカ，
シワハイルカ，バンドウイルカの 10種があげられてお
り（粕谷 , 2011），これらの 11種については，報告当時
に相模湾近海に来遊，生息していたものと考えられ，ま
た，本報告の集計でも記録されている。なお，セミイル
カは 1993年，オキゴンドウは 1977年，マダライルカは
1994年をそれぞれ最後に近年は記録されていない。相
模湾，東京湾で記録の無かった 2種のうち，ヒレナガゴ
ンドウについては，北太平洋では 12–13世紀までは存在
していたが，現在は絶滅したと考えられている（Kasuya, 
1975; Crockford, 2008; 粕谷 2011, 2019）。また南半球の個
体群は北半球のものと隔離されているため（ジェファソ
ンほか , 1993），現状，相模湾，東京湾で発見される可
能性は低いと考えられる。一方，ハシナガイルカについ
ては，生息域は熱帯から亜熱帯で，国立科学博物館スト
ランディングデータベースでは鹿児島県や東京小笠原，
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図 10．相模湾・東京湾におけるマイルカ科 Delphinidae の月別の記録数．

図 11．相模湾・東京湾におけるマイルカ科 Delphinidae のスト
ランディング発生時の状況．

オホーツク海でも記録されているため（国立科学博物館 , 
online），今後，相模湾，東京湾でも記録される可能性は
あるものと考えられる。
　相模湾，東京湾におけるマイルカ科のストランディン
グ発生位置は，202例中，相模湾が 177例（87.6 %），東
京湾が 25例（12.4 ％）であった。地域別で見ると，神
奈川県沿岸 104例（51.5 %），千葉県沿岸 69例（34.2 %），
静岡県沿岸 21例（10.4 %），伊豆大島を含む東京都沿岸
8例（4 %）であった。（図 1–9）。全体をまとめてみると，
房総半島西岸の浦賀水道以南，神奈川県中郡大磯町から
三浦半島沿岸にかけて多く確認された（図 12，13）。相
模湾の海流については宇田（1937）が湾内の典型的な流
れを示している。伊豆大島の西から湾内に入った黒潮分
岐流は細かく分かれているが，大きな流れの先に三浦半
島や房総半島が存在している。鯨類が沖合で死亡，また
は衰弱した場合にはこの流れに沿って流れて三浦半島や
房総半島西側を中心に漂着しやすいものと考えられた。
伊豆半島については沿岸部が切り立った磯や岩場になっ
ている場所が多く，それに伴い人が海岸に立ち入ること
も少ないこと，また人口の関係から小型鯨類がストラン
ディングをしても発見されにくい可能性が考えられた。
記録された時期については，4–5月が最も多かった（表 3; 
図 10）。この様子は石川（1995a）の日本全国の太平洋側
の記録にかなり似ており，特に 1–5月の動向はほぼ同様
であった。石川（1995a）では 9月に増えて以降微減し
ていくが，本報告では 9月、10月が少なかった。記録
数の多かったカマイルカ，ハナゴンドウ，スジイルカも
3–5月の記録が際立っていた（表 3）。

　発見時の状況は漂着が最も多く，相模湾，東京湾合わ
せて 116例（57.4 %）で，迷入が 39例（19.3 %），混獲
が 33例（16.3 ％）であった（表 4; 図 11）。漂着のほと
んどは相模湾での記録で，東京湾においては 25例の記
録のうち，24例（96 %）が迷入による記録であった（表
1）。発見時の状況を生死に分けて見てみると，房総半島
西岸と三浦半島沿岸に多いことは同様だが，三浦半島東
岸から東京湾内にかけてと伊豆半島東岸での生存状態で
の発見がわずかながら多く見られた（図 12, 13）。加登
岡ほか（2020）のヒゲクジラ亜目と同様に，東京湾にお
けるマイルカ科の混獲はなかった。東京湾での鯨類のス
トランディングにおいて，混獲が一例も記録されていな
いのは東京湾内での定置網の操業が行われていないため
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図 12． 相 模 湾 お よ び 東 京 湾 に お け る 死 亡 状 態 で 発 見 さ れ た マ イ ル カ 科
Delphinidae の記録された場所．

図 13． 相 模 湾 お よ び 東 京 湾 に お け る 生 存 状 態 で 発 見 さ れ た マ イ ル カ 科
Delphinidae の記録された場所．
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と考えられる（社団法人日本海難防止協会 , online）。多
くが迷入で漂着が少ないことは海岸線が人工の垂直護岸
になっていること，工場・港湾などで人が入りにくく発
見されにくいこと，ならびに海流の関係が考えられた。
　漂着時の個体数は，単独個体が 150例（74.3 %），複
数個体が 52例（25.7 %）であった。10例が 10個体以上
確認され，最大が事例番号 9のコビレゴンドウによるも
ので 300個体の混獲事例であった。
　サイズは本報告で扱ったのがマイルカ科ということも
あり，比較的大型になるシャチやコビレゴンドウを除く
とおおむね体長 1.5–3 mで，2 m前後のものが多く，漂
着場所によっては見つけられないことや，再び波に飲ま
れて流されてしまうことも予想された。
　これまで全国の鯨類の記録に関しては，国立科学博物
館，日本鯨類研究所，下関海洋アカデミー鯨類研究室等
により蓄積されてきた。それらのデータや既存の報告を
有効活用し，地域ごとに出現状況を把握することで，そ
れらの分布域や生態，地域特性を知ることができ，また
経年的に見るとそれらの変化も見えてくる可能性があ
る。本報告では加登岡ほか（2020）に続き，相模湾と東
京湾におけるハクジラ亜目マイルカ科の記録を集計し
た。太平洋側の一部の海域でしかないが，今後，その他
のハクジラ亜目等に関しても出現情報をまとめ，同湾内
の動物相や鯨類調査の基礎資料とするとともに他の海域
との比較検討等も進めて行きたい。
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神奈川県横須賀市佐島に分布する上部中新統・三崎層より
産出した硬骨魚類の耳石および咽頭歯化石

三井翔太

Shota Mitsui: Fish otoliths and pharyngeal teeth from the Upper Miocene Misaki 
Formation, Sajima, Yokosuka City, Kanagawa Prefecture, Japan

緒　言

　相模湾をはじめとする南関東沿岸は，砂底や岩礁域，
藻場等の環境を擁する浅海域から水深 2,000 mを超える
深海域に至る広範な水深帯を有し，さらに暖流である黒
潮と寒流である親潮が波及する事から，種多様性の豊か
な魚類相が形成されている（Senou et al., 2006; 河野 監修 , 
2011）。同海域，例えば相模湾では，近年になって黒潮
による運搬作用や地球規模の温暖化に伴う海水温上昇に
よると推測される熱帯・亜熱帯性魚類の出現や定着が報
告されるなど，その魚類相の変化が注目されてきた（山
川ほか , 2020）。しかし，現在の魚類相が，地質学的な
時間スケールの中で，どのような変遷を経て形成された
のかは明らかでない。現世の海産魚類相の形成過程を理
解する上で，沿岸地域において産出する魚類化石は，化
石魚類相の時空間的な変遷を物語る物的証拠となる点で
注目に値する。そうした観点から，著者は関東沿岸地域
における魚類，特に硬骨魚類化石の調査を継続している。
　神奈川県三浦半島を中心に分布する三浦層群三崎層
（中部中新統 –下部鮮新統 ; 鈴木・蟹江 , 2012）は，軟
体動物（蟹江 , 1967; Shikama, 1973）や板鰓類（田中 , 
2001）など，多くの海産大型動物化石を産することで知
られている。しかし，硬骨魚類化石については未だ知見
が少なく，三浦市三崎町城ケ島よりハリセンボン属（種
未同定）Diodon sp.の歯板化石の産出 1例が知られるの
みである（後藤・上野 , 2002）。
　今回，著者らによって横須賀市佐島に分布する三崎層
より採集され，神奈川県立生命の星・地球博物館に保管
されていた硬骨魚類の耳石および歯の化石を精査したと
ころ，それぞれゴテンアナゴ属  Ariosomaおよびソコダ
ラ科 Macrouridaeの耳石，ベラ科 Labridaeの咽頭歯に同
定された。これらは，相模湾沿岸地域における後期中新
世の化石魚類相を復元する上での基礎資料となるため，
ここに報告する。

材料と方法

　佐島地域における新第三系は，東南東 -西北西方向の
向斜構造を示し，下位より葉山層群，三浦層群三崎層下
部，同層上部（油壷部層），初声層の順に重なる（蟹江 , 
1967; 森・小川 , 2019）。森・小川（2019）は，本地域
の三崎層に下位より Ok（FT年代 6.3± 0.4 Ma; Kasuya, 
1987），Bs，So（K-Ar 年 代 6.0 ± 1.0 Ma（ 蟹 江 ほ か , 
1991），FT年代 5.1± 0.5 Ma（Yoshida et al., 1984））の各
凝灰岩鍵層の挟在を認め， また Bs鍵層より下位を三崎層
下部層，上位を三崎層上部層（油壷部層）とした。
　今回得られた硬骨魚類化石の産出地点は，神奈川県横
須賀市佐島に位置する，東蔵寺前の駐車場に面した切割
の露頭である（図 1）。本地域の地質図および柱状図（森・
小川 , 2019: Figs. 1，4）によれば，本露頭は三崎層下部層，
Ok凝灰岩鍵層の約 60 m下位に位置しており，蟹江（1967）
の「谷戸」および Shikama（1973）の Loc. 17，平田ほか
（2012）の g2地点「東蔵寺下の谷戸」と同一地点である
（平田ほか , 2012（図 26）には「f1地点＝ Loc. 17」と表
記されているが，本文と図のキャプションに照らし合わ
せるとこれは「g2地点＝ Loc. 17」の誤表記であると思
われる）。
　本露頭は高さ約 4 mで，下部の砂礫岩と上部のシル
ト岩からなる。下部の砂礫岩層は層厚約 0.8 mで，直径
2–3 cm程の円礫（蟹江 , 1967によれば蛇紋岩や葉山層群
に由来する）を多く含み，上位のシルト岩層に漸移して
いる。下部の砂礫岩層には，大型有孔虫やフジツボ類，
貝類，サンゴ類の化石が密集して含まれていた。上位の
泥岩では，大型有孔虫および貝類化石が散在的に含まれ
ていた。いずれの層準においても貝類化石は離弁状態で，
その多くは破片化・摩耗して保存状態が悪く，異地性の
産状を示していた。先行研究において，本露頭からは
Natica sp.，Lima cf. oomorii，Glycymeris sp.などの貝類や，
単体サンゴ類 Flabellum sp.，腕足類 Telebratulina sp.，コ
ケムシ類，フジツボ類 Balanus sp.（蟹江 , 1967; Shikama, 
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1973），Carcharocles megalodonの顎歯（平田ほか , 2012）
の産出が報告されている。今回得られた魚類化石は，い
ずれも露頭の風化面より採集された。
　耳石の計測部位および各部名称は Lin & Chang（2012），
Schwarzhans（2019），Mitsui et al.（2020）および大江ほ
か（2020）に従った。ベラ科咽頭歯の計測部位および各
部名称は三井（2011）に準じた。なお，周縁部が欠損し
ている場合，計測値の末尾に “+” と表記した。魚類の
標準和名，学名および分類体系は中坊編（2013）に従った。
本研究に用いた標本は神奈川県立生命の星・地球博物館
の古脊椎動物標本資料（KPM-NNV）として登録・保管
されている。
　計測値の略表記は次のとおりである。耳石長（Otolith 
length）：OL，耳石高（Otolith height）：OH，Colliculum 
length：CL，開口部長（Ostial length）：OsL，尾部長（Caudal 
length）：CaL。

結　果

アナゴ科 
Congridae Kaup, 1856

ゴテンアナゴ属
Ariosoma Swainson, 1838

ゴテンアナゴ属（種未同定）
Ariosoma sp.

　記載標本：n=2。KPM-NNV 117：右側扁平石，3.44 mm 
OL，3.96 mm OH，2.77 mm CL，OL: OH = 0.87，OL: CL 
= 1.24， 2009年 11月 15日，三井翔太 採集；KPM-NNV 
623：右側扁平石，4.17 + mm OL，3.56 mm OH，3.17 + 
mm CL，2012年 10月 8日，三井翔太 採集，砂礫岩層の
上端付近（図 2-A1，A2）。
　記載：全形は概ね円形。内側面はやや膨隆し、外側面
は僅かに窪む。上部嘴状突起と開口切刻部はない。周
縁部に突起はなく円滑。前部から腹部周縁にかけては
緩い曲線を描くが，後腹部周縁は直線的。後部および
背部周縁は強い凸カーブを描く（middorsal expansion; 
Schwarzhans, 2019）。前・後背部周縁は凹む。耳石溝は概
ね水平で，開口様式は para-ositial型。耳石溝の全形は緩
いS字カーブを描く靴底型を呈し，ostial channelを有する。
Collumはない。堤（Cristae）は耳石溝全周に発達し，畝
状（ridge-like）に隆起する。Dorsal areaと ventral areaは
窪まない。
　備考：丸みを帯びた全形，背部および後部周縁が強い
凸曲線を描く，耳石溝は概ね水平で para-ostial型の開口
様式を示し，全形が緩い S字カーブを描く靴底型を呈し，

図 1．産出地点．下図は地理院地図 Vector（https://maps.gsi.go.jp/vector/#16.461/35.223568/1
39.611697/&ls=vblank&disp=1, accessed on 2020-December-4）を元に作成．
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図 2．三崎層から産出した耳石化石．A1，A2: ゴテンアナゴ属（種未同定） Ariosoma sp.（KPM-NNV 117）; B1，B2: ソコダラ科（属・種未同定）
Macrouridae indet. gen. & sp.（KPM-NNV 617）．A1，B1：内側面 ; A2，B2: 外側面．

ostial channelを有する，collumを欠く，OL:CLが 1.2–1.5
の範囲内であるという特徴から，アナゴ科ゴテンアナゴ
属に同定される（Schwarzhans, 2019）。日本近海に分布す
る本属の現生種としてゴテンアナゴ A. meeki，ハナアナ
ゴ A. anago，シロアナゴ A. shiroanago，およびオオシロ
アナゴ A. majusの 4種が知られる（波戸岡 , 2013）。三崎
層より産出した耳石の種レベルの同定を行うには，これ
ら現生種および国内外より産出する同時代の耳石化石と
の詳細な形態学的比較が必要である。

ソコダラ科
 Macrouridae Gilbert & Hubbs, 1916

ソコダラ科（属・種未同定）
Macrouridae, indet. gen. & sp.

　記載標本：n=1。KPM-NNV 617，左側扁平石，11.71 
mm OL，8.29 mm OH，5.23 mm OsL，4.53 + mm CaL，
OL: OH = 1.41，2015年 2月 28日，坂本大輔 採集，砂礫

岩層上部（図 2-B1，B2）。
　記載：全形は楕円形。内側面は僅かに膨隆する。外側
面は膨隆し、正中線に沿って多数の umbo，周縁に向かっ
て放射状に分葉状の隆起（lobulation）が発達する。上部
嘴状突起および開口切刻部はない。前部周縁は円滑で凸
曲線を描く。腹部周縁は円滑で緩い凸曲線を描く（中央
部が欠損）。背部周縁は緩い凸曲線を描き，中央部に粗い
凹凸がある。後部周縁は凸曲線を描くが，摩耗を受けて
いる。耳石溝の開口様式は pseudo-ostiocaudal型で，全体
的に細長く，開口部が僅かに背側に反る。開口部と尾部
の境に collumがある。crista superiorおよび crista inferior
はよく発達するが，摩耗を受けている。dorsal areaは僅
かに窪む。ventral areaは窪まない。
　備考：全形が楕円形である，外側面に分葉状の隆起が
発達する，耳石溝が pseudo-ostiocaudal型で開口部が僅か
に背側に反り，collumが発達するなどの特徴から，ソコ
ダラ科魚類の耳石に比較される（Ohe, 1985; Lin & Chang, 
2012）。しかし，本標本はやや摩耗を受けており，耳石溝



26

や周縁部の形態が不明瞭なことから属・種の同定は困難
である。なお，本標本の他にも，著しく損傷しているが
外側面や耳石溝の形態からソコダラ科に同定される耳石
が 2点得られている（「参考標本」の項を参照）。

ベラ科 
Labridae Cuvier, 1816

ベラ科（属・種未同定）
Labridae, indet. gen. & sp.

　記載標本：n=1。KPM-NNV 120，咽頭歯（上・下のい
ずれかは不明），咬合面における最大幅 2.49 mm，2009
年 9月 21日，三井翔太 採集，砂礫岩層（図 3-A1，A2）。
　記載：長球形の歯 3個と，概ね球形の歯 2個が互いに
密接し，板状の歯塊を形成する。咬合面は円滑。長球形
の歯の底面（歯根側）中央には楕円形の窪みがある。歯
根はなく，歯の表面全体がエナメル質で覆われる。
　備考：楕円形または四角形の咬合面を持つ半球形の歯
が互いに密接して板状に並び，少なくとも長球形の歯の
底面に楕円形の窪みが確認できる事から，ベラ科魚類の
咽頭歯に比較される（Yamaoka, 1978; 三井 , 2011; 村上ほ
か , 2018）。本科魚類の上・下咽頭歯はそれぞれ方形，T
字型の歯塊をなすが（村上ほか , 2018），本標本は不完全
なため部位を特定することはできなかった。
　各々の歯が互いに密接するという特徴は，日本産の
種ではたとえばイラ Choerodon azurioやクサビベラ C. 
anchoragoの咽頭歯に似る（それに対して，たとえばノ
ドグロベラMacropharhyngodon meleagrisやブチススキベ
ラ Anampses caeruleopunctatusの下咽頭歯では歯が密接し
ておらず，やや疎らに生じる ; Yamaoka, 1978; 三井 , 2011; 
村上ほか , 2018）。しかし，本標本は不完全であること
に加えて，日本産ベラ科魚類の咽頭歯については形態学

的な記載や種間比較がいまだ不十分なことから（三井 , 
2011），科までの同定に留めた。

考　察

　本研究において，佐島地域の三崎層下部層よりゴテン
アナゴ属（種未同定），ソコダラ科（属・種未同定）お
よびベラ科（属・種未同定）の産出が確認された。ゴテ
ンアナゴ属およびソコダラ科魚類の現生種は，それぞれ
主に浅海域から大陸棚，大陸棚から陸棚斜面にかけて分
布する（波戸岡 , 2013; 中坊・甲斐 , 2013）。しかし，今
回得られた化石標本は単離した耳石であり，多少なりと
も摩耗を受けていること，さらには共産した貝類化石が
異地性の産状を示したことから，これらの耳石も例えば
堆積物流などにより運搬された可能性が高いと考えられ
る。平田ほか（2012）は，本露頭を含む田越川不整合の
成因について（1）葉山 -嶺岡隆起帯が巨大な島となっ
ており，その周囲に基底礫層が堆積し，やがて沈降した
という説（葉山 -嶺岡隆起帯バリアー説）と，（2）当時
の海溝付近にあった深海の急崖に上部斜面から礫が供給
されたという説（海底ハイエイタス）の 2つの仮説を紹
介したが，本露頭の古環境については詳しく触れていな
い。今回のソコダラ科の産出を考慮すれば，少なくとも
大陸棚かそれ以深の古環境であった可能性はあるが，魚
食性動物による摂餌・移動・排出（あるいは摂餌後に死
亡し，浅海域へ漂着した場合）によって運搬された可能
性（三井ほか , 2014; Lin et al., 2016, 2017）をも考慮する
と，今回得られた耳石化石からの古環境推定は困難であ
る。本露頭の古環境推定については，今後さらなる古生
物学的，地質学的な検証が望まれる。 
　三浦市松輪から城ケ島にかけての三浦半島南部におけ
る三崎層は，佐島地域よりも下位の層準に位置し，Mk

図 3．三崎層から産出したベラ科（属・種未同定）Labridae indet. の咽頭歯化石（KPM-NNV 120）．A1: 咬合面観 ; 
B2: 底面（歯根側）観．
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凝灰岩鍵層（フィッション・トラック（FT）年代 9.76–9.6 
Ma; Yoshida et al., 1984）が挟在するほか，放散虫化石に
基づき RN5帯の上限から RN7帯下部（12.02–約 8.8 Ma; 
中期中新世後期 –後期中新世中期）に対比されている（鈴
木・蟹江 , 2012）。後藤・上野（2002）により報告された
ハリセンボン属の歯板化石は三浦市毘沙門から得られて
おり，その産出層準は浮遊性有孔虫年代 N14帯（中期中
新世）に相当するとされている（後藤・上野 , 2002）。今回，
佐島で得られた耳石および咽頭歯化石は上記のハリセン
ボン属化石よりも年代が新しいため，本層の上部中新統
においても硬骨魚類化石を産する事を示している。
　佐島地域の三崎層からは，これまでにオオワニザ
メ科（属・種未同定），アオザメ Isurus oxyrinchus，
Carcharocles megalodon，メジロザメ属（種未同定）
Carcharhinus sp.の顎歯化石が産出している（田中 , 2001; 
平田ほか , 2012）。田中（2001）は，三浦層群三崎層お
よび逗子層の化石板鰓類相にみられる特徴として，化石
種と現生種の共産，そして大磯丘陵の大磯層および房総
半島の千畑層（いずれも上部中新統）の化石板鰓類相と
の類似性を挙げた。硬骨魚類についても，逗子層からは
今回の標本に類似するベラ科魚類の咽頭歯化石が産出し
ており（三井 , 2011; 平田ほか , 2012），中新世後期の三
浦半島地域における古生物地理を考える上で注目に値す
る（ただし，三崎層，逗子層から産出したベラ科魚類が
互いに同種であるかは不明である）。それとは対照的に，
ゴテンアナゴ属やソコダラ科の産出は，他の三浦層群か
らは知られていない。したがって，これらは後期中新世
の相模湾沿岸地域における化石魚類相の種多様性を理解
する上での新たな知見となる。今後，三浦・房総両半島
および大磯丘陵に分布する上部中新統での調査を行うこ
とにより，後期中新世の南関東沿岸地域における化石魚
類相の復元，さらには関東沿岸域における魚類相の成立
過程の解明に貢献できると期待される。

参考標本：ソコダラ科（属・種未同定）Macrouridae, 
indet. gen. & sp.，n=2。KPM-NNV 618：扁平石（左右判
別不能），9.16+ mm OL，7.25+ mm OH，2015.02.28，三
井翔太 採集；KPM-NNV 619：右扁平石，6.70+ mm OL，
4.81+ mm OH，採集年月日・採集者名は同上。いずれの
標本も，シルト岩層の下部より得られた。
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神奈川県箱根町におけるミズバチ Agriotypus gracilis 
Waterston, 1930 （ハチ目，ヒメバチ科）の再発見

渡辺恭平・川島逸郎

Kyohei Watanebe and Itsuro Kawashima: Rediscovery of Agriotypus gracilis 
Waterston, 1930 (Hymenoptera, Ichneumonidae) in Hakone Town, 

Kanagawa Prefecture, Japan

緒　言

　ミズバチ Agriotypus gracilis Waterston, 1930は，ヒメ
バチ科 Ichneumonidaeミズバチ亜科 Agriotypinaeに属す
る寄生蜂で，北海道および本州，四国，九州に分布す
る日本固有種である（Konishi & Aoyagi, 1994; 青柳・多
田 , 2019）。メス成虫は潜水し，水中を歩行してニン
ギョウトビケラ科 Goeridaeのニンギョウトビケラ Goera 
japonica Banks, 1906の筒巣を探し出し，前蛹や蛹に外部
寄生することが知られている（Aoyagi & Ishii, 1991; 小西 , 
2018ほか）。
　本種は太田（1917a）によって「箱根芦ノ湖」から発
見され，Agriotypus sp.として詳細な生態とともに報告
された。同年，太田（1917b）は情報を補足したが，そ
の時点では種の同定はされていなかった。この報告
（太田 , 1917b）によると，太田（1917a）で報告された
Agriotypus sp.（＝ミズバチ）は，和歌山県立海草中学校
教諭であった筆者の太田成和氏が学生を引率して富士箱
根地区を来訪した際，1917年 7月 25日に，芦ノ湖の箱
根神社付近の湖岸で得たものである。その後，種の記載
はWaterston (1930)によってなされたが，タイプに使わ
れた標本は，アメリカの昆虫学者Curtis P. Clausenが “Lake 
Hakone”（＝芦ノ湖）で 1929年 3月 25日に採集したも
の（図 1 A）で，芦ノ湖のどこで採集したか詳細な産地
情報は不明である（図 1 B）。しかしながら，本種が記載
されて以降，芦ノ湖の環境悪化によるものか本種は記録
されず，箱根地域全域においても同様に生息が確認でき
ない状況が続いている。箱根地域においては本種の寄主
であるニンギョウトビケラの記録が仙石原からあるもの
の（小林 , 1971），本種の記録はなく，地域絶滅が危惧
される状況にある。神奈川県内においても，斉藤（1967）
による山北町の玄倉川の記録のみが報告されているのみ
で，県下での分布の実態はよく判っていない。
　筆者らは箱根地区から本種を再発見することを目的

に，箱根町で調査を行った。その結果，本種を箱根町の
一ヶ所から確認することができたので，その記録を報告
する。

材料と方法

　ミズバチの調査は 2019年 3月 15日に行った。早川の
大原橋から仙石原浄水センター付近まで約 2 kmの区間
（図 1 C, D）のうち，ウェーダーを履いて川の中を歩け
る範囲を調査し，岩に付着したニンギョウトビケラの巣
を目視で探し，寄生されている巣（図 1 E, F）を探した。
本種が寄生し，中で繭を形成したニンギョウトビケラの
巣はリボンと呼ばれる褐色～黒褐色（水中にあっては，
表面の反射により白く輝いて見える）の帯状の突起物（図
1 E, F）が出ることが知られており（太田 , 1917a, b; 小西 , 
2018ほか），それを基に本種を探索した。
　寄生が確認されたニンギョウトビケラの巣はタッパー
ウェアに湿らせたティッシュペーパーとともに入れて持
ち帰り，ピンセットを用いて巣を割り，中から成虫を取
り出した。得られた個体は Konishi & Aoyagi (1994)によ
る記載と，渡辺が英国自然史博物館で撮影した本種の
ホロタイプ（B. M. TYPE HYM 3b. 1984, ♀ , “Japan. Lake 
Hakone. C. P. Clausen Coll. 25. iii. 1929.” ; 図 1 A, B）の情
報と比較し，本種であると同定した。標本は県立生命の
星・地球博物館昆虫標本（KPM-NK）に収蔵されている。
標本の写真はデジタルカメラ TG-4（オリンパス社 , 東京）
で撮影した。

結　果

　仙石原浄水センター付近の早川本流において，本種の
生息を確認することができた。記録は以下の通りである。
KPM-NK 55102–55106（図 1 G, H）, 4♀ 1♂ , 神奈川県箱
根町仙石原 早川（本流）, 標高約 655 m, 北緯 35度 15分

原著論文
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図 1．A: 英国自然史博物館に収蔵されているミズバチのホロタイプ ; B: ホロタイプのラベル ; C: 調査でミズバチの生息が確認できた
環境 ; D: 本種の生息が認められなかったシルトに覆われた川底 ; E, F: 本種に寄生されたニンギョウトビケラの筒巣 ; G: 調査で採
集された箱根町産ミズバチのメス（KPM-NK 55105）; H: 同オス（KPM-NK 55106）．
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52秒 東経 138度 59分 47秒 , 25. III. 2019, 渡辺恭平・川
島逸郎採集 .
　本種は一般に，生息場所での個体密度は高く，とりわ
け成虫の発生初期である 5–6月頃には，雄が集団で岸辺
のツルヨシなどの葉上に静止している状況もしばしばみ
られる。そのため，一か所で数十個体以上を採集するこ
とが可能なことも多いが，当地での個体密度は非常に低
く，調査範囲の中ではわずか 30 m程度の区間（図 1 C）
にのみ見られ，2時間ほど詳細に調べたものの，上記の
5個体しか確認できなかった。

　考　察

　今回得られたミズバチは，箱根町における本種の記録
としては Clausenが 1929年に採集して以降，91年ぶり
の記録となる。Clausenが芦ノ湖のどこで本種を採集し
たのかは，先述のように不明であるが，氏は数度にわた
り日本にマメコガネ Popillia japonica Newman, 1841の天
敵昆虫やカンキツ類の害虫の調査に来訪しており，ハバ
チ類の研究で著名で植物防疫所の研究者であった佐藤 
覚博士とも交流があった (Clausen et al., 1932)ことから，
日本語で書かれた太田（1917a, b）の情報を日本人研究
者から得た上で，箱根神社付近で本種を探索した可能性
がある。Clausenが日本で採集したミズバチの標本がど
のような経緯を得て英国の James Waterstonのもとに渡っ
たのかについても不明であるが，Waterstonは当時，英
国の大英自然史博物館のスタッフであり，天敵昆虫とし
て重要なコバチ類の研究者でもあったことや，ミズバチ
属 Agriotypusは北米に分布せず，当時はヨーロッパミズ
バチ A. armatus Curtis, 1832のみが知られていたことも関
係しているだろう。現在，国内でミズバチが採集される
環境は河川であり，湖沼で得られたというケースは，少
なくとも筆者らの把握する限りでは他に例がない。今回
本種が確認できた早川は芦ノ湖を源とし，北部の湖尻か
ら流れ出ており，採集した地点は芦ノ湖（湖尻水門）か
ら 3 kmほど下った場所にある。従って，本種は従来，
早川に広く産しており，その個体群の一部が芦ノ湖に生
息していたと考えることが妥当であろう。なお，芦ノ湖
においては，遠浅の砂浜部分は砕波湖岸となっているこ
とと関連し，サナエトンボ類をはじめとした河川中流域
に生息する流水性のトンボ類が湖岸に生息することが知
られる。このような事例は，たとえば富士五湖や仁科三
湖，琵琶湖など比較的規模の大きな湖に共通しており（苅
部治紀氏私信），本種の芦ノ湖での分布も，そのような
事例の一つであったのかもしれない。
　先述のように，今回の調査で確認できたミズバチはご
く少数の個体であり，当地における本種の密度は，多摩
川や房総半島（未公表）など，本種が多産する他の産地
では，寄生されたニンギョウトビケラが一つの石に 10
個体近く見られることがある事例と比べると極端に少な
い。今回調査した早川においては，景観的にも良好な場

所ではあったが，ニンギョウトビケラが比較的見られる
場所（地点）においても，全般的に底生生物は少ない印
象を受け，トンボ目のミルンヤンマ Planaeschna milnei 
(Selys, 1883)およびコシボソヤンマ Boyeria maclachlani 
(Selys, 1883)の幼虫がわずかに得られた程度であった。
また，川底の石は所々シルトに覆われて汚れている（図
1 D）点でも，本種の生息地としては決して良い環境で
あるとは言えなかった。加えて，古くからの観光地とい
う立地でもあり，流域にはゴルフ場や人家が少なくない
ことも，何らかの影響を与えている可能性が考えられる。
今回確認できた地点が川のごく狭い範囲であるという点
も，生息環境が良好ではないことを裏付けている。なお，
筆者のうち川島は特に 1990年代以降，トンボ目の生態
撮影および採集を主目的にしながら，例年，かつて本種
が得られた 7月を中心に，芦ノ湖北部（湖尻周辺）で本
種も探索し続けてきた。岸辺に沿って水中に立ち込み，
水底の寄生された筒巣や，岸辺に静止する成虫を探した
が，いずれも全く発見できていない。芦ノ湖の全周を調
査してはいないので、今後過去の記録地である箱根神社
周辺などの調査が必要であるが，少なくとも北部沿岸に
おいては，現在，本種が生息する見込みはないと判断さ
れた。従って，筆者らの印象では，箱根町におけるミズ
バチの生息状況は依然として危機的な状況にあると思わ
れる。箱根町の汚水処理施設整備計画（下水道アクショ
ンプラン）（箱根町 , 2020）によると，早川の流域であ
る仙石原地区の公共下水道の整備率は 2016年度末の時
点で 60.18%と高くなく，今後，公共下水道の整備等に
よる芦ノ湖および早川の水質改善が望まれる。
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藤沢市に生育するクゲヌマランの遺伝子解析

大井和之・岸しげみ・一ノ瀬友博

Kazuyuki Ooi, Shigemi Kishi and Tomohiro Ichinose: Genetic analysis of 
Cephalanthera longifolia (L.) Fritsch in Fujisawa City, 

Kanagawa, Japan

緒　言

　クゲヌマランは，樹林下に生育する地生ランで，ギン
ラン Cephalanthera erecta (Thunb.) Blume (1859)とよく似
て白い花をつけるが，唇弁基部の距が浅くて突出しない
ことで区別できる。本種は，藤沢市鵠沼海岸産の標本に
基づき 1936年に前川文夫博士により C. shizuoi F. Maek.
として記載された。その後，遊川（2009）は，エゾギン
ラン C. elegans Schltr. (1919)，クゲヌマラン，台湾の C. 
alpicola Fukuyama (1938)は同一種で，ユーラシア大陸か
らアフリカ北部まで広く分布する C. longifolia (L.) Fritsch 
(1888)に相当すると整理した上で，和名についてはエゾ
ギンランの方が早くに命名されているものの，クゲヌマ
ランがより一般的に使われているので C. longifolia の和
名としてはクゲヌマランを用いることが適切だろうとし
ている。
　クゲヌマランは環境省レッドデータブックの 2000年
版では絶滅危惧 IA類とされていたが，2007年のレッド
リストおよび 2014年のレッドデータブックでは絶滅危
惧Ⅱ類になっており，「神奈川県においては，絶滅した
自生地があるものの，最近の霊園や公園での発生状況
は帰化植物的であるとされ（神奈川県レッドデータ生物
調査報告書：植物篇 (2006)），造成地などで新たに発生
する例が報告されている」と記載されている（環境省，
2015）。神奈川県レッドデータブック 2006でも絶滅危惧
Ⅱ類とされているが，最近発表された神奈川県レッドリ
スト〈植物編〉2020では本種はランク外となり掲載さ
れていない（勝山ほか，2006；神奈川県環境農政局緑政
部自然環境保全課，2020）。
　藤沢市内でも，公園や大学キャンパスなどで新たに本
種の生育が確認されることが増えてきている。一方で，
以前から生育が確認されている場所では，開花株数の減
少など衰退傾向が見られている。万が一，最近新たに発
生した生育地のものが帰化植物であれば，以前からの生
育地の個体とは由来が異なるため，遺伝的な相違が見つ

かる可能性がある。
　Hayakawa et al. (2014) では，核リボゾーム DNAの
ITS領域と葉緑体の rbcL，matK遺伝子によるキンラン
属 Cephalantheraの系統樹が示されていて，ギンラン C. 
erecta，ササバギンラン C. longibracteata Blume (1859) は
キンラン C. falcata (Thunb.) Blume (1859) に近く，クゲ
ヌマランは別のグループになり，ITSまたは matK領
域の塩基配列で分子同定できるとされている。また，
Micheneau et al. (2010) では葉緑体 DNAの塩基長が変異
しやすい領域（葉緑体マイクロサテライト）を用いてヨー
ロッパからアジアに分布する C. longifoliaのハプロタイ
プを報告している。本研究では，藤沢市内の元々から生
育しているクゲヌマランと新しい生育地のクゲヌマラン
について，これらの先行研究で分析された遺伝子領域の
遺伝子解析を行って，論文やデータベースに登録された
塩基配列との比較を実施した。

材料と方法

　2016年の 5月と 6月に，藤沢市内の 3か所でクゲヌマ
ランの葉を採取した（図 1）。1980年代から本種の生育
が確認されている個人宅敷地のクロマツ林下から得た個
体を試料 H，近年の新規発生地である市街地の公園から
得た個体を試料 Oとした。この 2か所では生育が確認で
きた個体が少数であったため，現地株の保全を優先して
DNAサンプルの葉 1枚のみを採取した。また，本種の
新規発生地である慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス（以
下 SFC）内でも標本採取を行なった。SFC内には本種だ
けでなくギンランも生育しているが，調査時は結実期で，
キンラン属の種判別に重要な花の形態が確認できなかっ
たため，複数種が含まれる可能性を考慮しつつ，3標本
（SFC1–3）を採取し，DNA解析に用いた。SFCのさく葉
標本 3点は神奈川県立生命の星・地球博物館に収めた（標
本番号：KPM-NA0306608～ KPM-NA0306610）。
　葉 1/2枚（長さ約 2 cm分）を液体窒素で凍結して乳鉢

原著論文
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図 1．本研究に用いた試料の採取地での様子（2016 年 6 月 12 日撮影）．　A：従来からの生育地の
クゲヌマラン（試料 H）；B：新規生育地のクゲヌマラン（試料 O）；C：SFC 構内のクゲヌマラ
ン（試料 SFC1，標本番号：KPM-NA0306608）；D：SFC 構内のキンラン属の１種（ギンラン）（試
料 SFC3，標本番号：KPM-NA0306610）．

表 1．PCR 分析に使用したプライマー

領域 名称 プライマー配列 出典

ITS
ITS5 GGAAGTAAAAGTCGTAACAAGG

White et al. (1990)
ITS4 TCCTCCGCTTATTGATATGC

matK
matKAF CTATATCCACTTATCTTTCAGGAGT

Ooi et al. (1995)
matK8R AAAGTTCTAGCACAAGAAAGTCGA

accD-psa1
F GGAAGTATAGCACTAGCTTC

Micheneau et al. (2010)
R ACTTATAACTGATGTCCCCA

trnK-matK
F ATCTTCCTCCAAAAAATCCC

Micheneau et al. (2010)
R GAGCATTTCAGAATACAAATTC

trnS-trnG F GTTCAAGGCAAAGGACAAGT Micheneau et al. (2010)
R AACACGTATTTTGTTCCTCC
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で粉砕し，ISOPLANT II（ニッポンジーン）を使用して
マニュアルに従って DNAを抽出した。全試料について
ITS領域，試料 Hと試料 Oについて matK領域，試料 H
と試料 O，試料 SFC1について葉緑体マイクロサテライ
ト 3領域（accD-psa1，trnK-matK，trnS-trnG）の塩基配
列解析を行った。解析に用いたプライマーは表 1に示す。
PCR反応は Ex Taq（タカラバイオ）を用い，温度サイク
ルは ITS領域と matK領域は 94 ℃ 2分－（94 ℃ 30秒－
52 ℃ 30秒－ 72 ℃ 1分 30秒）× 35回－ 72 ℃ 7分，葉
緑体マイクロサテライト 3領域は 94 ℃ 2分－（94 ℃ 30
秒－ 55 ℃ 1分－ 72 ℃ 1分）× 30回－ 72 ℃ 7分とした。
PCR反応産物は，QIAquick PCR purification kit（QIAGEN）
で未反応のプライマーと dNTPを除去した上で，PCRプ
ライマーを片方ずつ使用して DNAシーケンサーで塩基
配列を決定した。
　塩基配列は BioEditで相補配列と照合してプライマー
に挟まれた部分の全長を確定した。ITS領域（684 bp）
と matK領域（1,170 bp）については，NCBI BLAST検
索を行い DNAデータバンクに登録された類似度の高い
配列データを取得し，CLUSTAL Wでアライメントを行っ
た後，MEGA X (Kumar et al. 2018)によって分子系統樹
を作成した。系統樹の推定には最尤法を用い，塩基置換
モデルとして Tamura-Nei model を，塩基置換速度の分布
モデルとして Gamma distribution with Invariant sites (G+I)
を使用した。系統樹の各分岐の信頼性については 500 回
のブートストラップ分析により評価した。

結　果

　塩基配列の解析結果は、いずれの領域でも試料 H，試
料 O，試料 SFC1は同一の塩基配列であった。各領域の
塩基配列の塩基配列長とアクセッション番号を表 2に示
す。DNAデータバンクに登録されている配列を加えて，
ITS領域の塩基配列で作成した分子系統樹を図 2，matK
遺伝子領域の塩基配列で作成した分子系統樹を図 3に示
す。どちらの系統樹においても，本研究の試料は，試料
SFC3を除きクゲヌマラン C. longifoliaのクレードに含ま
れた。試料 SFC3の ITS領域の塩基配列（アクセッショ
ン番号 LC589968）はギンランに近く，分子系統樹でギ
ンランとユウシュンラン C. erecta var. subaphylla (Miyabe 

& Kudo) Ohwiのクレードに含まれた。
　葉緑体マイクロサテライト 3座位の塩基配列長を
Micheneau et al. (2010) の Table 3のハプロタイプ記号で示
すと，accD-psa1（124 bp）が H，trnK-matK（169 bp）が
M，trnS-trnG（216 bp）が Zとなった。これはMicheneau 
et al. (2010) で解析されている中国雲南省で 1981年に採
取されたキュー植物園の標本（ハプロタイプ HNZ）と 1
塩基の相違で最も近い。Micheneau et al. (2010) の Figure 1
に藤沢市産クゲヌマランのハプロタイプを加えてハプロ
タイプの関係を示したものを図 4に示す。

考　察

　藤沢市内に生育しているクゲヌマランは，1980年代
から発生が確認されている元々の自生地のものも，最近
分布を拡げている新しい生育地のものも，葉緑体マイク
ロサテライトのハプロタイプは同一であり，ヨーロッパ
や中東産の C. longifoliaのハプロタイプではなく，中国
雲南省およびネパール産の標本で報告されているアジア
型に属していた。このことから，ヨーロッパ産の外来個
体が移入して分布を拡げているわけではなく，日本在来
の遺伝子型の系統が分布を拡大していることが明らかと
なった。しかしながら，今回分析した葉緑体マイクロサ
テライトは遺伝子型の多型がそれほど多く見られるもの
ではなく，北海道から九州まで分布する本種の産地によ
る遺伝子型の違いは知られていないため，国内外来の可
能性については否定できない。
　本種が最近急に増えてきたように見える理由として，
今回分析したものと同一の遺伝子型の中に繁殖力が強い
系統が存在して，国内外来系統として最近各地に移入し
て分布を拡げているという仮説が考えられる。この仮説
を検証するためには，葉緑体マイクロサテライトよりも
はるかに詳細に，個体ごとの遺伝子型を区別できるよう
な遺伝子マーカーの分析が必要となる。最近では RAD-
seqやMIG-seqという次世代シーケンサーを用いてゲノ
ムワイドな遺伝子型解析を行う手法が開発されており，
これを適用すれば発生場所による遺伝子型の集団構造が
解析可能と期待される。
　一方で，国内外来系統ではなく，地域在来の系統が分
布を拡大していることも考えられる。SFCでは，本種の

表 2．藤沢市に生育するクゲヌマラン C. longifolia の塩基配列分析結果

領域 塩基配列長 アクセッション番号

ITS 683 bp LC589969

matK 1,170 bp LC589970

accD-psa1 124 bp（プライマーを含む） LC589971

trnK-matK 169 bp（プライマーを含む） LC589972

trnS-trnG 216 bp（プライマーを含む） LC589973
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図 2．ITS 領域の最尤法による分子系統樹（各枝の数字はブートストラップ支持確率）．本研究の試料は枠
囲みで示した．試料 H，試料 O，試料 SFC1，SFC2 の塩基配列は AY369083 の塩基配列と 100% 一致した．
試料 SFC3 の塩基配列はギンラン C. erecta に最も近かった．

他にギンランとキンランが生育している。生育地は 30
年前に開校したキャンパスの周縁部のシラカシ等を主体
とした常緑広葉樹林の林床である。ラン科植物は微小な
種子が菌類と共生して発芽する。Sakamoto et al. (2017) 
では本種の菌根の ITS領域の遺伝子解析からイボタケ科
の複数の種類の塩基配列が得られており，共生菌の特異
性は狭くはない。造成から 20年程度経過して，樹林地
の菌類相が発達しランの生育に適した状態になってか
ら，周辺から飛散してきた種子が発芽できるようになっ
た可能性が考えられる。東ほか（2020）では横浜市の埋
立地の植栽林にある自生地において播種実験と共生菌類

の DNA分析による同定によって，イボタケ科の 3種の
菌が本種の種子発芽とその後の実生の成長に関与してい
ることを明らかにした。公園や緑地の植栽林の菌類相が
キンラン属の種子発芽に適した状態になって，本種の実
生が発生しやすくなった可能性は高いと考えられる。
　今回の調査で，分布が拡大しているクゲヌマランは在
来系統か国内外来系統のいずれかであることが明らかと
なった。分布拡大には，①繁殖力が強い系統が増えた，②
菌類相が発達し生育適地が拡大した，という要因が考えら
れ，これらの要因が実際にどの程度寄与しているのかを明
らかにするためにはさらなる調査解析が必要である。
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図 3．matK 遺伝子領域の最尤法による分子系統樹（各枝の数字はブートストラップ支持確率）．本研究の
試料は枠囲みで示した．試料 H と試料 O の塩基配列は既知のクゲヌマラン C. longifolia の塩基配列と
100% 一致した．matK 領域は塩基配列の変異に乏しく，クゲヌマランの種内多型は認められなかった．

図 4．クゲヌマラン C. longifolia の葉緑体マイクロサテライトのハプロタイプネットワーク（Micheneau et al. 2010 の
Fig. 1 を改変）．本研究で分析した試料 H，試料 O，試料 SFC1 は全て HMZ 型であった．
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秦野市葛葉緑地で採集された
カゲロウ目・カワゲラ目・トビケラ目昆虫

手塚真理・司村宜祥・野崎隆夫

Mari Tezuka, Noriyoshi Shimura and Takao Nozaki: Ephemeroptera, Plecoptera 
and Trichoptera (Insecta) collected from the Kuzuha-Ryokuchi, Hadano City, 

Kanagawa, Japan

緒　言

　葛葉緑地は神奈川県秦野市に位置し（図 1），かながわ
のナショナル・トラスト第 1号に指定された，市街地に
残された貴重な緑地である。葛葉緑地内を流れる葛葉川
は金目川の支流で，本川河口より約 15 km上流で合流す
る。川は 4–5万年前の地殻変動で隆起した地面を下刻し，
蛇行しながら流れ，緑地内に深い谷を作っている。その
ため，崖面から地下水が湧出する場所が各所にある。扇
状地形の扇央にあるため，緑地上流部では水が枯れるこ
とがしばしばあるが，その場合でも緑地中央より下流は
湧水及び伏流水を集めた川となり常に流れている。
　葛葉緑地にすむ底生動物については，1980年代から
水質評価のための調査が時折行われてきたが，記録され
た種類はコカゲロウ類などごくわずかで，当時の水質環
境が良くなかったことが反映されている（石綿，1981，
神奈川県環境部水質保全課・神奈川県公害センター編，
1986）。その後，1998年に葛葉緑地の自然観察拠点施設「秦
野市くずはの家」が設置され，ここで活動する市民グルー
プによって水生昆虫の調査が 2001年より継続して行わ
れ，その中で水生昆虫の種類数は年々増加傾向にあるこ

とがわかってきた（くずはの家えのきの会水辺分科会未
発表資料）。しかし，いずれも幼虫中心の調査のため種
レベルまで正確に把握できないことが多く，葛葉緑地に
どのような水生昆虫が生息しているのか把握できていな
かった。
　そこで，現時点での葛葉緑地の水生昆虫相を正確に把
握することを目的に，灯火採集による成虫の調査を行っ
た。ここでは，採集された成虫のうち流水性の昆虫の代
表である，カゲロウ目，カワゲラ目，トビケラ目につい
ての採集結果を報告する。

材料と方法

　灯火による調査は，緑地上部の地点 A及び緑地中央部
の地点 Bの 2地点で行った (図 1, 2)。A地点は葛葉緑地
内「ほたるの里」と呼ばれる湧水の小川が本流に合流す
る地点で， B地点は葛葉緑地中央部の「けやきの道」が
葛葉川を渡る渡渉石付近である。さらに，補足的に捕虫
網による採集を，両地点と葛葉緑地の最下部の地点 Cで
も行った（図 1, 2）。
　成虫の採集は，2019年 3月から 2019年 12月までの

原著論文

図 1．調査地点　（右：地理院タイルを加工して作成）．
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図 2．調査地点の景観（左から A，B，C 地点の上流側；撮影 2019 年 8 月 19 日（A, B），2020 年 2 月 8 日（C））．

図 3．灯火採集用具（A）および採集物（B）．

間，月に 2回（天候不順のため 7月は 1回のみ），各地
点 2カ所に灯火付きのパントラップを設置し行った（図
3）。灯火にはブラックライト（12LED，1W, EE factory製）
を用い，それを直径 30 cm，深さ 5 cmの丸型バットの上
約 15 cmに吊るした。バットには水を張り，食器用洗剤
数滴と食卓塩ひとつまみを入れた。トラップは，著者の
一人手塚が日没前 5時頃に設置し，翌日 9時～ 12時に捕
獲した昆虫をすべて回収した。調査期間中に捕虫網で採
集した成虫も含め採集した昆虫は 80%エチルアルコール
に入れて保管し，カゲロウ目とカワゲラ目を司村が，ト
ビケラ目を野崎が同定を行った。標本はすべてくずはの
家で保管し，資料番号は「くずはの家資料台帳」に記載
し（HKZ-AI-1–318），結果の出現種リストでは省略した。

結　果

　カゲロウ目は種名未確定種を含め 3科 4属 7種 127個
体，カワゲラ目は 2科 3属 6種 22個体，トビケラ目は
種名未確定種を含め 12科 16属 29種 1456個体が記録さ
れた。
　以下に出現した種のリストを掲載する。標本リストは，
採集地点ごとに個体数及び性別（カゲロウの亜成虫の場
合は “亜” を付記），採集年月日（パントラップは回収日），
採集方法（パントラップの場合は省略），採集者名（パ
ントラップの場合は省略）の順に記した。なお，科の並
び順は，川合・谷田編（2018）に従い，属や種の並び順
はアルファベット順とした。 
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出現種リスト
カゲロウ目 Ephemeroptera

マダラカゲロウ科 Ephemerellidae

1. マダラカゲロウ属 Ephemerella sp. 
　A：1 ♀ 亜 , 1.ix.2019. B：1 ♂ 亜 , 14.vi.2019; 1 ♂ 亜 , 
13.vii.2019; 1♂亜 1♀亜 , 28.ix.2019.
　備考：亜成虫しか採集されなかったため種の同定はで
きなかった。

2. マダラカゲロウ科の 1 種 Ephemerellidae, indet gen. 
& sp.
　A：1 ♀ , 13.vii.2019; 1 ♂ 亜 , 1.ix.2019. B：1 ♀ 亜 , 
19.v.2019; 1♀亜 , 30.v.2019; 4♂亜 , 1.ix.2019; 3♀ , 1.x.2019.
　備考：雌と亜成虫しか採集されなかったため属および
種の同定はできなかった。

コカゲロウ科 Baetidae

3. ヨシノコカゲロウ Alainites yoshinensis (Gose, 1980)
　B：1♀ , 19.v.2019; 1♀ , 28.ix.2019; 1♀亜 , 2.v.2019 , ネッ
ト，波多野 .

4. フ タ モ ン コ カ ゲ ロ ウ Baetis taiwanensis Müller 
Liebenau, 1985
　A：1♂亜 , 14.vi.2019.

5. シロハラコカゲロウ Baetis thermicus Uéno, 1931
　B：1♂ , 14.vi.2019.

6. コカゲロウ科の 1 種 Baetidae, indet gen. & sp.
　A：1 ♂ 亜 , 13.vii.2019; 1 ♂ 亜 , 13.vii.2019; 1 ♀ 亜 , 
20.viii.2019; 1 ♀ 亜 , 1.ix.2019; 1 ♂ 亜 , 13.iv.2019, ネ ッ
ト , 野崎 .　 B：1♀亜 , 30.v.2019; 2♀ , 14.vi.2019; 1♀ , 
14.vi.2019; 1♀亜 , 20.viii.2019; 2♂亜 3♀亜 , 1.ix.2019; 6
♂亜 , 28.ix.2019; 2♂亜 , 28.ix.2019; 11♀亜 , 28.ix.2019; 1
♂亜 , 1.ix.2019; 1♀亜 , 16.ix.2019; 1♂亜 , 1.xii.2019. 　C：
1♀ , 11.v.2019, ネット , 水辺分科会 .
　備考：雌と亜成虫しか採集されなかったため属および
種の同定はできなかった。

ヒラタカゲロウ科 Heptageniidae

7. シ ロ タ ニ ガ ワ カ ゲ ロ ウ Ecdyonurus yoshidae 
Takahashi, 1924
　A：1♂ , 19.iv.2019; 1♂亜 , 26.iv.2019; 1♂亜 , 30.v.2019; 
2♂ 1♀ ,1.x.2019. B：4♂亜 2♀亜 , 26.iv.2019; 1♂亜 2
♀ 1♀亜 , 30.v.2019; 6♀ , 19.v.2019; 2♀ , 14.vi.2019; 1♂
亜 , 25.vi.2019; 1♀ , 15.vi.2019; 1♂亜 , 13.vii.2019; 2♂ 1
♀ , 20.viii.2019; 1♂亜 3♀亜 , 8.ix.2019; 1♂亜 1♀亜 , 
16.ix.2019; 3♂亜 1♀亜 18♀ , 1.x.2019; 2♂ 1♀ , 2.v.2019, 
ネット , 波多野 . C：4♂亜 2♀亜 , 11.v.2019, ネット , 波
多野 ; 1♂ , 11.v.2019, ネット , 水辺分科会 .

カワゲラ目 Plecoptera

カワゲラ科 Perlidae

1. ヤ マ ト フ タ ツ メ カ ワ ゲ ラ Neoperla niponensis 
(McLachlan, 1875)
　B：1♀ , 26.iv.2019; 1♀ , 2.v.2019, ネット , 波多野 .

2. ナツフタツメカワゲラ（仮称） Neoperla sp. 1
　B：1♂ , 25.vi.2019; 1♀ , 13.vii.2019; 2♂ 1♀ , 2.v.2019, 
ネット , 波多野 . C： 2♂4♀ , 11.v.2019, ネット , 野崎 ; 1♀ , 
11.v.2019, ネット , 水辺分科会 .
　備考：仮称および番号は稲田 (1995) に従った。稲田
（1995）の図と比べて卵表面にある縦条の彫刻がやや螺旋
状という違いがみられたが，交尾器に顕著な差は見られ
ないので同種と扱った。

3. ハルフタツメカワゲラ（仮称） Neoperla sp. 3
　B： 1♂ , 2.v.2019，ネット , 波多野 .
　備考：仮称および番号は稲田（1995） に従った。

オナシカワゲラ科 Nemouridae

4. ジ ュ ッ ポ ン オ ナ シ カ ワ ゲ ラ Amphinemura 
decemseta (Okamoto, 1922)
　A：1♂ , 28.ix.2019.

5. ミツオビオナシカワゲラ Nemoura trivittata Shimizu, 1997
　A：1♂ , 26.iv.2019.　 B： 1♂ , 2.v.2019, ネット , 波多野 .

6. ウエノオナシカワゲラ Nemoura uenoi Kawai, 1954
　C：1♂ , 11.v.2019, ネット , 野崎 .

オナシカワゲラ属の未同定種 Nemoura, indet spp.
　A：1♀ , 3.iii.2019.　 B： 2♀ , 2.v.2019, ネット , 波多野 .
　備考：雌しか採集されなかったため種の同定はできな
かった。

トビケラ目 Trichoptera

ナガレトビケラ科 Rhyacophilidae

1. ヒ ロ ア タ マ ナ ガ レ ト ビ ケ ラ Rhyacophila 
brevicephala Iwata, 1927
　A：1 ♂ , 26.iv.2019; 1 ♂ , 25.vi.2019; 1 ♀ , 13.vii.2019. 
B：1♀ , 26.iv.2019; 1♀ , 25.vi.2019; 1♀ , 13.vii.2019; 1♀ , 
1.ix.2019. C： 1♀ , 11.v.2019, ネット , 野崎 .

2. カワムラナガレトビケラ Rhyacophila kawamurae 
Tsuda, 1940
　C： 4♂ 4♀ , 11.v.2019, ネット , 野崎 .

3. ニ ッ ポ ン ナ ガ レ ト ビ ケ ラ Rhyacophila nipponica 
Navás, 1933
　A：1♂ , 19.v.2019; 1♂ , 13.vii.2019; 3♂ , 16.ix.2019.　 
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B：1 ♂ , 26.iv.2019; 4 ♂ 1 ♀ , 19.v.2019; 1 ♂ , 30.v.2019; 
1♂ , 13.vii.2019; 1♂ , 20.viii.2019; 1♂ , 16.ix.2019; 1♀ , 
28.ix.2019; 1♀ , 2.v.2019, ネット , 波多野 . C： 5♂ 1♀ , 
11.v.2019, ネット , 波多野・野崎 .

4. ヤマナカナガレトビケラ Rhyacophila yamanakensis 
Iwata, 1927
　A：2 ♂ , 13.vii.2019; 1 ♂ ,20.viii.2019; 1 ♀ , 1.ix.2019. 
B：1 ♂ 1 ♀ , 26.iv.2019; 2 ♂ 8 ♀ , 19.v.2019; 1 ♂ 3 ♀ , 
30.v.2019; 3♂ 1♀ , 14.vi.2019; 1♂ 1♀ , 20.viii.2019; 1♂ , 
1.ix.2019; 3♂ 1♀ , 28.ix.2019.

5. ナガレトビケラ属の 1 種 Rhyacophila sp.
 　A： 1♂ , 13.iv.2019, ネット , 野崎 ; 1♂ , 13.vii.2019, ネッ
ト , 野崎 .
　備考：コウノナガレトビケラ Rhyacophila kohnoae Ross, 
1956 に似るが，この種および近縁種については分類学的
再検討が必要なため（服部，2018），種の同定を保留する。

ヒメトビケラ科 Hydroptilidae

6. ミ ギ ヒ メ ト ビ ケ ラ Hydroptila asymmetrica 
Kumanski, 1990
　A：1♀ , 14.vi.2019; 1♀ , 13.vii.2019; 1♂ , 20.viii.2019; 
2♂ 11♀ , 1.ix.2019; 1♂ 3♀ , 16.ix.2019; 1♀ , 28.ix.2019; 
2♀ , 24.x.2019. B：1♂ 1♀：19.v.2019; 10♂ 39♀ , 1.ix.2019; 
1 ♂ 14 ♀ , 16.ix.2019; 2 ♂ 7 ♀ , 28.ix.2019; 3 ♂ 17 ♀ , 
24.x.2019.

7. オ グ ラ ヒ メ ト ビ ケ ラ Hydroptila oguranis 
Kobayashi, 1974
　A：1♀ , 13.vii.2019; 1♀ , 20.viii.2019; 1♀ 1.ix.2019; 1♀ , 
24.x.2019. B：1♀ , 20.viii.2019; 1♀ , 28.ix.2019.

8. マ ツ イ ヒ メ ト ビ ケ ラ Hydroptila phenianica 
Botosaneanu, 1970
　A：13 ♀ , 20.viii.2019; 7 ♂ 21 ♀ , 1.ix.2019; 4 ♂ 2 ♀ , 
16.ix.2019; 2♂ 4♀ , 28.ix.2019; 1♂ 10♀ , 24.x.2019; 1♀ , 
1.xii.2019. B：1♂ 8♀ , 20.viii.2019; 5♂ 15♀ , 1.ix.2019; 
1♂ 11♀ , 16.ix.2019; 1♂ 10♀ , 28.ix.2019.

ヤマトビケラ科 Glossosomatidae

9. コヤマトビケラ属の 1 種 Agapetus sp.
　A：1♀ , 26.iv.2019; 1♀ , 14.vi.2019.
　備考：雌しか採集されなかったため種の同定はできな
かった。

10. ア ル タ イ ヤ マ ト ビ ケ ラ Glossosoma altaicum 
(Martynov, 1914)
　A：1 ♀ , 30.v.2019; 1 ♀ , 25.vi.2019; 11 ♀ , 13.vii.2019. 
B：3♀ , 26.iv.2019; 1♂ , 19.v.2019; 1♀ , 30.v.2019; 2♀ , 
14.vi.2019; 3♀ , 25.vi.2019; 2♀ , 13.vii.2019.

11. ニチンカタヤマトビケラ Glossosoma nichinkata 
Schmid, 1971
　A：2♀ , 13.vii.2019. B：1♀ , 26.iv.2019; 2♀ , 19.v.2019; 
1♀ , 13.vii.2019.

12. イ ノ プ ス ヤ マ ト ビ ケ ラ Glossosoma ussuricum 
(Martynov, 1934)
　A：1 ♀ , 19.v.2019; 2 ♀ , 30.v.2019; 2 ♀ , 25.vi.2019; 8
♀ , 13.vii.2019; 1♀ , 28.ix.2019. B：3♀ , 19.v.2019; 2♀ , 
25.vi.2019; 3♀ , 13.vii.2019.

ヒゲナガカワトビケラ科 Stenopsychidae

13. ヒ ゲ ナ ガ カ ワ ト ビ ケ ラ Stenopsyche marmorata 
Navás, 1920
　A：3 ♀ , 30.iii.2019; 1 ♂ 30 ♀ , 26.iv.2019; 36 ♀ , 
19.v.2019; 3♂ 2♀ , 30.v.2019; 3♀ , 25.vi.2019. B：1♂ 1
♀ , 15.iii.2019; 1♂ , 13.iv.2019; 2♂ 23♀ , 26.iv.2019; 1♂
31♀ 19.v.2019; 1♂ 6♀ , 30.v.2019; 3♀ , 14.vi.2019; 5♀ , 
25.vi.2019; 1♂ 2♀ , 20.viii.2019; 2♂ , 1.ix.2019. C：1♀ , 
11.v.2019, ネット , 野崎 .

カワトビケラ科 Philopotamidae

14. キソタニガワトビケラ Kisaura kisoensis (Tsuda, 1939)
　A：1♂ , 26.iv.2019; 2♂ , 1.ix.2019; 2♂ , 16.ix.2019.

15. ミナカワトゲタニガワトビケラ Kisaura minakawai 
Arefina, 2005
　A：14 ♂ , 26.iv.2019; 15 ♂ , 19.v.2019; 2 ♂ , 30.v.2019; 
3 ♂ , 14.vi.2019; 7 ♂ , 20.viii.2019; 9 ♂ , 1.ix.2019; 2 ♂ , 
16.ix.2019; 6 ♂ , 28.ix.2019. B：18 ♂ , 26.iv.2019; 157
♂ , 19.v.2019; 16 ♂ , 30.v.2019; 3 ♂ , 14.vi.2019; 1 ♂ , 
25.vi.2019; 8 ♂ , 20.viii.2019; 37 ♂ , 1.ix.2019; 20 ♂ , 
16.ix.2019; 28♂ , 28.ix.2019.
備考：神奈川県初記録である。

トゲタニガワトビケラ属の未同定種 Kisaura, indet spp. 
　A： 6♀ , 26.iv.2019; 11♀ , 19.v.2019; 1♀ , 30.v.2019; 4
♀ , 14.vi.2019; 3 ♀ , 13.vii.2019; 8 ♀ , 20.viii.2019; 6 ♀ , 
1.ix.2019; 3♀ , 16.ix.2019; 2♀ , 28.ix.2019; 2♀ , 24.x.2019. 
B：17 ♀ , 26.iv.2019; 59 ♀ , 19.v.2019; 20 ♀ , 30.v.2019; 
4 ♀ , 14.vi.2019; 3 ♀ , 13.vii.2019; 21 ♀ , 20.viii.2019; 31
♀ , 1.ix.2019; 3 ♀ , 16.ix.2019; 35 ♀ , 28.ix.2019; 14 ♀ , 
24.x.2019.
　備考：採集状況やサイズからほとんどがミナカワトゲ
タニガワトビケラの雌と思われるが，キソタニガワトビ
ケラとの区別点が判明していないため，未同定とした。

クダトビケラ科 Psychomyiidae
16. クダトビケラ属の 1 種 Psychomyia sp.
  A：1 ♀ , 26.iv.2019; 1 ♂ 2 ♀ , 28.ix.2019. B：1 ♀ , 
19.v.2019; 1♀ , 30.v.2019; 1♀ , 13.vii.2019; 2♀ , 1.ix.2019; 
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1♂ , 16.ix.2019; 2♀ , 24.x.2019.
　 備 考：Tsuda (1942） が ウ ル マ ー ク ダ ト ビ ケ ラ
Psychomyia acutipennis (Ulmer, 1908) として再記載した種
に似るが別種と思われる。

17. ホソクダトビケラ属の 1 種 Tinodes sp. 1
 　A：1 ♀ , 25.vi.2019; 1 ♂ 2 ♀ , 1.ix.2019; 3 ♂ 1 ♀ , 
16.ix.2019. B：1 ♀ , 25.vi.2019; 2 ♀ , 13.vii.2019; 2 ♀ , 
20.viii.2019; 2♂ 1♀ , 1.ix.2019; 1♂ 7♀ , 16.ix.2019; 1♂ , 
28.ix.2019.
　備考：京都で記載され西日本に広く分布するミヤコク
ダトビケラ Tinodes miyakonis Tsuda, 1942に似た種で，未
記載種と思われる。

18. ホソクダトビケラ属の 1 種 Tinodes sp. 2
  A：1♀ , 13.vii.2019; 2♀ , 1.ix.2019; 1♀ , 16.ix.2019. B：
2 ♀ , 20.viii.2019; 2 ♀ , 1.ix.2019; 4 ♀ , 16.ix.2019; 1 ♀ , 
28.ix.2019.
　備考：前種と異なるが，雄成虫が採集されなかったの
で種レベルの同定はできなかった。

イワトビケラ科 Polycentropodidae

19. マ リ ツ キ イ ワ ト ビ ケ ラ Polyplectropus malickyi 
Nozaki, Katsuma & Hattori, 2010
　A：3 ♀ , 14.vi.2019; 4 ♀ , 25.vi.2019; 1 ♂ 20 ♀ , 
13.vii.2019; 21 ♀ , 20.viii.2019; 4 ♂ , 1.ix.2019; 1 ♂ 2 ♀ , 
16.ix.2019. B：2 ♀ , 19.v.2019; 1 ♀ , 14.vi.2019; 22 ♀ , 
25.vi.2019; 12♀ , 13.vii.2019; 9♀ , 20.viii.2019; 4♂ 1♀ , 
1.ix.2019; 1♀ , 28.ix.2019; 1♀ , 24.x.2019.

シマトビケラ科 Hydropsychidae

20. コガタシマトビケラ Cheumatopsyche brevilineata 
(Iwata, 1927)
  A：1♂ , 1.ix.2019; 1♂ , 16.ix.2019.

21. ナ ミ コ ガ タ シ マ ト ビ ケ ラ Cheumatopsyche 
infascia Martynov, 1934
　A：2♂ 34♀ , 26.iv.2019; 24♂ 38♀ , 19.v.2019, 1♂ 6
♀ , 30.v.2019; 1♂ 4♀ , 14.vi.2019; 22♀ , 13.vii.209; 12♂
7♀ , 1.ix.2019; 12♂ 2♀ , 16.ix.2019; 7♂ 2♀ , 28.ix.2019; 
3♀ , 24.x.2019; 2♀ , 11.xi.2019. B：2♂ 29♀ , 26.iv.2019; 
59♂ 140♀ , 19.v.2019; 4♂ 18♀ , 30.v.2019; 3♂ 11♀ , 
14.vi.2019; 1♀ , 25.vi.2019; 10♀ , 13.vii.2019; 7♂ 11♀ , 
1.ix.2019; 2♂ 1♀ , 16.ix.2019; 4♂ 6♀ , 28.ix.2019; 2♀ , 
11.xi.2019; 6♀ , 24.x.2019. C：11♂ 3♀ , 11.v.2011, ネット , 
波多野・野崎 .

22. キブネミヤマシマトビケラ Diplectrona kibuneana 
Tsuda, 1940
　A：2♂ , 19.v.2019; 1♂ , 1.ix.2019; 1♂ , 16.ix.2019; 2♂ , 
28.ix.2019.

23. ウ ル マ ー シ マ ト ビ ケ ラ Hydropsyche orientalis 
Martynov, 1934
　A：1 ♀ , 15.iii.2019; 1 ♂ 8 ♀ , 26.iv.2019; 2 ♀ , 
30.v.2019; 1 ♀ , 14.vi.2019; 1 ♀ , 25.vi.2019; 8 ♀ , 
13.vii.2019; 1 ♀ , 20.viii.2019; 1 ♂ 3 ♀ , 1.ix.2019; 4 ♂ 6
♀ , 16.ix.2019; 1♂ 7♀ , 28.ix.2019; 2♀ , 24.x.2019; 1♀ , 
11.xi.2019. B：4♂ 7♀ , 26.iv.2019; 16♀ , 19.v.2019; 1♂ , 
14.vi.2019; 2 ♀ , 25.vi.2019; 1 ♂ 2 ♀ , 13.vii.2019; 1 ♀ , 
20.viii.2019; 1♂ 3♀ , 1.ix.2019; 2♂ 4♀ , 28.ix.2019; 5♂
8♀ , 11.xi.2019; 1♀ , 13.xii.2019; 1♀ , 24.x.2019.  C：1♀ , 
11.v.2011, ネット , 野崎 .

カクツツトビケラ科 Lepidostomatidae

24. ヒロオカクツツトビケラ Lepidostoma bipertitum 
(Kobayashi, 1955)
　A：1♀ , 1.ix.2019.

25. コ カ ク ツ ツ ト ビ ケ ラ　Lepidostoma japonicum 
(Tsuda, 1936)
　A：2 ♂ 1 ♀ , 26.iv.2019; 3 ♂ , 19.v.2019; 3 ♂ 3 ♀ , 
30.v.2019; 1♂ , 14.vi.2019; 3♂ , 13.vii.2019; 1♂ , 1.ix.2019. 
B：9 ♂ 26 ♀ , 26.iv.2019; 7 ♂ 12 ♀ , 19.v.2019; 8 ♀ , 
30.v.2019; 3 ♂ 2 ♀ , 14.vi.2019; 4 ♀ , 25.vi.2019; 2 ♂ 7
♀ , 13.vii.2019; 1 ♂ , 20.viii.2019; 4 ♂ 3 ♀ , 1.ix.2019; 
1♂ , 28.ix.2019; 2♂ , 2.v.2019, ネット , 波多野 ; 3♂ , 
13.vii.2019, ネット , 野崎 . C：1♂ 4♀ , 11.v.2019, ネット , 
野崎 .

26. トウヨウカクツツトビケラ Lepidostoma orientale 
(Tsuda, 1942)
 　A：1♀ , 13.vii.2019, ネット , 野崎 .

ニンギョウトビケラ科 Goeridae

27. ニンギョウトビケラ Goera japonica Banks, 1906
　A：1 ♂ , 15.iii.2019; 6 ♀ , 26.iv.2019; 1 ♂ , 19.v.2019; 1
♀ , 30.v.2019; 1♀ , 14.vi.2019; 1♀ , 13.vii.2019; 1♂ 2♀ , 
1.ix.2019. B：1♂ , 15.iii.2019; 1♂ 7♀ , 26.iv.2019; 1♂ 10
♀ , 19.v.2019; 2♀ , 30.v.2019; 1♂ 1♀ , 1.ix.2019; 1♂ 1♀ , 
16.ix.2019; 3♀ , 28.ix.2019.

ヒゲナガトビケラ科 Leptoceridae

28. ナ ガ ツ ノ ヒ ゲ ナ ガ ト ビ ケ ラ Ceraclea complicata 
(Kobayashi, 1984)
　B：1♂ , 19.v.2019.

ケトビケラ科 Sericostomatidae

29. ト ウ ヨ ウ グ マ ガ ト ビ ケ ラ Gumaga orientalis 
(Martynov, 1935)
　A：1♂ , 26.iv.2019.
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　考　察

1．出現種
　今回の調査によってカゲロウ目 5種，カワゲラ目 6種，
トビケラ目 29種が確認された。神奈川県産のこれら 3目
の種数は，それぞれ 77種，71種，153種が知られるので（石
綿，2018；石塚，2018；野崎，2018），今回採集された
種数はその 6.5，8.5，19％と決して多くはない。しかし，
種数は少ないものの，今まで行われてきた底生動物の調
査では確認できなかった多くの種が採集された。カワゲ
ラ目においてオナシカワゲラ属 Nemouraに 2種，フタツ
メカワゲラ属 Neoperlaに 3種も含まれていたこと，トビ
ケラ目では属レベルでも確認されていなかったウルマー
イワトビケラ属 Polyplectropusやトゲタニガワトビケラ属
Kisauraなどの種が確認できたことなど，成虫を調査する
ことによって精度の高いデータが得られたといえる。一
方，カゲロウ目では得られた標本の多くが亜成虫で，確
実な同定が可能な雄成虫が少なかったために種レベルの
同定ができなかったものも少なくない。今後見つけ採り
やネット採集を含めさまざまな方法で調査を行い，カゲ
ロウ目の亜成虫の場合は成虫に羽化させるなど，より多
くの成虫標本を得ることによってこの地域のより正確な
種組成が判明するものと思われる。

2. 生息環境の変化
　1945年頃の葛葉川は周りを畑に囲まれ，子供たちが川

を堰き止めて泳いだり魚を採ったりして遊ぶきれいな川
であった（佐藤貞夫画，秦野市くずはの家所蔵：資料番
号 HKZ-L-1）（図 4）。しかし，1957年から上流部右岸の
工業団地が設置され（秦野市企画部企画課， 2005），1977
年に左岸のくずは台団地が建設されるなど周囲の開発に
より葛葉川は排水路としての役割が急激に増加し，葛葉
緑地最下流部の九沢橋付近で行われた水質調査における
BOD値は非常に高く，水質の悪化を反映していた（秦
野市環境産業部生活環境課，2020）（図 5）。そして，葛
葉川下流部（新九沢橋付近）で 1980年に行われた底生
動物の調査ではカゲロウ目のコカゲロウ属１種のみ（石
綿，1981），1986年の同地点における調査ではカゲロウ
目 1属 2種とトビケラ目 2属 3種しか記録されず，カワ
ゲラ目の記録はまったくない（神奈川県環境部水質保全
課・神奈川県公害センター，1986）。さらに，市民向け
に発行された「秦野の水生生物」（秦野市教育研究所編，
1988）や「くずはの自然」（秦野市くずはの家，2001）
においても，コカゲロウ類しか記載されていない。この
ように貧弱な底生動物相は，明らかに当時の水質環境を
強く反映したものと考えられる。
　秦野市の公共下水道の整備は，葛葉緑地を含む中央エ
リアにおいて 1981年に秦野市浄水管理センターの供用
より開始した。葛葉川の集水域においては，1985年頃
から整備が始まり，葛葉緑地左岸のくずは台団地一帯を
1997年に，緑地上流部の西田原上宿地区及び曽屋地区

図 4．1945 年前後の葛葉緑地周辺の様子（くずはの家所蔵原画を複写・資料番号：HKZ-L-1）．
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図 5．1945 年前後の葛葉緑地周辺の様子（くずはの家所蔵原画を複写・資料番号：HKZ-L-1）．

図 6．九沢橋及び葛葉大橋付近における年平均流量の変化（秦野市環境産業部環境共生課未発表資料より作図）．
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を 1999年から 2001年を中心に整備を行い，葛葉川下流
域の工場地帯や住宅街においてはほぼ完了し（秦野市上
下水道局未発表資料），秦野市中央処理区（葛葉緑地を
含む）の下水道普及率は 2019年度で 89％となった（秦
野市上下水道局経営総務課編，2019）。秦野市が葛葉川
最下流の九沢橋付近で行った水質調査の BODの経年変
化を見ると，左岸上流部の整備が完了した 2001年頃か
らその値が大きく減少している（秦野市環境産業部生活
環境課，2020）（図 5）。今回の調査でカゲロウ目，カワ
ゲラ目をはじめ多くのトビケラ目の種が確認されたこと
は，葛葉緑地において水質の改善により豊富な底生動物
相が復活していることを示している。葛葉緑地上流の工
業団地や住宅地よりさらに上流の菩提地区は住居密度が
低く自然度が高いエリアであるが，そこに架かる向山橋
で 2009年に行われた底生動物調査では，カゲロウ目 4
科 8属 26種，カワゲラ目 4科 7属 8種，トビケラ目 7
科 8属 10種が記録されている（神奈川県環境科学セン
ター，2014）。今後水質の改善がさらに進めば，菩提地
区やさらにその上流を供給源としてより豊かな生物相が
形成されることが期待される。なお，公共下水道の整備
による水質の改善は底生生物の生育環境を良くする一方
で，流量の減少や河川流の分断を引き起こして生息場所
を狭める懸念がある。しかし，秦野市が行った流量調査
では，葛葉緑地においては湧水が豊富で水量が安定して
いることから（秦野市環境共生課未発表資料）（図 6），
流量減少の影響はそれほど大きくないと思われる。今後，
今回判明した成虫による調査結果を市民の水生生物調査
にも反映させ，生物相の変化の把握や河川の保全活動に
つなげていきたい。
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2018 年に相模湾から得られた
ホホジロザメ（ネズミザメ目ネズミザメ科）と

同湾および周辺海域における出現状況

崎山直夫・加登岡大希・瀬能　宏

Tadao Sakiyama, Daiki Katooka and Hiroshi Senou: A great white shark, Carcharodon 
carcharias (Lamniformes: Lamnidae) obtained from Sagami Bay in 2018, and a review 

of occurrences of the species in the bay and surrounding waters

緒　言

　ホホジロザメ Carcharodon carcharias (Linnaeus，1758)
はネズミザメ目ネズミザメ科の全長約 6.4 mに達する大
型のサメで，全世界の温帯から亜熱帯にかけての沿岸域
に広く分布し，日本の全沿岸の他に近隣の海域ではピー
ター大帝湾，朝鮮半島から中国の東シナ海や南シナ海，
さらには台湾からも記録されている（吉野ほか , 2013）。
　筆者らは相模湾やその周辺海域の魚類相を明らかにす
る目的で，同海域の魚類の標本や画像の収集を継続して
いるが（崎山・瀬能 , 2008; 崎山ほか , 2020），2018年 10
月 20日に相模湾内の定置網に入網したホホジロザメの
両顎標本を入手した。これは本種の相模湾における証拠
標本に基づく記録としては Jordan & Fowler （1903）の報
告以来であると考えられたため，この顎を記載するとと
もに相模湾やその周辺海域における本種の出現状況を整
理したのでここに報告する。

材料と方法

　本研究に用いた標本は，2018年 10月 20日に相模湾
北西部に位置する神奈川県小田原市の米神定置網に入網
した個体で，小田原市内の鮮魚店で販売されていたもの
を布施友輝氏が入手したものである。店頭ではある程度
解体されており，入手した部位は頭部のみで，布施氏

により除肉されて両顎の骨格標本とされた後，しばらく
は冷凍保存されていた。この顎が 2019年 7月に神奈川
県立生命の星・地球博物館に寄贈され，その時点で 70 
%エタノールで固定された。現在は同館の標本資料番
号 KPM-NI 53282が与えられ，70 %エタノール中に保管
されている。また，除肉前の頭部の画像は同館の魚類写
真資料データベースに KPM-NR 209958（布施友輝撮影）
として登録されている。なお，同館における魚類の標本
番号は電子台帳上においてゼロが付加された 7桁の数字
が便宜的に使われているが，ここでは標本番号として本
質的な有効数字で表した。計測は露出している歯の歯冠
部分の高さと幅をノギス（200 mm）を用い，10分の 1 
mmの精度で行った。また，上顎と下顎のそれぞれ前端
から後端までの長さを計測した。全長は Shimada（2002）
に基づき上下顎左側の歯の測定値を回帰方程式に当ては
めて推定した。出現要因の推測のための海況は神奈川県
水産技術センター海況図データベース（online）を参照
した。なお，本報告における相模湾の範囲は Senou et al. 
(2006)に従った。

結果と考察

2018 年に相模湾から得られた個体について
　標本（図 1）の歯と顎の計測値は表 1に示した。この
標本は上顎の片側の歯が 12–13本，下顎の片側の歯が 11

原著論文

Abstract. A great white shark, Carcharodon carcharias (Linnaeus, 1758), was collected from Komekami, Odawara, 
Kanagawa Prefecture, Sagami Bay with a set net, on 20th of October, 2018. Only the jaws of this individual were kept 
in the Kanagawa Prefectural Museum of Natural History. The total length was estimated to be about 3 m based on 
the size of teeth. This specimen represents the second record on the basis of a voucher specimen of the species from 
the bay since 1903. The occurrence of this species was confirmed at least four times in the Bay. The frequency of 
occurrence of this species in the bay is similar to that generally in the coastal waters in Japan and, given the mobility 
of the species, further records are likely.
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図 1．2018 年に相模湾北西部の米神定置網に入網したホホジ
ロザメ Carcharodon carcharias の両顎の骨格標本 . KPM-NI 
53282, 左上顎長 356.9 mm, 左下顎長 320.1 mm．

本で，上顎の歯がほぼ二等辺三角形をなし，上下の歯と
もに明瞭な鋸歯縁を持つ。また，頭部の画像からは瞬膜
を確認できないこと，吻は円錐状で先端は尖ることから，
Compagno（2001）や吉野ほか（2013）によりホホジロ
ザメに同定された。本個体の水揚げ時に小田原漁港で撮
影された画像を株式会社小田原魚市場公式ブログ（http://
uoichiba.seesaa.net/article/462281826.html）で参照したとこ
ろ，体は紡錘形，吻は長い，鰓孔は長い，第 1背鰭は大
きい，尾鰭が三日月形，尾柄に隆起があるといったホホ
ジロザメの外形的特徴を確認できた。
　全長を推定するため，上下顎左側の歯の測定値を
Shimada（2002）の回帰方程式に当てはめた結果を表 2
に示した。欠損や破損した歯を除く 16本の歯から算出
した値は 1.84–3.59 mで，平均値は 3.10 mであった。こ
のことから本個体は全長 3 m程度であると考えられる。
　本個体が入網した 2018年 10月 20日前後の水温の様
子を関東・東海海況速報 /伊豆諸島海域で確認した。10
月 19日時点では伊東から三崎を結ぶ線より湾奥は 22 ℃
であったが，10月 20日には湾奥まで 23 ℃に変化してい
た。この変化日は入網日と一致し，本種の生息域表面水
温とされる 10–25 ℃（手島 , 1994）の範囲内にある。こ
れらのことから本個体は 23 ℃の流れとともに湾奥まで
入り込んだ可能性がある。

国内における出現状況
　ホホジロザメの国内における分布は沖縄周辺から北
海道周辺海域に及ぶ（Nakano & Nakaya, 1987；Nakaya, 
1994；島本ほか , 1994; 手島 , 1994；中野ほか , 2012; 園
山ほか , 2020）。岡本ほか（2020）によると，本種は日本
周辺で過去 50年にわたりほぼ均等な頻度で出現が報告
されている。1992年に瀬戸内海で本種による事故，い

①①

④④

③③

②②

神奈川県

千葉県

静岡県

東京都

伊豆半島

房総半島

⑤⑤

図 2．相模湾におけるホホジロザメ Carcharodon carcharias, の
出現場所 . 1: 三浦市三崎付近 ; 2: 下田市下田 ; 3: 小田原市米
神 ; 4: 館山市波左間 ; 5: 川崎市千鳥運河 . 数字は表 4 に対応．

図 3．2018 年に館山市の波佐間西側定置網に入網したホホジロ
ザメ Carcharodon carcharias の両顎の骨格標本．KPM-NR 
212409A.
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表2

歯のタイプ A1 A2 (※1) I1 L1 (※1) L2 (※2) L3 L4 (※1) L5 L6 L7 L8 L9
歯の高さ

(mm) 26.9 16.7 18.8 9.9 23.5 20.8 17.5 7.2 8.6 5.5 4.1 2.6

全長
(cm) 315.1758 199.9601 315.0364 146.0903 320.5865 303.104 314.584 184.1652 359.848 332.41 345.5878 307.5192

歯のタイプ a1 a2 i1 l1 l2 (※1) l3 (※1) l4 l5 (※1) l6 l7 l8 -
歯の高さ

(mm) 21.7 25.4 20.2 17.4 15.6 15.3 11.6 7.4 4.0 2.0 2.1 -

全長
(cm) 315.0055 337.7208 345.0782 313.3658 300.7134 353.5726 356.671 335.8188 270.428 211.968 348.3701 -

A： upper anterior tooth a： lower anterior tooth ※1： 欠け
I： upper intermediate tooth i： lower intermediate tooth ※2： 2列目の歯
L： upper lateral tooth l： lower lateral tooth

左上顎

右上顎

表２． Shimada（2002）に基づき推定したホホジロザメ Carcharodon carcharias（KPM-NI 53282）の全長

表 1．ホホジロザメ Carcharodon carcharias（KPM-NI 53282）の歯と顎（左端の数値）の計測値

わゆるシャークアタックが発生し，マスメディアの関心
が集まった結果，同年と翌年の報告例が増えたとされる。
主に定置網漁業での混獲が年に 1–2件報告される。漁獲
された個体は放流されるものもあり，水揚げされる個体
は一部に過ぎない。2000年以降はほぼ継続的に確認さ
れている。多数の個体が群れを作ることはなく，単独か
2尾くらいで泳ぐとされており（スプリンガー・ゴール
ド , 1989），実際，出現記録を確認してもまとまった捕
獲は見受けられない（岡本ほか , 2020）。岡本ほか（2020）
に掲載されているこれまでの出現記録について南から県
別に見ると，沖縄県と茨城県が 18例以上で極めて多く，
次いで高知県，愛媛県，和歌山県，岩手県が 5–6例，鹿
児島県，大分県，三重県，千葉県，宮城県，北海道が
3–4例であった。距離のあいている箇所もあるが，太平
洋岸に広く記録がある。これらの記録は報告やネット情
報や新聞などで収集したもので，出現記録をすべて網羅
したものではないが，沖縄県と茨城県が多いことはその
数値から窺えた。岡本ほか（2020）と私信，本報告を含
めた相模湾周辺海域におけるホホジロザメの年別出現記
録を示したが（表 3），2000年前後以降の茨城県での出
現記録が目立った。
　本種の生態的特性として外洋ではほとんど漁獲され

ず，大陸棚上の 80 m以浅の水域を主たる生息域として
いる。水深 5 m前後の比較的表層近くを遊泳すると考
えられ，生息域の表面水温は 10–25 ℃と広い範囲を示
している（手島 , 1994）。また本種は，水温の季節的な
変化に伴って日本周辺を南北回遊し（Nakano & Nakaya, 
1987；Nakaya, 1994；手島 , 1994），出産は沖縄から近畿
地方以西の海域で行われていると考えられ（内田・戸田 , 
1996），雌に関しては出産に関係した季節移動をする可
能性が指摘されている（岡本ほか , 2020）。出現記録か
らは、茨城県沿岸が本種の主要な回遊経路であることが
示唆された。

相模湾における出現状況
　Senou et al. （2006）は相模湾におけるホホジロザメの
記録について Jordan & Fowler（1903）のみを引用した
が，あらためて本報告の事例を含めた本種の同湾におけ
る記録を図 2と表 4に示した。文献の Jordan & Snyder
（1901）と Jordan & Fowler（1903）で扱われている標本
は同一のものと考えられたため 1つの記録として表記し
た。Nakaya（1994）は写真で確認したとされる静岡県下
田での水揚げ記録を報告しており，本報告の記録は相模
湾からの 3例目となるが，証拠標本に基づく記録として

表1

左上顎 1 2 3 4 5 (※2) 6 7 8 9 10 11 12 -

356.9 mm 歯の高さ
(mm) 26.9 16.7

 (※1) 18.8 9.9
(※1) 23.5 20.8 17.5

(※1) 7.2 8.6 5.5 4.1 2.6 -

歯の幅
(mm) 22.6 22.0 20.4 22.7 22.4 22.1 19.2 15.4 11.0 8.1 7.4 6.5 -

右上顎 1 2 3 4 5 6 7 (※2) 8 9 10 (※2) 11 12 13

361.1 mm 歯の高さ
(mm) 欠損 26.5 17.7 22.3 24.5 21.0

(※1) 20.0 14.0
(※1) 8.2 6.1 4.9 2.5 4.6

歯の幅
(mm) 欠損 22.9 19.0 22.4 22.4 22.4 19.9 16.6 12.6 9.3 7.2 6.1 2.5

左下顎 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 - -

320.1 mm 歯の高さ
(mm) 21.7 25.4 20.2 17.4 15.6

(※1)
15.3

 (※1) 11.6 7.4
 (※1) 4.0 2.0 2.1 - -

歯の幅
(mm) 14.6 16.0 14.2 14.5 14.6 14.2 12.2 10.1 7.5 4.3 2.9 - -

右下顎 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 - -

320.0 mm 歯の高さ
(mm) 欠損 25.9 20.4 18.3

 (※1) 17.7 14.7 12.3
 (※1) 8.9 5.1 4.0 2.6 - -

歯の幅
(mm) 欠損 16.1 14.6 14.4 13.8 13.8 11.5 9.8 7.7 6.0 3.8 - -

※1： 欠け ※2： 2列目の歯を測定
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表 3．相模湾周辺海域におけるホホジロザメ Carcharodon carcharias の年別出現記録

図 4．2005 年に川崎市千鳥運河に漂着したホホジロザメ Carcharodon carcharias. KPM-NI 16338, 全長 4.85 m．

年 出現場所（県） 出現数 全長 体重 性別 入手方法 出典
1901 東京都 1 - - - - 1

1903 神奈川県 1 - - - - 2

1962 千葉 1 - - - - 3

1992 千葉 1 5.7 m - - 定置網 4
1993 千葉 1 4.6 m - - 定置網 5
1994 静岡 1 4.2 m - オス カニかご 4
1995 東京（伊豆諸島） 1 - - - - 6
1996 茨城 1 4 m 0.54 t オス 定置網 8

2003 茨城 2 - - - - 6
2004 茨城 3 - - - - 6
2005 神奈川 1 4.81 m 1.13 t オス 衰弱個体の漂着 9
〃 茨城 10 - - - - 6

2008 茨城 5 - - - - 6
2009 茨城 3 - - - - 6

2012 茨城 1以上 1個体は 1.69 m - - - 7

2018 神奈川 1 約 3 m - - 定置網 9
〃 千葉 1 - - - 定置網 9

1）Jordan & Snyder（1901） 6）中野ほか（2012）
2）Jordan & Fowler（1903） 7）公益財団法人いばらき文化振興財団（2012）
3）田村ほか（1962） 8）柴垣私信
4）Nakano & Nakaya（1987） 9）本報告
5）Nakaya（1994）
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表 4．相模湾におけるホホジロザメ Carcharodon carcharias の出現記録 . 左端の数字は図 2 に対応

は Jordan & Snyder （1901）以来となる。その後に 4例目
として，2018年 11月 23日に千葉県館山市の波左間西
側定置網に 1個体が入網した（表 4）。荒川寛幸氏が本
個体の両顎の骨格標本を保管している（図 3，画像資料
KPM-NR 212409A-C）。また，隣接する東京湾では 2005
年に神奈川県川崎市の千鳥運河（東京湾）に漂着した雄
衰弱個体の記録がある（図 4；表 4）。この個体のはく製
が川崎マリエン（神奈川県川崎市川崎区東扇島 38-1）に
展示されており，標本の一部が神奈川県立生命の星・地
球博物館に収蔵されている（KPM-NI 16338，画像資料
KPM-NR 107073A）。このようにこれまでに本種は相模
湾で 4例，相模湾に隣接する東京湾で 1例の記録がある
ことがわかった。
　環境的に相模湾は南からの黒潮，北からの親潮の影響
を受けている。また，複雑な海岸地形，海底地形を持つ
ことが知られている。中央部には水深 1000 mを超える
海底谷があり，湾西側は大陸棚がほとんどないような急
深な地形もある（木幡 , 2003）。こういった地形的・環
境的な要因が餌となる大型生物の生息を可能にし，大型
の捕食魚であり，かつ遊泳能力が高い本種の相模湾にお
ける出現場所や時季に影響を与えている可能性が考えら
れる。相模湾における出現記録は多くはないが、今回の
出現が偶来ではない可能性を考慮すべきであろう。
　人との関わりにおいて，相模湾は神奈川県，千葉県，
静岡県の 3県に囲まれているが，神奈川県を中心に人口
が多く，また，湾内の大型定置網は中核漁業として定着
している（木幡 , 2003）。近年は SNSの発達により，本
種に限らず大型生物が目撃されたり，定置網などに入網
した場合は，かなりの確率で情報が出回るものと考えて
いる。一方で，人喰いザメの 1種（吉野ほか , 2013）と
される本種が定置網等に入った事実を公表することは，
近隣への風評被害に繋がりかねないため，情報が制限さ
れている可能性も考えられる。
　本種を含めた大型板鰓類全般については，標本に基づ
く記録が少なく，証拠資料を残す仕組みの重要性が指摘
されている（崎山・瀬能 , 2009）。各地で更なる情報を
積み重ねることによって本種の生態の解明が進むことが
期待される。
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神奈川県におけるフナムシ腸内寄生菌
フナムシヤドリ（新称）Asellaria ligiae の生息状況

陶山　舞・高木　望・出川洋介・佐藤大樹・折原貴道

Mai Suyama, Nozomu Takagi, Yousuke Degawa, Hiroki Sato and Takamichi 
Orihara: Habitat of a gut-living fungus of Ligia exotica, Asellaria ligiae, 

in Kanagawa Prefecture, Japan

緒　言

　アセラリア目 Asellarialesは，甲殻類のワラジムシ目
Isopoda（ダンゴムシ類やミズムシ類など）およびトビム
シ目 Collembola昆虫の後腸の表面に付着生活する菌群で
ある。かつては，接合菌門 Zygomycotaトリコミケス綱
Trichomycetesに所属していたが，菌類の高次分類体系
の改定により現在はトリモチカビ門 Zoopagomycotaキク
セラ亜門 Kickxellomycotinaに属し，1科 3属が知られる
（出川，2008; Spatafora et al., 2016）。このうち Asellaria
属はワラジムシ目の動物の腸管に付着する菌からなる
属で，現在までに 9種が知られている（Lichtwardt et al., 
2001; Valle & Cafaro, 2008）。本属の 1種である Asellaria 
ligiae Tuzet & Manier ex Manierは，フナムシ Ligia exotica 
Rouxを含むフナムシ属 Ligiaの複数種の後腸に認め
られ（Lichtwardt et al., 2001），国内では青森県，千葉
県，神奈川県，高知県から報告されている（Lichtwardt 
et al., 1987）。この報告では，フナムシの生息場所とし
て，海岸沿い，岩上や護岸，埠頭の付近が記述されて
いるが，採集地情報は単に海岸と記述されているにすぎ
ない（Lichtwardt et al., 1987）。同時に，個体群によって
は感染率が極めて低いか，感染がないと報告されている
（Lichtwardt et al., 1987）が，現状では，フナムシ類の A. 

ligiae感染状況を定量的に評価する方法は確立されてい
ない。
　神奈川県からの本菌の採集記録は横浜市（金沢八
景）（Lichtwardt et al., 1987）と三浦市（江奈湾）（出川，
2006）に限られている。神奈川県の 2006年度版レッド
リスト作成調査時には，江奈湾（三浦市）の泥干潟に生
息するフナムシ類から本種の発生が認められ，神奈川県
内では泥干潟環境が減少していることから本種も減少傾
向にあるのではないかと推定され，絶滅危惧 II類に指
定された（出川，2006）。一方，寄主であるフナムシ類
は泥干潟に限らず県内の海岸沿いには普遍的に生息して

いる（布村・下村，2017）。そこで，本研究では，泥干
潟以外の生息環境を含む県内複数箇所において調査を行
い，本菌の生息状況を再検討することとした。その結果，
既知産地を含め複数の地点から本菌を確認することがで
きたので報告する。

材料と方法

　寄主のフナムシ類は，神奈川県内の 5地点，三浦市南
下浦町（江奈湾・毘沙門湾），横浜市金沢区（海の公園），
平塚市須賀（相模川河口），足柄下郡真鶴町で採集した。
これらの位置と環境を図１と表１に示した。県内の干潟
は三浦半島と多摩川河口にのみ残されている。江奈湾は
背後にアシ原があり川が流れこむ入り江となる泥干潟で
ある（池田，2002）。毘沙門湾は江奈湾に隣接する湾だが，
海岸線は岩礁で背後は林になっている。横浜市金沢区で
は，過去に金沢八景からの採集の記録がある（Lichtwardt 
et al. 1987）が，現在，平潟湾の金沢八景駅周辺はコンク
リートで護岸されており，フナムシ類を確認できなかっ
たため，金沢地先埋立事業の一環として整備され 1988

原著論文

真鶴半島

相模川河口

海の公園

毘沙門湾、江奈湾10 km

N

図 1．調査地点 . 国土地理院地図を加工編集．
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図 2. フナムシ（三浦市毘沙門湾産）. スケール 10 mm．

年に開園した海の公園で採集を行った。ただし，海の公
園の磯場は岩場までスロープや階段が整備され，岩は固
められ動かすことができず採集が困難であった。相模川
河口には過去に干潟があったが，現在は消滅しており，
砂州を守るために設置されたと思われる波消しブロック
（消波根固ブロック平型）周辺で採集を行った。フナム
シ類の捕獲は 2019年 5月から 7月にかけて行い，1地点
ごとに 1回ずつ 20頭以上のフナムシ類を採集した。相
模川河口については 1回の採集では 20頭を確保できな
かったため 2回採集を行った。
　採集したフナムシ類は持ち帰り，以下の方法で解剖を行っ
た。（1）フナムシ類の動きを鈍くするために，冷却剤に
しばらく接触させるか，頭胸部と第 2胸節の間にピン
セットを刺して弱らせる。（2）肛門から内部にピンセッ
トを刺し腸管を引き出すようにして摘出する。（3）腸管
をしばらく水に浸し，腸管内に詰まっている内容物を除
去しやすくする。（4）腸管を切り開き，内容物を除去
し，内壁表面の観察を容易にした上でカバーグラスをか
けて光学顕微鏡観察を行う。（5）腸管の摘出が困難な個
体の解剖は，頭部を切り落とすことで頭部と胴体を分離
したのち，腸管を摘出する。一部の個体は家庭用冷凍庫
BFC–66（グラソン社）において冷凍保存（–30℃）した。
冷凍した個体は冷凍後約 220日後に約 20℃の部屋に静
置して解凍後に解剖に供し，その際，上述の（1）と（3）
の作業は省略した。
　採集地点ごとに，採集した試料を最大 40頭まで解剖
し菌の検出を行った。フナムシ類の消化管各部の位置関
係については李・中村（1991）を参照した。解剖した消
化管はスライドガラス上で水封入により観察し，その後
本菌の寄生が認められた場合は水をラクトフェノールに
置換しネイルエナメルでシールしプレパラート標本を作
成した。これらのプレパラート標本は，神奈川県立生命
の星・地球博物館（KPM）に保管されている（KPM-NC 
28447–28463）。
　寄主の同定のため，解剖したフナムシ類の一部は 70％
エタノールで固定し保管した。寄主は，布村・下村（2017）
に従い同定した。

結果と考察

　解剖した寄主は全てフナムシ Ligia exoticaであった（図
2）。出川（2006）によって Asellaria ligiae の生息適地と
想定されていた既知の泥干潟産地に限らず，全ての調査
地においてフナムシの腸内に菌の付着が認められ，その
感染率は 2.5–30 %（n ≥ 20）であった（表 1）。
　検出された菌は Lichtwardt et al. (2001) に基づき，付着
基部細胞の形状が球根状である点（図 3D, E），分節胞子
の形態および大きさが Lichtwardt et al. (2001) による記載
と一致する点（図 3B, C）から，すべて A. ligiaeと同定さ
れた。なお，本種には和名がないため，本論文において
フナムシヤドリの和名を提唱する。本調査で得られた本
種の形態的特徴を下記に記す。

フナムシヤドリ（新称）
Asellaria ligiae Tuzet & Manier ex Manier, 1968　 

MycoBank ID: MB 292828
（図 3）

　菌体はフナムシの腸管内部に付着，全長 1250 µmに達
し，主軸からは 3–5分枝し，各枝はさらに分枝を伴う。
基部細胞は，球根状で 37.5–51.2 × 25.0–37.5 µm （平均 : 
45.2 × 32.5 µm）で，腸壁への付着部分が陥入する。分枝
の先端部から求基的に円筒形の分節胞子が形成され， そ
の大きさは 56.2–60.0 × 15.0–16.2 µm （平均 : 57.9 × 15.4 
µm; n = 3）。接合胞子は観察されなかった。
　観察標本：神奈川県三浦市南下浦町江奈湾，2019年
5月 18日，高木　望採集，標本番号 KPM-NC 28447–
28450；三浦市南下浦町毘沙門湾，2019年 5月 18日，渡
辺　舞採集，標本番号 KPM-NC 28451；三浦市南下浦
町江奈湾，2019年 5月 18日，渡辺　舞採集，標本番号
KPM-NC 28452；平塚市須賀相模川河口，2019年 6月 20
日，高木　望採集，標本番号 KPM-NC 28453；横浜市金
沢区海の公園，2019年 5月 31日，渡辺　舞採集，標本
番号 KPM-NC 28454–28460；足柄下郡真鶴町真鶴半島，
2019年 7月 24日，渡辺　舞採集，標本番号 KPM-NC 
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図 3. Asellaria ligiae（フナムシヤドリ）の顕微鏡写真 . A: 成熟個体（KPM-NC 28452, 全体）の分節胞子（矢尻）と基部細胞（矢印）, 
水封入 , スケールは 100 µm; B: 採集直後の分節胞子（KPM-NC 28452）, 水封入 , スケールは 30 µm; C: 解凍後の分節胞子（KPM-
NC 28463）, ラクトフェノール封入 , スケールは 30 µm; D: 採集直後の眼球状基部細胞（KPM-NC 28452）, 水封入 , スケールは
30 µm; E: 解凍後の眼球状基部細胞（KPM-NC 28463）, ラクトフェノール封入 , スケールは 30 µm.

表 1. Asellaria ligiae 検出状況

28461–28463.
　2006年版の神奈川県のレッドデータ生物調査（出川，
2006）では，泥干潟やその近くに生息するフナムシに本
種の生息が認められる傾向があり，生活史を全うする為
に特定の微小生息地が必要なのではないかと推定してい
る。詳細については今後の調査が必要であると述べつつ
も，本種の生息には泥干潟が適すと考えられると記述さ
れていた。しかし本研究で追加調査がなされた結果，本
菌の感染は泥干潟に限らず各種の環境に生息するフナム
シにおいても一定数認められた。また，Lichtwardt et al. 
(1987) でも A. ligiaeの寄生を確認したフナムシの生息場
所として特に泥干潟が明示されているわけではない。し
たがって，本種の生息状況を決める要因として泥干潟以
外の環境要因を考慮する必要があると考えられた。

　本菌の感染率が高いフナムシの生息環境を明らかにす
るためには，方法を統一した多点調査が必要である。今
回，5か所の調査地で，最も寄生率が低かった毘沙門湾
では，本菌の検出に寄種 40頭の解剖を要した（表１）。
このことから，A. ligiae の生息状況評価のためには，一
か所当たり少なくとも 40頭のフナムシを調査する必要
があり，慎重を期すならば 50頭程度に増やしてもよい
と考えられる。Lichtwardt et al. (1987) では，個体群によっ
て感染率が低いこともしくは感染が無いことが報告され
ているが具体的な調査頭数は記述されておらず，出川
（2006）においても調査頭数の記述はない。本調査による
上述の数値は，今後 A. ligiae感染状況の評価を行うため
の調査寄主個体数として，一つの基準を示したものと考
えられる。 

調査地 環境 採集日 住所 緯度 経度 菌検出
個体数

解剖
個体数 感染率

江奈湾 泥干潟 2019.5.18 三浦市南下浦町 35.08.37.1 139.39.44.0 5 40 12.5 %
毘沙門湾 岩礁 2019.5.18 三浦市南下浦町 35.08.26.0 139.39.07.3 1 40 2.5 %
海の公園 公園内磯場 2019.5.31 横浜市金沢区 35.20.25.5 139.38.23.2 6 20 30.0 %
相模川河口 波消しブロック 2019.6.20 平塚市須賀 35.18.56.0 139.22.24.0 1 17 5.9 %
相模川河口 波消しブロック 2019.7. 3 平塚市須賀 35.18.56.0 139.22.24.0 0 8 0 %
真鶴半島 岩礁 2019.7.24 足柄下郡真鶴町 35.08.30.2 139.09.27.0 3 20 15.0 %
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　節足動物の腸内生菌調査では，寄主の解剖に時間を要
する。したがって，多くの頭数を調査するためには，本
菌を検出できる良好な状態での試料の長期保存が必要に
なる。節足動物の腸内生菌調査に際し，寄主を冷凍して
長期保存を行い，解凍の後に解剖して観察した例があ
る。佐藤（2013）は，採集直後と長期冷凍後に解凍した
アオキツメトゲブユ Simulium aokii Takahashiを解剖して
アセラリア目に近縁の腸内生菌 Simuliomyces microsporus 
Lichtwardt（ハルペラ目 Harpellales）の検出を試み，長期
冷凍後の場合も同定に重要な形態的特徴は十分に観察で
きることを示した。今回，冷凍保存した寄主試料 20頭
を約 220日後に解凍してフナムシヤドリの検出を試みた
ところ，同定の際に重要な形質である腸壁に付着する球
根状の基部細胞を伴う菌体が 3頭より検出でき（図 3E），
そのうちの 1頭由来の菌体では円筒形の分節胞子の形成
も確認できた（図 3C）。このことから，寄主の冷凍保存
はフナムシヤドリ検出のために有効な手段と考えられた。
　肉眼で直接検知できない微生物を多く含む真菌類の絶
滅危惧の判定や保全は，大型動植物のそれと比較してき
わめて困難である。そこで 2006年の神奈川県レッドデー
タブック（RDB）では，寄生，共生，生息環境など生態
的特徴に着目することにより微小菌類も対象に含めた編
纂が試みられた。本種については横浜市の記録地が海岸
開発により著しく変化していること，その生息に適すと
考えられる泥干潟が減少していることから，絶滅危惧 II
類と判定されたが，今後の詳細な調査の必要性も指摘さ
れていた（出川，2006）。本研究において，RDB改訂の
ための基礎調査の一環として様々な環境に生息するフナ
ムシを定量的に再調査することができた。その結果，本
種は泥干潟以外の環境に生息するフナムシにも寄生する
ことが認められたことから，本種を絶滅危惧種と判断す
ることは妥当ではないとの結論に至った。これは，具体
的なデータに基づき微小菌類の保全を判断する調査の前
例となるものである。今後，調査地点をさらに増やし，
定量的な調査を実施することにより，本種のより詳細な
生態的特性について検討することができるようになると
考えられる。
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神奈川県沿岸より初記録となるヌエハゼ
Siphonogobius nue Shibukawa & Iwata, 1998 の形態と生息環境

山下龍之丞・三井翔太・碧木健人・瀬能　宏

Ryunosuke Yamashita, Shota Mitsui, Taketo Aoki and Hiroshi Senou: 
Morphological features of the first recorded specimens of Siphonogobius nue 

Shibukawa & Iwata, 1998 from the coast of Kanagawa Prefecture, 
central Japan, with notes on its habitat

緒　言

　ヌエハゼ Siphonogobius nue Shibukawa & Iwata, 1998 
は日本固有のハゼ目オクスデルケス科（Gobiiformes: 
Oxudercidae; Nelson et al., 2016）魚類であり，これまで，
福島県および茨城県，千葉県，静岡県の東日本太平洋
沿岸から局所的に記録されている（Shibukawa & Iwata, 
1998; 北原・荒尾 , 2010; 荒尾ほか , 2014）。本種の形態
記載を行った研究は Shibukawa & Iwata（1998）と北原・
荒尾（2010）がある。しかし，本種の形態学的な情報に
は不明な点が多く残されてきた。例えば，本種の鮮時や
生時の体色はこれまでに図示されていないほか，他の分
類群において属・種レベルの分類や化石の同定などに用
いられている耳石の形態（Mitsui et al., 2020; 大江ほか , 
2020; Schwarzhans et al., 2020）は知られていない。また，
生息環境特性にも未だ不明な点が多い。本種は海洋生物
レッドリスト 2019において準絶滅危惧種に選定されて
おり（環境省，online），その保全のためには，本種の利
用環境についての情報を蓄積する必要がある。
　今回，著者らは神奈川県小田原市の砂礫浜海岸より本
種 3個体を得ることができた。これらは，本種の分布域
が，これまで空白地であった相模湾を含む福島県から遠
州灘沿岸にかけての海域に連続的に広がることを示唆す
るものであり，また本種の利用環境を明らかにする上で

も重要だと考えられる。そこで本研究では，種同定を目
的とした体各部の形態記載を行うとともに，生息環境に
ついて報告する。

材料と方法

　
　採集調査は，2020年 8月 16日に，神奈川県小田原市
の早川河口周辺の砂礫浜海岸で行った（図 1，2）。調査
は 1名で，干潮時に手網を用いて行った。採集された個
体は生きた状態で持ち帰り，キナルジンを用いて麻酔後，
10 %ホルマリン水溶液にて展鰭・仮固定して写真撮影
を行った。撮影後，1個体については神経頭蓋の右側を
切開し，耳石（扁平石）を摘出した。その後，10 %ホ
ルマリン水溶液で固定し，70 %エタノール水溶液に置
換して保存した。耳石は 70 %エタノール水溶液中で不
純物を取り除いた後，室温で乾燥させて保存した。
　計数および計測は，Shibukawa & Iwata（1998）に基づ
いて行った。さらに，本研究では新たに以下の 3形質を
測定した（定義は以下の通り）。
　第 1背鰭最長棘条長：第 1背鰭最長棘条の基底から先
端までの長さ
　第 2背鰭最長軟条長：第 2背鰭最長軟条の基底から先
端までの長さ
　臀鰭最長軟条長：臀鰭最長軟条の基底から先端までの

原著論文

Abstract. Three specimens of Siphonogobius nue Shibukawa & Iwata, 1998 (Gobiiformes: Oxudercidae) were 
collected at a beach in Odawara, Sagami Bay, on August 16, 2020. These specimens represent the first records of the 
species from Kanagawa Prefecture. The following morphological characteristics ware newly observed: a cobalt blue 
spot above the pectoral-fin base and metallic yellow blotches on the cheek when in fresh condition; sagittal otolith 
smooth, discoidal in shape with a sole-like shaped sulcus; pore K' present on oculoscapular canal as a variation. 
This species inhabits the subtidal zone of strongly surfed gravel or sandy beaches with some solid structures, i.e. 
rocks, wave-dissipating blocks, and artificial headlands based on both our field observations and literature survey. 
The distributional records of this species are discontinuous. However, it is possible that the species is more widely 
distributed along the Pacific coast of temperate Japan than its rarity and the less favorable habitat suggests.
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図 1．採集地点の位置．黒点：本研究における採集地点；白点：
先行研究における採集地点．なお，福島県の一部，千葉県
鴨川市，静岡県浜松市における詳細な採集地点は不明なた
め示さなかった．地図は Mirone（Luis, 2007）を使って作
成した．
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図 2．採集地点の景観．A：神奈川県小田原市早川，早川河口付近；B：神奈川県小田原市早川，西湘バイパス下の海岸．

長さ
　体各部の計測はノギスを用いて 0.1 mmの精度で行っ
た。脊椎骨数および担鰭骨の挿入位地の観察は，軟 X
線写真に基づき行った。鮮時の体色の観察はカラー写真
に基づき記載した。色の名称は財団法人日本色彩研究所
（1993）に基づいた。頭部感覚管の観察は明仁ほか（2013）
にしたがい，サイアニンブルーによる一時染色を施して
行った。頭部感覚系の名称や表記方法は明仁親王（1984）

に従った。耳石の計測には，撮影機能付きデジタル実
体顕微鏡に付属されている計測ソフトを用いて計測を用
い，写真撮影には走査型電子顕微鏡（SEM）を使用し
た。ただし，infraorbital canalの日本語名については高
木（1967）や Shibukawa & Iwata（1998）を参考に眼下
管とした。耳石の各部位名称および計測方法は大江ほか
（2020）および Schwarzhans et al.（2020）に従った。計測
値の略表記は以下の通りである。OL：耳石長，OH：耳
石高，CL：Colliculumの長さ。各部位名称および計測部
位を図 3に示す。なお，一般的なハゼ目魚類の耳石（図
3A）と異なり，本種の耳石では predorsal angleおよび
postdorsal projectionが不明瞭であったため（図 3B），比
較のために双方の模式図を示した。標本はすべて，神奈
川県立生命の星・地球博物館の魚類資料（KPM-NI）と
して登録されている。なお，同館における魚類の標本番
号は，電子台帳上はゼロが付加された 7桁の数字が便宜
的に使われているが，本報告では，標本番号として本質
的な有効数字で表した。

結　果

ヌエハゼ
Siphonogobius nue Shibukawa & Iwata, 1998

（図 4，5）
 
　魚体標本：KPM-NI 59539，1個体，30.9 mm SL，神
奈川県小田原市早川，早川河口付近；KPM-NI 59540–
59541，2個体，34.4–38.6 mm SL，神奈川県小田原市早川，
西湘バイパス下の海岸，以上，2020年 8月 16日，手網，
碧木健人採集．
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図 3．ハゼ目 Gobiiformes 魚類の耳石の各部名称および計測部位．A：一般的なハゼ目魚類の耳石における形質；B：ヌエハゼ
Siphonogobius nue の耳石における形質および計測部位（名称は A を参照）．略称は以下の通り．OL：Otolith length；OH：
Otolith height；CL：Colliculum length．

図 4．ヌエハゼ Siphonogobius nue. KPM-NI 59539, 30.9 mm SL, A：鮮時の写真；B：生時の水槽写真（いずれも瀬能 宏 撮影）．

AA

BB

　記載：計数および計測形質を表 1に示した。
　体は寸胴な円筒形で，体高は標準体長の 16.0–19.7 
%。頭部は丸みを帯び，比較的大きく，頭長は体長の
30.8–35.9 %。吻は短く，吻長は体長の 11.0–11.5 %。眼は
比較的大きく，眼径は頭長の 8.5–10.4 %。口はやや上向
きで，口裂は比較的小さく，口裂後端は眼の中央を超え
ない。舌は丸く，前方は口床に固定されない。下顎の先
端は上顎の先端よりも僅かに前方に位置する。前鼻孔は
前方に一つの小さな皮弁を備える。後鼻孔は前鼻孔近く
に位置し，その周縁部は僅かに隆起する。下顎先端から
鰓蓋の前方にかけての頭部腹面に 23個の微小な肉質突

起が 1列に並ぶ。
　背鰭棘および臀鰭棘は細くしなやか。胸鰭は円形であ
り，上端に 7–8本の遊離軟条を備える。胸鰭長は体長の
20.9–22.5 %。左右の腹鰭は互いに癒合して円形の吸盤状
を成し，その後端は肛門に達しない。腹鰭の膜蓋は厚く，
後縁が僅かに湾入する。腹鰭長は体長の 14.2–17.4 %。背
鰭は 2基あり，第 1・第 2背鰭間の距離は比較的短い。
第 1背鰭は輪郭が概ね円く，第 3棘または第 4棘が最長。
第 1背鰭最長棘長は体長の 11.4–14.2 %。第 2背鰭は長
方形で，第 3軟条が最長。第 2背鰭最長軟条長は体長の
13.5–18.1 %。第 2背鰭基底長は体長の 23.4–27.5 %。臀鰭
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表 1．ヌエハゼ Siphonogobius nue の各部の計数・計測値

は長方形で，臀鰭起点は第 2背鰭起点よりも後方に位置
する。臀鰭は第 4軟条が最長で，臀鰭最長軟条長は体長
の 11.5–15.9 %。臀鰭基底長は体長の 16.3–21.4 %。尾鰭は
比較的大きく円形で（ただし，KPM-NI 59540，59541の
尾鰭は大きく欠損している），尾鰭長は体長の 22.7–38.2 %。
　体表は腹部および項部と頭部側面を除き一様に小円鱗
で覆われ，僅かに皮下に埋没する。泌尿生殖突起は未発
達。歯はいずれも円錐形で，舌側に向かって湾曲する。

上顎歯列は上顎前部で 1–2列，より後方では 1列となる。
下顎歯列は下顎前部で 3–4列，より後方では 1–2列と
なる。前眼肩甲管に開孔 A'，D (S)，L'があり，KPM-NI 
59540ではそれらに加えて開孔 Kがある。眼下管には開
孔 R'がある。前鰓蓋管には開孔M'があるが，開孔 O'の
有無は前鰓蓋管後端が前鰓蓋骨後縁の溝付近にあるため
視認できなかった。
　鮮時の色彩：頭部は灰みのブラウンまたは暗い灰みの

This study
n=3

Shibukawa & Iwata (1998)
n=12

Kitahara & Arao (2010)
n=20

Standard length (SL: mm) 30.9–38.6 39.7–92.4 41.9–75.1
Counts
　1st dorsal-fin rays Ⅷ Ⅶ –Ⅸ Ⅷ
　2nd dorsal-fin rays I, 12 I, 12–13 I, 12–13
　Anal fin rays I, 10–11 I, 9–11 I, 10–11
　Pectoral-fin rays 22–23 24–26 23–25
　Pectoral-fin free rays 7–8 7–9 7–9
　Branched caudal fin rays 8–9+7–8 8–9+7–8 -
　Pelvic fin rays I, 5 I, 5 I, 5
　Vertebrate 14+20=34 14–15+19–20=33–34 -
　P-V 3/I II II I I I 0/11 3/I II II I I I 0/11* -
　Anal pterygeophores anterior to first haemal spines 3 3–4 -
　Longitudinal scales 90–96 87–96 -
　Transverse scales 32–35 31–35 -
　Fleshy flaps on the head 23 23–26 18–26
Measurements(% SL)
　Total length 122.8–138.7 - -
　Head length 30.8–35.9 27.4–33.0 -
　Head width 21.0–23.0 12.6–16.1 -
　Snout length 11.0–11.5 8.6–11.6 -
　Upper-jaw length 12.7–13.8 11.1–15.7 -
　Orbit diameter 8.5–10.0 5.1–7.3 -
　Interorbital length 6.1–7.5 4.8–7.4 -
　Body depth 16.0–19.7 20.0–23.1 -
　Body width 13.7–18.1 17.0–21.5 -
　Caudal-peduncle length 24.1–27.3 22.0–25.6 -
　Caudal-peduncle depth 10.2–12.3 9.7–12.3 -
　Pre-dorsal-fin length 35.4–41.4 35.8–39.0 -
　Pre-anal-fin length 59.8–68.6 57.8–64.8 -
　Pre-ventral length 28.8–32.4 26.0–32.0 -
　Pre-anus length 56.0–63.4 53.2–59.3 -
　1st Dorsal-fin base length 15.8–18.4 17.1–20.5 -
　2nd Dorsal-fin base length 23.4–27.5 23.2–26.9 -
　Anal-fin base length 16.3–21.4 15.6–19.0 -
　Pectoral-fin base length 9.7–12.4 18.5–22.8 -
　Pelvic-fin base length 10.2–12.3 - -
　1st Dorsal-fin spine length 11.4–14.2 - -
　2nd Dorsal-fin ray length 13.5–18.1 - -
　Anal-fin ray length 11.5–15.9 - -
　Pectoral-fin length 20.9–22.5 18.5–22.8 -
　Caudal-fin length 22.7–38.2 15.6–22.5 -
　Pelvic-fin length 14.2–17.4 20.8–22.2 -
* 簡略化のため最頻値のみを示した．
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ブラウンで，頬部に光沢のある明るい赤みの黄の不定形
の小斑が散在する。躯間部から尾部にかけては一様に灰
みのブラウンで，背側では僅かに濃色。体表には暗い黄
みのブラウンの色素胞が散在する。体側後半部には長さ
1.5 mmほどの灰みのブラウンの長楕円形または円形の小
斑が縦に 1列並ぶ。胸鰭基底直上には周囲を暗い灰みの
ブラウンで縁取られた光沢のある明るい青緑または濃い
青の一小斑がある。第 1背鰭は，基底から約 2/3–4/5が
灰みのブラウンで，さえた赤みの黄の縦線ないし点列お
よびごく薄い黄の縦線が 2–3本ずつ並び，その外側では
ごく薄い灰みのブラウンを呈する（基底部のさえた赤み
の黄の点列は，各小斑の下部が暗い灰みのブラウンを呈
する個体もある）。第 2背鰭も第 1背鰭とほぼ同様な色
彩を示すが，さえた赤みの黄の縦線ないし点列は 4本あ
る（最外のものは薄く，やや不明瞭）。臀鰭は基底から約
2/3–4/5が灰みのブラウンで，ごく薄い黄の縦線が 1–2列
あり（さえた赤みの黄の不定形な 1小斑列を示す個体も
ある），その外側ではごく薄い灰みのブラウンを呈する。
胸鰭は基底から約 1/2–2/3が灰みのブラウンで，その上
半部ではごく薄い黄およびさえた赤みの黄の小斑が市松
模様をなし，それよりも外側では無色透明。腹鰭は，基

底から約 1/2–2/3が灰みのブラウンで，その外側では無
色透明。尾鰭は基底から約 1/2–2/3が灰みのブラウンで，
その外側ではごく薄い灰みのブラウンを呈する。
　ホルマリン固定後の色彩：頬部は無紋。第 1および第
2背鰭，臀鰭，胸鰭は基底から約 2/3–4/5が，尾鰭および
腹鰭はその基底から約 1/2–2/3が半透明なこい赤みのブ
ラウンで，その外側ではほぼ無色透明。胸鰭の基底直上
には暗い灰みのブラウンの一小斑がある。各鰭は無紋。
その他の各部の色彩は鮮時と同様。
　耳石標本：1標本，KPM-NI 59541-2（KPM-NI 59541の
右扁平石）（図 5A–C）。
　計測値：1.40 mm OL，1.16 mm OH，0.90 mm CL，OL:OH 
= 1.21，CL:OL = 0.64。
　記載：全形は概ね円形（discoidal shape）。内側面はご
く僅かに膨らむ。外側面は円滑で，明瞭に膨らむ。前部
周縁は中央でごく浅く切れ込む。Predorsal angleは不明瞭
で，前背部は緩い凸カーブを描く。Preventral projectionは
僅かに突出し，その周縁部は凹凸を有する。背部周縁は
円滑で，凸カーブを描く。Postdorsal projectionは不明瞭
で，後背部はごく緩い凸カーブを描く。Postventral angle
は明瞭。後部周縁は円滑で，中央部において角張る。耳

図 5．ヌエハゼ Siphonogobius nue の右扁平石（KPM-NI 59541-2）．A：内面観；B：外面観；C：背面観．



62

石溝は mesial型の開口様式で，その全形は靴底形。Ostial 
lobeの発達はごく弱い。Colliculumは耳石溝の底面全体
を覆う。Cristaは畝状に隆起し，subcaudal iugumを有する。
Dorsal depressionは明瞭。Ventral furrowの発達はごく弱い。
　分布：福島県相馬市，大熊町，富岡町，浪江町（Shibukawa 
& Iwata, 1998），茨城県大洗町，鉾田市（荒尾ほか，
2014），千葉県銚子市，鴨川市（Shibukawa & Iwata, 1998；
藍澤，2006），神奈川県小田原市早川（本研究），静岡県
静岡市清水区，駿河区，焼津市，浜松市（北原・荒尾，
2010；明仁ほか，2013）。
　採集地の環境：標本個体が出現した地点はいずれも，
波当たりの強い砂礫浜海岸である。早川河口付近の採
集地点は，河口から約 60–80 m南西に位置する。同地点
は，粒径 2–20 mmほどの比較的粒径が均一な礫が堆積
した平坦な地形で，隣接する堤防付近には拳大から人頭
大の転石が散在していた（図 2A）。標本個体は大潮干潮
時に水深約 50 cmとなる潮下帯に散在する転石下より得
られた。同地点は河川水の影響を強く受けており，採
集時の海水の比重は 1.016であった。同所ではアゴハゼ
Chaenogobius annularis Gill, 1859が優占していた。西湘バ
イパス下の採集地点は，粒径 2–20 mmほどの比較的粒径
が均一な礫が堆積した平坦な地形で，その表面に拳大以
上の転石が散在していた（図 2B）。標本個体はいずれも
大潮干潮時に水深約 50 cmにある転石下から得られた。
採集時の海水の比重は未計測であるが，採集地点は早川
河口から 1 km以上離れていること，さらに，早川河口
との間には小田原新港があり，河川水の伝播が妨げられ
ていると考えられることから，河川水による影響は少な
かったと思われる。同所はアゴハゼが優占しており，他
にはクサフグ Takifugu niphobles Jordan & Snyder, 1901とイ
ソギンポ Parablennius yatabei (Jordan & Snyder, 1900)が見
られた。

考　察

　上記の標本個体は，いずれも第 1背鰭棘数が 8，胸鰭
上部の遊離軟条数が 7–8，脊椎骨数が 14+20=34，P-Vは
3/I II II I I I 0/11，最前の尾椎の前に挿入する臀鰭担鰭骨
数は 3，腹鰭の膜蓋は厚く，後縁が僅かに湾入する，鱗
は円鱗で縦列鱗数が 90–96，下顎先端から鰓蓋の前方に
かけての頭部腹面に微小な肉質突起が 1列に並ぶ，前
鼻管には 1つの微小な皮弁を備える，前眼肩甲管に開
孔 A’，D，Lが，眼下管に開孔 R’，前鰓蓋管に開孔 M’
がある（開孔 O’ の有無については未確認）という特徴
が，Shibukawa & Iwata（1998）および明仁ほか（2013）
のヌエハゼの標徴とよく一致したため，本種と同定さ
れた。なお，標本個体の胸鰭軟条数は 22–23であり，
Shibukawa & Iwata（1998）で本種の標徴として挙げられ
ている胸鰭軟条数の 24–26よりも少ない。しかし，静岡
県産のヌエハゼの胸鰭軟条数は 23–25とされ（北原・荒
尾，2010），同様に，本種の原記載論文（Shibukawa & 
Iwata, 1998）で示された計数値よりも少ない傾向にある。

一般的に，魚類の計数形質は高緯度になるにつれて増加
する場合がある事が知られ（たとえばマイワシ Sardinops 
melanostictus (Temminck & Schlegel, 1846) の 脊 椎 骨 数
（雨宮・阿部，1933）やウキゴリ Gymnogobius urotaenia 
(Hilgendorf, 1879)（文献中ではウキゴリ淡水型），スミウ
キゴリ G. petschiliensis (Rendahl, 1924)（同ウキゴリ汽水
型）およびシマウキゴリ G. opperiens (Stevenson, 2002)（同
ウキゴリ中流型）の第 1・2背鰭軟条数と脊椎骨数（た
だし，ウキゴリの第二背鰭鰭条数を除く）（中西，1978）
など），本種においても同様な傾向を示した可能性があ
る。なお，胸鰭軟条数を除いた計数値は Shibukawa & 
Iwata（1998）で示された計数値の範囲内であるため，本
研究ではこれらを種内変異とみなした。色彩については，
体全体が茶色を帯びる，体側には暗い茶色の斑点が縦に
並ぶ，胸鰭基底上端に暗い茶色の一小斑がある，鰭は灰
色を帯び橙色の縦線がある，背鰭は基底にはにぶい橙色
の小斑が数個あるという点で Shibukawa & Iwata（1998）
による原記載に一致した。その一方で，生時および鮮時
において胸鰭基底直上には光沢のある明るい青緑または
濃い青の小斑，頬部には光沢のある明るい赤みの黄の不
定形斑を有する，背鰭および臀鰭にごく薄い黄の縦線が
あることが新たに明らかとなった。また， Shibukawa & 
Iwata（1998）における計測値と比較して，標本個体の
体長に対する頭長，頭幅，眼径の比率は小さく，体高や
体幅の割合は大きい。標本個体は，その体長（成魚では
100.6 mmに達する ; Shibukawa & Iwata, 1998）や生殖突
起が未発達なことから，未成魚だと考えられる。したがっ
て，これらの形質の変異は成長段階の違いに起因する可
能性が高いと考えられる。感覚管の開孔については，前
眼肩甲管に開孔 K’ がある点で，Shibukawa & Iwata（1996）
および北原・荒尾（2010）による記載と異なる。しかし，
他の感覚管の開孔（開孔 O’ を除く）は上記の先行研究
の記載と同様であることから，本研究では，これを種内
変異とみなした。さらに，本種の耳石は，日本産魚類の
耳石の形態を網羅的に記載した先行研究では扱われてお
らず（Ohe, 1985; 飯塚・片山 , 2008など）， 本研究により
初めてその形態学的特徴が記載された。今後，同科他属
との形態比較による標徴形質の探索を行う必要がある。
　本種はこれまで，福島県，茨城県，千葉県および静岡
県の太平洋沿岸から記録されている（「分布」の項を参
照）。そのため，今回神奈川県沿岸から得られた個体は，
同県からの標本に基づく初記録となる。
　本研究では，本種はいずれも砂礫浜海岸に散在する転
石下より得られている。福島県富岡町においては，平坦
な砂質海岸のうち海藻の着いた岩またはコンクリート製
の消波ブロックの下およびその周囲で本種が得られてお
り，大熊町を除く同県の他産地は砂質海岸である（大
熊町については熊川河口という情報のみ）（Shibukawa & 
Iwata, 1998）。茨城県大洗町においては直径 30 cmの石が
散在する砂礫浜海岸で，同県鉾田市では砂質海岸に設け
られたヘッドランドの，ヘッド部の内側で得られている
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（荒尾ほか , 2014）。千葉県銚子市では岩礁性海岸で（藍澤，
2006），同県鴨川市では転石や消波ブロックといった障
害物の有無は記されていないものの砂質海岸で得られて
いる（Shibukawa & Iwata, 1998）。静岡県の産地は，岸か
ら 1–2 m離れた消波ブロック付近の砂礫底である（北原・
荒尾，2010）。以上の事から，本種の生息には，比較的
粒径が均一な砂や礫底上にある転石や，消波ブロック，
ヘッドランドといった障害物の存在が重要であると考え
られる。また，著者らの観察では，神奈川県小田原市早
川の採集地は波当たりが強かった。既知の産地である福
島県の海岸は外洋に面し，波高が高い事が知られる（福
島県，2017）。また，茨城県鹿島灘および静岡県静岡市
駿河区から清水区の本種の記録地点も，海岸の浸食が進
むほどに強い波浪の影響下にある（北原・荒尾，2010；
荒尾ほか，2014）。以上のことから，波当たりの強さも
本種の生息に重要な要素であると考えられる。

表 2．ヌエハゼ Siphonogobius nue の採集記録

　なお，表 2に示した様に，近隣の千葉県および静岡県
では 1990年代には既に本種の分布が知られていること
（Shibukawa & Iwata, 1998；北原・荒尾，2010），神奈川
県において，本研究で示したような砂礫浜環境は近年形
成されたものではないことから，近年になって近隣海域
から神奈川県沿岸へ分散してきた可能性は低いと考えら
れる。しかしながら，著者らが 2018年 2月 25日の干潮
時に本報告の採集地で調査を行った際には本種は得られ
ておらず，2017年から継続している相模湾以西の魚類
相調査でも本種の出現記録はない（山下ほか，未発表）。
　本種がこれまで神奈川県沿岸から記録されなかった要
因としては，主に以下の 3つが考えられる：（1）神奈川
県沿岸における本種の好適環境の僅少性，（2）本県沿岸
における砂礫浜海岸での魚類調査の不足，（3）本県沿岸
における本種の生息個体数の少なさ。（1）については，
前述したような本種の好適環境と考えられる要因（底

記録年月日 採集地 出典
1960年代
    1969年 9月 14日 千葉県鴨川市 Shibukawa & Iwata（1998） 

1980年代
    1988年 7月 9日 福島県富岡町小良ヶ浜海岸 Shibukawa & Iwata（1998） 
    1988年 8月 6日 福島県富岡町 Shibukawa & Iwata（1998） 
    1988年 8月 18日 福島県富岡町富岡漁港 Shibukawa & Iwata（1998） 
    1988年 8月 18日 福島県大熊町熊川河口 Shibukawa & Iwata（1998） 
    1988年 10月 13日 福島県浪江町 Shibukawa & Iwata（1998） 

1990年代
    1993年 7月 17日 福島県相馬市 Shibukawa & Iwata（1998） 
    1995年 9月 7日 福島県富岡町 Shibukawa & Iwata（1998） 
    1999年 4月 17日 静岡県静岡市清水区折戸 北原・荒尾（2010）

2000年代
    2009年 4月 4日 静岡県静岡市清水区折戸 北原・荒尾（2010）
    2009年 9月 19日 同上 北原・荒尾（2010）
    2009年 9月 26日 静岡県静岡市駿河区広野 北原・荒尾（2010）
    2009年 9月 28日 静岡県静岡市駿河区高松 北原・荒尾（2010）
    2009年 10月 16日 静岡県静岡市清水区蒲原 北原・荒尾（2010）
    2009年 11月 3日 静岡県静岡市駿河区根古屋 北原・荒尾（2010）
    2009年 11月 28日 静岡県焼津市利右衛門 北原・荒尾（2010）

2010年代
    2013年 6月 26日 茨城県大洗町地先海岸 荒尾ほか（2014）
    2013年 9月 10日 茨城県鉾田市地先海岸 荒尾ほか（2014）

2020年代
    2020年 8月 16日 神奈川県小田原市早川，早川河口 本研究

神奈川県小田原市早川，西湘バイパス下海岸 本研究
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質が粒径の均一な砂や礫，障害物がある，波当たりが強
い）に合致する海岸が，本県の沿岸には少ないことであ
る。（2）については，本県沿岸の砂礫浜環境における調
査の不足により，その生物相が未解明な点である。例え
ば，礫浜海岸に生息する十脚類であるマメアカイソガニ
Cyclograpsus pumilio Hangai & Fukui, 2009の本県沿岸に
おける分布は近年になって初めて確認された（山下ほか , 
2020a）。こうした傾向は他地域においても同様で，静岡
県沿岸におけるミミズハゼ属 Luciogobius魚類の砂礫浜
海岸の礫間隙における卓越した種多様性や（Yamada et 
al.,  2009; 渋川ほか , 2019），千葉県から静岡県，鹿児島
県に及ぶマメアカイソガニの広い分布が確認されたのは
ごく最近の事である（山下ほか，2020b）。（3）について
は，先述の通り，これまで著者らによる神奈川県沿岸に
おける調査において本種が確認されなかったこと，本研
究においても 2地点からわずか 3個体得られただけであ
ることから，神奈川県の沿岸における本種の生息個体数
は多くないと考えられる。
　本種の分布様式について，中坊（2013）は「大陸沿岸
暖温帯浅海岩礁魚 分布 IVb：房総半島～土佐湾の太平洋
沿岸 日本固有」と区分している。本種の分布域は概ね
黒潮の流域に沿っているため（「分布」の項を参照），分
布形成には温帯域における黒潮による運搬作用が影響し
ている可能性が考えられるが，分布記録が少ないために
未だ推測の域を出ない。今後，本種の生息実態を明らか
にするため，本県を含む日本各地の沿岸域における砂礫
浜海岸での広域的な調査が期待される。さらには，本種
の分散機構を解明するための生活史や集団遺伝学に関す
る研究の発展も望まれる。
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神奈川県小田原市で確認されたアシグロアオゴミムシ
Chlaenius (Pachydinodes) leucops (Wiedemann, 1823)

（コウチュウ目，オサムシ科）

渡辺恭平・瀬能　宏

Kyohei Watanebe and Hiroshi Senou: Chlaenius (Pachydinodes) leucops 
(Wiedemann, 1823) (Coleoptera, Carabidae) collected from 

Odawara City, Kanagawa Prefecture, Japan

緒　言

　アシグロアオゴミムシ Chlaenius (Pachydinodes) leucops 
(Wiedemann, 1823)は，コウチュウ目 Coleopteraオサムシ
科 Carabidaeに属する歩行虫の 1種である。本種は海外
ではインド，スリランカから東南アジアにかけて広く分
布し，国内においては琉球列島で比較的まとまった数が
得られているほかは，中部地方以西の本州と九州から数
例しか記録がない稀な種である。そのため，京都府レッ
ドデータブック 2015では絶滅種のカテゴリに区分され
ている（水野 , 2015）。
　本種の形態は土生（1957）と Habu（1987）で詳細に
記載されているほか，須賀（1976），笠原（1985），中根
（1986），山崎（1996）でも簡潔な説明がある。本種は日
本産アオゴミムシでは特に顕著な特徴を持つ種であり，
前胸背板が緑銅色から赤銅色である点，脚が黒色から黒
褐色である点，上翅は黄色帯や黄色紋を欠く点，体長が
12–14 mmである点で容易に他種から区別できる。
　我が国における本種の初記録は土生（1957）によるも
ので，土生氏が大分県大分市で採集した標本と行徳直己
氏が福岡県吉井町（現うきは市吉井町）で採集した標本
に基づいたものであり，和名も提唱されている。この報
告中では，土生氏自身が第二次世界大戦前に広島県広島
市で本種を採集したが，戦災で焼失した旨も付記されて
いる。これら研究で用いた標本は氏が所属していた農業
環境技術研究所のインベントリーセンターに収蔵されて
おり，吉武ら（2011）によって目録化された。これによ
ると，戦災で焼けた標本とは別に 1979年に K. Terada氏
によって広島県安芸大橋で採集された標本が土生コレ
クションに含まれていることと，大分市で土生氏が採
集した標本は南大分で得られたものであることが読み取
れる。土生氏による報告の後，須賀（1976）は渡辺　徳
氏が採集した標本に基づき屋久島から本種を記録し，同

時に京都府京都市の京都大学構内で上野俊一氏が採集し
た標本についても記述している。なお，笠原（1985）は
本種の国内分布を近畿地方以西の本州，九州，琉球とし
ており，そのうち琉球の記録は中根（1986）が述べてい
る通りどの産地を示すか不明であるが，おそらく上述の
屋久島の記録を示すものと思われる。その後の国内から
の記録は大阪府の Okamachi（初宿 , 2012），石垣島（豊
田 , 1995, 2003），西表島（豊田 , 1997），与那国島（東ら , 
2002; 田中 , 2004; 新井 , 2004），愛知県豊田市（戸田・蟹
江 , 2008）の記録がある。ただし，大阪府の標本は 1962
年 8月に得られた古い標本に基づく記録である。また，
豊田市生物調査報告書作成委員会（2016）にも本種の記
録があるが，これは戸田・蟹江（2008）で報告された個
体と同じ標本によるものと思われる。さらに，森（2013）
に本種が大阪府淀川で過去に得られていたと記述があ
るが，初宿（2012）で報告された標本か，あるいは別の
標本によるものかは不明である。上記に加えて，出版物
の形では報告されたものではないが，国立科学博物館
（online）が提供するサイエンスミュージアムネットで全
国の博物館に収蔵されている本種の標本データを検索し
たところ，橿原市昆虫館収蔵の奄美大島で採集された標
本（KCMI Col028056）のデータが認められた。
　上記の記録を整理すると，本種の国内分布は本州（愛
知県，京都府，大阪府，広島県），九州（福岡県，大分県），
屋久島，奄美大島，石垣島，西表島，与那国島であり，
東限は愛知県豊田市である。また，南西諸島を除き 1980
年代以降に採集された標本の記録は愛知県のみである。
　筆者の一人渡辺は，神奈川県小田原市府川にある県
立おだわら諏訪の原公園で昆虫の観察会を実施してい
る。2020年 8月 22日に実施した夜間の観察会におい
て，県下で記録の少ないアカガネアオゴミムシ Ch. (P.) 
abstersus Bates, 1873（KPM-NK 55090）とダイミョウ
アトキリゴミムシ Cymindis (Menas) daimio Bates, 1873

原著論文
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図 1．神奈川県産アシグロアオゴミムシ．A: KPM-NK 55099, オス ; B: KPM-NK 55096, メス．

（KPM-NK 55091）が得られたことから，2020年 8月 26
日にこれらの種の確認を目的とした夜間調査を著者らで
実施した。その際，同様に県下から記録の少ないコアト
ワアオゴミムシ Ch. (P.) hamifer Chaudoir, 1856（KPM-NK 
55092–55094）とともに，アシグロアオゴミムシが発見
された。その後の 2020年 8月 28日も追加調査をし，当
地において確実に生息していることが確認できたため，
神奈川県初記録として報告する。

材料と方法

　アシグロアオゴミムシの調査は 8月 26日と 8月 28日
の夜間 20時から 21時にかけて公園の草地をヘッドライ
トで照らしながら歩き，目視により行った。8月 26日
は晴天のため，草地は乾燥しており，所々夜露の草への
付着が見られた。また，8月 28日は調査前に降雨があっ
たため，草地は濡れており，歩くと靴が湿る程度の湿気
があった。
　捕獲した個体は標本化したのちに神奈川県立生命の
星・地球博物館昆虫コレクション（KPM-NK）に収蔵し，
中根（1986）と山崎（1996）で同定をしたのち，当館収
蔵の西表島産標本（KPM-NK 41516–41543, 42211）と比
較して同定の確認を行った。標本の写真はデジタルカメ
ラ TG-4（オリンパス社，東京）で撮影した。図 5に用
いた航空写真は国土地理院が地図・空中写真閲覧サービ

ス（https://mapps.gsi.go.jp/）より提供している地理院地
図を利用した。
　なお，本種を含むアオゴミムシ類は，しばしばコレク
ターによる過度な採集圧が問題になることがある。乱獲
や公園内でのトラブルを防ぐために，園内において生息
場所が特定できる情報は伏せることとした。

結　果

　調査の結果，7個体の本種（図 1 A, B）を確認するこ
とができた。詳細は下記の通りである：

KPM-NK 55095, 55096（図 1 B）, 2♀ , 神奈川県小田原市
府川 県立おだわら諏訪の原公園 , 26. VIII. 2020, 瀬能 宏 
採集 ; KPM-NK 55097, 1♂ , 同前 , 渡辺恭平採集 ; KPM-
NK 55098–55101（KPM-NK 55099: 図 1 A）, 4♂♂ , 同前 , 
28. VIII. 2020.
　いずれの個体も，園内の草丈が低い草地（図 2 A）の
地表を歩行あるいは静止していた（図 2 B）もので，
コアトワアオゴミムシやアトワアオゴミムシ Ch. (P.) 
virgulifer Chaudoir, 1876，ゴモクムシ類 Harpalus spp.とと
もに，草の根際を俊敏に歩く様子が観察できた。
　神奈川県で得られた標本を西表島産の標本と比べたと
ころ，形態的差異は認められなかった。
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考　察

本種の生態
　本種の生態については，須賀（1976）と豊田（1997, 
2003），戸田・蟹江（2008）に具体的な言及がある。須
賀（1976）によると，屋久島産の標本は放牧地の荒地の
外側に設置したトラップに来た個体であること，京都府
産の標本は街灯に飛来したものであると述べ，本種が乾
燥した草地環境を好むのではないかと考察している。ま
た，須賀（1976）は本種の従来の採集例はほとんどが灯
火で採集されたものであるとしているが，土生（1957）
において採集方法は言及されておらず，“ほとんど” の根
拠は不明であるが，吉武ら（2011）によると大分県産の
標本は蛍光灯の灯火に飛来した個体であることから，そ
の標本を指すのかもしれない。豊田（1997）は本種が畑
の脇の小さな穴に生息することと，やや荒れ気味の草地
を好む可能性を言及している。豊田（2003）はまた，本
種がよく灯火に飛来すると記述している。戸田・蟹江
（2008）は河川堤防に隣接した畑脇の草地を夜間歩行し
ている個体を採集したと報告している。今回筆者らが採
集した個体は，いずれも草丈の低い草地（いわゆる芝地）
を夜間目視で見回って発見したものであり，周囲に街灯
がない場所であることから，そのような環境に生息する
ことが強く示唆され，それは先行研究における指摘と一

図 2．A: 本種が生息する背丈の低い草地 ; B: 地表に静止する
アシグロアオゴミムシ（被写体資料番号 KPM-NK 55099）．

致する。さらに背丈の低い草地を選好する傾向は，同じ
亜属 Pachydinodesに含まれる日本産種全て（アカガネア
オゴミムシ，コアトワアオゴミムシ，アトワアオゴミム
シ，ミナミアトワアオゴミムシ Ch. (P.) pictus Chaudoir, 
1856，エゾアオゴミムシ Ch. (P.) stschukini Menetries, 
1836）に多少とも共通しており，神奈川県の本種生息地
においてもアカガネアオゴミムシ，コアトワアオゴミム
シ，アトワアオゴミムシが同所的に見られたことからも，
このような選好性は本種だけでなく亜属 Pachydinodesに
共通した生態的特徴である可能性がある。
　本種の生息環境を踏まえて注意すべき点として，灯火
へ飛来したかどうかの判断である。公園などにおいて，
街灯は草丈の低い草地に立てられることが多く，特にそ
の周囲は頻繁に草刈りなどの手入れが行われるため，草
丈が低く維持されることが多い。そのため，ライト・ト
ラップへの飛来のような直接の観察例と，昆虫調査時の
探索頻度が高い灯火周辺（上述のように草丈が低い環境
であることが多い）において偶然確認された個体とは区
別する必要がある。筆者らは本土部において本種の記録
が極端に少ないことから，灯火に飛来することが多いア
オゴミムシ類の中でも，灯火には飛来しない傾向を持つ
可能性があるのではないかと考えている。
　本種が地面に空いた穴に生息するという豊田（1997）
の記述については，今回の調査でそれを裏付ける知見は
得られなかった。しかしながら，筆者らが 8月 26日に
本種を発見した際に，発見場所とその周囲の狭い範囲を
念入りに歩いたことで，隠れていたゴミムシ類が姿を見
せることが多かった点や，地面に穴を掘って生活するケ
ラ Gryllotalpa orientalis Burmeister, 1839やナガヒョウタ
ンゴミムシ Scarites (Parallelomorphus) terricola pacificus 
Bates, 1873あるいはホソヒョウタンゴミムシ Scarites 
(Parallelomorphus) acutidens Chaudoir, 1855が多数見られ
た点，当地を昼間歩いた際には他のゴミムシ類も含め姿
がほとんど見られない点から，日中は地中に隠れている
可能性は高いと筆者らは考える。
　本種の成虫が採集された時期であるが，土生（1957）
および須賀（1976）による京都府の記録は採集年月日の
データが記載されていない。しかしながら，前者で使わ
れた標本のデータは吉武ら（2011）で網羅されており，
それによると広島県では 9月 18日に，福岡県では 8月
3日，8月 27日，29日に，大分県では 8月 5日に採集
されている。また，戸田・蟹江（2008）で用いられた愛
知県産の標本は 6月 4日に，須賀（1976）で用いられた
屋久島産の標本は 7月 24日に採集されている。一方で，
豊田（1995, 1997, 2003），田中（2004），新井（2004）お
よび当館収蔵の西表島産標本のデータによると，南西諸
島では 2月から 5月と 7月に得られている。これらを
まとめると，本州と九州では 6月から 9月にかけて成虫
が現れ，南西諸島では 2月から 7月にかけて長期間に渡
り成虫が得られていることから，本土部と南西諸島では
化性など生活環が異なる可能性がある。なお，神奈川県
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図 3．本種の生息が確認された県立おだわら諏訪の原公園と
その周辺環境を撮影した航空写真（2019 年撮影 , 国土地
理院地図・空中写真閲覧サービスが提供する地理院地図
を引用）. 青丸は伊豆箱根鉄道大雄山線飯田岡駅 , 赤丸は
公園に隣接する諏訪神社の位置をそれぞれ示す．

図 4．図 3 の範囲を 1964 年に撮影した航空写真（1964 年撮影 , 
新井田秀一氏提供の航空写真 C55_15 を改変）. 青丸は伊
豆箱根鉄道大雄山線飯田岡駅 , 赤丸は諏訪神社の位置をそ
れぞれ示す．

で 8月 26日に採集した♀個体（KPM-NK 55095）は体が
完全に硬化しておらず，いわゆるテネラルに近い状態で
あったことから，本県においては 8月下旬に新成虫が出
現している可能性が高い。

本種の絶滅リスク
　今回，本種が確認された県立諏訪の原公園には広い芝

地がある（図 3）上，公園管理者によると利用者の安全
性や環境への影響を考慮して，農薬や除草剤を利用して
いないという。そのため，当地における本種の絶滅リス
クは現時点では低いと考えられる。しかしながら現時点
において東日本で唯一の産地であることからも，安易な
採集は控えるべきだろう。
　先述の通り，本種は草丈の低い草地に生息するが，こ
のような環境は一般的に昆虫採集で注目されにくい。お
そらく 8月から 9月の草地で最も多く調査対象となる昆
虫はバッタ目であるが，この調査を行う際に草の根際を
歩き回るゴミムシ類まで丹念に調査する人はほとんどい
ないと思われ，さらに夜間調査が実施されることも少な
い。ゴミムシ類の調査においても，一般には湿地環境が
対象となることが多く，夜間に目視でゴミムシ類を探す
例や，灯火採集が試みられる例は多いが，草地環境，そ
れも公園の芝生のような環境で夜間目視による調査を行
う例は少なく，そのことが本種の記録が少ない理由と
なっている可能性がある。
　本種の希少性については，生息環境が平凡な場所であ

図 5．図 3 および図 4 の神奈川県内での位置（上）と，その
範囲を対象とした地図（下 : 新井田秀一氏提供の 1964 年
版神奈川 1:10000 地形図 37 号を改変）．
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る点が盲点となり，過大評価されている可能性がある。
また，本種が公園の芝地のような環境に特に好んで生息
する場合，芝地の造成前には環境アセスメントの調査対
象となったとしても，造成後には調査対象とならない点
にも留意しておく必要がある。公園の開発などで広大な
芝地が造成された後に，本種が周囲から移入し，個体数
が増加した可能性もあるかもしれない。神奈川県で本種
が採集された草地と同様の環境は，各地の公園や河川敷
の土手にも見られるため，今後そのような場所を夜間目
視で丹念に調査をすれば，特に西日本においては追加産
地が発見される可能性が高いものと思われる。京都府
レッドデータブック 2015で絶滅種に指定されている（水
野 , 2015）が，本種が以前に採集された京都大学構内に
は，現在も芝地のような環境は現存しているものと思わ
れ，周辺の緑地や寺院敷地も含め，現在でも本種が生息
している可能性がある。また，森（2013）は本種が大阪
府では淀川で古くにしか採集されていない点から，兵庫
県における本種の発見の可能性は低いと述べている。し
かしながら，河川敷の土手や公園を含め，アトワアオゴ
ミムシやアカガネアオゴミムシが見られるような平野部
の草地を丹念に調査すれば，本種を発見できる可能性は
現在でもあるだろう。

神奈川県産の個体群が外来個体群である可能性
　本種の神奈川県における記録は，下記の理由から在来，
外来双方の観点から慎重に判断する必要がある。外来種
の可能性を示唆する点としては以下が挙げられる。すな
わち，①今回本種が確認された小田原市は，既知産地よ
りも直線距離で 200 km以上も東に位置している点，②
公園造成時に，複数の県外地域より芝を持ち込んでいる
点，③生息地である県立おだわら諏訪の原公園の周囲に
は造園業者の圃場が多い点，④公園造成前は果樹林や畑
地であり，広大な草地ではなかった点である（図 4, 5）。
②については，公園の職員と神奈川県小田原土木セン
ターに照会したところ，本種が確認された芝地は 2003
年から 2005年の間に造成されたもので，近年の芝の張
替えは無いこと，そして造成時に用いられた芝は県外の
ものであるが，園内の他の芝地も含め，複数の業者が複
数の産地から芝を持ち込んでおり，由来は特定できない
とのことであった。
　その一方で，在来種である可能性を示唆する点として
は以下が挙げられる。すなわち，①先述のように本種の
生息環境は平凡な環境な上，夜行性であることからも，
従来の調査で採集されなかった可能性がある点，②他
の南方系のアオゴミムシ類であるアオヘリアオゴミムシ
Ch. (Amblygenius) praefectus Bates, 1873やヒトツメアオゴ
ミムシ Callistoides deliciolus (Bates, 1873)の分布が関東平
野に達しており，小田原市は自然分布域であっても問題
がない場所である点，③開発が進む前の足柄平野には広
大な畑地と水田が存在しており，公園造成地の周囲にも
畑地や果樹園が多かったことから，そのような場所に付

随する草地環境に本種が生息していた可能性がある点，
④また，そのような環境が以前よりも断片化したものの，
現在でも公園の周囲に残存している点である。
　これらのように様々な示唆が得られているものの，依
然として知見が断片的であるため，本種の外来種か否か
については，現時点では判断はできない。今後，本種の
分布記録を集積するとともに，各地で得られた新鮮な標
本に基づき遺伝的な検証を行う必要があろう。

　最後になるが，公園内では他の利用者に迷惑になる行為
やトラップ等の設置，園内植生を傷つける行為，土地の改
変は禁止されている。今後当地で調査を行う者は社会的常
識を踏まえて行動していただくよう，強く要請する。
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カメラトラップで確認された神奈川大学湘南ひらつか
キャンパスにおける哺乳類相とキャンパス建設前後の変化

岩崎貴也・奥田真未・渡部凌我・斎藤昌幸
土田彩加・志村映実・泉 進

Takaya Iwasaki, Mami Okuda, Ryoga Watabe, Masayuki U. Saito, Ayaka Tsuchida, 
Terumi Shimura and Susumu Izumi: Changes in the mammal occurrences 

in the Shonan Hiratsuka Campus of the Kanagawa University 
before and after campus construction

緒　言

　陸生哺乳類はネズミ類のような小型からクマ類のよう
な大型までサイズが多様で，生態系ピラミッドのなかで
も中位～上位に位置するものが多い。彼らが植生構造や
食物連鎖の形を変えることで，生態系に大きな影響を及
ぼすことになる（三浦 , 1996）。近年では，ニホンジカ
Cervus nipponの増加・分布域拡大による農林業被害や
希少植物への影響（常田 , 2006; 宇野ほか , 2007; 環境省 , 
2016），イノシシ Sus scrofaの増加による農作物被害（神
崎・金子 , 2001; 環境省 , 2010）などが各地で報告されて
おり，生態学的にも野生動物管理上でも，哺乳類の分布
や生態を解明することの重要性が高まってきている。ま
た，哺乳類は広い生息地や多くの餌資源を必要とするた
め，哺乳類相を把握することは周辺地域の生態系の豊か
さを把握することにもつながる。

　本研究の調査地である神奈川大学湘南ひらつかキャン
パス（神奈川県平塚市土屋）は，キャンパスの外縁部の
多くが建設前から維持された雑木林になっており，周辺
の森林とも繋がった自然豊かな里山環境が現在も残され
ている。キャンパス建設前の 1986年には，建設計画地
全域と周辺地域を対象に，目視や聞き取り，フィールド
サイン，マウストラップ，近隣住民からの聞き取り調査
によって環境アセスメント調査が行われた。その結果，
モグラ類やネズミ類を除く中型以上の哺乳類ではタヌキ
Nyctereutes procyonoides，アナグマ Meles anakuma，ニホ
ンイタチ Mustela itatsi，ニホンノウサギ Lepus brachyurus
という4種の生息がキャンパス計画地内で確認された（神
奈川大学編 , 1987）。また，キャンパス計画地の近くでは
アカギツネ Vulpes vulpesも目撃されており（神奈川大学
編 , 1987），キャンパス建設前は里山的な環境であったと
思われる。キャンパス建設時にはこのような自然環境を

原著論文

Abstract. Several mammals occupy the middle to upper levels of the ecosystem pyramid. They have a significant 
impact on their ecosystems by altering the vegetation structure and food chain. As mammals require relatively 
large habitats and several food resources, knowledge of the mammalian fauna in an area can help us understand 
its biodiversity. This study was conducted at the Shonan Hiratsuka campus of Kanagawa University, which is 
surrounded by coppice forests. We conducted a camera trap survey for mammals and compared the results with those 
of an environmental assessment survey conducted in 1986 before the construction of the campus. A total of 1,757 
images were obtained from 1,906 camera days (sum of surveys using seven cameras). Four species (Nyctereutes 
procyonoides, Meles anakuma, Mustela itatsi, and Lepus brachyurus) that had been recorded before the construction 
of the campus were also detected in this study. Mustela itatsi, which was frequently observed in the 1986 survey, 
was recorded only once in this study, while the other three species were abundant in both surveys. Furthermore, 
five species were newly observed: Sus scrofa, Paguma larvata, Procyon lotor, Cervus nippon, and Felis catus. 
Among these newly recorded mammals, the numbers of the first four species have been reported to have increased 
across Japan in recent years, suggesting that the historical changes in mammalian fauna on the campus are strongly 
influenced by changes in the fauna of the surrounding areas. Thus, although the population of M. itatsi may have 
declined, the construction of the campus did not significantly influence the local fauna.
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保全するため，周縁部の森林を保存樹林として残す，キャ
ンパス中心近くに谷戸湿地を復元するなどの配慮が工事
でなされた（神奈川大学編 , 1987; 児島ほか , 1993）。し
かし，キャンパス建設後に哺乳類調査はほとんどされて
おらず，どのような哺乳類が現在のキャンパスに生息し
ているのか，キャンパス建設の影響がどの程度あったの
かなどについては十分には分かっていない。
　本研究では，自動撮影カメラを用いたカメラトラップ
法による中型～大型哺乳類の調査を行い，キャンパス内
における哺乳類相を報告する。さらに，キャンパス建設
前の環境アセスメント調査結果（神奈川大学編 , 1987）
とも比較を行い，キャンパス建設がこの地域の哺乳類相
に与えた影響について考察する。

材料と方法

1. 調査地概要
　本研究は，神奈川県平塚市土屋に位置する神奈川大
学湘南ひらつかキャンパス（35° 20′ N，139° 15′ E，面積
は約 31 ha）にて実施した。この地域は暖温帯に属して
おり，年平均気温は約 15° C，年間降水量は約 1,700 mm
である。北西部に丹沢や箱根の山地があり，南東部が
平野と海に面している。さらに太平洋の黒潮の影響を
受けるため，全体的に温暖で雨量の多い太平洋側気候
となっている。キャンパスの中心部は大学の建造物や
管理された園地が並んでいるが，周縁部は建設前から
あった雑木林が残されている。森林の主要樹種は，ク
ヌギ Quercus acutissima Carruth.，コナラ Quercus serrata 
Murray，イヌシデ Carpinus tschonoskii Maxim.などであ
り，下層にはコウヤボウキ Pertya scandens (Thunb.) Sch. 
Bip.やヤブラン Liriope muscari (Decne.) L. H. Bailey，キ
ンラン Cephalanthera falcata (Thunb.) Blume，ギンラン

Cephalanthera erecta (Thunb.) Blumeといった雑木林の里
山的環境を好む種が多くみられ，現在でも高い植物多様
性が保たれている。また，この地域は環境省が 2016年
に選定した「生物多様性保全上重要な里地里山（環境省 , 
online）」の一つである平塚市土沢エリアの近くであり，
地域の里地里山の生物の中心的生息地の一つとして重要
であると思われる。キャンパス建設後は景観維持のため
に草地や湿地で不定期に大規模な草刈りが行われてお
り，結果として，解放的な草地環境と，開発によって小
規模となった湿地環境が維持されている。緒言で述べた
ように，建設前のキャンパスエリア中央に位置していた
谷戸湿地は，キャンパス建設工事の際に復元された。た
だし，その後に乾燥化が進んだため，2011年に改めてビ
オトープとしての整備がなされている。ビオトープでは
小さな池の周囲にコナラやクヌギなどの植物が植栽され
ており，湿地よりも，池のある森林に近い環境になって
いる。キャンパスは周辺を高さ 2 ｍ程のフェンスで囲ま
れているが，設置から長い時間が経過したために老朽化
してあちこちにかなり大きな隙間ができており，現在で
は周辺エリアとの間で野生動物の出入りが容易となって
いる。

2. カメラトラップによる調査方法
　2018年 4月から 2019年 12月にかけて，キャンパス内
の 7箇所に自動撮影カメラ（ハイクカム SP2 フル HD自
動撮影カメラ，株式会社ハイク ; 夜間は赤外線撮影をす
るカメラ）を 1台ずつ設置し，撮影を行った。設置した
7箇所は，サイト 1（湿地），サイト 2（スギ林内），サイ
ト 3（照葉樹林内），サイト 4（雑木林内），サイト 5（雑
木林内），サイト 6（照葉樹林内），サイト 7（ビオトープ奥）
である（図 1）。1986年の環境アセスメント調査はキャン

図 1．神奈川大学湘南ひらつかキャンパス周辺の様子と調査サイトの場所 . ArcGIS Pro ver.2.5.1 のベースマップ（衛星画像）
を用い，標高を 2 倍に強調して 3D 地図を作成した . 各調査サイトの三角形はセンサーカメラを設置した向きを示している . 
スケールバー : 500 m.
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パス全域を対象に行われており，本研究でも同様の範囲
をカバーできるようにカメラを設定した。カメラは獣道
沿いに，地面から高さ1–1.5 mのところで樹木に固定した。
カメラを設置する場所は下層植生の少ない場所を選択す
るか，カメラ前 5 m程度を刈り払うことで動物を検知し
やすくした。カメラは 1度の検知で 3枚の静止画を撮影
するように設定し，撮影のための検知の最低間隔は 1分
とした。各サイトでの撮影期間は表 1にまとめた。
　撮影された静止画から動物が撮影されている静止画を
有効撮影として抽出し，種を同定した。ニホンジカとイ
ノシシ，ニホンノウサギ，イエネコ Felis catusについて
は，熊谷・安田（2010）を参考に同定を行った。タヌ
キ，アナグマ，ハクビシン Paguma larvata，アライグマ
Procyon lotorについては，顔や尾の様子がはっきりと識
別できる写真だけを対象とし，熊谷・安田（2010）を参
考にして同定を行った。イタチ類については専門家に同
定を依頼した。このとき，体の一部分しか写っていない
などの理由で同定が困難だった静止画はデータから除外
した。鳥類や小型のネズミ類も多く撮影されたが，写真
からの種同定が困難であったため，データからは除外し
た。同一個体の連続撮影による重複カウントを回避する
ため，O'Brien et al. （2003）の基準に従って最初の撮影か
ら 30分以内の撮影は同一個体と見なし，1回の有効撮
影とした。撮影された哺乳類の和名・学名は，川田ほか
（2018）に従った。

結　果

　本研究のカメラトラップ調査において，7台のカメラ
の合計で 1906カメラ日（有効撮影総数：1757枚）の撮
影を行った（表 1）。この調査によって，有効撮影回数
が多い順に，タヌキ，イノシシ，ハクビシン，アライグマ，
アナグマ，野生化したイエネコ，ニホンノウサギ，ニホ
ンジカ，ニホンイタチの 9種の哺乳類を撮影することが
できた。各種の有効撮影回数は，表 2にまとめた。

考　察

　キャンパス建設前に敷地内で確認されていた 4種（タ
ヌキ，ニホンアナグマ，ニホンイタチ，ニホンノウサギ）
は，本調査でも生息が確認された。ただし，ニホンイタ
チはサイト 3のみでみられ，かつ 1回しか撮影されな
かった。1986年の環境アセスメント調査において，ニ
ホンイタチは，中央の谷の水田と中央尾根林床という 2
箇所で足跡と糞が確認されており，その様子から数頭程
度の生息があるだろうと報告されている（神奈川大学編 , 
1987）。糞や足跡の具体的な数は記録されていないが，1
年間で合計 10回しか調査が実施されていないにもかか
わらず，そのうちの 3回でニホンイタチの痕跡が発見さ
れていることから（神奈川大学編 , 1987），ある程度の個
体数がキャンパス計画地内に生息していたのではないか

表 1．各調査サイトでの撮影期間

と思われる。また，当時の近隣住民からの聞き取り調査
からも，かなりの個体数が生息していたことが推測され
ている（神奈川大学編 , 1987）。一方，本調査でニホン
イタチが撮影されたサイト 3は， 480カメラ日と調査期
間が最も長く，有効撮影回数も 928と最多である（表 1）。
ニホンイタチのような小さな哺乳類はカメラトラップに
写りにくい傾向があることが報告されているが（Tobler 
et al. 2008），それでも 1回のみの撮影というのは他の哺
乳類と比較してかなり少ない。調査方法の違いから単純
な比較は難しいものの，本調査の結果はニホンイタチの
個体数が以前と比べて減少している可能性が高いことを

調査
サイト 開始日 終了日 日数

サイト 1 2018年 4月 21日 2019年 5月 8日 382
2019年 6月 13日 2019年 9月 16日 95

計 477

サイト 2 2018年 10月 25日 2019年 5月 8日 195
2019年 6月 17日 2019年 7月 15日 28
2019年 8月 16日 2019年 9月 14日 29
2019年 11月 15日 2019年 12月 9日 24

計 276

サイト 3 2018年 5月 2日 2019年 5月 7日 370
2019年 6月 17日 2019年 7月 18日 31
2019年 8月 16日 2019年 9月 30日 45
2019年 11月 5日 2019年 12月 9日 34

計 480

サイト 4 2019年 5月 29日 2019年 12月 9日 194
計 194

サイト 5 2019年 4月 18日 2019年 5月 13日 25
2019年 6月 18日 2019年 7月 16日 28
2019年 8月 16日 2019年 9月 14日 29
2019年 11月 7日 2019年 12月 13日 36

計 118

サイト 6 2018年 5月 2日 2018年 5月 15日 13
2018年 11月 14日 2018年 11月 25日 11
2019年 5月 19日 2019年 5月 31日 12
2019年 11月 5日 2019年 12月 20日 45

計 81

サイト 7 2018年 11月 17日 2019年 5月 18日 182
2019年 6月 17日 2019年 7月 25日 38
2019年 8月 16日 2019年 9月 16日 31
2019年 11月 5日 2019年 12月 4日 29

計 280
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示唆していると思われる。1986年に痕跡が確認された
中央の谷の水田と中央尾根の位置は，ニホンイタチが今
回みられたサイト 3に比較的近いものの，わずかに残っ
たビオトープ付近（サイト 7）を除き，キャンパス建設
時の盛り土と切り土工事によってほぼ全てが失われ，現
在は建物と園地が広がるエリアとなっている。この環境
の変化が本調査地内でのニホンイタチの減少に影響を与
えた可能性は高い。ただし，ニホンイタチは神奈川県レッ
ドデータ生物調査報告書（広谷 , 2006）で準絶滅危惧種
に指定されるなど，本調査地だけではなく，県内で広く
個体数の減少が報告されている。このキャンパスに最も
近い河川である金目川流域では，近年でもニホンイタチ
の生息が比較的多く確認されているが，聞き取り調査の
結果からは以前よりも個体数が減少していることが推測
されている（岡田ほか , 2007）。したがって，本調査地
内でのニホンイタチの減少は，近隣地域での個体数減少
による影響の可能性も同時に考えられる。
　他の 3種であるタヌキ，アナグマ，ニホンノウサギは
高頻度で撮影され，キャンパス内に多くの個体が生息し
ていることが示唆された。中でもタヌキとニホンノウサ
ギは以前の調査でも多くの個体の生息が推測されており
（神奈川大学編 , 1987），これら 2種にとっての良好な生
息環境が建設前から現在まで維持されている可能性が高
いと思われる。特にタヌキは本研究で確認できた哺乳類
の中でも最も多く撮影されており，あちこちで溜め糞場
がみられること，親子が写っている例も多いことから，
餌の問題もなく，キャンパス内の森林で安定的に繁殖し
ている可能性が高い。ニホンノウサギは伐採跡地のよう
な開放環境を採食に，森林環境を休息やねぐらに選択的
に利用することが知られている（島野ほか , 2003）。キャ
ンパス建設後は，景観の維持を目的として草地や湿地で
不定期に大規模な草刈りが行われており，結果として
キャンパス内に多数の解放的な草地環境が維持されてい

る。これらの環境と，安定した森林環境とが合わさるこ
とで，ニホンノウサギにとっての良い生息環境になって
いると思われる。
　一方，本研究では，以前の調査では確認されていなかっ
たイノシシ，ハクビシン，イエネコ，アライグマ，ニホ
ンジカの 5種の中―大型哺乳類が新たに確認された。近
年，日本全国の里地調査で，イノシシやニホンジカ，ハ
クビシン，アライグマは個体数の増加や分布域の拡大が
報告されており（環境省自然環境局生物多様性センター , 
2020），本研究の結果とも一致する。キャンパス内でイ
ノシシは親子も含めて多く撮影されており，周辺農家で
畑を荒らされる被害も報告されていることから（神奈川
大学 , 私信），ある程度の数の個体がキャンパス付近に生
息していると思われる。一方，ニホンジカの撮影回数は
比較的少なく，森林の林床草本もニホンジカの被食圧を
強く受けたような様子はみられなかったことから，現時
点では低頻度でキャンパス北部の丹沢山地方面などから
来ているだけなのかもしれない。ハクビシンとアライグ
マは，近年に急速に分布を広げつつある外来種であり（中
村ほか , 1989; 田畑ほか , 2006; 自然環境研究センター編 , 
2018），キャンパスにも建設後に侵入してきたものと思
われる。アライグマは 2005年に特定外来生物に指定さ
れており，神奈川県でも防除の対象となっている（神奈
川県 , Online）。本研究においてアライグマは，キャンパ
ス内でかなりの回数が撮影されており，既にキャンパス
付近に定着している可能性が高い。アライグマはタヌキ
の生息に対して負の効果をもたらすことが報告されてお
り（栗山ほか , 2018），現在のキャンパス内で最も多く
生息していると思われるタヌキについても今後は個体数
が減少しないか，モニタリングを続ける必要がある。
　本研究の結果，キャンパス建設以前と比較して，新た
に多くの中～大型哺乳類が侵入してきていることが明ら
かになった。ただし，建設以前に生息していた哺乳類は

表 2．各調査サイトでの撮影期間

種名 1986年の調査
での確認 1

有効撮影回数
調査サイト

計
1 2 3 4 5 6 7

タヌキ 〇 48 25 510 53 40 13 135 824

イノシシ 142 14 59 17 18 4 1 255

ハクビシン 5 10 122 15 11 3 70 236

アライグマ 59 4 42 3 1 1 0 110

ニホンアナグマ 〇 0 4 89 0 1 0 12 106

ネコ 2 2 75 0 9 3 9 100

ニホンノウサギ 〇 54 8 16 1 0 0 1 80

ニホンジカ 24 3 14 2 1 1 0 45

ニホンイタチ 〇 0 0 1 0 0 0 0 1
1 神奈川大学編（1987）に基づく結果
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引き続き確認されており，侵入した種も県内で分布を広
げている種がほとんどであった。したがって，キャンパ
ス建設という大規模な環境改変が行われたものの，おそ
らく周縁部の森林を保全して残した効果によって，キャ
ンパスの哺乳類相はそれほど大きな影響を受けなかった
と思われる。一方で，ニホンイタチの減少，ニホンジカ
やイノシシ，アライグマ，ハクビシンの増加など，近年
の全国的な動物相の変化と同じ傾向が検出されたことか
ら，周辺の動物相から強い影響を受けている可能性が高
い。今後のキャンパス利用や周辺動物相の変化に伴って
動物相は大きな影響を受ける可能性があり，定期的なモ
ニタリングを行う必要があると思われる。
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神奈川大学湘南ひらつかキャンパスにおける
地表徘徊性甲虫相と建設以前からの変化

志村映実・櫻井大和・渡辺恭平・中濱直之
奥田真未・岩元明敏・岩崎貴也

Terumi Shimura, Yamato Sakurai, Kyohei Watanabe, Naoyuki Nakahama, Mami Okuda, 
Akitoshi Iwamoto and Takaya Iwasaki: Ground beetle fauna in the Shonan Hiratsuka 

campus of the Kanagawa University: a comparison between 
the current fauna and fauna before campus construction

緒　言

　地表徘徊性甲虫は，主に地表を歩き回るコウチュウ
目 Coleopteraに属する昆虫類の総称であり，代表的な
分類群としては，オサムシ科 Carabidae，シデムシ科
Silphidae，センチコガネ科 Geotrupidaeなどが挙げられ
る。地表徘徊性甲虫は，無翅あるいは飛翔できない種も
多いことから，頻繁に飛翔する樹上性甲虫などと比べて
移動能力が低い（Kennedy, 1994）。特にオサムシ科は，
チョウ目 Lepidopteraの幼虫やミミズ類，植物種子といっ
た多様な餌嗜好性や，湿地や草原，森林などの生育場
所に対する環境嗜好性が種によって異なること，後述

するピットフォールトラップ法などの定量的な採集方法
が確立されていることなどから，その場所の環境の特徴
を示す環境指標生物として注目されている（石谷 , 2010; 
Koivula, 2011）。
　地表徘徊性甲虫の種構成の変化を調べることで，その
場所で起こった環境変化の影響を推定することができ
る。例えば，森林内での地剥ぎの影響を調べた調査では，
非森林性の地表徘徊性甲虫において種数が地剥ぎ区で増
加し，林床植生の有無という環境の違いが地表徘徊性甲
虫にとって重要であることが指摘されている（山中ほか , 
2016）。加えて，伐採強度を変えたマダケ Phyllostachys 
reticulata (Rupr.) K. Koch林内でのオサムシ科甲虫群集を

原著論文

Abstract. Ground beetles are considered indicators of environmental condition; therefore, the species composition of 
ground beetles can be used to assess the environmental conditions of their habitats. In 1986, before the construction of 
the Shonan Hiratsuka campus, Kanagawa University conducted an environmental assessment survey. The campus was 
constructed with environmental conservations, including the construction of a biotope by restoring the Yato Wetlands. 
However, the ground beetle fauna had not been surveyed after the construction, and the effects of campus construction 
and environmental protection efforts on this fauna were unknown. In this study, we surveyed the current ground 
beetle fauna and compared the results with those of the 1986 survey to elucidate the effects of campus construction. 
Ground beetles were collected in seven sites by pitfall and baited pitfall trapping. Furthermore, carabid beetles were 
collected by digging up hibernating individuals; we also surveyed walking individuals. By comparing past and current 
aerial photographs, we quantified the scale of environmental changes caused by the campus construction. A massive 
loss of wetland environments (12.0 % to 1.7 %) and an increase in grassland environments (4.1 % to 6.5 %) were 
detected. Twenty-six species from three families were found in this survey. The overall replacement rate between the 
1986 and 2019 surveys was high (94 %). Three harparine species, which prefer grassland, were collected. However, 
seven carabid species collected in 1986, including wetland-preferring groups, were not found in the 2019 survey. 
These results suggest that wetland restoration and biotope construction for wetland preservation were not sufficient 
for the conservation of wetland-preferring carabid beetles. Contrarily, the increase in grassland area might have been 
conducive for ground beetles, which prefer grasslands. In conclusion, the campus construction has had a significant 
effect on ground beetle fauna.
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調べた研究では，伐採強度が強い区で草地環境や明るい
森林環境を好む種が増加し，マダケの伐採によって多様
な地表徘徊性甲虫群集を有する環境を維持できる可能性
が指摘されている（籠ほか , 2013）。
　本研究で調査地とした神奈川大学湘南ひらつかキャン
パス（神奈川県平塚市土屋，校地面積約 31 ha，1989年
に開設）では，新キャンパス建設準備の環境影響予測評
価（環境アセスメント）の一部として，1986年に地表
徘徊性甲虫の調査が実施された（神奈川大学編 , 1987）。
調査は，蜂蜜をベイト（餌）としたベイトピットフォー
ルトラップ法によって 4月から 9月の 6か月間に月 1回
ずつ調査が行われ，オサムシ科 8種とシデムシ科 3種が
確認された（表 1; 神奈川大学編 , 1987）。建設前の環境は，
大部分が二次林や湿地などが広がる里山であり，アオオ
サムシ Carabus insulicola Chaudoir, 1869やマイマイカブ
リ関東・中部地方亜種（ヒメマイマイカブリ）Carabus 
blaptoides oxuroides (Schaum, 1862)，ミズギワゴミムシ類
など，丘陵の林や湿地環境を好むオサムシ科甲虫が得ら
れている。しかし，その後のキャンパス建設に伴う大規
模工事（1989年完了）により，森林や湿地の多くは開発
されて消失し断片化した。キャンパス建設時には土地を
できるだけ平坦にするため，計画地の端の保全緑地を除
いたほぼ全域で大規模な盛り土と切り土が行われた（神
奈川大学編 , 1987）。その際，谷戸部では軟弱地盤を良質
土に置き換えるため，その場所にあった田畑等の表土が
全て剥ぎ取られている（神奈川大学編 , 1987）。盛り土
は高さ 10–15 mの段切りが行われ，切り土面の各小段お
よび盛り土の幅5 mごとにU字溝が設置されたため，キャ
ンパス周囲の緑地のうち，切り土あるいは盛り土がなさ
れた法面には多数の U字溝がみられる（神奈川大学編 , 
1987）。また，その造成された法面には多くの樹種が移
植された。キャンパス建設後は景観維持のために草地や
湿地で不定期に大規模な草刈りが行われており，結果と
して，建設前から存在し，断片化された森林，建設後に
植栽された森林，解放的な草地環境，そして開発によっ
て小規模となった湿地環境が現在は維持されている（図
1）。工事の際には，キャンパス中央にあった谷戸湿地の
一部を工事で復元したり，二次林の一部を移植したりす
るなど，一部では環境保全に配慮した工事がなされた（児
島ほか , 1993）。この復元された谷戸湿地についてはキャ
ンパス建設後に大幅に乾燥化が進んだため，2011年に
改めてビオトープとしての整備がなされた。しかし，環
境アセスメント以降，環境変化に鋭敏に反応すると思わ
れる地表徘徊性甲虫についての調査は行われておらず，
キャンパス建設という大規模な環境改変が地表徘徊性甲
虫相に与えた影響はまだ分かっていない。また，キャン
パス建設時に起こった環境変化の規模についても，これ
まで定量的な評価は行われていなかった。
　本研究では地表徘徊性甲虫，特にオサムシ科（オサム
シ類，ゴミムシ類）に注目してキャンパス内の生息状況を
調査し，キャンパス建設前の過去と現在，およびキャンパ

ス内の多様な環境間での種組成を比較することで，環境変
化が地表徘徊性甲虫相に与えた影響を明らかにする。

材料と方法

　神奈川大学湘南ひらつかキャンパス内において，ピッ
トフォールトラップ法（以後，PT）とベイトピットフォー
ルトラップ法（以後，BPT）による捕獲調査を行った。
PTは，プラスチック製の使い捨てコップの口が地表と
同一面になるように地中に埋め，歩行中の昆虫がコップ
中に落下することで採集を行う調査法で，BPTは PTの
コップに誘引のためのベイト（餌）をいれた調査法であ
る。これらの方法は，地表徘徊性甲虫の調査で最も一
般的に利用される定量的採集手法である（富樫・杉江 , 
1994; 磯野 , 2005）。調査対象地としては，サイト 1（湿地），
サイト 2（ビオトープ），サイト 3（雑木林），サイト 4（森
林）サイト 5（森林林縁：森林性が強い林縁），サイト 6
（草地林縁：草地性が強い林縁），サイト 7（草地）とで
きるだけ多様な環境を調査地に設定し，それぞれ 1地点
ずつ，計 7地点の調査地を設定した（図 1）。
　調査は，各調査地で春季（2019年 4–5月），秋季（2019
年 9–10月）の各季節に 1回ずつ実施した。ただし，サ
イト 3（雑木林）は春期のみ，サイト 4（森林）とサイ
ト 6（草原林縁）は秋期にのみ実施した。春期調査のう
ち，サイト 1（湿地）およびサイト 3（雑木林）では「す
しのこ（タマノイ酢株式会社製）」を，サイト 6（森林
林縁）では「さなぎ粉（マルキュー株式会社製）」を用
いた BPTで調査を行った。他の春期調査および，全て
の秋期調査では，ベイトを使用せず，PTで調査を行った。
　春期調査ではサブプロット式にトラップを設置し，秋
期調査では格子状にトラップを設置した。ただし，サイ
ト 1（湿地）は調査地のスペースの都合で，春期と秋期
ともに格子状のトラップを設置した。トラップをサブプ
ロット式に設置する際には，環境省自然環境局生物多様
性センターによるモニタリングサイト 1000の地表徘徊
性甲虫調査マニュアル（環境省自然環境局生物多様性セ
ンター , 2010）に従い，各調査サイト内に 5 m四方のサ
ブプロットを 3ヶ所設定し，サブプロットの外周に沿っ
てコップを 8個（2カ所）および 4個（1ヶ所）の計 20
個設置した。格子状のトラップでは，各調査サイト内で
5 m× 5 mのエリアを 1つ設定し，1 mの間隔を空けて
計 20個のコップを格子状に設置した。トラップ設置の
形式に関わらず，雨水対策のためコップには側面に 4つ
穴を空けたものを使用した。
　各調査では，基本的に設置後 24，48，72時間後にコッ
プの中身を確認し，地表徘徊性甲虫（オサムシ科，シデ
ムシ科，センチコガネ科）を回収し，それ以外のものは
種類と数を記録して逃がした。24時間後と 48時間後の
確認時は，捕獲状況に関わらず，コップの中身を空にし
た。回収した甲虫は酢酸エチルによって処理し，標本を
作製した。ただし，後述する大量に捕獲されたオオヒラ
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タシデムシ Necrophila japonica (Motschulsky, 1862)は，一
部の個体のみを標本にした。
　PTおよび BPTによる調査以外に，崖の中で越冬中の
甲虫類を採集する目的で，手鍬による崖崩しを 2020年 2
月 24日に実施した（調査場所 : 図 1）。また，2018年 7
月から 2020年 2月の期間にトラップを用いない見つけ
採りによる任意調査を複数回実施した。これら任意採集
で得られたオサムシ科甲虫についても標本を作製し，研
究に供した。
　得られた甲虫類は上野ほか編（1985）により志村が

図 1．神奈川大学湘南ひらつかキャンパス周辺の航空写真（A: キャンパス建設以前の 1983 年 ; B: 2019 年）と推定された植生図 . A
のオレンジ色の丸 : 1986 年に実施された調査（神奈川大学 , 1987）の BPT 設置位置 ; B のオレンジ色の丸と数字 ; 本研究での調
査地点（1: 湿地 ; 2: ビオトープ ; 3: 雑木林 ; 4: 森林 ; 5: 森林林縁 ; 6: 草地林縁 ; 7: 草地）; B の青色の丸 : 崖崩しによる調査地点 . 
スケールバー：200 m.

同定し，渡辺が確認した。種名は鈴木（online）に準じ
たが，亜属の記述は省略した。証拠標本は神奈川県立
生命の星・地球博物館に収蔵した（資料番号 KPM-NK 
55107–55263）。
　キャンパス建設前と建設後でのキャンパス内での植
生変化を定量的に評価するため，国土地理院の空中
写真を用いた景観解析を行った。1983年 11月 14日
に撮影された空中写真（CKT833-C14A-17）をキャン
パス建設前，2019年 10月 1日に撮影された空中写真
（CKT20196-C7-30）を現在とし，国土地理院の地図・空
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中写真閲覧サービス（国土地理院 , online）から画像を
ダウンロードした。得られた画像について，ArcGIS Pro 
ver. 2.5.1 (Esri, Redlands, CA)を用いてジオリファレンス
を行うことで位置情報を追加し，地図上での重ね合わせ
を行った。また，植生変化の参考にするため，キャンパ
ス建設工事中の 1988年 12月 11日に撮影された空中写
真（CKT883-C15-16）についても，同様にダウンロード
とジオリファレンスを行った。建設前の空中写真につ
いては，建設前の環境影響予測評価書（神奈川大学編 , 
1987）の植生図や地形図を総合的に評価し，森林，草
地，湿地（水田含む）の 3タイプに植生を分類した（図
1A）。その際，過去の植生図でアズマネザサ群落と記録
されている部分は，周囲のヨシ群落の分布や雨水の流向
などを参考に，計画地北部を湿地（水田含む），計画地
南部を草地に分類した。現在の空中写真についてはま
ず，実際の現地の状況を参考にして，森林，草地，湿地，
その他（建物・園地など）に植生を分類した。さらに，
1988年のキャンパス建設工事中（整地中で植栽前）の
写真を参考に，現在みられる森林がキャンパス建設前か
ら維持されてきたものか，それとも建設時に植栽あるい
は建設後に増加したものかを推定した（図 1B）。推定し
たキャンパス建設前と現在の各植生については，ArcGIS 
Pro ver. 2.5.1を用いて面積の計算と集計を行った。全て
の解析は，日本測地系 2011（JGD2011）の UTM（Universal 
Transverse Mercator）座標系 N54帯にて行った。

結　果

　PTおよび BPTによる調査により，地表徘徊性甲虫
3科 15種 165個体を捕獲した（表 1）。ハネカクシ科
Staphylinidae の甲虫も採集されたが，同定が困難である
ため，本研究の解析からは除いた。また，崖崩しによる
調査では 2科 9種 37個体，任意調査では 3科 13種 25個
体が採集できた。これらの調査結果を，PTおよび BPT
による調査の結果と合わせると，本研究で採集できた地
表徘徊性甲虫は合計 3科 26種 227個体であった（表 1）。
　1986年実施の環境影響予測評価の調査（神奈川大学
編 , 1987）で確認された地表徘徊性甲虫 11種と，本研究
の結果を比較すると，キャンパス建設前と現在での共通
種はアオオサムシとオオヒラタシデムシの 2科 2種のみ
であった。ベイトの種類の違いに加えて，調査場所や調
査頻度などにもかなりの違いがあることが想定されると
はいえ，残りのほとんどの種はどちらかの調査でしか確
認されなかった（表 1）。本研究で実施した 2019年度調
査では新たにオサムシ科 23種，センチコガネ科 1種を
採集することができたが，マイマイカブリ関東・中部地
方亜種やヨツボシミズギワゴミムシ Bembidion morawitzi 
Csiki, 1928など，1986年に採集されていた 11種のうち
のオサムシ科 7種，シデムシ科 2種は再確認できなかっ
た。調査地ごとに捕獲数に偏りがあるものの，2019年
の PTおよび BPT調査の全調査地でオサムシ科甲虫が確

認され，1986年には報告されていない，ゴモクムシ族
Harpalini，スナハラゴミムシ族 Licinini，Sphodrini族お
よびマルガタゴミムシ族 Zabriniも複数確認された。新
たに多くの種が確認されたゴモクムシ族とマルガタゴミ
ムシ族は種子摂食性が知られているグループであり（市
原 , 2013; Honek et al., 2003），サイト 1（湿地），サイト 2（雑
木林），サイト 4（森林），サイト 6（草地林縁），サイト
7（草地）の調査地で確認された（表 2）。次いで多く確
認されたマルガタゴミムシ族の Amara spp.は，サイト 1
（湿地）以外にも，サイト 6の森林林縁付近の任意調査
で 6個体確認された。一方で，1986年に確認されている
湿地嗜好性ゴミムシ類（主にチビゴミムシ亜科 Trechinae
およびヌレチゴミムシ亜科 Patrobinae）は，2019年度調
査では全く再確認できなかった。1986年と 2019年の総
種数は 36種であり，共通種が 2種のみであったことから，
1986年と 2019年の間での入れ替わり率（変動率）は約
94 %と算出できた。
　本研究で設置したトラップ 192個中 64個（33.3 %）が
動物による引き抜きや掘り出しの被害を受け，機能した
トラップは 128個であった。掘り起こしや抜き取りがさ
れたコップには鋭い咬み跡や周辺に，タヌキ Nyctereutes 
procyonoidesの足跡が複数回確認されたこと，掘り返し
が小規模であることが多かった。調査地ごとの被害率は，
平均 28 %（0–60 %）であった（図 3）。特に，サイト 6（草
地林縁）およびサイト 7（森林）では，それぞれ 60%，
50 %と高い割合で被害を受けた。
　建設前のキャンパス計画地の各植生の面積は，森林が
247,151 m2（83.9 %），草地が 12,168 m2（4.1 %），湿地（水
田含む）が 35,229 m2（12.0 %）であった（表 3）。建設
後では，森林（建設前から維持）が 57,756 m2（19.6 %），
森林（植栽あるいは建設後に増加）が 28,944 m2（9.8 %），
草地が 19,242 m2（6.5 %），湿地が 5,139 m2（1.7 %），そ
の他（建物・園地など）が 183,616 m2（62.3 %）であっ
た（表 3）。キャンパス計画地の中央に存在していた谷
戸湿地や尾根部は，建設時の大規模な盛り土や切り土に
よってほぼ完全に消失しており，現在は建物や園地に
置き換わっていた（図 1）。建設以前から維持され続け
てきた森林は，土屋の杜として保護されているキャンパ
ス西部やキャンパス外周付近にのみ残っていた（図 1）。
建設前後で各植生の面積を比較すると，建設前に大部分
を占めていた森林は建設時に 4分の 1以下に減少し，そ
の後の植栽や面積拡大によって少し回復していた。計画
地の中心に位置していた湿地全体が失われたため，湿地
の面積の減少は著しく，建設前の 10分の 1以下しか残っ
ていない。一方，草地はそこまで広くはないものの，面
積は 1.5倍程度に増加していた。また，空中写真で見る
限り，キャンパス計画地の外側では大規模な自然環境の
改変がほとんど行われておらず，周囲の状況には大きな
変化がみられなかった。
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表 1．キャンパス内で確認された地表徘徊性甲虫の種リスト

PT・
BPT 崖崩し 任意 合計

オサムシ科

オサムシ亜科

オサムシ族 マイマイカブリ Carabus blaptoides  Kollar, 1836 〇

アオオサムシ Ca. insulicola insulicola Chaudoir, 1869 〇 2 6 3 11
チビゴミムシ亜科

ミズギワゴミムシ族 ヨツボシミズギワゴミムシ Bembidion morawitzi Csiki, 1928 〇

アトモンミズギワゴミムシ B. niloticum batesi Putzeys, 1875 〇

ヌレチゴミムシ亜科

ヌレチゴミムシ族 キアシヌレチゴミムシ
Archipatrobus flavipes flavipes
(Motschulsky, 1864) 〇

ホソクビゴミムシ亜科

ホソクビゴミムシ族 オオホソクビゴミムシ
Brachinus scotomedes Redtenbacher,
1867 8 8

ゴモクムシ亜科

アオゴミムシ族 キベリアオゴミムシ Chlaenius circumductus Morawitz, 1862 〇

アトワアオゴミムシ Ch. hamifer Chaudoir, 1856 1 1
ムナビロアトボシアオゴミムシ Ch. tetragonoderus Chaudoir, 1876 1 1

スジバネゴミムシ族 クビボソゴミムシ Galerita orientalis Schmidt-Göbel, 1846 15 1 16
フタホシスジバネゴミムシ Planetes puncticeps Andrewes, 1919 1 1

ゴモクムシ族 ヒメゴミムシ
Anisodactylus tricuspidatus tricuspidatus
Morawitz, 1863 1 1

オオズケゴモクムシ Harpalus eous Tschitschérine, 1901 2 2
ニセクロゴモクムシ H. simplicidens Schauberger, 1929 2 2
コゴモクムシ H. tridens Morawitz, 1862 5 5

ヒメツヤゴモクムシ
Trichotichnus congruus  Motschulsky,
1866 1 1

スナハラゴミムシ族 オオスナハラゴミムシ
Diplocheila zeelandica (Redtenbacher,
1867) 3 1 4

ヒラタゴミムシ族 クロモリヒラタゴミムシ Agonum atricomes (Bates, 1873) 2 2
オオヒラタゴミムシ Platynus magnus (Bates, 1873) 〇

モリヒラタゴミムシの一種 1 1
ナガゴミムシ族 オオゴミムシ Lesticus magunus (Motschulsky, 1860) 〇

アカガネオオゴミムシ
Myas cuprescens cuprescens Motschulsky,
1857 1 1

コガシラナガゴミムシ
Pterostichus microcephalus (Motschulsky,
1860) 1 1

ルイスオオゴミムシ Trigonotoma lewisii Bates, 1873 2 2
Sphodrini セアカヒラタゴミムシ Dolichus halensis (Schaller, 1783) 2 3 5

マルガタツヤヒラタゴミムシ
Synuchus arcuaticollis (Motschulsky,
1860) 1 1 2

キアシツヤヒラタゴミムシ S. callitheres callitheres (Bates, 1873) 1 1
ヒメクロツヤヒラタゴミムシ S. congruus (Morawitz, 1862) 1 1
ヒメツヤヒラタゴミムシ S. dulcigradus (Bates, 1873) 4 4

マルガタゴミムシ族 ナガマルガタゴミムシ Amara macronota Solsky, 1875 1 1
Amara spp. 1 1 6 8

シデムシ科

シデムシ亜科

オオヒラタシデムシ Necrophila japonica (Motschulsky, 1862) 〇 140 1 1 142

オオモモブトシデムシ Necrodes littoralis (Linnaeus, 1758) 〇

モンシデムシ亜科

コクロシデムシ Ptomascopus morio Kraatz, 1877 〇

センチコガネ科

センチコガネ亜科

センチコガネ族 センチコガネ
Phelotrupes laevistriatus (Motschulsky,
1866) 2 1 3

総種数 11 15 9 13 26
総個体数 不明 165 37 25 227

1986年
の調査
結果

2019年の調査結果

科 亜科 和名 学名族
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図 2．PT および BPT による調査で捕獲された地表徘徊性甲虫の各調査地における科別の個体数．

図 3．PT および BPT 調査におけるトラップの動物による被害率．
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考　察

　
地表徘徊性甲虫相の変化
　本研究で行った 2019年度の調査結果をキャンパス建設
前に実施された 1986年の調査結果と比較すると，地表徘
徊性甲虫相は大きく変化していた。特に，建設前に多く
確認された湿地嗜好性のゴミムシ類（チビゴミムシ亜科
とヌレチゴミムシ亜科）は，本研究では確認されなかっ
た。キャンパス建設前と現在の植生を比較すると，元々
あった湿地環境の 9割近くが大学キャンパス建設時に失
われていることから（図 1，表 3），この湿地嗜好性ゴミ
ムシ類の消失は，湿地の喪失という環境変化を反映した
ものであると思われる。ただし，本研究では調査した湿
地自体が 1箇所（サイト 1）のみであるため，調査量が不
十分で発見できなかった可能性もある。また，緒言で述
べたように，本キャンパスでは建設時に谷戸湿地の復元，
その後の 2011年にビオトープとしての湿地の整備が試み
られている。しかし，ビオトープ周辺の調査地（サイト 2）
で湿地嗜好性のゴミムシ類は確認されず，この試みは湿
地環境の保全にはあまり効果的ではなかった，あるいは
建設後の乾燥化によって長期間は保全効果が維持されな
かった可能性が考えられる。Yamanaka et al.（2017）は北
海道釧路市の湿地や草原，放置された農地環境において
ゴミムシ類群集を調査し，草原嗜好性ゴミムシ類はどの
環境にもみられるものの，湿地嗜好性ゴミムシ類のほと
んどは湿地と土壌水分量が高い放置された農地環境のみ

で確認された点を報告し，土壌水分量が高い草地環境が
湿地嗜好性ゴミムシ類の保全に重要であることを指摘し
ている。本キャンパスにおけるビオトープの造成は池を
中心に設計されており，池の周囲は遊歩道として地面が
踏み固められているため，土壌水分量が高い草地環境は
みられない。そのため，湿地嗜好性ゴミムシ類に対する
保全効果が得られなかったのかもしれない。
　また，キャンパス建設に伴う大規模工事では計画地の
ほぼ全域で盛り土と切り土が行われたが（神奈川大学編 , 
1987），このような土壌の大規模改変は地表で長く生活
する地表徘徊性甲虫の生活史全体に大きな影響を与えた
可能性が高い。さらにキャンパス中央の谷戸部分では軟
弱土壌が良質土に置き換えられ，その上に盛り土がされ
たために，建設以前の土壌環境からは大きく変化してい
る。湿地嗜好性のオサムシ科甲虫の多くは泥中に排卵す
ることや土壌の乾燥によって卵や幼虫の生存率が低下す
ることが知られており（Sasakawa, 2016），キャンパス建
設の際の土壌改変が地表徘徊性甲虫，特に湿地嗜好性ゴ
ミムシ類に与えた影響も大きいと思われる。上述した湿
地環境の消失・減少と，この大規模土壌改変が複合的に
働くことで，キャンパスにおける湿地嗜好性ゴミムシ類
の消失が引き起こされた可能性が高い。キャンパスの東
西の周縁部には，建設以前から現在まで維持されている
小規模な湿地環境が存在するが，その外側にはすぐに集
落や道路がみられるため，他の湿地環境からの移入も難
しかったと思われる。

亜科／族 和名 調査サイト 合計
1 2 3 4 5 6 7

オサムシ亜科
オサムシ族

アオオサムシ 1 1 2
ゴモクムシ亜科

アオゴミムシ族
アトワアオゴミムシ 1 1

ゴモクムシ族
ヒメゴミムシ 1 1
オオズケゴモクムシ 2 2
ニセクロゴモクムシ 1 1 2
コゴモクムシ 5 5
ヒメツヤゴモクムシ 1 1

スナハラゴミムシ族
オオスナハラゴミムシ 1 2 3

ナガゴミムシ族
コガシラナガゴミムシ 1 1

Sphodrini
セアカヒラタゴミムシ 2 2
ヒメクロツヤヒラタゴミムシ 1 1
マルガタツヤヒラタゴミムシ 1 1

マルガタゴミムシ族
Amara sp. 1 1

総種数 3 1 1 1 3 4 3 13
総個体数 3 1 1 1 3 9 5 23

表 2．本研究の PT および BPT 調査によって各サイトで採集されたオサムシ科甲虫の個体数
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　一方で，草地嗜好性を示すとされるゴモクムシ族とマ
ルガタゴミムシ族のゴミムシ類が本調査で新たに確認さ
れた。ゴモクムシ族の中で最も多く確認されたゴモクム
シ属 Harpalusは，ゴミムシ類の中でも強い草地環境へ
の選好性を示すとされる（多和田 , 2009; 平松 , 2004）。
同様に，マルガタゴミムシ族の代表的な種であるマルガ
タゴミムシ Amara chulcites Dejeanは，草地や耕地などに
生息し，湿潤地ではなく，直射日光がよく当たるような
乾燥地を好むとされており（井上 , 1972），本キャンパ
スの解放的な草地で多く確認されたマルガタゴミムシ類
Amara spp.についても同じような環境を好むことが予想
される。キャンパス建設前に比べて，現在のキャンパス
内では不定期かつ大規模な草刈り管理によって，解放的
で比較的乾燥した草地環境が多く維持されており，この
ことがこれらのグループの増加要因であると思われる。
また，この 2つのグループは飛翔能力が高い種を多く含
んでおり（渋谷ほか , 2018），キャンパス造成後に周囲
の環境から新たに移入しやすかったこともこの変化に影
響している可能性がある。
　キャンパス建設前（1986年）と建設後（2019年）の間
の地表徘徊性甲虫の共通種はわずか 2種のみであり，入
れ替わり率は約 94%と高かった。青森（2004）は石川県
金沢市丸の内の金沢城公園における大規模工事がゴミム
シ類に与えた影響を調べ，1999年と 2000年の間で 45 %，
2000年と 2002年の間で 46 %，2002年と 2003年の間で
56 %の入れ替わり率を報告している。また，国立科学博
物館の付属施設である東京都目黒区の自然教育園で実施
された調査でも，2007年と 2016–2018年の間での入れ替
わり率は約 79 %と推定されている（野村ほか , 2019）。
これら先行研究の調査結果と比較しても，本研究の入れ
替わり率は高い値であった。本研究の場合，33年という
非常に長い時間が経っていること，1986年の調査が様々
な分類群を同時に対象とした環境アセスメント調査の過
程で行われたものであり，地表徘徊性甲虫についての調
査が網羅的ではなかったと思われることも影響した可能

性がある。さらに，1986年のピットフォールトラップの
位置はキャンパス中央の尾根や谷戸部周辺に集中してい
たが（図 1），これらはキャンパス建設で完全に消失した
エリアであり，本研究の調査場所とは対象エリア自体が
大きく異なることも高い入れ替わり率に影響しているか
もしれない。また，本研究におけるシデムシ科の甲虫は
オオヒラタシデムシしか捕獲されなかったが，シデムシ
類は通常，腐肉によるトラップが一般的である（上田 , 
2015, 2020）。本研究では腐肉を用いていないことから，
潜在的に個体数が多いと考えられるオオヒラタシデム
シを除き，本来腐肉に誘引されるシデムシが採集されな
かったことも考えられる。しかし，上述したように特定
の環境を嗜好する多くの地表徘徊性甲虫が実際の環境変
化に対応する形で増減していることも考慮すると，キャ
ンパス建設という大規模な環境改変が地表徘徊性甲虫相
に与えた影響はかなり大きかったと思われる。

採集個体数の極端な少なさ
　本研究において捕獲できたオサムシ科甲虫は，計 24
種 83個体と個体数が少なかった。調査で用いたトラッ
プ数，設置数がともに少ないことは原因の一つとして考
えられるが，調査数の少ない先行研究と比較しても，本
研究のオサムシ科甲虫の採集数はかなり少ない。例えば，
多和田（2009）による混生林と牧草地でのオサムシ科甲
虫調査では，20個のトラップを 1列に設置し約 48時間
後に回収した調査を 2回実施して，27種 1,110個体が採
集されている。本研究で行った崖崩し調査で得られたオ
サムシ科甲虫の個体数も少なく（8種 36個体），トラッ
プ設置数や設置回数，ベイトの種類などの調査方法の影
響は否定できないものの，オサムシ科甲虫の個体数を減
少させる何らかの要因の存在が予想される。ここでは殺
虫剤の使用や人工物（特に側溝）による移動の阻害，哺
乳類による捕食圧の影響について検討を行った。
　現在のキャンパスの植生で「その他（建物・園地など）」
に分類されている面積は全体の 62.3 %を占めており（図
1），その周辺では年 1回程度，アブラムシや毛虫などが
発生した際に 500 mL程度の殺虫剤が散布されている（神
奈川大学 , 私信）。殺虫剤は，アセフェート（オルトラ
ン粒剤），フェニトロチオン（スミチオン乳剤），マラチ
オン（マラソン乳剤）の 3種類が，年ごとに種類を変え
て使用されている。各殺虫剤はオサムシ科甲虫に有害で
あり，散布を受けると死亡率が高まることが報告されて
いる（Quinn et al., 1991; Walsh et al., 1993; Ito et al., 2010; 
河野 , 2011）。殺虫剤の散布が行われている建造物周辺や
園地はもちろん，そのすぐ近くの森林や草地環境でもオ
サムシ科甲虫は悪影響を受けて個体数が減少している可
能性がある。
　草地環境の多くや建設後に植栽あるいは拡大した森林
は，盛り土や切り土の上に位置しており，10–15 m× 5 
mごとに覆いのない U字溝でエリアが格子状に区画化
されている。オサムシ亜科甲虫の U字溝からの脱出能力

植生区分 面積
（m2）

割合
（%）

（建設前）
　森林 247,151 83.9

　草地 12,168 4.1

　湿地（水田含む） 35,229 12.0

（現在）
　森林（建設前から維持） 57,756 19.6

　森林（植栽あるいは建設後に増加） 28,944 9.8

　草地 19,242 6.5

　湿地 5,139 1.7

　その他（建物・園地など） 183,616 62.3

表 3．キャンパス建設前と現在における植生面積とその割合



85

を実験的に調べた研究によると，スロープなどの落下し
た小動物の脱出対策が施されていない U字側溝でのオサ
ムシ亜科甲虫の脱出は困難であることが報告されている
（山田ほか , 2013）。したがって，建設後に自然環境が戻っ
たかのように見える森林や草地環境でも，地表徘徊性甲
虫の移動の障壁となる側溝が多数存在しており，見かけ
ほどオサムシ科甲虫にとっての好適な生息地は回復して
いないのかもしれない
　また，本調査で動物の被害を受けたトラップ数は全体
の約 3分の 1を占めており（図 3），被害を受けたコップ
やトラップ周辺の様子から中型哺乳類の影響が大きいこ
とが示唆された。本キャンパス内でのカメラトラップに
よる哺乳類調査では，キャンパス全域で多くの中型哺乳
類（特にタヌキ）が確認されており（岩崎ほか , 2021），
今回の結果とも一致する。タヌキとハクビシン Paguma 
larvataの糞内容物分析では，アオオサムシなどの地表
徘徊性甲虫の一部が見つかっており（松本・浜口 , 1990; 
酒向ほか , 2008; 吉野・萩原 , 2010），本キャンパスでも
オサムシ科甲虫が捕食されている可能性が考えられる。
建設前と比べて中型哺乳類による捕食圧が増加したかど
うかは不明だが，キャンパス内におけるオサムシ科甲虫
が生息可能な自然環境が小規模かつ断片化されたものに
なっていることと合わせて考えると，小規模化や断片化
の著しい一部の場所では大きな影響を及ぼしている可能
性がある。
　既に述べたように，現在の森林（建設前から維持）や
湿地は，キャンパス建設前と比較してかなり狭くなって
いる。さらに，建物周辺や園地での殺虫剤の使用や，U
字溝や中型哺乳類の捕食圧などが複合的に働くことで，
キャンパス内はオサムシ科甲虫の長期的な生息地として
好適ではない環境となっていることが考えられる。また，
キャンパス周辺地域の自然環境は建設前から大きく変化
していないが，キャンパス外周に沿って囲むように道路
や集落が存在しており，飛翔能力の低い地表徘徊性甲
虫がキャンパス内へ侵入することは困難であると思われ
る。そのため，キャンパス建設時に減少したオサムシ科
甲虫の個体数の回復には時間がかかり，上述した複合要
因による悪影響もあって，現在も少ないままなのかもし
れない。
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酒匂川（神奈川県）で採集された
外来種ミズワタクチビルケイソウ

洲澤　譲・洲澤多美枝

Yuzuru Suzawa and Tamie Suzawa: An alien diatom species, Cymbella janischii 
(A.Schmidt) De Toni 1891 (Cymbellales: Cymbellaceae) collected 

from Sakawa River in Kanagawa Prefecture, Japan

緒　言

　川底の石表面には光合成を行う無数の微細な藻類が着
生している。その代表的な分類群の一つが珪藻で，単細
胞生物ながら多様な殻形態に基づく多数の種が記録さ
れ，環境評価や水質判定などに利用されている。
　珪藻における外来種問題は 2004年以降，ニュー
ジーランドの河川におけるディディモ Didymosphenia 
geminata （Lyngbye）Mart. Schmidt 1899 の大発生により警
戒され始め（Spaulding & Elwell, 2007），我が国でも 2006
年から北米原産の Cymbella janischii (A.Schmidt) De Toni 
1891 が九州地方の筑後川水系へ侵入し，大発生してい
ることが判明した（洲澤ほか，2011）。以後，九州地方
のみならず関東および中部地方でも本種の確認報告が相
次ぎ，分布が拡大している（壁谷ほか，2013; 信濃川中
流域水環境改善検討協議会，2015; 洲澤・洲澤，2015; 芦
澤・加地，2018; 里見ほか，2018; 久下ほか，2019; 堀内，
2020; 増田ほか，2020）。Cymbella janischii の発達した群
体は汚水性細菌のミズワタ Sphaerotilus のように見える
ことから，ミズワタクチビルケイソウという和名が提唱
されている（洲澤・洲澤，2015）。本種は大発生すると
河床を厚く覆い，景観の悪化や河川生態系への悪影響が
懸念されるため，拡散防止が呼びかけられている（洲澤・
洲澤，2018; 赤司ほか，2019）。
　神奈川県の中央部を流れる相模川水系では，2010年
に上流側の山梨県で採集記録があり（奥，2010），その
後，下流側の神奈川県から著者らが出現を報告した（洲
澤・洲澤，2018）。多摩川水系では東京都側で確認され
ているが，下流の神奈川県側は記録がない（里見ほか，
2018）。
　今回，神奈川県下の酒匂川水系で，本種が顕著に生育
している状況を確認したので報告する。また県外地域に
ついても，これまで調べた結果等から本種の全国的な分
布状況をまとめた。

材料と方法

　酒匂川水系では 2020年 1月 23日に酒匂川本川中流の
栢山頭首工付近，本川上流に近い山北発電所付近，支川
河内川の三保ダム（丹沢湖）下流，支川滝沢川下流，支
川塩沢下流を調査した。
　本種は増殖すると，直径 1～数 cm程度の塊状の群体
や河床の石を覆うように広がるマット状の群体を形成
し，目視観察で群体の有無を確認することができる。こ
のような群体を見つけた場合は，その一部を摘み取り試
料とした。群体が確認できない場合は，平瀬にある石を
拾い，ナイロンブラシで表面を擦り落として付着物を採
取した。どちらの試料にもフォルマリン水溶液を 5 ％濃
度となるように加えて固定し , 生物顕微鏡下で本種の生
細胞の有無を確認した。採集時の水質環境は東亜ディ
ケーケー社製 CM-21Pを用い，水温と電気伝導度を測定
した。電気伝導度は水中の電解質濃度に連動し，汚濁や
塩分混入の目安となる。
　酒匂川産の液浸標本は国立科学博物館植物研究部に登
録（TNS-AL-58975）した。
　上記の酒匂川での調査に並行して，本種の全国的な確
認状況を明らかにするために，これまで筆者らが行った
全国の河川での調査結果や，私信を含む文献調査による
情報をとりまとめた。なお，この現地調査は，従来の本
種の記録は九州と関東から中部地方に集中する傾向が認
められたため，未調査地点が多く九州に近い中国および
四国地方を重点的に行った。

結　果

酒匂川における確認状況
　調査を行った 5地点のうち，酒匂川本川中流の神奈川
県足柄上郡大井町金手（北緯 35° 19′ 43″，東経 139° 8′ 23″，
図 1）にある栢山頭首工の直下流で本種の生育を確認した。

原著論文
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頭首工に繋がる左岸側のコンクリート河床に直径 1–2 cm
の塊状群体（図 2）が 10個程度付着していた。これを生
物顕微鏡下で観察したところ本種の生細胞が多数確認さ
れた（図 3）。確認地点の水深は 30–40 cm，流速は 40–50 
cm/sで，調査時の水温は 9.2 ℃，電気伝導度は 15.2 mS/m, 
濁りはない状態だった。
　同日，調査を実施した他の 4地点では，本種は確認で
きなかった。調査時は令和元年台風 19号の被害が残っ
ていた時期で，濁りやシルトの堆積が見られた。

全国的な確認状況
　現地調査と私信を含む文献調査による全国的なミズワ
タクチビルケイソウの確認状況を表 1及び図 4に示す。
図 4には現地調査で本種が未確認の場所も示した。また
富士川水系の 4河川は地点名が不明のため図 4にプロッ
トしなかった。本種はこれまで国内の 24水系で確認さ
れている。九州と関東から中部に分布が集中し，中国お
よび四国地方の河川からは現地調査によっても確認され
ず，近畿地方や北海道からも記録がなかった（図 4）。
　現地調査時の水温と電気伝導度の計測結果を示し，本
種の出現を確認した地点での結果を表 2に，全域が未確
認だった中国および四国地方の地点での結果を表 3に分
けて比較した。水温は，確認地点が平均 14.2 ℃（5.0–21.1 
℃）に対し，未確認地点は平均 14.9 ℃（6.5–26.6 ℃）で

図 1．酒匂川の確認地点（○：採集箇所；←：流れの方向）.

図 2．ミズワタクチビルケイソウ Cymbella janischii の群体，
長さ約 30 mm ，2020 年 1 月 23 日，酒匂川 .

大きな違いは認められなかった。電気伝導度は，確認地
点が平均 11.8 mS/m （5.2–16.6 mS/m）に対し，未確認地
点は平均 9.9 mS/m（4.8–19.8 mS/m）で，大きな違いは認
められなかった。

考　察

　神奈川県では，横浜市により 1973年からの長期にわ
たる付着藻類調査結果が公開されており，膨大な出現記
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図 3．ミズワタクチビルケイソウ Cymbella janischii の細胞，固定標本，酒匂川産．スケールバー：100 µm.

図 4．ミズワタクチビルケイソウ確認状況．●：著者らが確認できた地点；○：文献等による確認情報；
×：調査時未確認地点．地点番号は表 1 参照 .
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表 1．ミズワタクチビルケイソウの各河川での確認初出年．出典は表末尾の註を参照

水系名 河川名 確認市町村
確認年 地点番号

（図 1） 出典
2006–2010 2011–2015 2016–2020

雄物川 横手川 秋田県横手市 2020 1
阿武隈川 摺上川 福島県福島市 2018 2

堀川 福島県西白河郡西郷村 2020 3
阿賀野川 鶴沼川 福島県岩瀬郡天栄村 2019 4 a
信濃川 信濃川 新潟県十日町市 2014 7 b

千曲川 (信濃川） 長野県上田市 2014 8 b
所沢川 長野県東御市 2019 9 c
奈良井川 長野県塩尻市 2019 10 d
相木川 長野県南佐久郡小海町 2019 11 d

庄川 用水路 富山県砺波市 2019 12 e
九頭竜川 石徹白川 福井県大野市 2018 13
那珂川 那珂川 栃木県那珂川町 2019 6

黒川 福島県西白河郡西郷村 2020 5
利根川 利根川 群馬県前橋市 2018 15 f

鬼怒川 栃木県日光市 2017 14
神流川 群馬県多野郡上野村 2018 25 f
碓氷川 群馬県安中市 2018 16 f
烏川 群馬県高崎市 2018 17 f
赤谷川 群馬県利根郡みなかみ町 2018 18 f
発知川 群馬県沼田市 2018 19 f
蓮根川 群馬県沼田市 2018 20 f
片品川 群馬県沼田市 2018 21 f
桐生川 群馬県桐生市 2018 22 f
渡良瀬川 群馬県桐生市 2018 23 f
温川 群馬県吾妻郡東吾妻町 2018 24 f

荒川 浦山川 埼玉県秩父市 2013 26 g
多摩川 多摩川 東京都青梅市 2015 27 h

玉川上水 東京都福生市 2017 28
案内川 東京都八王子市 2019 29
浅川 東京都日野市 2019 30 i
秋川 東京都西多摩郡檜原村 2019 31 i

相模川 桂川（相模川） 山梨県大月市 2010 32 j
相模川 神奈川県相模原市 2018 33

酒匂川 酒匂川 神奈川県足柄上郡大井町 2020 34
富士川 釡無川 (富士川 ) 山梨県北社市 2019 k

芝川 静岡県富士宮市 2015 35 l
荒川 山梨県甲府市 2017 36 m
笛吹川 山梨県笛吹市 2018 n
須玉川 山梨県北社市 2018 n
塩川 山梨県北社市 2019 k

天竜川 天竜川 静岡県浜松市 2018 37 l
横川川 長野県上伊那郡辰野町 2019 38 d
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表 2．ミズワタクチビルケイソウ確認地点の現地計測データ

表 1．ミズワタクチビルケイソウの各河川での確認初出年（続き）

水系名 河川名 確認市町村
確認年 地点番号

（図 1） 出典
2006–2010 2011–2015 2016–2020

嘉瀬川 嘉瀬川 佐賀県佐賀市 2011 39

筑後川 大山川 (筑後川 ) 大分県日田市 2006 40

玖珠川 大分県日田市 2010 41

杖立川 熊本県阿蘇郡小国町 2011 42

赤石川 大分県日田市 2017 43

矢部川 矢部川 福岡県八女市 2011 44

菊地川 迫間川 熊本県菊池市 2012 45

大野川 緒方川 大分県豊後大野市 2017 46

緑川 緑川 熊本県上益城郡山都町 2011 47

御船川 熊本県上益城郡御船町 2011 48

五ヶ瀬川 五ヶ瀬川 宮崎県西臼杵郡日之影町 2012 49 l

三ヶ所川 宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町 2013 50

耳川 七ツ山川 宮崎県東臼杵郡諸塚村 2013 51

球磨川 球磨川 熊本県球磨郡水上村 2012 52 o

川内川 十曽川 鹿児島県伊佐市 2015 53

水系名 河川名 市町村名※ 調査年月日 水温
℃

電気伝導度
mS/m

阿武隈川 摺上川 福島県福島市飯坂町湯野 2018年 11月 8日 12.0 9.8
堀川 福島県西白河郡西郷村大字真船 2020年 6月 13日 17.8 12.7

那珂川 黒川 福島県西白河郡西郷村大字小田倉 2020年 6月 13日 17.7 9.6
多摩川 多摩川  東京都羽村市川崎 2019年 5月 2日 15.3 11.7

玉川上水 東京都福生市大字熊川 2017年 4月 14日 7.8 14.4
酒匂川 酒匂川 神奈川県足柄上郡大井町金手 2020年 1月 23日 9.2 15.2
筑後川 筑後川 福岡県朝倉市山田 2019年 4月 20日 16.4 14.2

玖珠川 大分県日田市大字日高 2011年 2月 23日 10.7 16.6
矢部川 矢部川 福岡県八女市黒木町黒木 2014年 12月 14日 9.2 15.6
嘉瀬川 嘉瀬川 佐賀県佐賀市大和町大字川上 2019年 5月 22日 19.0 10.0
菊地川 迫間川 熊本県菊池市龍門 2015年 10月 26日 15.8 6.0
緑川 緑川 熊本県下益城郡美里町豊富 2019年 11月 7日 16.2 12.7

御船川 熊本県上益城郡御船町大字辺田見 2019年 10月 31日 17.7 12.3
大野川 緒方川 大分県豊後大野市緒方町原尻 2017年 5月 5日 21.1 16.0
五ヶ瀬川 三ヶ所川 宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町大字三ヶ所 2013年 2月 13日 5.0 7.4
川内川 十曽川 鹿児島県伊佐市大口小木原 2015年 5月 4日 16.3 5.2

平均値
（レンジ）

14.2
(5.0–21.1)

11.8
(5.2–16.6)

※ 同じ河川でも表１の初出地点とは異なる場合がある。

出典 : a: 鵜木（私信）; b: 信濃川中流域水環境改善検討協議会（2015）; c: 令和元年東御市議会９月定例会一般質問（ https://www.city.
tomi.nagano.jp/category/850/145947.html (accessed on 2020-March-20); d: 長野県市民タイムス 2019 年 8 月 29 日付け記事（外来の
藻奈良井川で確認）; e: 川口（私信）; f: 久下（2019）; g: 壁谷ほか（2013）; h: 真山（私信）; i: 増田ほか（2018）; j: 奥（2010）; k: 小川・
田中（2019）; l: 高橋（私信）; m: 芦沢・加地（2019）; n: 堀内（2020）; o: 一柳（私信）; 未記入 : 本研究 .
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録から外来種の侵入を容易に追跡できる体制が整ってい
る。ただし現在までのところミズワタクチビルケイソウ
は調査対象河川の鶴見川・境川・大岡川・帷子川・侍従川・
宮川水系では出現していない（横浜市環境科学研究所，
2016）。横浜市と同様に都市部を流れる多摩川では，里
見ほか（2018）によると 1982年には出現せず，2016年
に上流の和田橋から羽村堰（東京都内）で出現し，下流
の川崎市域では出現していない。これは増田ほか（2020）
による 2019年調査でも同様の傾向であった。
　県の中央部を流れる相模川水系では，比較的初期の
2010年から上流の山梨県大月市で採集記録があり，著
者らも 2018年に県内での出現を把握したが，その後現
地を訪れた際には見つからなかった。大洞沢など相模
川水系中津川の支川では出現記録がない（吉武・福島，
2007；有限会社佐藤ファーム，2019）。
　今回，本種を確認した酒匂川水系は県西部に位置し，
栢山頭首工付近は本川の中流部にあたる。静岡県側を含
む上流域ではこれまで記録はなく，本調査でも他の地点
では見つかっていないため，単に流下で分布拡大したと
は考えにくく，確認された場所もしくはそのすぐ上流側
で侵入した可能性が高い。
　河川構造的にみた場合，本種はダムのような横断構造
物による減水区間で見つかることが多い（洲澤・鵜木（加
藤），2019）。このような流れの緩い環境では，群体が樹
枝状に発達する柄付着型の珪藻であるクチビルケイソウ
属 Cymbella が増加することを白鳥ほか（2008）が報告

しており，同じ柄付着型のディディモでも同様の傾向が
報告されている（Kirkwood et al., 2007）。
　全国的にみた場合，本種の主な確認地域は九州，関
東から中部地方で，これらの地域の間にある近畿およ
び中国，四国地方では類似する環境を調査しても見つ
かっておらず，風や水鳥等に付随する自然要因での分
布拡大は容易には起きていないと考えられる。九州お
よび関東から中部地方に共通する特徴としては，火山
が多く（中野ほか , 2013），それに起因する地下水（湧
水）が多い（Yamamoto, 1995）点が挙げられる。これま
で九州での観察では本種は夏場の高水温時に見つから
ず，主に上流部の低水温環境を好むと考えられるが，東
北以北での確認が少ないことから，過度な低水温は好ま
ない可能性があり，年間を通じ水温変化が少ない湧水環
境が生育に適していると推測される。また，これらの地
域では豊富な湧水を利用し，本種と原産地が重なるニジ
マス Oncorhynchus mykiss （Walbaum, 1792）が多く養殖さ
れ（農林水産省 , online），河川や釣り堀への放流も多い。
海外ではディディモなどの外来珪藻がマス釣り時の釣
具（ウェーダー・ブーツ・ボート等）に付随して拡散し
たと考えられており（Spaulding & Elwell, 2007; CT DEEP, 
2017），日本も遊漁や種苗放流，河川調査などが拡散に
関与していると考えられる。
　酒匂川は湧水が多いことで知られ，マス釣りが多く実
施されていることに加えて，栢山頭首工下は通常緩やか
な流れが維持されている点など本種の侵入や定着に適し

水系名 河川名 市町村名※ 調査年月日 水温
℃

電気伝導度
mS/m

斐伊川 斐伊川 島根県雲南市木次町里方 2014年 10月 19日 16.9 7.1
神戸川 神戸川 島根県飯石郡飯南町志津見 2014年 10月 24日 13.6 7.7
浜田川 浜田川 島根県島根県浜田市河内町 2017年 5月 8日 18.2 9.1
太田川 滝山川 広島県山県郡安芸太田町加計 2010年 9月 24日 22.8 5.1
芦田川 芦田川 広島県世羅郡世羅町大字伊尾 2020年 4月 16日 10.7 6.9

芦田川 広島県府中市久佐町 2020年 4月 16日 12.7 9.9
深川川 深川川 山口県長門市深川湯本 2012年 4月 12日 15.2 9.2
阿武川 阿武川 山口県萩市川上 2019年 10月 22日 26.6 8.5

明木川 山口県萩市川上 2019年 10月 22日 15.7 8.7
物部川 物部川 高知県香美市土佐山田町佐野 2020年 4月 17日 12.8 19.8
仁淀川 上八川川 高知県吾川郡いの町柳瀬上分 2012年 10月 12日 16.4 5.2
松田川 松田川 高知県宿毛市橋上町神有 2012年 10月 13日 17.7 4.8
那賀川 那賀川 徳島県那賀郡那賀町桜谷 2020年 4月 17日 14.6 8.6

松葉谷川 徳島県那賀郡那賀町内山 2020年 4月 17日 13.3 8.9
肱川 肱川 愛媛県大洲市肱川町宇和川 2017年 2月 2日 9.0 10.9
吉野川 銅山川 愛媛県四国中央市新宮町新宮 2019年 1月 25日 7.8 18.7

馬立川 愛媛県四国中央市新宮町新宮 2019年 1月 25日 6.5 16.5
金倉川 金倉川 香川県仲多度郡まんのう町吉野 2020年 4月 16日 15.9 9.4

金倉川 香川県仲多度郡まんのう町真野 2020年 4月 16日 17.1 13.9
平均値
（レンジ）

14.9
(6.5-26.6)

9.9
(4.8-19.8)

表 3．ミズワタクチビルケイソウ未確認地点の現地計測データ（中国・四国地方）
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た条件が揃っていたと推定された。
　本種の分布拡大は，景観や河川生態系への影響が懸念
される。また，繁茂した時に放流アユの定着へ悪影響が
確認された事例（芦澤・加地，2018）や釣糸に絡む不具
合など（久下ほか，2019），内水面漁業への問題も顕在
化しており，状況把握や広い分野での対策への実施が必
要である。
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神奈川県の田越川感潮域から記録された希少貝類 3 種

山下龍之丞・山川宇宙・佐藤武宏

Ryunosuke Yamashita, Uchu Yamakawa and Takehiro Sato: Records of 
three species of endangered molluscs from Tagoe River estuary 

in Kanagawa Prefecture, central Japan

緒　言

　全国の干潟は，埋め立てや干拓などの人為的改変，さ
らには底質や水質の汚染などの影響を強く受け，多くが
消失またはその環境が悪化している（水産庁，2008；逸
見，2012）。神奈川県の相模湾内では，特にその傾向が
顕著であり，1994年時点で残存する干潟は，相模湾奥
に位置する相模川河口（当時泥干潟，現在は干潟面積が
かなり縮小し，底質も泥から砂に変化（山川，未発表）），
三浦半島の小田和湾（砂泥干潟），小網代湾（砂泥干潟），
諸磯湾（砂泥干潟），毘沙門湾（砂礫干潟）および江奈
湾（砂礫・泥干潟）のわずか 6地点に限られ，いずれも
5 ha以下の小規模なものとなっている（環境庁 自然保護
局，1994；NPO法人 OWS，online）。同時に，相模湾内
の干潟環境の砂礫・砂泥底に生息する生物も，その多く
が干潟の減少を受け，消滅あるいは著しく数を減らして
いる（葉山しおさい博物館，2001）。
　今回，著者らは神奈川県三浦半島に位置する田越川の
感潮域の干潟環境より，ユウシオガイ Moerella rutilaお
よび，ミヤコドリガイ Phenacolepas pulchella，ニッポン
マメアゲマキ Pseudogaleomma japonicaの貝類 3種の標
本を得た。いずれの種も生息環境が砂泥干潟に限定され，
相模湾内の干潟の減少により著しく個体数を減らしてお
り，2001年に出版された「相模湾レッドリスト」におい

ては，相模湾から消滅した種に選定されている（葉山し
おさい博物館，2001）。こうした状況から，まずは同湾
内における各種の現在の生息状況を詳細に把握し，保全
施策を検討していく必要がある。そこで本報告では，種
の保全に向けた基礎的な資料とするため，3種を記録し，
その生息状況を報告する。

材料と方法

　採集調査は，2018年 8月 26日，2019年 3月 9日，3
月 28日および 2020年 8月 30日の 4日間，神奈川県の
三浦半島北西部に位置し，相模湾に流入する田越川の感
潮域の干潟環境で行った（図 1）。調査は干潮時に，手
網（間口 33 cm，網目 2 mm）で底質ごと掬いとること，
あるいは干出した転石を捲ることで行った。採集された
貝類は保全のため少数のみを持ち帰り，持ち帰った個体
は 70 %エタノール水溶液で固定した後，デジタルノギ
スによる 0.1 mm単位での殻長（SL: shell length）の計測
および種同定を行った。エタノールで固定した個体はす
べて，神奈川県立生命の星・地球博物館の貝類標本資料
（KPM-NGL）として登録した。なお，同館における貝類
の標本番号は，電子台帳上はゼロが付加された 6桁の数
字が使われているが，本報告では，標本番号として有効
な下 3桁で表した。

原著論文

Abstract. The environment of the muddy tidal flat in Sagami Bay in Kanagawa Prefecture, central Japan, is getting 
critical because of the landfill, pollution, outflow of mud, and invasion of introduced species. The distinctive 
species that live in such an environment are in danger, and many of them are designated as endangered species or 
extinct species. In this study, three endangered species of molluscs, Moerella rutila, Phenacolepas pulchella, and 
Pseudogaleomma japonica, which were once designated as extinct species from Sagami Bay, were collected from 
the muddy tidal flat of the Tagoe River estuary that flows into Sagami Bay. However, the environment from which 
they were collected is scarce and is easily destroyed by human activities. Moreover, two species, among the three 
endangered species, only live in a reducing environment, which is rocks with a mud bottom. Thus, to preserve these 
species, environmental protection of the muddy tidal flat of the Tagoe River needs to be immediately promoted. 
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結　果

ニッコウガイ科
Tellinidae

ユウシオガイ
Moerella rutila (Dunker, 1860)

（図 2A）

　材料：KPM-NGL 128，1個体，16.6 mm SL，2018年 8
月 26日，手網，山川宇宙採集；KPM-NGL 129，1個体，
17.6 mm SL，2019年 3月 9日，手網，山下龍之丞採集．
　上記の標本個体はいずれも殻について，卵形であるこ
と，白色から淡い紅色であること，後背縁は直線的で後
端が裁断状であること，套線湾入は浅いことなどの特徴
から，松隈（2017a）にしたがって，ユウシオガイと同
定された。
　標本個体が出現した地点は，足が沈み込むような軟泥
が約 20–30 cm堆積する環境であった（図 3A）。この軟
泥環境は，干潮時には一部干出し，満潮時の水底付近の
塩濃度は 18‰であった。採集された個体数は，上記標
本個体も含め，各調査日につき 1–2個体と少なかった。
なお，同環境では，ヌノメアサリ Protothaca euglypta
（標本番号 KPM-NGL 166–168）やヒメシラトリ Macoma 
incongruaも採集された。
　本種は，日本，朝鮮半島，中国および台湾の東アジア
広域に分布し，国内では，陸奥湾から九州までの各地か
ら記録があるが（木村，2012），埋め立てや護岸工事に
起因する，本種が生息する内湾の砂泥干潟の減少に伴っ
て，全国で個体数が減少しており，「干潟の絶滅危惧動
物図鑑－海岸ベントスのレッドデータブック」では準絶
滅危惧種に指定されている（木村，2012）。また，相模
湾では，かつて三浦半島の河川の河口域から得られてい

たものの，やはり河川改修工事を中心とした人為的改変
に伴って見られなくなり，「消滅」の判定を受けている（葉
山しおさい博物館，2001）。その後，標本の有無は不明
であるものの，岸ほか（2013）により，相模湾内の小網
代湾から本種が再発見され，また，インターネット上に
おいても，近年，相模湾内の江奈湾から本種が得られた
との情報がある（NPO法人 OWS，online）。今回の田越
川からの記録は，本種が葉山しおさい博物館（2001）に
おいて「消滅」と判定されて以降，相模湾内における初
めての標本に基づく記録となる。
　本研究では，上述の通り，各調査日につき，上記標本
個体も含めて少数個体しか本種を確認することができな
かった。こうした状況から，本種は，田越川感潮域にお
いては，再生産しているかどうかは定かではない。加え
て，先述の通り，本種は相模湾からは一度絶滅した可能
性があるため，同湾内における最近の確認例は，より南
方から幼生が偶発的に加入し，成長した個体が確認され
ている可能性もある。しかし，仮に上記の場合であって
も，近年，相模湾内の複数地点で本種が再確認されてい
ることをふまえれば，同湾内の本種の個体数は確かに増
加傾向にあるといえ，今後，同湾内における定着地点の
形成および，さらなる個体数・確認地点数の増加も期待
される。

ユキスズメガイ科
Phenacolepadidae

ミヤコドリガイ 
Phenacolepas pulchella (Lischke, 1871)

（図 2B）

　材料：KPM-NGL 130–134，5個体，8.8–9.4 mm SL，2019
年 3月 28日，徒手，山下龍之丞採集；KPM-NGL 135–137，

図 1．A：田越川の位置，地図は Mirone（Luis, 2007）を用いて作成した；B：河口付近，点線で囲んだ範囲は調査区域を表す .
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3個体，8.8–11.4 mm SL，2019年 3月 9日，徒手，山下龍
之丞採集；KPM-NGL 190，1個体，8.9 mm SL，2020年 8
月 30日，徒手，山下龍之丞採集．
　上記の標本個体はいずれも，殻はやや細く，殻頂は後
端に位置すること，殻中央は良く膨れ，後部は良く湾入
すること，殻表は細かく密な放射肋があり，その肋は顆
粒状であること，内肋縁部後方に平坦部があること，生
時は殻表に還元鉄が付着し，茶褐色であったことなどの
特徴から，土屋（2017）にしたがって，ミヤコドリガイ
と同定された。
　標本個体が出現した地点は，干潮時に干出する，岸辺
近くの泥に 5–20 cm程と深く埋もれた直径 15–50 cm程
の転石の下面であり，還元的な環境であった（図 3B）。
生息密度は高く，一つの転石下面に 5–8個体見られるこ
とも多く，多い日には 20–30個体を観察できた。また，
本種が確認された転石裏からは，本種のものと思われる

20–30個の卵が，周囲の泥底からは 10–30個体の本種の
死骸が，本研究期間全体に渡り，継続的に見つかった。
　本種は，日本および朝鮮半島に分布する（早瀬，
2020a）。国内では，房総半島および佐渡から琉球列島に
かけて分布するが（早瀬，2020a），護岸工事の影響を大
きく受けて個体数を減らし，「干潟の絶滅危惧動物図鑑
－海岸ベントスのレッドデータブック」では準絶滅危惧
種に指定されている（福田・木村，2012）。また，相模
湾においても，やはり埋め立てなどの人為的改変による
生息地の消失に伴って個体数が減少し，1960年以降記
録されておらず，「消滅」の判定を受けている（葉山し
おさい博物館，2001）。その後，標本の有無は不明であ
るものの，岸ほか（2013）により，同湾内の小網代湾か
ら再び本種が得られている。今回の田越川からの記録は，
本種が葉山しおさい博物館（2001）において「消滅」と
判定されて以降，相模湾内における初めての標本に基づ
く記録となる。
　本研究では，上述の通り，多くの個体を確認すること
ができ，加えて，多数の本種の死殻および本種のもの思
われる卵が継続的に見つかっていることから，本種が田
越川感潮域の干潟環境において再生産している可能性は
高い。本研究において，本種の生貝は，岸辺近くの泥に
深く埋もれた転石下の還元的な環境で限定的に確認され
た。こうした転石下の還元環境を本種が好むことは，福
田・木村（2012）および早瀬（2020a）においても述べ
られているが，田越川感潮域の干潟環境において，同様
の環境はわずか 10数 m2の範囲にあるのみであり（図
3B），同地の本種個体群はかなり局在的に分布している
と言えるであろう。

ウロコガイ科
Galeommatidae

ニッポンマメアゲマキ
Pseudogaleomma japonica (A. Adams, 1862)

（図 2C）

　材料：KPM-NGL 138–143，6 個体，11.0–11.8 mm SL，
2019年 3月 9日，徒手，山下龍之丞採集（ただし，KPM-
NGL 138–140は殻の損傷が激しいため，SLは未計測）；
KPM-NGL 191，1個体，10.7 mm SL，2020年 8月 30日，
徒手，山下龍之丞採集．
　上記の標本個体はいずれも，殻は薄く白色で，前後縁
端が丸い楕円形であり，膨らみは弱いこと，殻表には僅
かな顆粒を備えること，鋏歯は小さく，腹縁は少し開き
刻まれないことなどの特徴から，松隈（2017b）にしたがっ
て，ニッポンマメアゲマキと同定された。
　標本個体が出現した地点は，干潮時は干出する転石の
下面もしくはその下であり，還元的な環境であった（図
3B）。上記標本個体を含む多くの個体は，泥に 5–20 cm
程と深く埋まる転石下面より前述のミヤコドリガイと同
時に得られたが，その周囲の砂礫に 1–3 cm程と浅く埋
まる転石下面からも 5–10個体が得られた。生息密度は

図 2．A： ユ ウ シ オ ガ イ Moerella rutile, KPM-NGL 129, 17.6 
mm SL, 2019 年 3 月 9 日 採 集；B： ミ ヤ コ ド リ ガ イ
Phenacolepas pulchella, KPM-NGL 190, 8.9 mm SL, 
2020 年 8 月 30 日 採 集；C： ニ ッ ポ ン マ メ ア ゲ マ キ
Pseudogaleomma japonica, KPM-NGL 191, 10.7 mm SL, 
2020 年 8 月 30 日採集 . いずれもエタノール固定後に，
山下龍之丞撮影 .
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高く，一つの転石下面から 3–4個体が見つかることも多
く，1日の調査で最大 20個体程観察することができた。
　本種は，日本および朝鮮半島に分布する（早瀬，
2020b）。国内では，房総半島および男鹿半島から九州に
かけて分布するが（早瀬，2020b），特に都市近郊におい
て，干潟環境の汚染の影響を受け，全国各地で個体数が
減少あるいは個体群が消滅しており，「干潟の絶滅危惧
動物図鑑－海岸ベントスのレッドデータブック」では準
絶滅危惧種に指定されている（山下，2012）。また，相
模湾では，かつて葉山や矢作，三戸から産していたが，
本種の生息に欠かせない飛び石状に分布する転石を備え
た干潟環境が今後の生息も見込めない程に減少したた
め，「消滅」の判定を受けている（葉山しおさい博物館，
2001）。その後，標本の有無は不明であるものの，岸ほか
（2013）により，相模湾内の小網代湾から本種が再発見さ
れ，また，インターネット上においても，近年，相模湾
内の江奈湾から本種が得られたとの情報がある（NPO法
人 OWS，online）。今回の田越川からの記録は，本種が葉
山しおさい博物館（2001）において「消滅」と判定され
て以降，相模湾内における初めての標本に基づく記録と
なる。
　上述の通り，本研究では，多くの個体を観察すること
が出来た。しかし，標本個体を含めいずれも殻長サイズ
はほぼ同じであり，本種が田越川感潮域の干潟環境にお
いて再生産しているかは定かではない。また，本種は，
付近に還元環境が存在し，海水または酸素の循環がある
きわめて特殊な環境に産するとされ（早瀬，2020b），本
研究においても，泥底の還元環境およびその周囲の砂礫
底の転石下から得られた。以上の環境は，田越川感潮
域の干潟環境においては約 20–30 m²と決して広くなく，
環境の微細な改変により，容易に消失し，本種の生息が

脅かされる恐れがあるため，生息環境の保全が強く求め
られる。

考　察

　近年，全国的に干潟の面積が著しく減少傾向にあるこ
とが問題視されている。水産庁（2008）によれば，日本
全国の干潟面積は，1978年には約 55,000 haであったも
のの，1998年には約 50,000 haまで減少した。逸見（2012）
も，「国内では，1945年以降に限っても，干潟の約 40 %
が埋め立てによって消失したと推定されている」と述べ
ている。また，残された干潟についても，ダム湖の建設
や川砂・海砂採集による底質の悪化，水質汚染，富栄養
化による赤潮，貧酸素水塊の発生，外来種の侵入などの
影響を強く受けて環境が悪化しており，干潟環境に生息
する多くの生物種が絶滅の危機にあるともされている
（逸見，2012）。
　このように全国的に干潟が危機的状況にある中にお
いて，特に相模湾では，1994年時点で干潟面積は非常
に小さく，24 haであるとされている（環境庁 自然保護
局，1994）。さらに，相模湾各地では，埋め立てや海岸
のコンクリート化，河川改修などの開発および海洋汚染
の進行が進行しており，干潟も含む自然海岸が，近年も
数多く消失している（葉山しおさい博物館，2001）。実
際，本研究を行った田越川感潮域においても，ユウシ
オガイ，ミヤコドリガイおよびニッポンマメアゲマキと
いった相模湾で消滅寸前の貝類が出現するような，汚染
されていない良質な泥で構成される河口干潟環境は，近
年執り行われた浚渫などの工事によって規模が縮小しつ
つあり，河川の左岸側に約 200 m2現存するのみであっ
た（図 1）。特に，ミヤコドリガイおよびニッポンマメ
アゲマキが多産する，還元的環境を有する転石帯は，現

図 3．採集地点の環境 . A：軟泥底環境；B：還元環境を有する転石帯 .
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存する干潟環境内のわずか 10–20 m2のみで見られた（図
3B）。早瀬（2020b）によれば，このような還元的環境
の転石下には，本研究で記録された種以外にも希少な種
（例えば，ツメナリミヤコドリ Phenacolepas unguiformis 
(Gould, 1859)，ヒナユキスズメ Ph. sp.およびシラギク
Pseudoliotia pulchella (Dunker, 1860)）が多く共存してい
るとされ，田越川感潮域の河口干潟環境においても継続
的な調査を行えば，さらなる種多様性が明らかになる可
能性がある。同時に，こうした転石帯を含む河口干潟環
境は，周辺部を含めた小規模の人為的改変で消失する恐
れが高く，これらの希少種の保全を行う上では，環境を
包括的に保全することが必要とされる（早瀬，2020b）。
既に干潟環境の規模が縮小しつつある田越川感潮域にお
いても，まずは，干潟環境が人為的改変により消失する
ことのないよう，まずは軟泥底環境や還元環境といった，
相互に影響し干潟を維持 , 形成している微環境，および
同環境を利用している多様な生物の存在を地域社会へ周
知する必要がある。
　また，本研究で記録された貝類 3種は，近年，田越川
感潮域のみならず，相模湾内の小網代湾や江奈湾の干
潟においても生息が確認されているが（岸ほか，2013；
NPO法人 OWS，online），同 2地点は，3種を「消滅種」
と選定した葉山しおさい博物館（2001）においても過去
に調査されている。さらに河辺・矢野（2018）によれば，
相模湾において，1970年以来確認されなかったフジナミ
ガイ Hiatula boeddinghausiなど他の貝類も近年に再確認
されている。これら結果が，相模湾において存続してき
た個体群が，近年その個体数を回復させたことによるも
のか，それとも，近年，より南方の生息地からの分散を
受けた結果によるものかは，現状判断するための情報に
乏しい。しかし，いずれの場合であっても，近年，相模
湾において，干潟に生息する希少貝類の個体数や生息地
点数が増加傾向にあることを強く示唆していることに変
わりない。こうした希少貝類の個体数や分布の動向をよ
り詳細に明らかにするため，今後，田越川感潮域の河口
干潟環境を含めた相模湾内に現存する干潟において，継
続的な採集調査を行っていくことが強く求められる。
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相模湾江の島沖からの原記載以来 79 年ぶりの
コトクラゲ Lyrocteis imperatoris の再発見

八巻鮎太・杉村　誠・伊藤昌平

Ayuta Yamaki, Makoto Sugimura and Shouhei Ito: Ctenophore Lyrocteis imperatoris 
rediscovered from the type locality, the Sagami Bay, 

after 79 years since the original description

緒　言

　 コ ト ク ラ ゲ Lyrocteis imperatoris は 有 櫛 動 物 門
Ctenophora 有 触 手 綱 Tentaculata ク シ ヒ ラ ム シ 目
Platyctenidaコトクラゲ科 Lyroctenidae コトクラゲ属
Lyrocteis に属する動物であり，本属に含まれる種は，本
種 と Lyrocteis flavopallidus（Robilliard & Dayton, 1972）
の 2種のみであることが知られている。わが国で出現
報告のある種はコトクラゲ 1種に限られるが（N., 1896; 
Komai, 1941; Fujiwara et al., 2007; JAMSTEC, 2013; 山内ほ
か , 2017; 図 1），近年浅海で未記載種の可能性のある個
体の採集報告もある（峯水ほか , 2015）。本種を含むクシ
ヒラムシ目は海底で付着生活を営む能力を有するという
点において，他の多くの有櫛動物と異なり特異的である
（峯水ほか，2015）。その中でもコトクラゲ科は深海性で
特に大型になる（峯水ほか , 2015）。
　本種は 1941年に相模湾江の島沖 3.6 km，水深 70 mの
海域から 7個体が採集され，それらの標本を基に新種
記載された（Komai, 1941）。Komai（1941）は同時に，
1896年に採集され，未知の分類群として報告されてい
た生物について（N., 1896），その形態のスケッチや採集
時の状況から本種の初採集記録であったと指摘してい
る。N.（1896）による採集個体の産地について，Komai
（1941）には「Sagami Bay」と記されているが，N.（1896）
および臨海生（1882）によると，房総半島南端西方沖の
沖ノ瀬（沖ノ山）であったと思われる。沖ノ瀬は相模灘
を含めたいわゆる広義の相模湾，すなわち伊豆半島石廊
崎，伊豆大島の南端，房総半島野島岬で囲まれた海域で，
東京湾を除いた範囲には含まれるが，相模灘を除いた狭
義の相模湾，すなわち三浦半島先端の城ヶ島と真鶴岬を
結ぶ線の北側の海域には含まれない（武田ほか , 2006）。
しかし，これまで相模湾産の海洋生物を扱った図鑑では
原則として昭和天皇の採集海域を含め，広義の相模湾を
採用しているため，本報もそれに従う（国立科学博物館

編 , 2007; 今原ほか , 2014）。
　その後，2005年に鹿児島県野間岬沖で再発見されるま
での 64年間，わが国での本種の採集記録は全くなかっ
た（Fujiwara et al., 2007）。しかし，野間岬沖での再発見
以降は伊豆大島南沖大室ダシ，駿河湾，沖縄県恩納村沖
など複数の採集報告がある（JAMSTEC, 2013; 山内ほか , 
2017）。それらはいずれも無人探査機（ROV）を用いた
調査によるもので，採集と同時に生息環境の観察が行わ
れている。また，近年は実験室内での成体の飼育のほか，
実験室内で成体からの幼生の放出と成長が記録されるな
ど，生活史に関する研究が進められている（足立ほか , 
2008; 山内ほか , 2017）。
　他方，相模湾では，本種のタイプ産地でありなが
ら，Komai（1941）の原記載以降の採集記録がない。
また，相模湾における本種の採集はダボ縄漁（ギス
Pterothrissus gissuを狙った底延縄漁）およびドレッジに
よるものであり（N., 1896; Komai, 1941），生息環境に関
する情報は同時に採集された付着基質など断片的な記録
に限られ，本海域で本種とその生息環境を同時に記録し
た例はない。
　今回，相模湾江の島沖の水深 130 mの岩礁域における
水中ドローン（小型 ROV）を用いた調査で，Komai（1941）
の原記載以来 79年ぶりにコトクラゲを再発見および採
集し，同海域における本種の生息環境について初めて映
像および画像で記録し，明らかにしたので報告する。ま
た，採集個体の飼育下での行動から示唆される生態を考
察する。

材料と方法

　2020年 7月 30日に江の島湘南港（神奈川県藤沢市）
の釣り船「でいとう丸」（12トン）を傭船し，江の島沖
南西約 5 km（35° 14’ N, 139° 27’ E, 図 2）の水深約 100 m
から 300 mまで一気に落ち込む急斜面のポイントで，水

原著論文
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図 1．わが国におけるコトクラゲの出現記録 .

図 2．江の島南西沖約 5 km（35° 14.822N, 139° 27.225E）の調査海域．周辺は水深約 100 m から
約 300 m まで一気に落ちこむ急斜面の海域 .
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深約 120–140 mの海底の潜航調査を実施した。
調査には水中ドローン DiveUnit300（DU300）（FullDepth
　東京）（図 3）を用いた。ケーブル長は 300 mで，上
記ポイントで水中ドローンを着水させ，すぐに潜航，海
底を視認したのち，生物を観察しながら海底に沿って浅
い方へ向かって移動した。同様の方法で合計 6潜航し，
水深 115–141 mで，7–24分の観察を行い（表 1），同時
に生物の採集を実施した。採集には DU300に搭載した
マニュピレータを用いた（図 3白矢印）。
　DU300に搭載したカメラで撮影した映像をハードディ
スクへ録画し，調査後に録画映像を元に出現生物の解析
を行った。各潜航で，全体がはっきりと映っている生物
を出現生物とし，映像のみで種まで同定できた生物を除
いて，同定できる最下位の分類群までの同定とした。
　採集したコトクラゲは新江ノ島水族館に設置した容
積約 2,000 Lの重力ろ過装置付きの水槽に収容し，飼
育・展示を行った。また水槽内には 3台の水中ポンプ
Rio+180（神畑養魚株式会社　兵庫）を設置して水流を
作り，水温は 14 ℃に保った。餌として毎日 1～数回，
冷凍ナンキョクオキアミおよび冷凍アミをミンチ状にし
たものを腕の先へスポイトで吹きかけた。

結　果

　6潜航で少なくとも 9動物門 14綱の生物が出現し（表
2）， 3潜航で各 1個体，合計 3個体のコトクラゲを確認し，
うち 2個体（B個体，C個体）を採集した（表 3）。採集
した 2個体のコトクラゲの全長は，いずれも約 12 cmだっ
た（表 3）。
　コトクラゲを観察した水深帯は 130–134 m，水温帯は
15–16 ℃だった（表 3）。全個体を岩礁域の急斜面，ある
いは斜面の途中に位置する砂泥底に岩が散在するレッ
ジ（岩棚）で確認し，ヤギ類の骨軸または岩に直接付
着していた（表 3，図 4）。レッジの際にはトリノアシ
Metacrinus rotundusが群生していた（図 5）。
　採集した B，C，2個体のコトクラゲのうち，B個体は
搬入翌日に死亡した。C個体は 2020年 9月 9日に死亡
するまで 41日間生存した。C個体については，飼育中
に水槽内のヤギ類の骨軸に付着する様子を観察した。ま
た，時折左右の腕の先から 1本ずつ，2本の触手を 1 m
以上伸長させた（図 6）。さらに，伸びた触手を水流にの
せて浮遊（図 7），移動し，その後ヤギ類の骨軸にからまっ
た触手を収縮させ，体を引き寄せて骨軸に付着する行動
を呈した（図 8）。

考　察

　相模湾における調査研究の歴史は 140年あまりと長
く，わが国のみならず世界でも屈指の研究が盛んな海域
である (国立科学博物館編 , 2007)。しかし，コトクラゲ
の出現は原記載論文に記された 2記録のみにとどまる
（N., 1896; Komai, 1941）。
　今回，江の島沖南西約 5 km，水深 130–134 mでコト
クラゲ 3個体を観察，うち 2個体を採集した。これは
相模湾におけるコトクラゲの出現記録として，Komai
（1941）の 2記録に次ぐ 79年ぶり 3回目であり，原記載
以来初となる。
　今回の採集地は Komai（1941）で報告されている模式
産地から約 1.4 kmの距離に位置する。模式産地周辺は
ヒラモンと呼ばれ，トリノアシ類が豊富に出現する海域
の一部あるいは近傍であるという（Komai, 1941; 駒井 , 
1952）。今回もトリノアシの群生を確認しており（図 5），
今回の採集地と模式産地について，水深帯は異なるもの
の，出現生物は類似した傾向を示した。さらに今回の採
集地は他にも樹手目のナマコ類やカイメン類，ヤギ類な
ど小型プランクトン・懸濁物食の生物が多数出現し（表
2），この周辺は潮通しのよい海域であることを示してお
り，同様の食性とされるコトクラゲの生息にも適してい
ると考えられる。
　今回観察・採集したコトクラゲは岩礁域の急斜面ま
たは急斜面の途中の岩が散在するレッジに出現し，ヤ
ギ類の骨軸または岩に直接付着していた（表 3，図 4）。
Komai（1941）に記された 7個体については付着基質の

図 3．調査に使用した水中ドローン DiveUnit300．本体サイズ：
410 x 375 x 639.5 mm．重量：28 kg．マニュピレータを
搭載（白矢印）．

表 1．江の島南西沖薬 5 km の海域における潜航調査
の観察時間と観察水深

潜航 No. 観察時間（分） 水深（m）
1 24 126–138

2 11 119–123

3 18 115–116

4 23 131–132

5 7 132–137

6 12 130–141
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表 2．今回の調査海域における 6 潜航で確認した出現生物リスト．潜航 No. ごとに示し，各潜航における数字はそれぞれの動物の確
認回数を表す

表 3．今回の調査海域で確認したコトクラゲの観察・採集結果．全長は採集後に測定した

門 綱 目以下の分類群 潜航 No. 合計
1 2 3 4 5 6

海綿動物門 六方海綿綱 1 3 4
有櫛動物門 有触手綱 コトクラゲ * 1 1 1 3
刺胞動物門 花虫綱 キサンゴ科の一種 1 1 1 3 1 7

イソギンチャク目の一種 1 2 3
ウミエラ目の一種（ウミエラ類） 1 1 2
ウミエラ目の一種（ウミサボテン類） 1 1
ウミトサカ科の一種 2 2
ハナギンチャク科の一種 1 1 2
ウミトサカ目の一種（ヤギ類） 2 2 4

苔虫動物門 裸喉綱 唇口目の一種 1 1
軟体動物門 二枚貝綱 1 1
環形動物門 ** ケヤリムシ科の一種 1 1
節足動物門 軟甲綱 ジンケンエビ属の一種 2 2

クモガニ科の一種 1 1
コブシガニ科の一種 1 1
オオコシオリエビ * 2 2

棘皮動物目 ウミユリ綱 トリノアシ * 1 3 4
ウミシダ目の一種 1 1

クモヒトデ綱 クモヒトデ目 1 1
ツルクモヒトデ目の一種（テヅルモヅル類） 1 1

ウニ綱 1 1
オウサマウニ目の一種 1 2 3
オーストンフクロウニ * 1 1 1 3

ナマコ綱 樹手目の一種 1 1 1 3
オキナマコ * 1 1 2

脊索動物門 ホヤ綱 マメボヤ科の一種 1 1
軟骨魚綱 ツノザメ属の一種 1 2 3
硬骨魚綱 ダイコクサギフエ * 1 1

フサカサゴ科の一種 1 1
カナド * 1 1
アズマハナダイ * 5 1 3 4 7 20
ハナダイ亜科の一種 2 2 4
アカトラギス * 1 1 1 3
オキトラギス * 2 1 1 4
リュウグウハゼ * 1 1 2

* 動画で種まで同定できた動物
** 環形動物門の下位分類群は再編中のため特定の綱は記載しなかった

個体 No. 潜航 No. 全長 体色 水深 水温 底質 付着基質 採集時の状態

A 1 - 白色 134 m 15 ℃ 急斜面 ヤギ類の骨軸 未採集

B 5 12 cm 白色に赤褐色の大斑紋 132 m 16 ℃ 急斜面のレッジ ヤギ類の骨軸 右腕部断裂

C 6 12 cm 白色に赤褐色の小斑紋 130 m 16 ℃ 急斜面のレッジ 岩 基部欠損
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図 4．今回の調査海域で確認したコトクラゲの海底での様子．図 A から C は表 3 の個体 No. A–C と対応．

図 5．水深 131 m 付近のレッジの際に見られたトリノアシの群生（第 4 潜航目）．

記載がないが，海底は砂泥底に岩が散在するがれ場であ
るという（駒井 , 1952）。N.（1896）に記された 1個体に
ついては海柳（スケッチからはヤギ類あるいはツノサン
ゴ類と思われる）の骨軸に付着していたと報告されてお
り，付着基質については今回と類似している。鹿児島県
野間岬沖での出現個体についても同様にヤギ類の骨軸に
付着していた他，カイメン類，ウニ類，コンクリートブ
ロックやロープに付着している（Fujiwara et al., 2008）。

また，駿河湾での出現個体についてはヤギ類に付着して
おり（山内ほか , 2017），伊豆大島南方の大室ダシでの
出現個体については海底に散在する石に付着している
（JAMSTEC, 2013）。以上より，本種は特定の選択性はな
いが，周囲よりやや突出した構造物を付着基質として選
ぶ傾向がある。これはより高い位置で水流を受け，餌と
なるプランクトンをとらえやすくしていると考えられ
る。
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図 6．水槽内に設置したヤギ類の骨軸に付着し，左右の腕から触手を伸長させるコトクラゲ C 個体．

図 7．腕から伸長させた 2 本の触手を水流に乗せて（白矢印），水槽内を浮遊するコトクラゲ C 個体．
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図 8．浮遊するコトクラゲ C 個体が触手を用いてヤギ類の骨軸に付着する様子．1：ヤギ類の骨軸にからまった腕部からのびる触手（白
矢印）を収縮させ，赤矢印の示す方向に体を引き寄せた；2：腕部が骨軸に到達した（白矢印）；3：腕部のひだ状構造で骨軸に
付着した（白矢印）．

　今回，飼育下において，コトクラゲが腕の先から伸長
させた触手を水流に乗せて自身の体を浮遊させる様子を
観察した（図 7）。さらに，浮遊中に触手がヤギ類の骨
軸にからみ，その状態で触手を収縮することによって自
身の体を骨軸へ引き寄せ，付着するという行動が見られ
た（図 8）。コトクラゲは伸長させた触手に餌を付着させ，
体の方へ引き寄せるという摂食方法が知られている（足
立ほか , 2008）。一方今回の観察は，本種が触手を摂食の
ためだけでなく，移動のためにも使用されていることを
示唆している。今回の生息域での観察結果や（表 3, 図 4），
過去の記録（N., 1896; Fujiwara et al., 2008; JAMSTEC, 
2013; 山内ほか , 2017）でコトクラゲが付着基質として
いる構造物は，周囲よりやや突出しており，流された触
手がからまりやすいと考えられる点からも，これは矛盾
しない。
　今回の江の島沖でのコトクラゲ観察記録は，相模湾に
おいて本種は潮通しのよい急斜面を主な生息域としてい
ることを示唆する（表 2, 表 3, 図 4, 図 5）。これまで相模
湾における深海生物相の調査は，ドレッジおよびダボ縄
漁，刺し網漁，かご漁などが用いられてきたため，それ
らの方法が実施可能な，海底が比較的平坦な海域を中心
に行われてきてきた（国立科学博物館編 , 2007）。潜水艇
や無人探査機を用いた調査についても，多くは化学合成
生態系の生物が出現する海域で行われている（国立科学
博物館編 , 2007）。半面，今回のような海底の急斜面に
生息する生物相を対象として直接観察・採集を伴う調査
が行われた例はほとんどない。また，コトクラゲはゼラ
チン質で非常に脆弱な体をもつ生物であるため，ドレッ

ジや漁法を用いる調査では採集されづらいことが想像さ
れる。実際にこれまでの出現報告で，それらの方法を
用いて採集されたのは 2例のみであり（N., 1896; Komai, 
1941），他は無人探査機が用いられている（Fujiwara et 
al., 2008; JAMSTEC, 2013; 山内ほか , 2017）。
　今回釣り船と水中ドローンを用いることで，これまで
調査が不十分であった海域での生物相調査が可能となり，
結果，79年間見落とされてきたコトクラゲの再発見に至っ
たと考えられる。相模湾の深部における岩礁の急斜面の
生物相調査を進めることは，さらなる相模湾初記録種，
未記載種の発見につながる可能性が高く，相模湾ならび
にわが国の海洋生物相を把握する上で重要である。
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神奈川県三浦市で記録されたガー科魚類の外来魚
Lepisosteus oculatus

内田大貴・久保田潤一・金本敦志・中村孝司・舟木匡志

Daiki Uchida, Jun-ichi Kubota, Atsushi Kanemoto, Takashi Nakamura and 
Masashi Funaki: Record of an alien species, Lepisosteus oculatus 

(Lepisoteiformes: Lepisosteidae) from Miura City, 
Kanagawa Prefecture, Japan

緒　言

　近年，日本各地の水域では，水産振興のための種苗放
流，釣魚の密放流や観賞魚の遺棄，養殖施設からの逸出
などの経路で，他国・国内他地域から導入された様々な
外来魚が定着し，在来生態系や水産業に悪影響を及す事
例が確認されている（諸澤ほか，2019）。中でも，国外
からの意図的・非意図的導入に由来する国外外来魚につ
いては，松沢・瀬能（2008）において， 7目 16科 46種
が報告されている。その後も日本各地で多種多様な国外
外来魚が多数記録され（例えば松沼・本村，2009；山川・
瀬能，2016；福地ほか，2018；内田ほか，2018），現在では，
国内で定着した国外外来魚は約 50種を数えている（中
井，2018）。
　2020年 6月 7日に，著者である内田・久保田・金本・
中村の 4名が神奈川県三浦市三崎四丁目にある海南神社
（図 1）で行われた民間放送の企画でのかいぼり調査にス
タッフとして参加したところ，ガー科魚類の Lepisosteus 
oculatusが採集された。同科魚類は，過去に観賞魚とし
て人気があり，安価で販売され飼育者も多くみられた。
しかしながら，成長につれ大型化することから，全国で
飼育個体の遺棄と思われる野外放流の事例が多数報告さ
れており（野内ほか，2008；坂本，2010；山川・瀬能，
2016；野呂ほか，2018；向井ほか，2019），本報告の採
集個体も同様の理由で野外に遺棄された可能性が高い。
また，本種は野外への導入による生態系被害を防ぐこと
を目的として，2018年 4月に「特定外来生物による生
態系等に係る被害の防止に関する法律」により特定外来
生物に指定された。このため，飼養や水系移動等の行為
が制限されたことにより，飼養許可の手続きを行わず，
野外へ遺棄する事例が増えることが懸念されることか
ら，普及啓発および注意喚起の目的を含めてここに報告
する。

材料と方法

　かいぼりは，2020年 6月 7日の 12時 00分から 16時
00分にかけて，神奈川県三浦市三崎四丁目にある海南
神社内の通称「龍神池」とよばれる 20 m2ほどの池（図
2）で行われた。同日 10時 00分より生物吸込み防止ネッ
トが設置された排水用電動ポンプにより池の水が抜か
れた。池内の平常時の水位は約 1.5 m程度であるが，採
集時には 0.5 m程度となり，底床では泥の堆積が多くみ
られた。当日の調査は，筆者ら含めて 10人程が交代で
おこなった。採集には D型フレームネット（口径約 30 
cm）を使用した。採集個体は，その場で氷冷麻酔後に冷
凍処理を施した。その後，10 %ホルマリン水溶液で固
定し，Grande（2010）および中坊・中山（2013）にしたがっ
て，各部の計数と計測を行った。本研究で使用した標本
は，観音崎自然博物館魚類標本資料（KNM-F）として収
蔵されている。なお，本研究で使用した標本以外に，当
日同時に採集された魚類については，現地で写真撮影を
行い画像のみ記録し，再放流した。画像資料については
神奈川県立生命の星・地球博物館の魚類画像資料（KPM-
NR）として登録されている。なお，同館における画像資
料番号は，電子台帳上は 7桁の数字が使われているが，
ここでは標本番号として本質的な有効数字で示した。

結果と考察

Lepisosteus oculatus Winchell, 1864
（図 3）

材料：KNM-F 42，1個体，標準体長 420.2 mm，神奈川
県三浦市三崎四丁目 海南神社 龍神池，2020年 6月 7日，
田中直樹採集
　上記の個体は縦列鱗数が 57，横列鱗数が 19，背鰭前

報　告
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図 2．海南神社龍神池での水抜きの様子．A：西側部分；B：
東側部分．

図 1．採集地である三浦市海南神社の位置図．

方鱗数が 48であること，頭部腹面の狭部に腹板を有し
ていること，眼前端から主鰓蓋骨の後端までの距離が，
吻長の 3分の 2よりも小さいこと，黒点が頭背部から
腹部を含む全身及び吻部と下顎部の側面に点在してい
ることから，主に Grande（2010）に基づき， Begelow et 
al.（1963），Trautman（1981），多紀ほか（1995），Etnier 
& Starnes（2001），Smith（2002）および COSEWIC（2005）
による確認から Lepisosteus oculatusと同定された。 
　本種は “スポッテッド・ガー” の名で知られている魚で，
主にアメリカのミシシッピー川下流域のテキサス州，ル
イジアナ州，オクラホマ州，ミズーリ州，アーカンソー
州の河川や低湿地に生息している（多紀ほか，1995）。神
奈川県内では，インターネット上の情報ではあるものの，
過去に鶴見川や多摩川などにおいて釣獲により採集され
た事例がある。しかしながら，標本に基づいた本種の県
内の採集記録は，文献上確認できるものがないため，本
報告が初記録になると考えられる。なお，採集時は本種
以外に，2対の口ひげを持つコイ科のコイ Cyprinus carpio 
Linnaeus, 1758（KPM-NR 207981，207982），口ひげを持
たないギンブナ Carassius sp. （KPM-NR 207983），体全体
が赤化し，口ひげを持たないキンギョ Carassius auratus 
Linnaeus, 1758（KPM-NR 207984），尾びれ白色に縁取
られ、その内側に赤褐色帯があるハゼ科のクロダハゼ
Rhinogobius kurodai (Tanaka, 1908)（KPM-NR 207985） が
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図 4．Lepisosteus oculatus 以外にかいぼり時に採集された魚類．A，B：コイ（KPM-NR 207981，207982）；C：ギンブナ（KPM-NR 
207983）；D：キンギョ（KPM-NR 207984）；F：クロダハゼ（KPM-NR 207985）．

図 3．Lepisosteus oculatus，KNM-F 42，標準体長 420.2 mm，海南神社龍神池，神奈川県三浦市三崎，内田大貴撮影．
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確認された（図 4）。
　今回採集された地点は，現在は外部との水系としての
接続がなく，雨水を水源とする池であるため，今後の非
意図的な他水域への逸出の可能性は低い。また，今回採
集された個体は野生化した 1個体のみであったため，現
在の本水域での繁殖の可能性はない。しかしながら，本
種は北米原産で，日本と気候が類似する温帯域を原産と
することから，今後多くの個体の遺棄がおこなわれた
場合は，繁殖の恐れもある。加えて，本種は肉食性で
様々な魚類や甲殻類を捕食することから（Begelow et al. 
1963），当地に生息が確認されているクロダハゼなどの在
来魚への捕食影響も大きく懸念される。採集地の海南神
社は社寺林に周辺を覆われ，外部から境内内が人目につ
きにくいという環境特性があるため，今後も，かいぼり
後のモニタリングも含めて，新たな遺棄が行われないよ
うに当地の状況を注視していく必要があるだろう。
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神奈川県茅ヶ崎市南西部におけるクリハラリスの観察記録

關　義和

Yoshikazu Seki: A record of a Pallas’s squirrel Callosciurus erythraeus in 
southwestern part of Chigasaki, Kanagawa, Japan

緒　言

　クリハラリス Callosciurus erythraeusは，インド東部
からマレーシア，中国南東部，台湾に自然分布する，齧
歯目リス科に属する小型の哺乳類である（Thorington & 
Hoffmann, 2005；Tamura, 2009）。日本では，特定外来生
物に指定されており，在来種の捕食や農林業を含めた人
間生活への被害が問題となっている（田村 , 2011；山﨑 , 
2015）。
　日本での本種の野生化は，戦前に動物園などで飼育さ
れていた個体が逃亡したことに端を発し，現在は少な
くとも 13地域において生息が確認されている（田村 , 
2011）。神奈川県では，鎌倉市で 1950年頃に見られ始
めてから，南東部を中心に分布が拡大している（小野 , 
2001；園田・田村 , 2003）。しかし，鎌倉市以西におい
ても徐々に分布拡大が見られ，最近では藤沢市や茅ヶ崎
市の緑地でも生息が確認され始めている（岸 , 2003；長
谷川・佐藤 , 2009）。小規模な緑地であっても，それら
が点在することで，こうした分布拡大が促進される可能
性が指摘されている（Miyamoto et al., 2004；田村・宮本 , 
2005）。そのため，散発的または局所的な記録であっても，
それらの情報を整理していくことは分布拡大の現状を把
握する上で重要な課題である。
　鎌倉市以西では，本種は茅ヶ崎市まで連続的に生息が
確認されている（田村 , 2004；田村・宮本 , 2005）。2002
年の時点では，相模川以西での生息は確認されていな
かったが（神奈川県立生命の星・地球博物館 , 2003），
2014年 9月に平塚市において目撃情報が得られている
（平塚市博物館 , online）。これらのことから，分布最前
線は茅ヶ崎市から平塚市にかけてであると考えられる。
茅ヶ崎市には 1990年代半ばに侵入してきたと考えられ
ている（岸 , 2003）。生息は，市の北東部と南東部の緑
地や千の川（小出川に合流する相模川の二次支川）沿い
を中心に確認されているものの，南西部においては散発
的な目撃情報があるのみである（かながわ鳥獣被害対策

支援センター , online；岸 , 2003；長谷川・佐藤 , 2009）。
南西部における記録はここ 10年間なく，分布域の変化
については不明であったが，2019年に当該地域において
地域住民より目撃情報が寄せられた。こうした分布最前
線における目撃情報は，外来種の早期対策を遂行する上
で重要な情報源になり得る。
　本研究では，茅ヶ崎市南西部において地域住民から寄
せられたクリハラリスの目撃情報と周辺環境についてま
とめたので，ここに報告する。

材料と方法

　2019年 7月 22日に，目撃者である關　義雄氏から見
慣れない動物を見たとのことで種名を尋ねる電子メー
ルが寄せられた。メールには写真が添付されていたた
め，撮影されていた個体から種同定を行い，目撃時の状
況等について聞き取りを行った。また，目撃地点周辺の
環境を評価するために，環境省自然環境局生物多様性セ
ンターによる第 6–7回自然環境保全基礎調査植生調査の
データ（http://gis.biodic.go.jp/ webgis/）から茅ヶ崎市の土
地利用図を作成した。

図 1．神奈川県茅ヶ崎市中海岸で目撃されたクリハラリス．
2019 年 7 月 21 日，關　義雄氏撮影．
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図 2．神奈川県茅ヶ崎市の土地利用図とクリハラリスの目撃地点．神奈川県の地図（左）は白地図 KenMap ver. 9.0（国土地理院承
認平 14 総複 第 149 号），茅ヶ崎市の土地利用図（右）は環境省自然環境局生物多様性センターによる第 6–7 回自然環境保全基
礎調査植生調査のデータを使用して作成した．

結　果

　添付写真は，建物の高さ 3 mほどのところにいた 1個
体を，2 mほど離れた位置から撮影したものであった。
当該個体の体毛は，背面も腹面も灰褐色を呈していた
（図 1）。こうした色彩と，空間を立体的に利用できる生
態を持つリス科哺乳類は，日本ではクリハラリスと判断
できる（神奈川県立生命の星・地球博物館 , 2003；山口 , 
2017）。
　目撃された日は 2019年 7月 21日（曇り）で，場所は茅ヶ
崎市中海岸，標高約 4 m，およその緯度経度は北緯 35度
19分 17秒，東経 139度 23分 50秒であった。撮影時の
状況としては，2 m近くに近寄っても逃げる様子はなく，
地面に蒔かれていたパン粉のようなものを建物の上から
覗き込んでいたとのことであった。また，關氏によると，
周辺住民への聞き取りの結果，度々目撃するとの回答が
得られたとのことであった。
　作成した土地利用図をみると，目撃地点から直線で約
310 mのところに常緑広葉樹とクロマツ Pinus thunbergii
を中心とする砂防林が存在したものの，それ以外にまと
まった緑地はみられなかった（図 2）。ただし，空中写真
をみると，上記の土地利用に反映されていない小規模の
林（約 0.08 haで，主な樹種はクロマツ）は，目撃地点か
ら約 15 mのところに存在するのが確認された（図 3）。

考　察

　クリハラリスの行動圏の平均はメスが 0.72 ha，オス
が 3.83 haであり，生息の条件として林分面積が重要で
あることが示されている（Tamura et al., 1987；田村ほか , 
2004）。そのため，今回の目撃地点のように，小規模の

林分しか存在しない環境において個体群を維持できてい
るかどうかは明らかではない。しかし，茅ヶ崎市南西部
においては，1997年にも南湖 4丁目の八雲神社付近（本
研究における目撃地点から北西約 400 mの位置）で目撃
情報が得られていることや（岸 , 2003），今回の目撃地
点周辺でも度々目撃情報が得られていることから，本地
域周辺を定常的に利用している個体がいる可能性は高い
と考えられる。
　クリハラリスは，市街地を中心とした環境でも確認さ
れているが，そうした環境であっても生活する上では緑
地の存在が重要であると考えられている（園田・田村 , 
2003）。そのため，今回目撃された個体が，緑地のほと
んどない市街地で行動圏を維持できているかどうかに
ついては不明である。クリハラリスの行動圏の最大径は
475 mであることが報告されているため（Tamara et al., 
1987），海岸沿いの砂防林を生活の拠点としつつ一時的
に市街地側へ移動してきている可能性も否定はできな
い。
　2008年に行われたクリハラリスの分布調査では，茅ヶ
崎市南西部の砂防林内においては生息情報が得られてい
ない（長谷川・佐藤 , 2009）。しかし，南東部の砂防林
内では連続的に生息が確認されているため（岸 , 2003），
この 10年間でさらに分布が拡大し，南西部の砂防林を
含めて個体群が定着している可能性は十分にある。今後
の茅ヶ崎市以西への分布拡大を防止するためには，南西
部の砂防林が個体群の供給源となって市街地側への分布
拡大を促進している可能性も視野に入れた上で，砂防林
と市街地を含めて早急に分布状況を把握していく必要が
あるであろう。
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図３．クリハラリスが目撃された地点周辺の空中写真．矢印で示した林が，当該個体の確認された地点か
ら最も近い林を示す．空中写真は，国土地理院の全国最新写真（シームレス）を使用した．
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小田原市酒匂川における
コオリガモ Clangula hyemalis の観察記録

和田圭史・平田寛重

Yoshifumi Wada and Hiroshige Hirata: The record of Long-tailed duck, Clangula 
hyemalis,  from Sakawa River, Odawara City, Kanagawa Prefecture

緒　言

　コオリガモ Clangula hyemalis（Linnaeus,1758）は，カ
モ目カモ科に属する全長オス 51–60 cm，メス 37–47 cm，
翼開長 65–82 cm（氏原・氏原 , 2015）の鳥類で，スカン
ジナビアからチュコト半島にかけてと北米のツンドラ地
帯，グリーンランド（桐原ほか , 2009），アイスランド
（Svensson, 2010）で繁殖し，冬季は寒帯地帯の沿岸部に
移動する。日本周辺では，カムチャツカから千島列島，
沿海州，朝鮮半島にかけて越冬する（榛葉 , 2016）。日
本では冬鳥として北海道から本州，九州の海上や海岸で
記録され（日本鳥学会 , 2012），主に北海道，東北北部
での観察が多い（真木ほか , 2014）。関東近隣では，千
葉県や東京都，山梨県，静岡県で報告があるが，神奈川
県での記録は見られない（日本鳥学会 , 2012; 日本野鳥
の会神奈川支部 , 2020）。
　筆者の一人である和田は，小田原市酒匂川でコオリガ
モのメス一年目冬個体１羽を観察及び撮影したのでここ
に報告する。なお本報告に掲載した画像は，すべて神奈
川県立生命の星・地球博物館に鳥類アーカイブズ資料
（KPM-NQB）として登録した。

材料と方法

　コオリガモを観察したのは 2014年 1月 18日，場所は
小田原市酒匂川の酒匂橋付近で，川幅 150 mの右岸から
20 mほど離れた水面で見られた。当日の天候は晴れ時々
曇り，和田以外に観察者は見られなかった。観察は，目
視及び双眼鏡（8× 42），800 mm望遠レンズ付き一眼レ
フカメラによる写真撮影によった。観察中の当該個体と
の距離は 25  m前後であった。

結果と考察

　本個体は上流部からヒドリガモ Anas penelopeの群れに
混ざり岸沿いに移動，周囲を警戒する様子は見られなかっ
た。時々，採食しながら対岸までの広範囲を泳ぎまわり，
酒匂橋上流部へ移動したのを確認した。当日は，午前 11
時 10分頃から 12時 30分頃まで観察された。翌日 19日
に同所に観察に行ったが，確認できなかった。
　本個体の嘴は灰色で先端が黒かった。顔は白色で頬は
黒褐色であった。脇と腹，下尾筒は白く，尾は短かった（図
1; KPM-NQB 717）。頭央線は黒褐色，背と胸は黒褐色で
淡色部も見られた。また，肩羽は白色で羽縁は灰色，雨
覆は一様な黒褐色であった（図 2; KPM-NQB 742）。
　観察した個体は，行動を共にしていたヒドリガモより
も小柄であり，日本で記録のあるウミガモ類で形態が近
いのは本種またはシノリガモ Histrionicus histrionicusのメ
スである。しかし，顔の大部分が白色で耳羽に黒斑があ
ること，肩羽が一様な暗色ではないこと，胸部に淡い黒
褐色の帯があり腹が白色であることから本種と判断した
（氏原・氏原 , 2015）。
　本種のオス成鳥の場合，中央尾羽が長く突出し，嘴は
黒色で先端はピンク色である。オス１年目冬個体では，
淡青灰色の先端が細長く尖る肩羽や灰褐色～青灰色の脇
羽が特徴としてあげられる（氏原・氏原 , 2015）。以上の
特徴がみられないことから，メスと判断した。メスの成
鳥冬個体の場合，肩羽の羽縁は褐色で三列風切及び雨覆
に淡色の羽縁がでる（氏原・氏原 , 2015）。しかし，本個
体にはこれらの特徴はみられなかったことから，メスの
１年目冬個体と同定した。
　今回の報告以前に神奈川県ではコオリガモの渡来記録
は見られず，この観察事例は県内での初記録となる可能
性が高い。
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図 2．小田原市産コオリガモ（右側観）．頭央線は黒褐色で，胸
は黒褐色で淡色部が見られた．肩羽は白色で羽縁は灰色，
雨覆は黒褐色であった．2014 年 1 月 18 日，和田圭史撮影，
KPM-NQB 742．
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神奈川県茅ヶ崎海岸において採集されたクロコウスバカゲロウ
（アミメカゲロウ目，ウスバカゲロウ科）の記録

樋口　諒

Ryo Higuchi: A record of Myrmeleon bore (Neuroptera; Myrmeleontidae) collected 
from Chigasaki Coast, Kanagawa Prefecture, Japan

緒　言

　クロコウスバカゲロウ Myrmeleon bore (Tjeder, 1941) は
アミメカゲロウ目ウスバカゲロウ科の１種である。本種
の幼虫は乾燥した砂に営巣する「アリジゴク」の 1種
で，海岸や内陸の砂丘に広く生息する（松良 , 1987; 林 , 
2012）。本種は日本だけでなく韓国，中国，極東ロシア
などの東北アジア地域に広く分布している（Sekimoto, 
2014）。本種は特に海岸に多く生息する種とされ（林 , 
2012），神奈川県内においても大磯町や平塚市の海浜で
採集報告がある（脇 , 2000）。茅ヶ崎市内において本種
が採集された記録もあるが，十分に調査が行われていな
いためか報告は少ない（脇 , 1996; 茅ヶ崎市教育委員会 , 
2016）。特に，標本に基づく記録は脇（1996）のみである。
この度，茅ヶ崎海岸において本種を採集したので，記録
として詳細を報告する。

材料と方法

　2020年 6月 17日に，神奈川県茅ヶ崎市柳島海岸およ
び南湖，中海岸の海岸砂丘において，海岸線沿いに約
3.0 kmのルートセンサスを行った。この調査中にアリ
ジゴクの巣穴を合計 3個確認し，篩を用いてそれぞれの
巣穴の中にいる個体を採集した。外部形態を精査したと
ころ，3個体は全てクロコウスバカゲロウの 3齢幼虫に
同定されたため，うち 2個体を持ち帰った。その後，１
個体は電子秤（OHAUS, PA2102）を用いて 1 mg単位で
生重量を測定した後，90 %エタノールで固定して液浸
標本とした（図１）。もう１個体は飼育してワラジムシ
Porcellio scaberを適宜与え，羽化後に乾燥標本とした（図
2）。標本は茅ヶ崎市文化資料館（CCN Ne）に収蔵した。
　標本の計測部位および形態用語は，幼虫は松良（1987），
成虫は Sekimoto（2014）に従った。また，標本の観察に
は実体顕微鏡（VS-1T, AS ONE）を用い，各部位の計測
にはノギス（200 mm）および画像解析ソフトウェア（AS 
ONE, AS ONE Camera）を用いた。

結　果

クロコウスバカゲロウ 
Myrmeleon bore (Tjeder, 1941)

 
　CCN Ne 0107，３齢幼虫（図 1），神奈川県茅ヶ崎市南
湖（北緯 35.19'03", 東経 139.23'34"） の海岸砂丘，2020年
6月 25日採集（頭幅 : 1.54 mm; 体長 : 10.5 mm; 生重量 : 70 
mg）; CCN Ne 0108，雌成虫（図 2），2020年 6月 25日幼
虫採集，2020年 7月 24日羽化，同地（体長 : 22.0 mm; 前
翅長 : 23.4 mm; 後翅長 : 25.3 mm）.

記載
　幼虫は，海岸の開けた砂地に逆円錐形の巣穴を形成し
ていた。体色は黄褐色であった（図１A）。体表全体に黒
色の剛毛があり，特に頭部や腹部の側面に密に生えてい
る。大顎は黄褐色で，先端に行くほど色が濃くなり，内
側には３対の小歯が並ぶ。また，大顎腹面部で小顎を収
納する小顎管は，大顎が透けているため背側から確認で
きる（図１B)。頭部は前方に向かって拡がり，頭幅は眼
丘付近で最大となる。複眼は頭部から突出しない。頭部
腹面および背面には黒色の斑紋がある。胸部背面および
腹面には左右一対の斑紋がある。前脚および中脚は真直
しているが，後脚は折りたたまれている。各腹節の側部
には黒色の剛毛が生える。各腹節の背面には左右一対お
よび中央部に黒色の斑紋があり，後方に行くほど色が濃
く，小さくなる。以上の特徴および測定値を根拠とし（松
良 , 1987; 1989; 林 , 2013），本標本をクロコウスバカゲロ
ウの３齢幼虫と同定した。
　成虫は，体色は黒色であった。翅脈はほぼ黒色，翅膜
は透明で縁紋はみられない（図 2A）。頭部は複眼が突出
する。触角は太短く黒色だが，基部のみ黄色である（図
2B）。前胸背は全体的に薄く刺毛が生え，中央部が黒色，
前方側部が黄色である。前脚と後脚においては転節およ
び腿節基部，中脚においては転節および腿節基部，脛節
は黄色である（図 2C）。腹部は全体が短い刺毛に覆われる。

報　告
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図 2．クロコウスバカゲロウ Myrmeleon bore (Tjeder, 1941) 成虫 . A: 背面 ; B: 頭部および前胸部 ; C: 側面．

図 1．クロコウスバカゲロウ Myrmeleon bore (Tjeder, 1941) ３齢幼虫 . A: 背面 ; B: 腹面．
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腹端の生殖器付属肢の後端からは黒色の剛毛が生える。
以上の形態的特徴および測定値を根拠として（Sekimoto, 
2014; 池田・奥井 , 2017），本標本をクロコウスバカゲロ
ウの成虫と同定した。

考　察

　本調査によって確認された 3個体のうち，標本とした
２個体を報告した。茅ヶ崎市内における本種の報告は，
脇（1996）以降においては茅ヶ崎市教育委員会（2016）
の海岸調査報告のみである。したがって，本報告は，茅ヶ
崎市における標本に基づいたクロコウスバカゲロウの 20
数年ぶりの記録となる。
　本種は開けた砂地に生息する広汎種である（松良 , 
1987; 林 , 2012）。特に，成虫の採餌や生息場所となるマ
ツ林周辺には幼虫の巣穴が多数見られる（田畑 , 1991; 
松良 , 1987）。本調査地を含め，茅ヶ崎市内には海岸線
に沿ってマツ林が維持されている。しかし，海岸沿い 3.0 
kmを調査したにもかかわらず，本種は３個体しか確認
されなかった。脇（1996）が同地を調査した際に「点々
と巣を造っている」本種の幼虫を観察し，海岸部の開発
が本種に及ぼす影響を示唆した。実際，鳥取県において
はマツ林伐採後に本種の生息数が減少したと報告されて
いる（鶴崎 , 2015）。茅ヶ崎海岸では，環境保全を目的
としてクロマツの植栽や養浜事業が実施されている。こ
れらの開発あるいは保全事業が，本種および本種の餌と
なる昆虫に影響を及ぼしているのかもしれない。また，
人による砂地の踏みつけが，本種の幼虫の生息数に影響
する可能性が示唆されている（江澤・鶴崎 , 2015）。今後，
本調査地および相模湾沿岸のクロコウスバカゲロウ個体
群を調査し，要因を検討する必要があるだろう。
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三浦半島におけるガタバクベニツケガニ
（甲殻亜門：十脚目：ワタリガニ科）の初記録

武田祐二・大土直哉

Yuji Takeda and Naoya Ohtsuchi: First record of Thalamita gatavakensis Nobili, 1906 
(Crustacea: Decapoda: Portunidae) from Miura Peninsula, 

Kanagawa Prefecture, Honshu, Japan

緒　言

　我が国に産するフタバベニツケガニ属 Thalamita 
Latreille, 1829 は現在 24種を数える（丸村・小阪 , 2003；
布村（編）, 2010；Komatsu, 2011; 武田ら , 2019）。ガタ
バクベニツケガニ Thalamita gatavakensis Nobili, 1906は
仏領ポリネシアのガンビエ諸島マンガレヴァ島ガタバ
ク湾の水深 25 mから採集された標本に基づき記載さ
れ（Nobili, 1906），現在までにインド・西太平洋の水深
1–135.8 mから記録されている（Stephenson, 1972；Davie, 
2002；Komatsu, 2011）。日本国内では，本種はこれまで
に和歌山県潮岬の水深 15 m（丸村・小阪 , 2003）と小笠
原諸島父島列島沖の水深 48–135.8 m（Komatsu, 2011）か
ら記録されている。
　第一著者の武田は，2019年 9月に三浦半島沿岸より 1
個体のガタバクベニツケガニを採集した。この標本は本
種の三浦半島初記録であるとともに，北限分布記録とな
るため , 本稿にて報告する。

材料と方法

　第一著者は 2019年 9月 14日に神奈川県三浦市三崎町
荒井浜海水浴場（図 1）で，日中にシュノーケリングを
行ない，ガタバクベニツケガニ 1個体を採集した。採集
した標本を東京海洋大学品川キャンパスの研究室に持ち
帰り，－ 18℃で 30日ほど保存した後，解凍し，デジタ
ルカメラで撮影し，70%エタノールで保存した。後日，
ノギスを用いて最大甲長と最大甲幅（第 5前側棘を含
む）を計測した。また，光学顕微鏡下で第 1腹肢の形態
を，実体顕微鏡下でそれ以外の微細な形態的特徴を観察
した。本研究の検討標本は神奈川県立生命の星・地球博
物館（KPM-NH）に登録・保管されている。

結果と考察

ガタバクベニツケガニ
Thalamita gatavakensis Nobili, 1906

（図 2–4）
 
　検討標本：KPM-NH 0004389，雄 1個体，甲長 7.0 mm，
甲幅 12.0 mm，神奈川県三浦市三崎町荒井浜海水浴場（35
° 09'36"N 139° 36'38"E），2019年 9月 14日，武田祐二採集
　形態：甲表面（図 2A, 3）は全体を微小な顆粒と短毛に
覆われる。額域には短い横走稜線が 1対。両原胃域の横
走稜線は額域の稜線の 2倍程度の長さ。中胃域の横走稜
線は長く，甲正中線上でわずかに分断され，それぞれの
長さは原胃域の稜線の 2倍程度。後胃域の横走稜線は甲
正中線上でわずかにうすくなるが，連続的で，両中鰓域
の横走稜線とはわずかな間隙によって隔てられる。心域
には短い横走稜線が 1対あり，それらは両後鰓域のごく
短い横走稜線とわずかな間隙によって隔てられる。額（図
2A, 3）は幅広い 2葉に分かれ，前縁は直線的あるいはわ
ずかにへこみ，前側角は丸みを帯び，鈍角。眼窩内歯（図

報　告

図 1．採集地点：神奈川県三浦市荒井浜海水浴場．
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図 2．ガタバクベニツケガニ Thalamita gatavakensis：KPM-NH0004389, A：全体 , 背面観；B：左第 2 触角基節 , 腹面観；C：腹節；D：
左第 1 腹肢 , 胸板側；E：左第 1 腹肢の先端 , 胸板側．
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2A, 3）の前縁は直線的。甲前側縁（図 2A, 3）は眼窩外
歯を含めて 5鋭歯からなり，第 1歯は最も大きく，幅広
く，背腹に平圧され，第 4歯は著しく小さい。第 2触角
基節（図 2B）の前縁には癒合傾向にある 7–9個の顆粒が
並ぶ。鉗脚（図 2A）は右鉗脚の方が太く大きい。長節の
前縁には顆粒が並び，3棘を有する。腕節の内縁末端に
は鋭い 1棘を有し，外側面は顆粒に覆われ，前方を向い
た鈍い 3歯を有する。前節（図 4）の背面には内側縁上
に 2鋭歯，外側縁上に痕跡的な 1鈍歯と 2鋭歯，内側面
と腹面は平滑，外側面には 3本の肋線が掌部から指部に
向かって伸長する。背面の外側縁から 2本目の肋線にか
けてはやや尖った小顆粒に覆われる。1，2本目の肋線上
にはやや前方を向いた顆粒が並び（掌部のみ），3本目の
肋線は平滑である。ハサミの両指の先端は鋭く，鉤状に
湾曲し，ハサミ閉時には大きく交差する。右のハサミ指
部は太く，咬合縁には様々な大きさの丸い歯が並び，可
動指の最も基部側の 1歯は大きくこぶ状。左のハサミの
指部（図 4）は細く，咬合縁には様々な大きさの丸い歯
が並び，不動指の中ほどにある大きな 2歯は三角形。第
4歩脚（図 2A）は長節の後縁末端近くに 1長棘を有し，
前節の後縁に 7棘が並ぶ。第 6腹節（図 2C）の両側縁は
直線的でほぼ平行。第 1腹肢（図 2D, E）は全長にわたっ
て外側に湾曲し，先端部のみわずかに内側へ反る。先端
付近の内側縁には短い剛毛が間隔をあけて並ぶ。先端部
は外側面が窪んでおり，窪んだ部分の胸部側の縁には 4
剛毛が外側を向いて生え，その最も基部側の剛毛付近に
は先端側を向く複数の小棘を有する。窪んだ部分の腹部
側の縁には先端側を向く鈍い突起を 1つ持ち，その突起
から 2剛毛が生える。先端部内側面には 3剛毛が生える。
　色彩：図 2A参照。甲の地色は灰色がかった白。額の
前縁と眼窩の上縁は緑色。額域の中央に白斑を有する。
原胃域，中鰓域，後鰓域，腸域に暗い茶褐色の斑を有す
る。前鰓域に明るい茶褐色の大きな斑を有する。横走稜
線は暗い茶褐色で，しばしば稜線の幅よりやや大きい白
斑がかかる。甲の前半部に分布する顆粒は緑色，後半部
に分布する顆粒は茶褐色。前側縁歯の先端はオレンジ色。
鉗脚の地色は白。長節前縁上の棘，腕節内縁末端の棘，
および前節掌部背面の鋭歯の先端はオレンジ色。腕節と
前節の外側面の顆粒は明るい茶褐色。掌部の外側面に緑
色の帯を有する。可動指の基部に緑色の帯，先端付近に
明褐色の帯をそれぞれ 1本ずつ有する。歩脚の地色は白。
長節と前節の中ほどには緑色の帯を 2本ずつ，腕節の半
長には 1本有する。指節の地色は明るい茶褐色で，中ほ
どに淡い紫色の帯を 2本有する。第 4歩脚の長節の後縁
末端の長棘と前節後縁の小棘の先端はオレンジ色。
　備考：本報告で検討した標本の形態的特徴は，額が 2
葉に分かれること，眼窩内歯の前縁が直線的で額の葉の
前縁よりも短いこと，第 2触角基節の前縁に顆粒列を有
すること，ハサミ掌部の外側面に顆粒列を有し，その腹
面が平滑であること，第 6腹節の両側縁がほぼ平行であ
ること，第 1腹肢の先端部が窪み，わずかに内側に反る

ことなどの点で，Nobili（1906），Forest & Guinot（1961），
Crosnier（1962），Wee & Ng（1995），Komatsu（2011）に
よる本種の記載および図に概ね一致した。しかしながら，
下記の 4つの形態形質において差異が認められた。
　まず，心域の横走稜線は，先行研究の多くでは連続的
に描かれているのに対し（Forest & Guinot, 1961: fig. 23；
Crosnier, 1962: fig. 177a；Wee & Ng, 1995: fig. 43A），本研
究の検討標本では中央で分断されていた（図 3）。ただし，
Crosnier (1962）は，甲面の横走稜線が中央で分断される
か否かは，同種の中でも変異があるとしており，本報告
ではこの見解に従った。
　また，先行研究で形態記載された標本においては，鉗
脚の前節掌部の外側面の 3本の肋線全ての上に顆粒が並
んでいるが（Forest & Guinot, 1961: fig. 24；Crosnier, 1962；
Wee & Ng, 1995），検討標本においては，背面側の 1，2
本の肋線上のみに顆粒が並び，3本目の肋線は平滑であっ
た（図 4）。
　そして，甲長に対する第 3歩脚長節長の比率は，パリ
自然史博物館（Muséum national d’ Histoire naturelle, Paris）
が公開している Thalamita pilumnoides var. gatavakensisの
シンタイプの写真（Muséum national d’ Histoire naturelle, 
Paris, online）から 0.68，Poupin et al. (2018)によるマヨッ
ト島産標本の写真からは 0.61と推定された（Poupin et al., 

図 3．ガタバクベニツケガニ Thalamita gatavakensis：KPM-
NH0004389, 頭胸甲．

図 4． ガ タ バ ク ベ ニ ツ ケ ガ ニ Thalamita gatavakensis：KPM-
NH0004389, 左鉗部 , 外面観．
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2018: fig. 11D）。一方，我々の検討標本では 0.54と相対的
に短かった。
　検討標本の第 1腹肢の形態（図 2D，E）は , 先行研
究で図示されたマダガスカル産と小笠原諸島産の標本
の第 1腹肢の形態によく一致していたが (Crosnier, 1962: 
fig. 177c, d; Komatsu, 2011: fig. 22C–E），レクトタイプの第
1腹肢の形態に比べて先端部の反り方が弱い（Forest & 
Guinot, 1961: fig. 22）。
　以上の形態的差異を種内変異と見なすべきか否かにつ
いては，今後 , タイプ標本やトポタイプを含めたより多
くの標本に基づき，また成長に伴う変化も考慮しつつ改
めて検討する必要がある。 
　これまで本種の分布北限は和歌山県潮岬であった（丸
村・小阪 , 2003）。本報告は本種の三浦半島沿岸からの初
記録であり，本種の分布北限を更新するものである。
分布（図 5）：仏領ポリネシア，サイパン，日本，オース
トラリア，フィリピン，インドネシア，マレーシア，タ
イ，セーシェル，マダガスカル，ケニア（Nobili, 1906；
Stephenson, 1972；Wee & Ng, 1995；Davie, 2002；Ng & 
Davie, 2002；Komatsu, 2011；Poupin et al., 2018）。タイプ
産地は仏領ポリネシアのガンビエ諸島マンガレヴァ島ガ
タバク湾（Nobili, 1906）。日本国内では三浦半島荒井浜
～紀伊半島潮岬，および小笠原諸島（丸村・小阪 , 2003；
Komatsu, 2011；本報告）。
　生息環境：生息水深は 1–135.8 mと広く（Stephenson, 
1972；Komatsu, 2011），浅海域ではサンゴ砂底から採集
されている（Crosnier, 1962）。検討標本は水深約 2 mに
て，岩礁付近の砂礫底上に点在する転石の下より採集さ
れた。
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DNA バーコーディングで明らかにされた真鶴半島における
ビロウ Livistona chinensis (Jacq.) R.Br. ex Mart.（ヤシ科）の野生化
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Kazuyuki Ooi and Wataru Ohnishi: DNA barcoding reveals naturalization of 
Livistona chinensis (Jacq.) R.Br. ex Mart. (Arecaceae) 

in the Manazuru Peninsula, Kanagawa, Japan

緒　言

　真鶴半島は相模灘に突き出た半島で，その先端部に位
置する約 50 haの通称「お林」とよばれる樹林地は，県
指定天然記念物，魚つき保安林および県立自然公園とし
て保護されており，江戸時代に植林されたクロマツのほ
か，暖帯性のクスノキやスダジイなどが生育する。お林
では，近年シュロに似た団扇形の葉をつけるヤシ科植物
の稚樹の侵入が顕著となっている。ヤシ科は熱帯～亜熱
帯を中心に分布する大きなグループで，世界中に約 2,400
種が知られている。地面から幹を垂直に伸ばし、幹の先
端に放射状に重なる大きな葉が特徴的な一群だが，葉の
形状でいくつかのグループに分けられる他は類似の種間
で顕著な識別形質に乏しく，特に稚樹の状態での形態で
の識別はしばしば困難である。
　ヤシ科植物は日本では琉球，小笠原を中心に 6種が
自生するほか，かなりの種が街路樹や庭園樹および観
賞用として栽培される（國府方，2015）。『神奈川県植
物誌 2018』によると，神奈川県内にヤシ科植物の自生
はないが，県内各地で栽培株の鳥散布種子由来のシュロ
Trachycarpus fortunei (Hook.) H.Wendl.の実生の生育が記
録されている。また，真鶴半島の該当植物について「真
鶴半島のシャボテン公園跡地では，ワシントンヤシと言
われているものが種子繁殖して周辺の樹林内に逸出状態
になっている」と記載されている（神奈川県植物誌調査
会，2018）。ここではワシントンヤシ Washingtonia filifera 
(Linden ex André) H.Wendl. ex De Baryが当てられている
が，確実な種同定は実施されていない。複数の種類が街
路樹や庭園樹として利用されており，鳥による果実の採
食によって離れた場所へも種子散布されることから、逸
出の可能性のある母種を絞り込むのは容易ではない。該
当植物は稚樹であり，形態での同定が困難であるため，
DNAを用いた分子同定（DNAバーコーディング）を実
施した。DNAバーコーディングは， 生物が普遍的に持っ

ている遺伝子領域の塩基配列をデータベース化し，登録
されたリファレンス配列との一致により生物種を同定
する方法で，芽生えや種子，葉の断片等の形態情報が
不十分な標本からでも，DNAが抽出できれば分析でき
る。DNAバーコーディングの結果，該当の植物はシュ
ロやワシントンヤシ，ワシントンヤシモドキ W. robusta 
H.Wendl.ではなく，ビロウ Livistona chinensis (Jacq.) R.Br. 
ex Mart. と推定された。本報告は，本州におけるビロウ
の野生化を初めて報告するものである。
　なお，台湾から九州南部に分布するビロウは楕円形の
果実を持つことから L. chinensis var. subglobosa (Hassk.) 
Becc.という変種にされていたが，果実の形態は連続的
で区別できるものではないとして，中国南部・海南島に
分布する基準変種 L. chinensis forma typicaのシノニムと
された（Dowe, 2009）。DNAデータバンクのビロウのリ
ファレンス配列にも変種名の記載はなく区別できないた
め，本報告では L. chinensisとして取り扱った。

材料と方法

　2019年 12月 1日に，真鶴半島お林内で確認されたヤ
シ科植物 1株（図 1）から葉の先端約 10 cmを切り取り，
DNA用標本（KPM-NA0306727）とした。
　DNA用標本は冷凍保存し，IsoPlant II（ニッポンジーン）
を使用してマニュアルに従って DNA抽出を行った。抽
出後の DNAは Nucleospin gDNA Clean-up kit（タカラバ
イオ）を使用して精製し，PCR反応に供した。
　DNAバーコーディングに用いられる国際的なデー
タベースである Barcode of Life Data Systems (BOLD)で
は，植物の DNAバーコードとして葉緑体 DNAの rbcL
と matK遺伝子領域が採用されている（Erickson et al, 
2010）。しかしながら，これらの領域は塩基配列の変異
が比較的少ないことが知られており，同属種間では塩基
配列が 100 %一致して区別できないことが多い。そのた

報　告
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め，葉緑体 DNAの遺伝子間領域（例えば psbA-trnH領
域，Pang et al., 2012）や核 DNAの遺伝子（例えば PRK，
RPB2，Thomas et al., 2006）の塩基配列も DNAバーコー
ディングに用いられている。ただし，これらの領域は
リファレンスとなる塩基配列が登録されていない場合
も多く，また解析対象の分類群に適合した PCRプライ
マーを用いて分析を行う必要がある。本分析では，ヤ
シ科の DNAバーコーディングや分子系統解析に用いら
れている複数の遺伝子領域の PCRプライマーを試行し
たところ，表 1に示した葉緑体 DNAの 2領域（matK，
psbA-trnH）と核 DNAのシングルコピー遺伝子 2領域
（CISP5，PRK）について PCR増幅産物が得られ，その
産物を用いて塩基配列を決定した。PCR反応は KOD 
One（TOYOBO）を用い，温度サイクルは 94 ℃ 10秒－
（98 ℃ 10秒－ 55 ℃ 5秒－ 68 ℃ 15秒）× 35回とした。
アガロースゲル電気泳動で増幅が確認できた PCR産物
は，ExoSAP-IT（ThermoFisher LT）で余剰の dNTP等を
分解した後，PCRプライマーまたはシーケンス用イン
ターナルプライマーを 1つずつ用いて BigDye Terminator 
v3.1でシーケンス反応を行い，3500 Genetic Analyzerで
塩基配列を決定した。得られた塩基配列は，BioEdit及
び CLUSTAL Wを用いてアセンブルと精査，整列を行っ
た。系統樹の推定には最尤法を用い，塩基置換モデルと
して Tamura-Nei model を，塩基置換速度の分布モデルと
して Gamma distribution with Invariant sites (G+I)を使用し
た。系統樹の各分岐の信頼性については 500 回のブート
ストラップ分析により評価した。以上の計算にはMEGA 
X (Kumar et al., 2018)を用いた。

図 1．DNA サンプルを採取した株（2019 年 12 月 1 日撮影）．

名称 配列 領域 出典

matKAF CTATATCCACTTATCTTTCAGGAGT matK Ooi et al. (1995)

matK8R AAAGTTCTAGCACAAGAAAGTCGA matK Ooi et al. (1995)

matK-19F CGTTCTGACCATATTGCACTATG matK Molvrey et al. (2000)

trnK2R AACTAGTCGGATGGAGTAG matK Johnson & Soltis (1994)

LivmatKintF CCCATCCATCTGAAAATCTTGGT matK* This study

psbA_F GTTATGCATGAACGTAATGCTC psbA-trnH Al-Qurainy et al. (2011)

trnH_R CGCGCATGGTGGATTCACAATCC psbA-trnH This study

CISP5_F CACAGAGAAGTTAAGTGCCA CISP5 Bacon et al. (2007)

CISP5_R ATCAAGGAGTACCGTGGCAA CISP5 Bacon et al. (2007)

CISP5_F011 TATTGGGTGAGTTGAGGGCA CISP5* This study

CISP5_R586 GTGATGGCATCCTGAAGCTG CISP5* This study

PRK-717F GTGATATGGAAGAACGTGG PRK Lewis & Doyle (2002)

PRK-969R ATTCCAGGGTATGAGCAGC PRK Lewis & Doyle (2002)

表 1．分析に使用したプライマー．* 領域欄の * はシーケンスプライマー，無印は PCR とシーケンス両方に使用し
たプライマーを示す
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結　果

　当該ヤシ科植物 DNAから matK領域（1793 bp），psbA-
trnH領域（717 bp），CISP5領域（612 bp），PRK領域（646 
bp）の塩基配列を決定した。DNAデータバンク（INSD）
のアクセッション番号は LC589974～ LC589977である
（表 2）。NCBI BLASTで，カバー率（比較対象塩基数／
塩基長）が 80 %以上あり相同性が高いデータベース登
録配列（リファレンス）を検索したところ，matK領域は
Livistona chinensisと L. saribus (Lour.) Merr. ex A.Chev.の 2
種と 100 %一致し，psbA-trnH領域は L. chinensisと 100 
%一致した。CISP5領域は L. chinensis，L. saribus，ノコ
ギリヤシ Serenoa repens (W.Bartram) Smallの 3種が 100 %
一致であった。 PRK領域は 100 %一致するリファレン
スがなく，最も相同性が高いのは Johannesteijsmannia属
の 3種で 97.84 %一致していた（表 2）。また，psbA-trnH

領域の分子系統樹を図 2に，CISP5領域の分子系統樹を
図 3に示す。
　BOLD systemによる matK遺伝子領域の DNAバーコー
ディングでは，システムが解析に用いる最大塩基長が
1300 bp（カバー率 72.5 %）であるため，100 %一致し
たものが Livistonaで 10種あったが，このうちの 8種は
NCBI BLASTの登録配列全長（カバー率 93 %以上）の
比較では 1–4塩基の相違があった。また，ワシントンヤ
シ属は 4塩基違いの 99.77 ％一致，シュロは 7塩基違い
の 99.60 ％と長い塩基配列を解析しても違いはわずかで
あった。葉緑体 DNAの遺伝子間配列 (IGS)である psbA-
trnH領域では Livistona chinensisの登録配列と 100 %一
致し，他に 100 %一致するリファレンス配列はなかっ
た。psbA-trnH領域は葉緑体ゲノム LSC領域の逆位反復
配列 (IR)に近い位置にあり，挿入欠失が多いほか，短
い逆位反復配列によるループ構造が認められる。この

表 2．塩基配列分析と相同性検索結果．一致度 は一致する塩基数 / 比較対象塩基数で求めた

塩基配列解析結果 BLAST検索結果上位配列
領域 Accession No. 塩基長 Acc. No. 種名 　　一致度

matK LC589974 1793 bp

AM114574 Livistona chinensis 100% (1775/1775)

HQ720335 L. chinensis 100% (1690/1690)

HQ720336 L. saribus 100% (1668/1668)

HQ720341 L. fulva 99.9% (1729/1730)

HQ720342 L. inermis 99.9% (1729/1730)

HQ720344 L. lorophylla 99.9% (1729/1730)

HQ720343 L. mariae 99.9% (1711/1712)

HQ720345 L. benthamii 99.9% (1710/1711)

HQ720334 L. nasomophila 99.9% (1680/1681)

HQ720339 L. concinna 99.9% (1710/1712)

HQ720340 L. nitida 99.8% (1739/1743)

AM114586 Washingtonia robusta 99.8% (1771/1775)

HQ720328 W. filifera 99.8% (1716/1720)

AM114570 Trachycarpus fortunei 99.6% (1747/1754)

psbA-trnH LC589975 717 bp

AB331261 Livistona chinensis 100% (709/709)

GU135381 L. chinensis 100% (584/584)

MK756443 L. chinensis 98.5% (672/682)

MK756449 L. speciosa 98.5% (672/682)

CISP5 LC589976 612 bp

HQ720794 Livistona chinensis 100% (612/612)

HQ720793 L. chinensis 100% (567/567)

HQ720806 L. saribus 100% (612/612)

HQ720834 Serenoa repens 100% (577/577)

HQ720798 L. jenkinsiana 99.3% (608/612)

HQ720799 L. lanuginosa 99.2% (523/527)

PRK LC589977 646 bp

KF991988 Johannesteijsmannia magnifica 97.8% (632/646)

KF991725 J. altifrons 97.8% (632/646)

KF991681 J. lanceolata 97.8% (632/646)
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図 2．psbA-trnH 領域の最尤法による分子系統樹（各枝の数字はブートストラップ支持確率）．本研究の試料は
枠囲みで示した．

ループ構造の 10塩基が逆転しただけで他の塩基配列が
完全に一致するリファレンス配列が，L. chinensisで 1
配列（MK756443）と L. saribus，L. jenkinsiana Griff.，L. 
speciosa Kurzの 3種であった。核 DNAの機能不明遺伝
子イントロンである CISP5領域でも複数種と同一配列と
なったが，ワシントンヤシ属やシュロ属のリファレンス
配列とは 94–97 ％程度の一致率で明確に異なっていた。
PRK領域は，ヤシ科の分子系統解析によく用いられてい
る（Roncal et al., 2008, Baker et al., 2011）が，Livistona属
や近縁属のリファレンス配列が少なく本試料の種同定に
は使えなかった。ただし，PRK領域についても福岡市西
公園に植栽されているビロウの DNAサンプルから同一
配列を得ている（大井・山口，未発表）。
　以上から，今回分析したヤシ科植物はビロウと判定し
た。インドシナに分布するビロウの近縁種 L. saribusも，
リファレンスが得られている matK，psbA-trnH，CISP5
の 3領域の塩基配列は，psbA-trnHの逆位を除くと 100 
％一致となるが，本種が真鶴半島に植栽され，生育して
いる可能性は低いであろう。

考　察

　今回解析した遺伝子領域において、供試個体はビロウ
に最も合致したが、配列が類似した種間の塩基配列の差
異が少ない傾向にあった。このことはヤシ科植物が比較
的近年に急速な多様化を遂げた分類群であり、種間の分
岐の深い他分類群と比較して、種間の DNA配列の違い
は少ない傾向にあることを反映したものと考えられる
（Hahn, 2002）。このため，1遺伝子領域だけでは 1種に絞
ることが難しく，複数領域の塩基配列情報が必要であっ
た。今回分析した領域では psbA-trnH領域と CISP5領域
の 2つが，比較的塩基配列の変異が多くリファレンス配
列の登録数も多いため，ヤシ科植物の種レベルの同定に
有用であった。
　ビロウは，東アジアの亜熱帯地域（中国南部～琉
球）が原産とされるが，フロリダ，ハワイ，カリブ海の
バーミューダやインド洋のモーリシャス等で野生化し
ており，侵略的外来植物として在来の植生に悪影響を
与える可能性が指摘されている（CABI Invasive Species 
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図 3．CISP5 領域の最尤法による分子系統樹（各枝の数字はブートストラップ支持確率）．本研究の試料は枠囲みで示した．

図 4．お林におけるヤシ科植物稚樹の分布確認範囲（地理院タイルに加筆して作成）．
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Compendium）。本種は自殖可能な両性花をつけ，結実率
も発芽率も高いことが知られている（Dowe, 2009）。直
立する幹の高さが 5 m程度になれば花序をつけ，果実は
鳥や哺乳類によって種子散布される。海岸から標高 600 
mまで分布し，土壌に関する選好性もなく，幼植物は被
陰にも強い（CABI Invasive Species Compendium）。この
ように，本種は野生化しやすい条件を備えている。国内
では関東以南の暖地で公園樹や街路樹として露地栽培さ
れるが，国内の自生地北限は福岡県宗像市の沖ノ島とさ
れ，主な生育地は九州中南部以南の沿海地や島しょ部で
ある。四国にも足摺岬付近や愛媛県南部の離島で限定的
ながら分布が報告されている（Yoshida et al., 2000）。しか
し，これまでに本州でのビロウの生育や野生化は報告さ
れていなかった。
　今回の DNAバーコーディングによる同定結果が得ら
れた後，周辺地域でのビロウの探索を行った（図 4）。今
回のビロウと同様の幹が成長していない 1–2 mの掌状葉
をつけたヤシ科植物稚樹はお林の西半分のエリアに点々
と 25株ほどが生育していた。また，お林の西側に隣接
する「お林展望公園」に樹高 10 m弱のビロウと思われ
る成木が植栽されていることを確認した。お林展望公園
の敷地は，1963年から 2004年初まで営業していた「真
鶴サボテンランド」の跡地であり，この木はサボテンラ
ンド時代に植栽されたものと考えられる。この木がお林
内に広がる稚樹の親木の可能性もあるが，結実を確認で
きていない。また，鳥による種子散布が考え得る周辺地
域にはお林展望公園以外にもビロウの植栽があり得るこ
とから，お林内の稚樹の由来については，さらなる調査
とマイクロサテライト遺伝子多型等を用いた分析を要す
ると考えられる。

謝　辞

　調査にあたりお世話になった真鶴町産業観光課に感謝
の意を表する。

引用文献

Al-Qurainy, F., S. Khan, F. M. Al-Hemaid, M. A. Ali, M. Tarroum 
& M. Ashraf, 2011. Assessing molecular signature for some 
potential date (Phoenix dactylifera L.) cultivars from Saudi 
Arabia, based on chloroplast DNA sequences rpoB and psbA-
trnH. International Journal of Molecular Sciences, 12: 6871–
6880.

Bacon, C. D., F. A. Feltus, A. H. Paterson & C. D. Bailey, 2007. 
Novel nuclear int ron-spanning pr imers for Arecaceae 
evolutionary biology. Molecular Ecology Notes. DOI: 10.1111/
j.1471-8286.2007.01928.x

Baker, W. J., M. V. Norup, J. J. Clarkson, T. L. P. Couvreur, J. L. 
Dowe, C. E. Lewis, J.-C. Pintaud, V. Savolainen, T. Wilmot & M. 
W. Chase, 2011. Phylogenetic relationships among arecoid palms 
(Arecaceae: Arecoideae). Annals of Botany, 108: 1417–1432.

CABI Invasive Species Compendium, 2020. Livistona chinensis 
(Chinese fan palm). https://www.cabi.org/isc/datasheet/31059 
(accessed on 2020-October-7).

Dowe, J. L., 2009. A taxonomic account of Livistona R. Br. 
(Arecaceae). Gardens' Bulletin Singapore, 60(2): 185–344.

Erickson, D. L., J. Spouge, A. Resch, L. A. Weigt & W. J. 
Kress, 2010. DNA barcoding in plants: taxonomy in a new 
perspective. Current Science, 99: 1530–1541.

Hahn, W. J., 2002. A molecular phylogenetic study of the Palmae 
(Arecaceae) based on atpB, rbcL, and 18S nrDNA sequences. 
Systematic Biology, 51: 92–112.

Johnson, L. A. & D. E. Soltis, 1994. matK DNA sequences and 
phylogenetic reconstruction in Saxifragaceae s. str. Systematic 
Botany, 19: 143–156.

神奈川県植物誌調査会編 , 2018. 神奈川県植物誌 2018電
子版 . 神奈川県植物誌調査会 , 小田原 . http://flora-
kanagawa2.sakura.ne.jp/efloraofkanagawa.html (accessed on 
2020-October-6).

國府方吾郎 , 2015. ヤシ科 . 大橋広好・門田裕一・邑田　仁・米
倉浩司・木原　浩編 , 改訂新版日本の野生植物１, pp. 261-
264. 平凡社 , 東京 .

Kumar, S., G. Stecher, M. Li, C. Knyaz & K. Tamura, 2018. 
MEGA X: Molecular Evolutionary Genetics Analysis across 
computing platforms. Molecular Biology and Evolution, 35: 
1547–1549.

Lewis, C. E. & J. J. Doyle, 2002. A phylogenetic analysis of tribe 
Areceae (Arecaceae) using two low-copy nuclear genes. Plant 
Systematics and Evolution, 236: 1–17.

Molvray, M., P. J. Kores & M. W. Chase, 2000. Polyphyly of 
mycoheterotrophic orchids and functional influences on floral 
and molecular characters. In Wilson, K. L. & D. A. Morrison, 
(eds.), Monocots: systematics and evolution, pp. 441–448. 
CSIRO Publishing, Collingwood.

Ooi, K., Y. Endo, J. Yokoyama & N. Murakami, 1995. Useful 
primer designs to amplify DNA fragments of the plastid gene 
matK from angiosperm plants. Journal of Japanese Botany, 
70: 328–331.

Pang, X., C. Liu, L. Shi, R. Li, D. Liang, H. Li, S. S. Cherny & S. 
Chen, 2012. Utility of the trnH–psbA intergenic spacer region 
and its combinations as plant DNA barcodes: a meta-analysis. 
PLoS ONE, 7(11): e48833. DOI: 10.1371/journal.pone.0048833

Roncal, J., S. Zona & C. E. Lewis, 2008. Molecular phylogenetic 
studies of Caribbean palms (Arecaceae) and their relationships to 
biogeography and conservation. Botanical Review, 74: 78–102.

Thomas, M. M., N. C. Garwood, W. J. Baker, S. A. Henderson, S. 
J. Russell, D. R. Hodel & R. M. Bateman, 2006. Molecular 
phylogeny of the palm genus Chamaedorea, based on the low-
copy nuclear genes PRK and RPB2. Molecular Phylogenetics 
and Evolution, 38: 398–415.

Yoshida, N., R. Nobe, T. Yamada, K. Ogawa & Y. Murooka, 
2000. Origin of fan palm (Livistona chinensis R. Br. var. 
subglobosa Becc.) in Aoshima, Japan. Journal of Bioscience 
and Bioengineering, 90: 447–452.

大井和之：一般財団法人九州環境管理協会；大西　亘：
神奈川県立生命の星・地球博物館

（受領 2020 年 10 月 30 日；受理 2021 年 1 月 28 日）



135

神奈川自然誌資料 (42): 135–141, Mar. 2021

2019 年 9 月以降に相模湾およびその周辺地域から採集された
注目すべきカニ類 7 種

乾　直人・山川宇宙・碧木健人・是枝伶旺

Naoto Inui, Uchu Yamakawa, Taketo Aoki and Reo Koreeda: Seven noteworthy 
records of crab species (Crustacea: Decapoda) from Sagami Bay and 

adjacent waters collected after September 2019

緒　言

　相模湾およびその周辺地域は強大な暖流である黒潮に
隣接している。内海（1956）は相模湾周辺の海域を南日
本区（亜熱帯区）に定めているが，これは黒潮による暖
水塊とそれに伴う暖水性の生物相から判断されたもの
である。一方で，茨城県沖まで南下する親潮やその潜
流，深部の冷水塊の影響から，本地域には冷水性の生物
が出現することも知られている（Marumo, 1966；山田 , 
1999；倉持・池田 , 2007）。さらに本海域は深海底につ
ながる急峻な海底地形や，干潟や河川河口域，岩礁など
を含む多様な沿岸域を有することが，生物地理学的に独
特であり，加えて生物種が多様なため，古くから動物相
の調査が行われてきた（国立科学博物館編 , 2007）。
　カニ類（十脚目短尾下目）についてもこれは例外では
なく，相模湾産のカニ類について多数の調査記録が存在
する（酒井 , 1965；武田ほか , 2006）。特に先述した黒潮
の影響から，熱帯域に分布の中心を持つ暖水性の種が，
熱帯域よりも高緯度の本地域にも出現することが知られ
ており（酒井 , 1965），これは本海域のカニ類相の特徴
の一つだと考えられる。
　しかし，そのような調査努力にもかかわらず，近年に
なっても本地域では新記録種が発見されており，特に，
従来の分布が南偏する暖水性カニ類の発見が相次いでい
る（岸ほか , 2013；横岡ほか , 2015；伊藤・勝呂 , 2018；
高倉・駒井 , 2019：乾ほか , 2020；伊藤 , 2020など）。こ
のような発見の要因として，単純な調査の充実や分類学

的研究の進展の他に，長期的な気温・海水温の上昇によ
る新規種の分布域の更新（乾ほか , 2019）や，人為的な
環境変化による新規種の定着（伊藤・勝呂 , 2018），イン
ターネットの発達による知見の普及（高倉・駒井 , 2019）
などが示唆されている。
　筆者らは上記のような状況を踏まえ，とりわけ上述の
暖水性の種の生息状況を明らかにすべく，相模湾周辺地
域の河川および沿岸域でカニ類の採集調査を行ってきた
（乾ほか , 2019；乾ほか , 2020）。今回，2019年から 2020
年に行った採集調査の結果，暖水性の注目すべきカニ類
として，チゴイワガニ Ilyograpsus nodulosus，フジテガニ
Clistocoeloma villosum，ミナミアシハラガニ Pseudohelice 
subquadrata，アゴヒロカワガニ Ptychognathus altimanus，
ヒラモクズガニ Utica borneensis，ミナミトラノオガニ
Pilumnopeus marginatusが採集された。また，本地域にお
いて稀少な種としてムツハアリアケガニ Camptandrium 
sexdentatumが採集された。これらの種は相模湾周辺地域
において従来の記録が限られており，静岡県，神奈川県
または千葉県の初記録種を含むため，採集された標本に
基づきここに報告する。また，各種の既往記録および生
息状況についても付記する。

材料と方法

　カニ類の採集調査は，2019年 9月，10月および 2020
年 6月から 9月にかけて，静岡県伊豆半島，神奈川県三
浦半島，千葉県房総半島の海岸 2地点および河川 5地

報　告

Abstract. Specimens of six crab species (Crustacea; Decapoda) with southward distributions (Ilyograpsus nodulosus, 
Clistocoeloma villosum, Pseudohelice subquadrata, Ptychognathus altimanus, Utica borneensis, and Pilumnopeus 
marginatus) and one rare crab species, Camptandrium sexdentatum, have been collected from Sagami Bay and 
adjacent waters. The specimens of three crab species (P. altimanus, U. borneensis, and P. marginatus) represent 
the northernmost record of their species. Because of limited previous records of these crabs in this region, their 
distribution and abundance are described.
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点で行った（図 1）。調査は 1–2名で行い，手網（間口
33–35 cm，網目 1–3 mm）を用いて，または徒手で転石
下や泥中からカニ類を採集した。採集された個体は持ち
帰った後 70 %エタノール水溶液で固定し，神奈川県立
生命の星・地球博物館の甲殻類標本資料（KPM-NH）と
して登録した。なお，同博物館における無脊椎動物の標
本番号は，電子台帳上はゼロが付加された 7 桁の数字が
使われているが，ここでは標本番号として本質的な有効
数字で表した。
　登録標本については，ノギスを用いて 10分の 1 mmの
精度で甲長（CL）と甲幅（CW）を計測し，主に三浦（2008），
豊田・関（2019）を参考にして，種の同定を行った。
　なお，本稿における相模湾の定義は Senou et 
al.（2006） にしたがい，伊豆半島石廊崎，伊豆大島，房
総半島野島崎を結ぶ線より北の海域のうち，三浦半島観
音崎と房総半島富津岬以北の東京湾を除く海域とした。

結果と考察

ムツハアリアケガニ科 
Camptandriidae

ムツハアリアケガニ 
Camptandrium sexdentatum Stimpson, 1858

（図 2-A）

図 1．調査河川・海岸の位置図．二重丸は採集地点を示す．A：相模湾；B：房総半島の採集河川；C：伊豆半島の採集河川；D：
三浦半島の採集河川；E：三浦半島の海岸での採集地点． 国土交通省国土政策局「国土数値情報（海岸線および河川データ）」 
http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/ をもとに筆者が編集・加工した．

　標本： KPM-NH 4316，雌雄不明 1個体，2.7 mm CL，3.5 
mm CW，松越川下流域，神奈川県横須賀市長坂，2020
年 8月 21日，手網，山川宇宙・碧木健人採集；KPM-

NH 4317–4321，雄 3個体および雌雄不明 2個体，1.8–4.8 
mm CL，2.1–6.4 mm CW，平久里川下流域，千葉県館山
市正木，2020年 8月 31日，手網，山川宇宙・碧木健人
採集；KPM-NH 4322–4323，雌 2個体，8.1–9.2 mm CL，
10.8–12.8 mm CW，侍従川下流域，神奈川県横浜市金沢
区六浦東，2020年 9月 3日，手網，山川宇宙採集．

　
　採集された個体は，甲が横長の六角形に近く，表面に
複数の明確な隆起および稜線があること，前側縁が眼窩
外歯を除き 2歯あること，歩脚に軟毛が密生することが，
Tan & Ng (1999)，三浦（2008）の本種の記述に概ね一致
した。
　松越川の 1個体は，河口から約 300 m上流の泥中か
ら採集された。採集地点は感潮域であり，常に海水が
流入する。同所的にタカノケフサイソガニ Hemigrapsus 
takanoiが見られた。侍従川の 2個体は，河口から約 1 km
上流の泥中から採集された。採集地点は感潮域であり，
常に海水が流入する。同所的にタカノケフサイソガニが
見られた。平久里川の 5個体は，河口右岸の泥中から採
集された。採集地点は感潮域であり，常に海水が流入す
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図 2．採集されたカニ類の標本写真（乾　直人撮影）．A：ムツハアリアケガニCamptandrium sexdentatum , KPM-NH 323，雌，
8.1 mm CL，10.8mm CW，侍従川下流域，神奈川県横浜市金沢区六浦東，2020 年 9 月 3 日，山川宇宙採集；B：チ
ゴイワガニ Ilyograpsus nodulosus, KPM-NH 4325，雌，5.3 mm CL，5.8 mm CW，平久里川下流域，千葉県館山市正
木，2020 年 8 月 31 日，山川宇宙・碧木健人採集；C：フジテガニ Clistocoeloma villosum, KPM-NH 4330，雄，11.2 
mm CL，13.2 mm CW，油壷湾潮上帯，神奈川県三浦市三崎町小網代，2020 年 9 月 19 日，乾 直人採集；D：ミナミ
アシハラガニ Pseudohelice subquadrata, KPM-NH 4333，雄，13.7 mm CL，16.5 mm CW，荒井浜海岸潮上帯，神奈
川県三浦市三崎町小網代，2020 年 9 月 1 日，乾 直人採集；E：アゴヒロカワガニ Ptychognathus altimanus, KPM-NH 
4335，雌， 11.6 mm CL，12.1 mm CW，平久里川下流域，千葉県館山市正木，2020 年 8 月 31 日，山川宇宙採集；F：
ヒラモクズガニ Utica borneensis, KPM-NH 4338，雌，10.1 mm CL，10.5 mm CW，田越川下流域，神奈川県逗子市桜山，
2019 年 9 月 17 日，是枝伶旺採集；G：ミナミトラノオガニ Pilumnopeus marginatus, KPM-NH 4341，雄 1 個体，8.8 
mm CL，12.2 mm CW，青野川下流域，静岡県賀茂郡南伊豆町湊，2020 年 6 月 23 日，山川宇宙採集 .
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る。同所から後述するチゴイワガニ，アゴヒロカワガニ，
ヒラモクズガニが採集された。
　本種は国内では宮城県松島湾，小笠原諸島および相模
湾から九州島にかけて分布し（逸見 , 2012），相模湾では
江ノ島，田越川，小網代湾，江奈湾から記録されている
（酒井 , 1976；池田 , 1981；乾ほか , 2019）。また，東京湾
内の深浦湾（田所 , 2011）からも記録されているが，千
葉県内からの記録は見当たらず，今回平久里川から採集
された 5個体（KPM-NH 4317-4321）は千葉県からの初記
録だと考えられる。松越川の個体および侍従川の個体は，
それぞれ相模湾 5地点目，東京湾 2地点目の記録となる。
　本種は稀で生息地が孤立しており（逸見 , 2012），干潟
域では最も絶滅の危惧されるカニとされている（三浦 , 
2008）。従来生息が確認されていた干潟に加え，今回判明
した相模湾，東京湾における新たな生息地を保護するこ
とも本種の保全には重要だと考えられる。

オサガニ科 
 Macrothalmidae

チゴイワガニ 
Ilyograpsus nodulosus (Sakai, 1983)

（図 2-B）

　標本：KPM-NH 4324–4329，雄 2個体，雌 3個体およ
び雌雄不明 1個体，2.4–5.5 mm CL，2.8–5.9 mm CW，平
久里川下流域，千葉県館山市正木，2020年 8月 31日，
手網，山川宇宙・碧木健人採集．

　上記 6個体は，前側縁歯が眼窩外歯を除き 3歯あるこ
と，甲が円形であり複数の隆起があること，指節先端が
カップ状になることが，岸野ほか（2001）や三浦（2008）
の本種の記述に概ね一致した。
　全ての個体は，平久里川河口右岸の泥中から採集された。
　本種は，国内では紀伊半島以南の地域および静岡県，
神奈川県から記録されている（三浦 , 2008；和田 , 2012；
岸ほか , 2013；乾ほか , 2019；乾ほか , 2020）今回採集さ
れた個体は千葉県初記録であり，分布の東限記録となる。
　本種は神奈川県田越川では定着・再生産していること
が示唆されており（乾ほか，2020），平久里川でも抱卵
個体（KPM-NH 4325）が採集されたため，平久里川にお
いても定着・再生産している可能性がある。今後定期的
な生息状況の調査が望まれる。

ベンケイガニ科
Sesarmidae

フジテガニ
Clistocoeloma villosum (A. Milne-Edwards, 1869)

（図 2-C）

　標本： KPM-NH 4330–4332，雄 1個体および雌 2個体，
9.6–13.8 mm CL，11.6–16.6 mm CW，油壷湾潮上帯，神
奈川県三浦市三崎町小網代，2020年 9月 19日，徒手，

乾直人採集．

　上記 3個体は，甲がやや横長の方形で大きな隆起を持
たないこと，生時全体が泥をまとい鉗脚は紫色を呈する
こと，前側縁の歯は痕跡的，または歯はなく完縁である
ことが，Komai et al.（2004）や高倉・駒井（2019）の本
種の記述に概ね一致した。
　全ての個体は，油壷湾北側の崖直下に積もった石の隙
間から採集された。採集地点は高潮線の直上であり，同
所的にアカイソガニ Cyclograpsus intermediusが，周辺か
らはカクベンケイガニ Parasesarma pictum，ヒメアカイ
ソガニ Acmaeopleura parvulaが見られた。
　本種は，国内からは，日本海側は島根県以南，太平洋
側は千葉県以南の地域から記録されている（豊田・関 , 
2019)。相模湾周辺では，静岡県沼津市大瀬崎東の内湾，
同県南伊豆町青野川および千葉県鋸南町西ヶ崎南の海岸
から記録されていた（Yuhara et al., 2017；高倉・駒井 , 
2019）。今回油壷湾から採集された個体は神奈川県初記
録であるとともに，本種の国内太平洋側での北限記録と
なる。
　相模湾内の青野川では本種の生息状況が詳細に調べ
られているが（Yuhara & Yokooka, 2019），1年間の調査
で観察された抱卵している雌個体は 2個体（902個体
中）であり，主に南方の生息地からの幼生分散によっ
て集団が成立していることが示唆されている（Yuhara & 
Yokooka, 2019）。高倉・駒井（2019）によれば，大瀬崎
東の内湾では本種は 2007年以降ほぼ毎年継続して観察
されているものの，房総半島の個体は 2017年に採集さ
れたのみである。これらの状況から，伊豆半島の生息地
においては本種が定着し，一定の個体群が存在する可能
性があるが，相模湾周辺地域において本種が再生産して
いるかは判断しがたい。三浦半島においても複数個体が
採集されたものの定着・再生産しているかは不明である
ため，今後定期的な生息状況の調査が望まれる。

モクズガニ科
Varunidae

ミナミアシハラガニ
Pseudohelice subquadrata (Dana, 1851)

（図 2-D）

　標本：KPM-NH 4333，雄，13.7 mm CL，16.5 mm CW，
荒井浜海岸潮上帯，神奈川県三浦市三崎町小網代，2020
年 9月 1日，徒手，乾直人採集；KPM-NH 4334，雄，5.1 
mm CL，6.3 mm CW，油壷湾高潮帯，神奈川県三浦市三
崎町小網代，2020年 9月 19日，徒手，乾直人採集．

　上記 2個体は，甲が前後にゆるく湾曲し眼窩外歯を除
き前側縁に 2歯を有すること，甲は淡褐色で濃褐色の斑
紋が並ぶこと，成体（KPM-NH 4333）では眼窩下縁に内
側から順に単顆粒が 7個，癒合した顆粒が 4個，大顆粒
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が 1個，小顆粒が 2個並び，幼体（KPM-NH 4334）では
それよりも小さい顆粒が並ぶことが，唐沢・野元（2007），
豊田・関（2019）および伊藤（2020）の記述と概ね一致した。
　荒井浜海岸の個体は，潮上帯のくぼ地の転石下から採
集された。同所的にアカテガニ Chiromantes haematocheir
およびカクベンケイガニが見られた。油壷湾の個体は，
崖下に張り出した岩礁の上の転石下から採集された。採
集地点は高潮帯であり，同所に他のカニ類は観察されな
かった。
　本種は，国内からは神奈川県および静岡県，伊豆大島，
和歌山県，淡路島，小笠原諸島，九州以南の地域から記
録されている（伊藤 , 2020）。相模湾周辺では，神奈川
県三浦市三崎町小網代湾，東京都伊豆大島および静岡県
下田市大賀茂川から記録されていた（岸ほか，2013；伊
藤，2020）。しかしながら，岸ほか（2013, 2015）による
小網代湾からの記録は標本を示していないため，今回の
個体は相模湾 4地点目の記録であるとともに神奈川県内
からの標本に基づく初記録となる。なお，既往記録に関
して，山本ほか（2006）が徳島県那佐湾から報告した「ア
シハラガニ属の 1種」は，同論文に記載された眼窩下縁
の顆粒数，写真によって確認される甲の形態，甲面の斑
紋の類似から本種である可能性があるが，正確な判断に
は登録標本の観察を要する。 
　今回の採集地点は記録地点の小網代湾に隣接してい
る。小網代湾では増加傾向にあるとされる（岸ほか , 
2013）ことから，小網代湾周辺の三浦半島南端部では本
種が定着・再生産している可能性があるが，正確な判定
には今後の定期的な生息状況調査が望まれる。

アゴヒロカワガニ 
Ptychognathus altimanus (Rathbun, 1914)

（図 2-E）

　標本：KPM-NH 4335，雌， 11.6 mm CL，12.1 mm CW，
平久里川下流域，千葉県館山市正木，2020年 8月 31日，
手網，山川宇宙採集；KPM-NH 4336，雄，5.5 mm CL， 5.8 
mm CW，松越川下流域，神奈川県横須賀市長坂，2020
年 8月 17日，手網，碧木健人採集．

　上記 2個体は，甲が平滑で角形をなし，扁平であるこ
と，前側縁は左右で平行し，前側縁に眼窩外歯を除き 2
歯を有すること，後側縁の開始地点から前側縁第 2歯先
端までが，前側縁第 1歯の側縁とほぼ同大であることが，
Naruse et al.（2005）や豊田・関（2019）の記述とよく一
致することから，本種と同定された。
　平久里川の個体は，河口右岸の泥中から採集された。
松越川の個体は，支流萩野川が合流する前耕地橋下流の
感潮域最上部の転石下から採集された。同所にオオヒラ
イソガニ属の一種 Varuna sp.（未同定）も見られた。
　本種は，国内からは和歌山県，宮崎県，鹿児島県大隅
半島，南薩，種子島，屋久島，および奄美大島以南の琉

球列島から記録されている（野元ほか , 1999；三浦・実
政 , 2010；岸野・鈴木 , 2016）。今回採集された個体は神
奈川県および千葉県から初記録となるとともに，松越川
の個体は本種の北限記録となる。
　今回採集された個体は 2個体であり，定着・再生産し
ているかどうかは定かではない。本州における記録地域
は限られており，本地域に限らず本州における今後の生
息状況の調査が望まれる。

ヒラモクズガニ
Utica borneensis (De Man, 1895)

（図 2-F）

　標本：KPM-NH 4337，雄，8.8 mm CL，9.0 mm CW，
田越川下流域，神奈川県逗子市桜山，2019年 10月 19
日，手網，碧木健人採集；KPM-NH 4338，雌，10.1 mm 
CL，10.5 mm CW，田越川下流域，神奈川県逗子市桜
山，2019年 9月 17日，手網，是枝伶旺採集；KPM-NH 
4339，雄，5.5 mm CL，5.9 mm CW，平久里川下流域，
千葉県館山市正木，2020年 8月 31日，手網，山川宇宙
採集。

　上記 3個体は，甲が角型で扁平であり，横に走る 2本
の稜線があるが，それ以外の綾は持たないこと，甲の後
側縁に菱形の面があること，第 3顎脚の外肢の幅が坐節
より狭いことが，豊田・関（2019）や締次（2020）の本
種の記述と概ね一致した。
　田越川の 2個体は，田越川の富士見橋上流左岸の落
ち葉中から採集された。同所的にミナミベニツケガニ
Thranita crenataも見られた。平久里川の個体は，河口右
岸の泥中から採集された。
　本種は，国内からは三重県，種子島および奄美大島以
南の琉球列島から記録されている（締次 , 2015b；岸野
ほか , 2016；締次 , 2020）。今回採集された個体は，神奈
川県および千葉県初記録であるとともに，田越川の個体
は本種の北限記録となる。
　採集された個体のうち，田越川から採集された雄個
体（KPM-NH 4337）は発達した鉗脚および外内面の軟
毛の存在から成体であると考えられ，雌個体（KPM-NH 
4338）は抱卵していた。これらは本地域において本種は
成体まで成長し，繁殖可能であることを示している。三
重県の生息地において本種は定着している可能性が示唆
されており（締次 , 2020），本地域においても定着，再
生産している可能性がある。本種も本州における記録地
域は限られているため，本地域に限らず本州における今
後の生息状況の調査が望まれる。

ケブカガニ科
Pilumnidae

ミナミトラノオガニ 
Pilumnopeus marginatus (Stimpson, 1858)

（図 2-G）
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　標本： KPM-NH 4341，雄，8.8 mm CL，12.2 mm CW，
青野川下流域，静岡県賀茂郡南伊豆町湊，2020年 6月
23日，手網，山川宇宙採集。

　上記 1個体は，全身が毛に覆われ甲が扇形をなすこと，
前側縁に眼窩外歯を除き 3歯を有し，各歯の先端は鈍く
尖らないこと，腹部は 7節からなること，鉗脚は指部を
除いて顆粒と毛に覆われ，指部は濃い褐色を呈するこ
と，また心域に赤褐色の山型の斑紋を持つことが，三浦
（2008）や締次（2015a）の本種の記述と概ね一致した。
　この個体は，青野川の鯉名川合流点より 20 m上流左
岸のカキ礁のマクガイ Isognomon ephippiumの下から採
集された。採集地点は感潮域であり，干潮時には海水が
流入する。同所からオキナワヤワラガニ Neorhynchoplax 
okinawaensis（KPM-NH 4344-4350）も採集された。
　本種は，国内からは三重県，和歌山県，高知県，宮崎県，
奄美大島以南の琉球列島から記録されている（岸野ほか , 
2001；三浦 , 2008；山本ほか , 2005；締次 , 2015a）。今回
採集された個体は静岡県初記録であるとともに，本種の
北限記録となる。
　採集された個体は 1個体で，本地域において本種が定
着・再生産しているかは定かではない。今後も本地域で
の本種の生息状況の継続調査が望まれる。
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2018–2020 年に見出した神奈川県の地域植物相の
重要な記録となる標本

田中徳久

Norihisa Tanaka: Herbarium specimens discovered during the period from 2018 to 
2020 for important records of the regional flora of Kanagawa Prefecture, Japan

緒　言

　神奈川県は，もっともよく植物相が把握されている都
道府県の一つと言われ、これまで 6編の県単位の植物目
録・植物誌が刊行されている（田中 , 2002 ほか）。この
うち，神奈川県植物誌調査会による，実際に野外で採集
された植物の証拠標本に基づく分布記録と，過去に採集
され，標本庫に集積されている標本の分布記録に基づ
いた植物相調査の成果である神奈川県の県単位の植物誌
は，『神奈川県植物誌 1988』（神奈川県植物誌調査会編 , 
1988）に始まり，『神奈川県植物誌 2001』（神奈川県植
物誌調査会編 , 2001）を経て，『神奈川県植物誌 2018』（神
奈川県植物誌調査会編 , 2018）で 3編目となる。その調
査は，1979年に始まった神奈川県植物誌調査会編（1988）
のための調査開始以来，2020年で丁度 40年となる。そ
の間，刊行された植物誌やそのために収集された標本情
報は，『神奈川県レッドデータ生物調査報告書』（神奈川
県レッドデータ生物調査団編 , 1995），『神奈川県レッド
データ生物報告書 2006』（高桑ほか編 2006）所載の「維
管束植物」（勝山ほか , 2006），『神奈川県レッドリスト〈植
物編〉2020.』（神奈川県 , 2020）などのレッドデータ植
物の選定などに活用されている。しかし，これらの過程
においても，既報に記録があるが採集された標本が確認
できずに，神奈川県植物誌調査会編（1988），神奈川県
植物誌調査会編（2001），神奈川県植物誌調査会編（2018）
で参考種として掲載されるに留まらざるを得なかったも

のや，神奈川県レッドデータ生物調査団編（1995），勝
山ほか（2006）や神奈川県（2020）の選定過程で消息不
明種とされたものも多い。
　ここでは，2018–2020年に見出された，神奈川県植物
誌調査会編（2018）の調査や神奈川県（2020）の選定過
程で参考種あるいは消息不明種とされた植物の標本を，
神奈川県の地域植物相の重要な記録となる標本として報
告する。同様の報告は，あるコレクションを対象とした
報告（田中・高橋 , 2007）や各地の標本庫調査を行った
際の報告（田中・大西・勝山 , 2015, 田中 , 2016）などが
ある。

材料と方法

標本調査と画像の収集
　標本調査は，これまで神奈川県内で採集された標本が
知られていなかった種の標本やこれまで標本記録がな
かった産地で採集された標本など，神奈川県の地域植物
相の記録上，重要だと考えられる標本を各地の標本庫で
探索した（下記の標本庫は本報で報告した標本の収蔵館
のみで，実際には他の標本庫でも探索している）。具体
的には，神奈川県植物誌調査会編（2001）や勝山ほか
（2006），神奈川県植物誌調査会編（2018）で参考種ある
いは消息不明種とされた種や絶滅種の標本を中心に実施
した。
　確認された植物標本は，デジタル一眼レフカメラによ

報　告

Abstract. Although the regional flora of Kanagawa Prefecture is one of the most thoroughly surveyed in Japan (e.g., 
Tanaka, 2002), the records of certain taxa can be found only in the the literature, and there are no known specimens. 
Accordingly, with the aim of establishing the existence of specimens of these taxa, I examined a range of herbarium 
specimens. In this report, I describe how specimens of the following six taxa were discovered during the period from 
2018 to 2020: Clintonia udensis Trautv. & Mey, Carex aequalta Kük., Ranunculus chinensis Bunge, Ludwigia ovalis 
Miq., Lysimachia leucantha Miq., and Rhododendron transiens Nakai. Among these taxa, only literature records 
could be found for Cl. udensis, Ca. aequialta, and Ly. leucantha, whereas specimens of Ra. chinensis, Lu. ovalis, and 
Rh. transiens were collected in areas from whichwhere they were previously unknown.
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り標本画像を収集し，得られた標本画像から，ラベルに
記されている標本の属性（植物の和名，学名，採集地，
採集年月日，採集者，採集者の標本番号，標本庫の標本
番号など）をデジタルデータ化した。この標本の属性は，
標本画像とともに，神奈川県立生命の星・地球博物館の
収蔵資料管理システムの維管束植物画像（KPM-NX）に
登録した。
　なお，標本庫の略号は，Index herbariorum（NYBG, 
online）に登録されているもので，以下に示した。
KPM：神奈川県立生命の星・地球博物館，KYO：京都
大学植物標本庫（京都大学総合博物館），LE：コマロフ
植物研究所 V. L. Komarov Botanical Institute（ロシア：サ
ンクト・ペテルブルク），MAK：東京都立大学牧野標本館，
MBK：高知県立牧野植物園，TOYA：富山市科学博物館，
TUS：東北大学大学院理学研究科生物学専攻植物分類学
教室植物標本室 .

結果と考察

　田中（2016）では，報告する標本を，採集年代別に，
（A）江戸時代（横浜開港以前），（B）横浜開港から明治
初期，（C） 明治初期から昭和前期に分けて報告したが，
ここで報告するのは，（C）およびその後の時期に位置
づけられるものである。各植物の記述は，神奈川県植物
誌調査会編（2018）の和名，学名を見出しとしたが，掲
載されていないものは，米倉・梶田（2003–）に拠った。
また，報告する種の配列は原則，神奈川県植物誌調査会
編（2018）に従った。記述中の標本の引用ではラベルに
記載されている採集地，採集年月日，採集者，採集者の
標本番号，標本庫略号，標本番号，本報での図番号を示
した。
　今回報告する標本はユリ科 Liliaceaeのツバメオモ
ト Clintonia udensis Trautv. & Mey、 カ ヤ ツ リ グ サ 科
Cyperaceae のトダスゲ Carex aequialta Kük.、キンポ
ウゲ科 Ranunculaceaeのコキツネノボタン Ranunculus 
chinensis Bunge、アカバナ科 Onagraceaeのミズユキノ
シタ Ludwigia ovalis Miq.、サクラソウ科 Primulaceaeの
サワトラノオ Lysimachia leucantha Miq.およびツツジ科
Ericaceaeのオオヤマツツジ Rhododendron transiens Nakai
の計６科６種である。詳細を以下に記す。

1) ツバメオモト Clintonia udensis Trautv. & Mey 
　 箱 根 で 採 集 さ れ た 標 本（Hakone, Kanagawa Pref. 
Aug.9.1965 Hiroe, M.-17662 KYO；図 1）を確認した。奥
山（1948）や神奈川県博物館協会編（1958）に「丹沢」
の記録があるが，本種は本来亜高山帯を分布域とする植
物であり，木場・高橋（2001），木場（2018）では，標
本が確認されていないことから，疑問視され，参考種と
されていた。
　なお，ロシアのコマロフ植物研究所に，須川長之助
が 1864年に箱根で採集したとされる標本（LE01042688）

も残されている。しかし，Takahashi et al.（2020）のように，
従来，箱根とされて来たミヤマアシボソスゲ Carex scita 
Maxim.のタイプ産地について，現在知られている分布
では箱根に産しないこと，原記載の産地の記述が「おそ
らく箱根の山中」とあやふやであること，知られていた
タイプ標本には「Hakone」と記載されていないこと，新
たに見出された標本では，「信濃」の上に「箱根」と上
書きされていること，などから，「無条件に箱根とすべ
きでない」としている例もあり，今回，箱根で採集され
た標本が確認されたが，これまで箱根での文献上の記録
がないこともあり，さらに慎重な検討が必要である。

2) トダスゲ Carex aequialta Kük.
　横須賀市大楠山で採集された標本（Ohgusu-yama, 
Kanagawa Pref. May.5.1933 Chojii Suzuki TUS169646；図 2）
を見出した。神奈川県博物館協会編（1958）や宮代（1958）
には「箱根」の記録があるが，これまで標本が確認され
ておらず，勝山（2001, 2018）などでは参考種とされて
いた。今回見出された標本の採集地は大楠山であり，本
種の自生する湿生環境が存在していたのかは不明である
が，近隣の葉山町では湿地に生育するミズユキノシタや
ヒキノカサが採集されており（勝山 , 2010; 大西 , 2018），
湿生環境が存在した可能性がある。また，採集地の記載
に際して，地名の範囲の捉え方に差異がある可能性も
ある。なお，この標本は，ジュズスゲ C. ischnostachya 
Steud.やゴウソ C. maximowiczii Miq.に同定されていたも
のである。

3) コキツネノボタン Ranunculus chinensis Bunge
　平塚で採集された標本（Hiratsuka, Hiratsuka City, 
Kanagawa Pref. 1928 Tomitaro Makino MBK01500239-
MAK204353；図 3）を見出した。神奈川県博物館協会編
（1958）に「茅ヶ崎」の記録があり，松浦（1958）にも
記録がある。神奈川県植物誌調査会編（1988）の調査
では確認できず，神奈川県レッドデータ生物調査団編
（1995）でも「絶滅」とされた。しかし，その後の調査
で箱根での分布が再確認された（勝山 , 1996）。また，標
本は確認していないが，横浜市瀬谷区瀬谷市民の森の報
告がある（奥山 , 1989）。

4) ミズユキノシタ Ludwigia ovalis Miq.
　横浜で採集された標本（Shirosato-mura, Yokohama City, 
Kanagawa Pref. July, 5. 1914 Tomitaro Makino MBK0001450-
MAK42792；図 4）を見出した。神奈川県博物館協会編
（1958）には「鎌倉，茅ヶ崎，厚木，平塚」，出口（1968）
には「上白根大池，桐が作大池」の記録があるが，標本
は確認されていなかった。ここで報告した標本の採集地
である「Shirosato-mura」は橘樹郡にあった村で，現在
の横浜市港北区南部，神奈川区北西部に位置する。出
口（1968）の記録とは多少ずれるが，横浜市内に生育し
ていた証拠となる標本だと思われる。なお，神奈川県植
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図 1．箱根採集されたツバメオモト Clintonia udensis の標本
（KYO; KPM-NX0001894）.

図 2．大楠山で採集されたトダスゲ Carex aequialta の標本
（TUS169646; KPM-NX0001895）.

図 3．平塚で採集されたコキツネノボタン Ranunculus chinensis 
の標本（MBK01500239-MAK204353; KPM-NX0001896）.

図 4．横浜で採集されたミズユキノシタ Ludwigia ovalis の
標本（MBK0001450-MAK42792; KPM-NX0001898）.
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物誌調査会編（2001）の調査においては，横浜市中区で
移入と判断されるものが採集された以外は確認できず，
勝山ほか（2006）では絶滅と判定されていた。その後，
2010年 9月に葉山町の谷戸田とその周辺湿地において
再発見されている（勝山 , 2010）。

5) サワトラノオ Lysimachia leucantha Miq.
　 箱 根 で 採 集 さ れ た 標 本（ 箱 根 Kazuo Izawa 
MBK0048213；図 5）を見出したが，採集年月日は不明で
ある。松浦（1958）に「双子山，仙石原」の記録があるが，
松野編（1933）や神奈川県博物館協会編（1958），宮代
（1958）にも記録がなく，神奈川県植物誌調査会編（1988），
神奈川県植物誌調査会編（2001），神奈川県植物誌調査会
編（2018）のための調査でも採集されず，参考種として
の掲載からも漏れていた。これまで探索してこなかった
種でもあり，今後，さらに標本調査を継続することで別
の標本が見い出される可能性もある。なお，苞の形と長さ，
花冠の大きさから本種と判断したが，少し大きく，トウ
サワトラノオ L. candida Lindl の可能性もある。

6) オオヤマツツジ Rhododendron transiens Nakai
　横浜で採集された標本（Shirosato-mura, Yokohama 
City, Kanagawa Pref. May, 16. 1915 Tomitaro Makino 
MBK0077836-MAK1007644；図 6）を見出した。松野編
（1933）では「都筑川和」と「石川」（現横浜市青葉区あ

図 5．箱根で採集されたサワトラノオ Lysimachia leucantha の
標本（MBK0048213; KPM-NX0001899）.

図 6．横浜で採集されたオオヤマツツジ Rhododendron transiens 
の標本（MBK0077836-MAK1007644; KPM-NX0001810）.

たり）に記録があるが，これについては出口（1968）は
「？」を付している。ここで報告した標本の採集地であ
る「Shirosato-mura」は橘樹郡にあった村で，現在の横浜
市港北区南部，神奈川区北西部に位置する。松野編（1933）
の記録とは多少ずれるが，横浜市内に生育していた証拠
となる標本といえる。

おわりに
　田中（2016）が指摘したように，地域植物相の記録上
重要な標本は，今後の標本調査の進行に伴い，さらに見
出される可能性がある。対象となる標本の点数は膨大で
あるため，完全な把握が完了するには，各標本庫での関
連調査に費やす時間や人的・金銭的資源だけでなく，各
標本庫が，閲覧・調査に供せる状態に標本を整理する時
間と人的・金銭的資源，さらには収蔵場所の整備も必要
である。近年，各地の標本庫では，収蔵標本のデータベー
ス化が採集情報とともに画像情報も含め進行しており，
インターネット上で公開されている例も多い。しかし，
その全部が，必要な情報を検索できる状態にはないのが
現状である。また，本報でのトダスゲの事例や田中（2020）
で報告した事例もあるように，収蔵されている標本は，
常に同定が変更される可能性がある。そのため，今後も
継続的な標本の調査・研究が必要である。
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神奈川県小田原市における
コウノトリ Ciconia boyciana の観察記録

加藤ゆき・川合英利・重永明生

Yuki Kato, Hidetoshi Kawai and Akio Shigenaga: An observation record of 
Oriental stork Ciconia boyciana, at Odawara City, Kanagawa, Japan

緒　言

　 コ ウ ノ ト リ Ciconia boyciana は コ ウ ノ ト リ 目
Ciconiiformesコウノトリ科 Ciconiidaeに属する全長 110 
cm，翼開長 200 cmの大型の鳥類で，国の特別天然記念
物に指定されている。ロシアの極東南部と中国の東北部
で繁殖し，中国の主に揚子江中流域や韓国，台湾，日本
等で越冬する（大迫 , 2014）。本種は世界的に個体数が
少なく総生息個体数は 1,000–2,500羽程度と推定され，
IUCNのレッドリストで Endangeredと評価されている
（IUCN, online）。また，環境省が発表したレッドリスト
2020では，絶滅危惧Ⅰ A類に選定されている（環境省 , 
online）。
　コウノトリは，かつて日本では一年を通して見ること
ができる留鳥で，江戸時代の諸国の物産帳や図譜等の記
録（大迫 , 2012）によると，東北地方から九州地方まで
広く繁殖していたと考えられている。しかし明治時代に
入り，一般人による狩猟の影響や生息環境の悪化に伴い
生息数は激減した。その後，非狩猟鳥や天然記念物に指
定され生息数は増加したが，第二次世界大戦中の営巣木
の伐採，戦後の有機水銀を含む農薬使用の影響によって
生息数は再び減少し，1971年には最後の野生個体が捕獲
され日本での野生個体群は絶滅した（大迫 , 2012）。そ
れ以降は，大陸から迷行したと考えられる野生個体が各
地で記録されている（日本鳥学会 , 2012）。
　一方で，飼育による生息数増加の試みは 1951年以降，
神戸市立王子動物園をはじめ東京都恩賜上野動物園，大
阪市天王寺動物園等で進められてきた。当初はまったく
雛が生まれなかったが，1988 年に東京都多摩動物公園
が日本で初めて繁殖に成功した。1989年には兵庫県が，
友好関係を結んでいた旧ソ連のハバロフスク地方から寄
贈された個体を使って繁殖に成功した。以後，大阪市天
王寺動物園等も含め，国内での飼育施設では順調に個体
数を増加させている（大迫 , 2012）。
　兵庫県では飼育下での生息数の増加を受け， IUCN 

guidelines for re-introductions（IUCN, 1998）に準拠してコ
ウノトリの野生復帰事業をすすめ，飼育施設で繁殖をさ
せた個体を 2005年から野外に放してきた。2008年には
放鳥個体の野外での繁殖も確認され，2020年 10月 13日
現在，豊岡市を中心に全国各地で 221羽が確認されてい
る（兵庫県立コウノトリの郷公園 , online）。
　今回，栃木県小山市の人工巣塔生まれのコウノトリ 1
羽を神奈川県小田原市の酒匂川で観察したので，ここに
報告する。なお，確認場所の周辺地域では過去に本種の
確認情報があり，今後も飛来の可能性がある地域だと考
えられる。本種はカメラマンやバードウォッチャーに人
気が高く，飛来時には多くの観察者や撮影者が集中する
ことも多く，地域住民に迷惑がかかり対象個体にもスト
レスを与える恐れがあるため，詳細な地名は明らかにせ
ず河川名の記載にとどめる。
　本報告に掲載した画像は，すべて神奈川県立生命の星・
地球博物館の鳥類アーカイブズ資料（KPM-NQB）とし
て登録した。

結果と考察

種の同定と観察状況
　観察初日である 2020年 10月 14日午後 4時 10分頃，
筆者の一人である川合が酒匂川の低水敷で大型の鳥類 1
羽を発見した。頭部から体の上面と下面にかけて白色で
風切羽が黒色，足が長く赤色であった。これらの特徴を
持つのはコウノトリまたはシュバシコウ Ciconia ciconia
であるが，嘴が太く黒色であることからコウノトリと同
定した。観察は双眼鏡及び望遠鏡で行い，撮影機材を持
ち合わせていなかったため画像記録を撮ることができな
かった。発見時，低水敷の中州でカラス類にまとわりつ
かれていたが動じていなかった。その後，小さく飛翔し
ダイサギ Ardea albaやコサギ Egretta garzetta，アオサギ
Ardea cinerea等のサギ類とカワウ Phalacrocorax carboが
群れをなしている別の中州に移動した。サギ類やカワウ

報　告
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図 1．酒匂川でサギ類とともに休息をするコウノトリ．KPM-NQB 710．2020 年 10 月 15 日，小田原市，重永明生撮影．

図 2．中州で休息するコウノトリ．本個体の中雨覆の一部には幼鳥の特徴である黒色（〇）が見られた．KPM-NQB 709．2020 年 10 月
15 日，小田原市，重永明生撮影．
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は飛び立たなかったものの，羽繕い等をしながらゆっく
り動く本個体を中心に，同心円を拡げるように歩きなが
ら遠ざかっていった。コウノトリは羽繕い等をしながら
ゆっくり動いていた。午後 4時 40分頃，暗くなってき
たので観察を終了した。この時，本個体は中州で休息を
していた。この個体には，右脚に赤と青，左脚に黒と緑
のカラーリングがつけられていた。
　筆者の一人である重永は前述の情報を参考に探索し，
翌日 10月 15日午前 5時 30分に約 80羽のダイサギやチュ
ウサギ Ardea intermedia，コサギ，アオサギと共に酒匂川
の低水敷で休息しているコウノトリ 1羽を発見した（図
1; KPM-NQB 710）。この個体には，前述と同様のカラー
リングがつけられていた（図 2; KPM-NQB 709）。ここは，
川合が 14日に本種を観察した場所とほぼ同じであった。
この個体は時々羽繕いを行い，午前 6時頃には低水敷か
ら上流に向かって探餌しながら歩いて移動した。その後，
飛翔による移動や歩行しながらの探餌を行った。探餌は
頻繁に行っていたが，飲み込み行動は一度も観察できな
かった。午前 6時 50分頃に中州へ移動し，木の枝を嘴
でくわえて上に放り投げるという動作や休息，羽繕いを
繰り返し行った。午前 8時頃に中州から飛んで右岸河原
へと移動し，加藤が観察に加わった午前 8時 10分頃に
は同所で羽繕いを継続して行っていた。そして午前 9時
頃に河原から飛び立ち，旋回しながら上昇し下流へ移動，
そのまま南南西方向に旋回飛翔し，午前 9時 15分頃に
建物に遮られ姿を見失った。その後，重永が酒匂川や周
辺農耕地，早川河口等を見回ったが，確認することはで
きなかった。川合も午前 7時 30分頃に同地に行き河原
に立つ本種を確認したが，午後 4時 10分頃に再度行っ
た時には確認できなかった。
　10月 14日と 15日に確認された個体は，カラーリング
により同一個体であることは明らかである。確認した滞

在期間は 10月 14日午後 4時 10分頃から 15日午前 9時
15分頃まで，14日夕方と 15日早朝ともに確認した低水
敷をねぐらとして利用したと思われる。

個体の特徴と由来
　今回観察された個体の風切羽は，初列から三列に至る
まで茶褐色がかった黒色，中雨覆の一部に黒色が入り，
脚全体がくすんだ赤色をしていた（図 2）。以上の特徴か
ら，当年生まれの幼鳥と判断した（松本私信 ; 兵庫県立
コウノトリの郷公園 , online）。また，脚にカラーリング
を付ける標識方法は，鳥類を野外で個体識別をするため
に導入される手法である。埋め込み式のマイクロチップ
や施設名を記した金属製の足環等で管理されている動物
園等の飼育由来の個体とは考えにくい。そのため，前述
の野生復帰事業による個体と推測した。
　放鳥個体情報を管理している兵庫県立コウノトリの郷
公園が公開している「足環カタログ」によれば，前述の
特徴を持つのは栃木県小山市の人工巣塔で 2020年 5月
30日に生まれたオスの幼鳥個体で，「J0329」である（兵
庫県立コウノトリの郷公園 , online）。そこで，目撃情報
を同公園に写真とともに送付したところ，この個体は
「J0329」である旨の返信をいただいた。コウノトリ市民
科学（online）によると，本個体は 2020年 10月 11日に
栃木県小山市で確認されており，同腹の「J0328」ととも
に水田で採食していたとの報告が見られる。その後，10
月 26日に兵庫県明石市の住宅地にある鉄塔で観察され
た。
　「J0329」は，千葉県野田市で放鳥された「J0128」と徳
島市の巣塔生まれの「J0181」との間に生まれた個体で，
2005年 9月に兵庫県豊岡市のコウノトリの郷公園で最初
に放鳥された「J0296」の第 3世代にあたる個体である（図
3）。

図 3．J0329 の系譜．兵庫県立コウノトリの郷公園（online）を参考に作成．
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表 1．2020 年 10 月 1 日現在の神奈川県でのコウノトリの確認状況．野田市（online）による情報は，公開されている地名をそのまま記した

確認日 場所 羽数 由来と個体番号 引用

2014/3/6 湯河原町吉浜 1 放鳥由来・個体番号不明 加藤（2016）

2014/10/12–15
藤沢市今田
横浜市泉区・戸塚区 1 豊岡市で放鳥・J0481 宮地（私信）

日本野鳥の会神奈川支部（2020）
2015/9/16 厚木市岡田 1 野田市で放鳥・J0115 大橋（2015）

2015/9/16 平塚市付近 1 野田市で放鳥・J0115 野田市（online）

2015/9/17 相模原市付近 1 野田市で放鳥・J0115 野田市（online）

2015/9/22 鎌倉市稲村ケ崎 1 不明 日本野鳥の会神奈川支部（2020）

2015/9/28 相模原市付近 1 野田市で放鳥・J0115 野田市より情報提供

2015/9/30 鎌倉市稲村ケ崎 1 野田市で放鳥・J0117 日本野鳥の会神奈川支部（2020）

2015/9/30 秦野市 1 野田市で放鳥・J0117 タウンニュース秦野版（2015年10月8日号）

2015/10/1 南足柄市付近 1 野田市で放鳥・J0117 野田市（online）

2016/10/25 厚木市付近 1 野田市で放鳥・J0128 野田市（online）

2016/10/25–11/1 伊勢原市付近 1 野田市で放鳥・J0155 野田市より情報提供

2016/10/31 厚木市付近 1 野田市で放鳥・J0128 野田市（online）

2017/12/4 平塚市付近 1 野田市で放鳥・J0116 野田市（online）

2017/12/5 小田原市付近 1 野田市で放鳥・J0116 野田市（online）

2018/2/13 川崎市付近 1 野田市で放鳥・J0128 野田市（online）

2018/2/18 小田原市 1 豊岡市巣塔生まれ・J0158 タウンニュース箱根・湯河原・真鶴版
（2018年 3月 10日号）

2018/3/15 平塚市付近 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）

2018/3/15 開成町付近 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）

2018/3/22 横浜市 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）

2018/7/11–8/14 伊勢原市付近 1 野田市で放鳥・J0155 野田市より情報提供

2018/9/13 平塚市・寒川町付近 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）

2018/9/13 横須賀市付近 1 野田市で放鳥・J0189 野田市（online）

2018/9/17 厚木市・相模原市付近 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）

2018/9/17 大和市付近 1 野田市で放鳥・J0189 野田市（online）

2018/10/15 開成町・松田町付近 1 野田市で放鳥・J0128 野田市（online）

2018/10/18 厚木市付近 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）

2018/10/21 三浦市付近 1 野田市で放鳥・J0117 野田市（online）

2018/11/2 海老名市付近 1 野田市で放鳥・J0155 野田市（online）

2019/1/22 逗子市付近 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）

2019/2/17 開成町付近 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）

2019/2/19 開成町付近 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）

2019/2/20 開成町付近 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）

2019/4/1 相模原市付近 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）

2019/4/1 小田原市付近 1 野田市で放鳥・J0116 野田市（online）

2019/9/19 開成町・大井町付近 1 野田市で放鳥・J0155 野田市（online）

2020/2/3 横浜市港北区付近 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）
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まとめ
　神奈川県では，2014年に湯河原町で本種 1羽が確認さ
れて以降，観察記録が少しずつ増えてきている（大橋 , 
2015; 加藤 , 2016; 日本野鳥の会神奈川支部 ,2020; コウノ
トリ市民科学 , online）。また，野田市で放鳥された個体
はアルゴス衛星追跡システム（PTT）により移動をモニ
タリングされており，飛翔による長距離移動をしないと
推測される早朝または夕方に確認された地域を市町村単
位で公開している（野田市 , online）。それらのデータを
合わせると 2020年 10月 1日現在，県内では 37例の滞在
及び飛翔が確認された（表 1）。これらのうち，同一個体
が同一地域で継続して観察されたのは 3例で，2014年 10
月 12日から 15日にかけて境川流域に点在する今田遊水
地（藤沢市），下飯田遊水地，俣野遊水地（いずれも横浜市）
を「J0481」が利用した観察例が報告されている（宮地私信 ; 
日本野鳥の会神奈川支部 , 2020）。その後，PTT情報によ
り伊勢原市周辺で「J0155」が 2016年 10月 25日から 11
月 1日までと 2018年 7月 11日から 8月 14日にかけて確
認された（野田市より情報提供）。
　また，鎌倉市や厚木市，秦野市で飛翔による移動途
中の個体が確認されている（日本野鳥の会神奈川支部 , 
2020; コウノトリ市民科学 , online）。これらのほか，個人
のブログ等に写真とともに観察記録がみられるが，滞在
期間については触れられていない。野田市（online）に
よると，滞在記録（表 1）以外にも，地域間の移動の際
に県内を通過している個体がいると推測される。しかし，
現在のところ県内での越冬や繁殖の報告はない。
　放鳥された個体のなかには移動先に定着し，繁殖を行
うものも報告されている（兵庫県立コウノトリの郷公園 , 
online）。江崎（2019）は本種の野生復帰の必須要件として，
生息地での餌の確保を挙げている。本種は主に肉食性で，
河川や水路，水田，草地等において魚類や両生類，爬虫
類のほか，昆虫やミミズといった小動物など水生・陸生
を問わず，口に入る動物であればほぼ何でも捕食する（田
和ら , 2016）。実際に，2014年に境川周辺の遊水地に滞在
した「J0481」は，今田遊水地にあるビオトープで魚類や
哺乳類，アメリカザリガニ，ミミズ等を捕食した（宮地
私信）。
　これまでの県内への飛来状況から，コウノトリが相模
川や酒匂川，境川といった河川や周辺の農耕地を生息候
補地として認識している可能性は高い。神奈川県内で本
種が定着できるのに十分な餌資源を有する地域の有無に
ついては、現時点で議論できる材料は少ないが，今後の
飛来状況の蓄積によってそうした点も明らかになると考
えられる。
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神奈川県大和市における
国内外来種ヌマガエル Fejervarya kawamurai の初記録

高橋慶伍・竹内寛彦

Keigo Takahashi and Hirohiko Takeuchi: First record of an alien species, 
Fejervarya kawamurai (Anura: Dicroglossidae) in Yamato City, 

Kanagawa Prefecture, Japan

緒　言

　ヌマガエル Fejervarya kawamurai は，両生綱 Amphibia
無尾目 Anuraのヌマガエル科（Dicroglossidae）に属する
カエルで，日本国内では本州中部以西，四国，九州およ
び先島諸島を除く南西諸島，国外では台湾西部および中
国中部に自然分布している（Djong et al., 2011; 松井・前
田 , 2018）。本種は近年，自然分布域外である関東地方の
各地からの棲息が報告されており，これらの地域におい
て，本種は国内外来種として扱われている（大澤 , 1998; 
森口ほか , 2004; 北嶋ほか , 2013; 潮田ほか , 2016; 茂木 , 
2017; 松井・前田 , 2018）。国内外来種としての本種が，
在来のカエル類および生態系に及ぼす影響は分かってお
らず，移入先での分布範囲を継続的・定期的にモニタリ
ングし，知見を蓄積するとともに，本種の動向について
留意していく必要があると考えられている（大澤 , 1998; 
北嶋ほか , 2013; 茂木 , 2017）。神奈川県内においては，
先行研究によって藤沢市内の境川周辺，江の島および引
地川周辺，横浜市栄区，戸塚区および泉区での本種の棲
息が明らかとなってきた（大澤 , 1998; 北嶋ほか , 2013; 
尾形 , 2019; Takeuchi et al., 2019）。この度著者らは，神奈
川県大和市内の水田において本種を捕獲した。当市内で
はこれまでヌマガエルの記録はなかったため，ここに初
めて報告する。

材料と方法

　2020年 8月 6日 15時 30分～ 16時 30分および同年 8
月 13日 15時～ 16時に神奈川県大和市下和田の水田（図
1 A，B，図 2; 面積約 2.5 ha; 境川から直線距離で 250 m，
小田急江ノ島線高座渋谷駅から直線距離で約 630 m）で
ヌマガエルの棲息調査および捕獲を行った。水田は四方
を道路（北，南，西側は幅約 6 m，東側は幅約 10 mで
車両の交通量が多い）で囲まれており，更にその外側は
雑木林および住宅地で囲まれている（図 1 B）。そのため，

本水田は周囲に存在する水田からは孤立し，最も近い水
田からの直線距離は約 400 mであった。両調査日とも同
じ水田の畦を 1時間歩き，遭遇したカエル類を捕獲した。
ヌマガエル（成体，幼体および幼生）の同定については，
松井・前田（2018）の記述を基に外部形態を用いて行った。
調査中，広告音（オスが同種他個体に対して発せられる，
最も一般的に知られる鳴き声）が聞かれた場合について
も，松井・前田（2018）を用いて鳴き声を発していた個
体の種同定を行った。なお，この水田にはヌマガエルと
は異なる 1種類のカエル類が確認された。これについて
も松井・前田（2018）に基づき外部形態からニホンアマ
ガエル Hyla japonicaと同定した。ヌマガエルと同定され
たカエル類（成体，幼体および幼生）は，捕獲した後研
究室へ持ち帰り，鈴木・黒澤（2005）の記述に従って安
楽死させた。安楽死させた状態での体長（吻端から尻末
までの長さ ; mm）を，デジタルノギス（GAWOOW ステ
ンレスデジタルノギス 150 mm IP54）を用いて小数点下
一桁まで計測した。本種の雌雄判別は，成体オスの二次
性徴である，のどに出現する幅広いM字形の暗色斑紋（松
井・前田 , 2018）の有無に基づいて行い，この二次性徴
が見られる個体をオス個体として扱った。上記，オスの
二次性徴が見られない，かつオスの平均体長 36 mm（松
井・前田 , 2018）よりも大きい個体に関してはメス個体
として扱った。雌雄双方の条件に該当しない個体は幼体
として扱った。幼体と判断された個体のうち 1個体を写
真撮影した後（図 3 B1，B2），神奈川県立生命の星・地
球博物館（KPM-NFA）に寄贈した。

結果と考察

 
　2日間の調査のうち，両日ともに本調査地からはヌマ
ガエル（図 3 A，B1，B2；茶褐色の背皮，吻端がやや尖
る，背側線隆条を欠く，指趾の先端の吸盤を欠く，滑ら
かな腹皮，体側に「ヌマガエル線」が存在する）とニホ
ンアマガエルのカエル類 2種が捕獲された。これら 2種

報　告
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図 1. 神奈川県内でヌマガエルの移入が確認された地域（A）と調査地（B）．黒丸 : 先行研究により明ら
かとなった移入先 ; 四角形 : 本研究の調査地 ; 矢印 : 調査を行った水田 .
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図 2． 図 2．ヌマガエルの棲息調査および捕獲を行った神奈川県大和市下和田の水田（2020 年 8
月 13 日撮影）．
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のうち，広告音は 8月 6日 16時 15分にヌマガエルで確
認された。水田からはヌマガエルのオス2個体（平均体長 ; 
37± 0.3mm），メス 4個体（37.8± 1.6mm），幼体 29個
体（24.9± 6mm），幼生 14個体（17.8± 2.7mm）の合
計 49個体が捕獲された（表 1）。幼体は両調査日におい
て捕獲されたが，幼生は 8月 6日でのみ，成体は 8月
13日でのみ捕獲された。幼体の平均体長は，8月 6日で
22.7± 5 mm，8月 13日では 32± 2 mmであった（表 1）。
なお，今回捕獲されたヌマガエルでは，全ての個体で背
中線は認められなかった。
　本調査の結果から，ヌマガエルが神奈川県大和市下和
田の水田に棲息していることが分かった。また，1回目
と 2回目の調査期間中（1週間）に，幼体が大きくなっ

ていた（成長していた）ことから（表 1），この水田は
本種にとって比較的好適な環境であると示唆された。更
に，幼生および幼体が多数捕獲されたこと，広告音がわ
ずかながら聞かれたことから，本水田で繁殖していると
も考えられた。
　1988年および 1989年に行われた神奈川県大和市にお
ける両生類・爬虫類の棲息調査（丸山・新井 , 1990）で
は，下和田の水田（本研究の調査地）からニホンアマガ
エルの記録はあったものの，これまで大和市内のどの地
域からもヌマガエルは記録されていなかった。その後，
1997年に横浜市栄区および戸塚区から確認され，これ
が神奈川県内での本種の初記録となった（大澤 , 1998）。
ヌマガエルが 1990–1997年の間に大和市内へ移入された

 
 

 図 3．  
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図 3. 神奈川県大和市下和田の水田の土手（A, 赤い点線はヌマガエルの所在を示す）と捕獲されたヌマガエル
（KPM-NFA 864）の背面（B1）および腹面（B2）. スケールバーは 10 mm.
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可能性はあるものの，本種は自然分布地において，水
田によく見られるカエルである（志知ほか , 1988; 松
井・前田 , 2018）ため，採集記録が全くないことを考え
ると，1990–1997年の間に移入された可能性は低いと思
われる。従って，本種が大和市内へ移入された時期は，
1997–2020年の間であろうと考えられた。いずれにせよ，
大和市におけるカエル類に関する文献資料が非常に少な
いため，本種の当地域への移入時期を詳細に推定するこ
とはできなかった。
　ヌマガエルの大和市内への移入経路は，他の移入先（大
澤 , 1998; 森口ほか , 2004; 潮田ほか , 2016）と同様に不
明である。本研究の調査地の水田は既述の通り，四方を
道路および住宅地で囲まれており，特に最も近い水田と
の間には大型集合住宅（県営いちょう団地）が存在して
いることから，周囲からカエル類が侵入することは容易
ではないと考えられる。更に，神奈川県内における本種
の既報の移入先地域と本研究の調査地の間には，住宅地
および境川があり，それらによって本種の移動は制限さ
れる。これらを総合すると，本研究の調査地へのヌマガ
エルの侵入は，既報の移入先地域の個体群が分布を拡大
した結果によるものではなく，人為的な持ち込みによる
可能性が高いと考えられる。
　外来生物が生態系に及ぼす影響として考えられるもの
に捕食がある（戸田・吉田 , 2005）。ヌマガエルは強力な
捕食者であることから（Takeuchi et al., 2019），本研究の
調査地を含めヌマガエルが移入された地域において，本
種が在来生態系に及ぼす影響が懸念される。本種に関す
る生態的知見を引き続き蓄積していくとともに，移入先
での動向に注目していく必要がある。
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表 1．神奈川県大和市下和田の水田で捕獲されたヌマガエルの
性別および体長

段階・性 2020年 8月 6日
個体数（平均体長）

2020年 8月 13日
個体数（平均体長） 計

オス 0 2（37± 0.3 mm） 2

メス 0 4（37.8± 1.6 mm） 4

幼体 22（22.7± 5 mm） 7（32± 2 mm） 29

幼生 14（17.8± 2.7 mm） 0 14

計 36 13 49
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東京湾内湾の谷津干潟の魚類相 - III

荒尾一樹・馬渡和華・大原庄史・風呂田利夫

Kazuki Arao, Kazuka Motai, Masashi Ohara and Toshio Furota: 
Ichthyofauna of Yatsu Tidal Flat in the inner Tokyo Bay - III

緒　言

　谷津干潟は，東京湾内湾に位置する面積約 40 haの潟
湖である（図 1）。生物多様性の維持に重要な生物を支
えている湿地であることから，1993年にラムサール条
約の登録湿地となった。ラムサール条約の目的である湿
地の保全（再生），そこに生息する生物の保全を進める
上で，生物相を把握することは基本的に重要である。そ
こで，谷津干潟自然観察センターでは谷津干潟の魚類相
を明らかにするために 2017年から調査を開始し，荒尾
ほか（2019，2020）で計 13目 34科 52種の魚類を標本・
写真に基づいて報告した。その後も調査を継続し，魚類
の標本・写真を収集してきた。その結果，谷津干潟から
初記録となる 6種を含む 7目 11科 22種の魚類を確認し
たため，追加記録としてここに報告する。

材料と方法

　調査は荒尾ほか（2019，2020）と同様，主に谷津川と
高瀬川へと接続する谷津干潟内の澪筋で行なった（図 1）。
2019年 10月 16日から 2020年 8月 31日の間に合計 10回，
小型定置網，投網，手網を使用して魚類を採集した（表
1）。小型定置網は設置した翌日に回収し，表 1には回収
日を記した。採集した魚類は種の同定後，その場に放流
したが，一部は 10 %ホルマリン水溶液で固定し，標本
とした。また，補足として調査期間内に撮影された写真
についてもあわせて報告する。標本は神奈川県立生命の
星・地球博物館の魚類標本資料（KPM-NI），写真は同館
の魚類写真資料（KPM-NR）として登録・保管した。種
の同定，配列，和名，学名は，本文中に明記したものを
除き，中坊編（2013）に従った。また，加納ほか（2000）
に従ってそれぞれの種の生活史型を区分した。

報　告

図 1．調査地点 .
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結　果

　調査の結果，7目 11科 22種の魚類を確認し，その内
の 1目 4科 6種が谷津干潟初記録種であった。荒尾ほか
（2019，2020）とあわせると谷津干潟で確認した魚類は
計 13目 35科 58種となった（表 2）。以下に各種につい
て確認状況，東京湾での出現状況などを記す。東京湾で
の出現状況については，河野監修（2011）を参考とした。

ニシン目
Clupeiformes

ニシン科
Clupeidae

コノシロ
Konosirus punctatus (Temminck & Schlegel, 1846)

　標本：KPM-NI 60243，1個体（体長 88.8 mm），手網，
2020年 8月 31日（図 2A）。
　備考：荒尾ほか（2019，2020）に引き続き，本報告で
も標本が得られた。

コイ目
Cypriniformes

コイ科
Cyprinidae

マルタ
Tribolodon brandtii maruta Sakai & Amano, 2014

　標本：KPM-NI 60231，1個体（体長 55.5 mm），小型
定置網，2020年 7月 22日；KPM-NI 60233，1個体（体
長 68.3 mm），小型定置網，2020年 8月 7日（図 2B）；
KPM-NI 60234，1個体（体長 67.2 mm），小型定置網，
2020年 8月 7日。
　備考：荒尾ほか（2019）に引き続き，本報告でも標本
が得られた。学名は Sakai & Amano（2014）に従った。

アンコウ目
Lophiiformes

カエルアンコウ科
Antennariidae

ハナオコゼ 

Histrio histrio (Linnaeus, 1758)　
　標本：KPM-NI 60220，1個体（体長 69.8 mm），手網，
2020年 7月 14日（図 2C）。
　備考：荒尾ほか（2019，2020）に引き続き，本報告で
も標本が得られた。

トゲウオ目
Gasterosteiformes

ヨウジウオ科
Syngnathidae

ガンテンイシヨウジ
Hippichthys (Parasyngnathus) penicillus (Cantor, 1849)

　標本：KPM-NI 60205，1個体（体長 83.1 mm），投網，
2019年 10月 16日；KPM-NI 60232，2個体（体長 118.9, 
164.0 mm），手網，2020年 7月 23日（図 2D）。
　備考：荒尾ほか（2020）に引き続き，本報告でも標本
が得られた。

ボラ目
Mugiliformes

ボラ科
Mugilidae

メナダ
Chelon haematocheilus (Temminck & Schlegel, 1845)

　標本：KPM-NI 60235，1個体（体長 46.3 mm），小型
定置網，2020年 8月 7日（図 2E）；KPM-NI 60236，1個
体（体長 30.6 mm），小型定置網，2020年 8月 7日。
　備考：荒尾ほか（2020）に引き続き，本報告でも標本
が得られた。

スズキ目
Perciformes

メバル科
Sebastidae

シロメバル
Sebastes cheni Barsukov, 1988

　標本：KPM-NI 60216，1個体（体長 56.8 mm），小型
定置網，2020年 5月 22日（図 2F）；KPM-NI 60217，1
個体（体長 56.0 mm），小型定置網，2020年 5月 22日。
　備考：荒尾ほか（2019）に引き続き，本報告でも標本
が得られた。

コチ科
Platycephalidae

マゴチ
Platycephalus sp. 2 sensu Nakabo & Kai, 2013

　標本：KPM-NI 60204，1個体（体長 74.1 mm），投網，
2019年 10月 16日（図 2G）。
　備考：荒尾ほか（2020）に引き続き，本報告でも標本
が得られた。

表 1．調査日と調査方法

年月日 小型定置網 投網 手網
2019 10.16 ● ●

11.15 ●
2020 5.11 ● ●

5.22 ●
7.14 ●
7.21 ●
7.22 ●
7.23 ● ●
8.7 ●

8.31 ●
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表 2．確認した魚類と生活史型

No. 目名 科名 種名 荒尾ほか（2019）荒尾ほか（2020）本報告 生活史型
1 メジロザメ目 ドチザメ科 ドチザメ ● 海水魚
2 トビエイ目 アカエイ科 アカエイ ● ● 海水魚
3 ツバクロエイ科 ツバクロエイ ● 海水魚
4 ウナギ目 ウナギ科 ニホンウナギ ● 降河回遊魚
5 アナゴ科 マアナゴ ● 海水魚
6 ニシン目 ニシン科 サッパ ● 海水魚
7 コノシロ ● ● ● 海水魚
8 カタクチイワシ科 カタクチイワシ ● 海水魚
9 コイ目 コイ科 マルタ ● ● 遡河回遊魚
10 アンコウ目 カエルアンコウ科 ハナオコゼ ● ● ● 海水魚
11 トゲウオ目 ヨウジウオ科 ヨウジウオ ● 海水魚
12 ガンテンイシヨウジ ● ● 海水魚
13 ボラ目 ボラ科 ボラ ● ● 海水魚
14 メナダ ● ● 海水魚
15 カダヤシ目 カダヤシ科 カダヤシ ● 淡水魚
16 ダツ目 サヨリ科 クルメサヨリ ● 海水魚
17 トビウオ科 アヤトビウオ ● 海水魚
18 ウチダトビウオ ● 海水魚
19 ダツ科 ダツ ● ● 海水魚
20 スズキ目 メバル科 シロメバル ● ● 海水魚
21 コチ科 マゴチ ● ● 海水魚
22 イネゴチ ● 海水魚
23 スズキ科 スズキ ● 海水魚
24 アジ科 カンパチ ● 海水魚
25 ヒイラギ科 ヒイラギ ● 海水魚
26 クロサギ科 クロサギ ● 海水魚
27 イサキ科 コショウダイ ● 海水魚
28 タイ科 クロダイ ● ● 海水魚
29 キチヌ ● 海水魚
30 ニベ科 シログチ ● 海水魚
31 キス科 シロギス ● 海水魚
32 シマイサキ科 シマイサキ ● 海水魚
33 イシダイ科 イシダイ ● 海水魚
34 イスズミ科 ノトイスズミ ● 海水魚
35 イソギンポ科 トサカギンポ ● 河口魚
36 イダテンギンポ ● 海水魚
37 ハゼ科 ミミズハゼ ● 河口魚
38 トビハゼ ● 河口魚
39 マハゼ ● 河口魚
40 アシシロハゼ ● 河口魚
41 アベハゼ ● ● 河口魚
42 マサゴハゼ ● 河口魚
43 シモフリシマハゼ ● ● 河口魚
44 ヌマチチブ ● ● 河口魚
45 ウロハゼ ● ● 河口魚
46 ツマグロスジハゼ ● 河口魚
47 ヒメハゼ ● ● 河口魚
48 スミウキゴリ ● ● 両側回遊魚
49 ニクハゼ ● ● 河口魚
50 ビリンゴ ● ● 河口魚
51 エドハゼ ● 河口魚
52 ドロメ ● 海水魚
53 カマス科 アカカマス ● 海水魚
54 カレイ目 カレイ科 イシガレイ ● ● 海水魚
55 マコガレイ ● 海水魚
56 フグ目 ギマ科 ギマ ● ● ● 海水魚
57 カワハギ科 カワハギ ● 海水魚
58 フグ科 クサフグ ● 海水魚
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イネゴチ
Cociella crocodila (Cuvier, 1829)

　標本：KPM-NI 60202，1個体（体長 88.0 mm），投網，
2019年 10月 16日（図 2H）：KPM-NI 60203，1個体（体
長 51.6 mm），投網，2019年 10月 16日。
　備考：東京湾では湾央から採集記録があるが，谷津干
潟初記録となる。

タイ科
Sparidae

クロダイ 
Acanthopagrus schlegelii (Bleeker, 1854)　

　標本：KPM-NI 60242，1個体（体長 78.7 mm），手網，
2020年 8月 31日（図 3A）。
　備考：荒尾ほか（2019）に引き続き，本報告でも標本
が得られた。

キチヌ 
Acanthopagrus latus (Houttuyn, 1782)

　標本：KPM-NI 60211，1個体（体長 42.2 mm），投網，
2020 年 5 月 11 日；KPM-NI 60214，1 個体（体長 40.7 
mm），小型定置網，2020年 5月 22日（図 3B）；KPM-
NI 60215，1個体（体長 41.4 mm），小型定置網，2020年
5月 22日；KPM-NI 60240，1個体（体長 103.4 mm），手
網，2020年 8月 31日。

図 2．確認した魚類．A：コノシロ　Konosirus punctatus，KPM-NI 60243，体長 88.8 mm；B：マルタ　Tribolodon brandtii maruta，KPM-
NI 60233，体長 68.3 mm；C：ハナオコゼ　Histrio histrio，KPM-NI 60220，体長 69.8 mm；D：ガンテンイシヨウジ　Hippichthys 
(Parasyngnathus) penicillus，KPM-NI 60232，体長 118.9, 164.0 mm；E：メナダ　Chelon haematocheilus，KPM-NI 60235，体長 46.3 mm；F：
シロメバル　Sebastes cheni，KPM-NI 60216，体長 56.8 mm；G：マゴチ　Platycephalus sp. 2，KPM-NI 60204，体長 74.1 mm；H：
イネゴチ　Cociella crocodila，KPM-NI 60202，体長 88.0 mm.
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図 3．確認した魚類．A：クロダイ　Acanthopagrus schlegelii，KPM-NI 60242，体長 78.7 mm；B：キチヌ　Acanthopagrus latus，KPM-
NI 60214， 体 長 40.7 mm；C： イ シ ダ イ　Oplegnathus fasciatus，KPM-NR 212403；D： ア シ シ ロ ハ ゼ　Acanthogobius lactipes，
KPM-NI 60237，体長 38.0 mm；E：シモフリシマハゼ　Tridentiger bifasciatus，KPM-NI 60206，体長 58.0 mm；F：ヌマチチブ　
Tridentiger brevispinis，KPM-NI 60218，体長 63.5 mm；G：ウロハゼ　Glossogobius olivaceus，KPM-NI 60210，体長 55.2 mm；H：
ツマグロスジハゼ　Acentrogobius sp. 2，KPM-NI 60223，体長 31.3 mm.

　備考：東京湾では全域から出現記録があるが，谷津干
潟初記録となる。

イシダイ科
Oplegnathidae

イシダイ
Oplegnathus fasciatus (Temminck & Schlegel, 1844)

　写真：KPM-NR 212403，4個体，目視，2020年 7月
19日（図 3C）。
　備考：東京湾では湾央から外湾の岩礁域や人工護岸近
くなどで見られる。谷津干潟初記録となる。

ハゼ科
Gobiidae

アシシロハゼ 
Acanthogobius lactipes (Hilgendorf, 1879)　

　標本：KPM-NI 60237，1個体（体長 38.0 mm），手網，
2020年 8月 31日（図 3D）。
　備考：東京湾では全域から出現記録があるが，谷津干
潟初記録となる。

シモフリシマハゼ
Tridentiger bifasciatus Steindachner, 1881

　標本：KPM-NI 60206，1個体（体長 58.0 mm），投網，
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図 4． 確 認 し た 魚 類．A： ヒ メ ハ ゼ　Favonigobius gymnauchen，KPM-NI 60229， 体 長 64.9 mm；B： ス ミ ウ キ ゴ リ　Gymnogobius 
petschiliensis，KPM-NI 60207，体長 62.9 mm；C：ニクハゼ　Gymnogobius heptacanthus，KPM-NI 60226，体長 35.5 mm；D：ビ
リンゴ　Gymnogobius breunigii，KPM-NI 60208，体長 50.6 mm；E：エドハゼ　Gymnogobius macrognathos，KPM-NI 60238，体長
34.8 mm；F：ギマ　Triacanthus biaculeatus，KPM-NI 60241，体長 86.4 mm.

2019年 11月 15日（図 3E）。
　備考：荒尾ほか（2019）に引き続き，本報告でも標本
が得られた。

ヌマチチブ
Tridentiger brevispinis Katsuyama, Arai & Nakamura, 1972

　標本：KPM-NI 60218，1個体（体長 63.5 mm），小型
定置網，2020年 5月 22日（図 3F）。
　備考：荒尾ほか（2020）に引き続き，本報告でも標本
が得られた。千葉県のレッドリスト（千葉県環境生活部
自然保護課編，2019）では一般保護生物に選定されている。

ウロハゼ
Glossogobius olivaceus (Temminck & Schlegel, 1845)

　標本：KPM-NI 60210，1個体（体長 55.2 mm），投網，
2020年 5月 11日（図 3G）。
　備考：荒尾ほか（2019）に引き続き，本報告でも標本
が得られた。

ツマグロスジハゼ
Acentrogobius sp. 2 sensu Akihito et al., 2013

　標本：KPM-NI 60221，1個体（体長 31.0 mm），手網，
2020 年 7 月 21 日；KPM-NI 60222，1 個体（体長 29.8 
mm），手網，2020年 7月 21日；KPM-NI 60223，1個体（体
長 31.3 mm），手網，2020年 7月 21日（図 3H）；KPM-
NI 60224，4個体（体長 27.3–29.0 mm），手網，2020年 7
月 21日；KPM-NI 60230，1個体（体長 62.5 mm），小型
定置網，2020年 7月 22日。
　備考：東京湾では湾奥から湾央にかけての河口域や潟
湖などに生息する。谷津干潟初記録となる。

ヒメハゼ 
Favonigobius gymnauchen (Bleeker, 1860)

　標本：KPM-NI 60212，1個体（体長 50.8 mm），投網，
2020 年 5 月 11 日；KPM-NI 60213，1 個 体（ 体 長 42.9 
mm），投網，2020年 5月 11日；KPM-NI 60228，1個体（体
長 53.7 mm），手網，2020年 7月 21日；KPM-NI 60229，1
個体（体長 64.9 mm），手網，2020年 7月 21日（図 4A）。
　備考：荒尾ほか（2020）に引き続き，本報告でも標本
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が得られた。

スミウキゴリ
Gymnogobius petschiliensis (Rendahl, 1924)

　標本：KPM-NI 60207，1個体（体長 62.9 mm），投網，
2019年 11月 15日（図 4B）。
　備考：荒尾ほか（2019）に引き続き，本報告でも標本
が得られた。

ニクハゼ
Gymnogobius heptacanthus (Hilgendorf, 1879)

　標本：KPM-NI 60225，1 個体（体長 37.4 mm），手
網，2020 年 7 月 21 日；KPM-NI 60226，1 個体（体長
35.5 mm），手網，2020年 7月 21日（図 4C）；KPM-NI 
60227，3個体（体長 32.4–36.1 mm），手網，2020年 7月
21日。
　備考：荒尾ほか（2020）に引き続き，本報告でも標本
が得られた。

ビリンゴ 
Gymnogobius breunigii (Steindachner, 1880)

　標本：KPM-NI 60208，1個体（体長 50.6 mm），投網，
2019年 11月 15日（図 4D）。
　備考：荒尾ほか（2019）に引き続き，本報告でも標本
が得られた。千葉県のレッドリスト（千葉県環境生活部
自然保護課編，2019）では一般保護生物に選定されている。

エドハゼ 
Gymnogobius macrognathos Bleeker, 1860

　標本：KPM-NI 60238，1個体（体長 34.8 mm），手網，
2020年 8月 31日（図 4E）；KPM-NI 60239，1個体（体
長 36.7 mm），手網，2020年 8月 31日。
　備考：東京湾では湾奥に流入する多摩川，荒川，江戸
川放水路や新浜湖の干潟域，葛西人工海岸などで普通に
見られる。谷津干潟初記録となる。環境省のレッドデー
タブック（環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進
室編，2015）では絶滅危惧 II類，千葉県のレッドリスト（千
葉県環境生活部自然保護課編，2019）では要保護生物に
選定されている。

フグ目 
Tetraodontiformes

ギマ科 
Triacanthidae

ギマ
Triacanthus biaculeatus (Bloch, 1786)

　標本：KPM-NI 60241，1個体（体長 86.4 mm），手網，
2020年 8月 31日（図 4F）。
　備考：荒尾ほか（2019，2020）に引き続き，本報告で
も標本が得られた。

考　察

　荒尾ほか（2019，2020）とあわせて計 13目 35科 58
種の魚類を谷津干潟で確認した（表 2）。科別にみると，
ハゼ科が 16種（全体の 28 ％）と最も多く，残りの科は
1-2種であった。生活史型別にみると，海水魚は 39種（67 
％），河口魚は 15種（26 ％），淡水魚，遡河回遊魚，降
河回遊魚，両側回遊魚は 1種であった。荒尾ほか（2019）
で，谷津干潟は東京湾の他の干潟と異なり，流入河川が
なく，周辺に大きな河川もないため，海水魚の種数が優
占するといった特異的な魚類相が形成されていることが
示唆されたが，荒尾ほか（2020）も本調査もそれを支持
する結果となった。また，荒尾ほか（2020）では谷津干
潟初記録種が 24種確認されたが，本調査では 6種にと
どまったことから，谷津干潟の魚類相はほぼ把握できた
ものと考えられる。仔魚または稚魚期にだけ干潟を利用
する種もあるが，谷津干潟では若魚・成魚の出現状況は
ほぼ把握できたものの，仔魚・稚魚の出現状況は把握で
きていない。今後は仔魚および稚魚も採集できる漁具を
使用して調査を行い，発育段階の特徴に基づいて各魚種
の干潟の利用様式を明らかにすることが望まれる。
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